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一　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　－、

1

誤 正

（7） 4 行 目 出産 出土

P 2’ 13行 目 ●　　　●　　　●の調査を行 った。 を行 った。

P 5 11行 目 ●津波遺跡 ●津浪遺跡

P 28 挿 図35 王錘 ’主錘

P 52 3 行 目 勾圭 勾玉

P 61 4 行 目 ●　　　　●支持柱跡 ●　　　●補助柱跡

P 86 挿図116 0　　　　　　　 50cm
l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l

0亡二一 5cm

P 90 挿図122 9　　　　　　 50cm
t　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l

9　　　　　　 25cm
l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

P 92 挿図128 ●石蓋土墳

●N－1100－E

●石蓋土壌

P lO l 挿図140 図内 「H I」削除

P 118

′′
P 123

′′

P 129

1 行 目 ●N－1500－E

12行 目 挿図164に 挿図166に

1 行 目 ●5世紀前半代
●5世紀後半代

10行 目 ●N－50－E ●N－600－E

20行 目 ●N－480－E ●N－840－E

P 135 8 行 目 商 う 倖 う

P 145 ． 8 行 目 ●N －220－E ●N －220－W

P 151 13行 目 木棺 を ●木棺部 を

P 185 16行目 ●西側周構か ら ●西側周溝か ら

P 200 2 行目 銅製 ●青銅製 ．

P 204 2 9行 目 ●長瀬高浜遺跡では

●　　　●内面右 パケ

長瀬高浜遺跡 は

P 209 S I80　P o 6 「胴部下位穿孔有 り。」を加える。

P 215 SI83 Po 2　3行目 ●　　　●　　　●　　　●内面右へラ削 り

P 226 SI88 Po21 5行目 ●指で押 えた跡‘ ■指で押え た痕

P 229

′′

P 231

〃 ．Po45 3行目 ●横 に延 びる ●横 に伸 びる

〝　Po49 1行目 小型器台

●

●　　　●　　　●小型 の鼓形器台

SI90 Po2　4行目 胴部右方向の ●肩部右方向の

P 237 SIlOO Po29 4行目 ●縦長 の胴部回 縦長 の胴部。

P 244 SIlO3 Po3　2行目・ ●胴部疎 な ●胴部粗 な

P 245 〝　 Po14 2行目 ●口緑瑞部 ●口縁端部 ‾

P 251 S IlO8　P o12
1 －2才ラ目

●立ち上 げる ○立ち上が る

P 252 〝　Po21 3行目 口縁部 カッ ト。 ●口縁端部カ ット。

P 2 53

′′

P 265

〝　 Po25 1行目 ●径縁端部 ●口縁端部

〝　 Po26 5行目 ●
へラ　 工具

●
へラ状工具

SX 35 H 1 2行目 ●横270パケ 横パケ

P 267

′′

P 268・

S X 58　P o 9
5 －6 才ラ目

●右上方向

●

●左上方向

”　　P olO
5 －6才ラ目

右上方向
●

●左上方向

〝　H 3　8行目 上屋根施文順 ●下屋根施文噴

P 275 17G S K 20
P o1　5才ラ目

緬孔 症孔

P 279 遺構外出土弥生土器
P o隻7 2－3才ラ目

●　　　●　　　●　　　●胴部上方 に

●　　　●

●　　　●　　　●口縁部 に
●〝

：P 293

ノ′
”　　 3才ラ日

2個 の刺突孔 2個 の紐孔

14K地区出土帯金具
B l　l才子l∃

銅製 青銅製　　　　　　 l
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序　　　　　文

昭和52年8月から開始された当財団の長瀬高浜遺跡発掘調査事業は，あと57年度一年間

を残すのみとなった。ふりかえれば，現在に至る五年半はたいへんな調査の連続であった。

53年度には1号墳の発見と埋葬施設の大箱式石棺の調査が，54年度では75棟もの竪穴住居

跡による集落の出現をみた。55年度には形象埴輪群の検出がなされ，56年度には小銅鐸の

発見と大型高床建物の調査が行われた。そのたびごとに学界やマスコミをにぎわし，県民

の多くに埋蔵文化財への興味と関心を持っていただく糸口になったと思う。

このたび，昭和55年度の報告書を刊行するはこびとなった。この報告書には調査した竪

穴住居跡，掘立柱建物跡，古墳，石棺墓，埴輪棺墓，弥生時代土墳墓等が記録されている。

経費や時間の関係で調査事実のみの列記になったが，本書が県民のみならず多くの方々の

埋蔵文化財理解に役立てていただければ幸いである。

本書を刊行するにあたり，発掘調査や報告書編集の任にあたられた中部埋蔵文化財調査

事務所の皆さん方の努力に敬意を払うとともに，関係各機関の方々の御指導・助言・協力

に対し厚く御礼申し上げる次第である。

昭和57年3月

財団法人・鳥取県教育文化財団　常務理事　平木安市
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例 口

本書は，天神川流域下水道事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の，昭和55年度調査地区の報

告書である。

財団法人鳥取県教育文化財団が，県土木部下水道課の依頼をうけて発掘調査を実施した

ものである。発掘及び整理・報告書作成作業の実施にあたっては，鳥取県教育委員会文化

課の指導と，各研究機関・大学等の考古・人類・自然科学等の専門家の助言・協力を得た0

本書の作成については，中部埋蔵文化財調査事務所で昭和56年度調査員が行い，下記の

専門家の方々と昭和54年度調査関係者の方々の指導・助言を得た0記して感謝の意を表し

ます。

調　査　指　導　鳥取県教育委員会文化課（課長・田中　幸次郎）

県文化財保護審議会委員　山本　清・佐々木　謙・手嶋　義之

京都大学

鳥取大学

奈良国立文化財研究所

東京国立博物館

同志社大学

北九州市立歴史博物館

県立博物館

倉吉文化財協会

池田　次郎

豊島　吉則・赤木　三郎

田中　琢・佐原　真・沢田　正昭

町田　章

本村　豪章

森　浩一・石野　博信・堀田　啓一

小田　富士雄・武末　純一

山名　厳・清末　忠人

名越　勉・真田　広幸・森下　哲哉

本書に使用した方位は，すべて真北をさす。

本書の挿図内にある＞＞＞＞は黒砂層上面をあらわす。

長瀬高浜遺跡の報告書の刊行は次のとおりである。

長瀬高浜遺跡発掘調査報告書I一北条バイパス調査地区

〃

〃

〃

〃

〃

II一昭和53年度緊急調査地区

IIト昭和54年度調査地区

IV－昭和55年度調査地区

Ⅴ一昭和53・56年度調査地区

VI一昭和57年度調査地区

昭和55年3月刊行

昭和56年3月刊行

昭和56年12月刊行

昭和57年3月刊行

昭和57年9月予定

昭和58年3月予定
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第I章　長瀬高浜遺跡の調査経過

第1節　発掘調査までの経過

昭和47年

48年

49年

49年

49年

49年5月

49年7月

50年

52年6月

52年7月

52年8月

52年8月

53年5月

53年8月

天神川流域下水道整備総合計画策定。

天神川流域下水道整備総合計画申請。

都市計画地方審議会諮問。

計画決定告示。

事業認可。

長瀬高浜遺跡（長瀬遺跡）の発見。

天神川流域下水道関係部課長会議。

用地買収。

県土木部下水道課と県教委文化課埋蔵文化財についての協議。

県教委，下水道課長へ開発事業計画と文化財保護について通知。

県知事埋蔵文化財発掘について通知（法第57条の3）。

教育文化財団理事長，埋蔵文化財発掘調査届提出（法第57条）。

教育文化財団理事長，埋蔵文化財発掘調査届提出（法第57条）。

日本下水道事業団へ工事発注。

第2節　遺跡の発見

昭和49年5月7日県教育委員会文化課が一般国道9号線改築工事（北条バイパス）建設

計画に伴い，現地踏査を実施したところ北条砂丘の東端部，鳥取県東伯郡羽合町長瀬字高

浜・浜根荒神他，通称「高浜」の一帯の砂丘畑地に弥生土器，土師器等が濃密に散布して

いたのでこの遺跡発見のきっかけとなった。踏査時，北条バイパス建設予定地の南に接し

て天神川流域下水道処理場建設計画のあることを知り，その一帯にも広く遺物散布地が及

ぶことがわかった。

第3節　試掘調査（昭和52年次）

遺跡発見以降，再三にわたり県教育委員会文化課と県土木部下水道課の協議が始まった。

その結果，昭和52年8月から遺跡の性格の追及とその範囲を把握し，工事との調整を図る

ため，遺跡散布地を試掘することにより砂丘遺跡の確認調査を実施することになった。

調査は，財団法人鳥取県教育文化財団（理事長知事）が行ない，経費は県土木部の委託

費によった。調査対象地は，施設用地10haのうち第1期工事予定地で工事により埋蔵文化

財に直接影響を及ぼすと考えられる約5haとした。調査方法は，グリッド方法により，5
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mx5m・5mXlOm・10mXlOmとし

計32か所約3，000m2の試掘を行った。その　こ

結果，この砂丘遺跡でも遣物包含層は砂

丘活動の停滞期によって形成された黒砂

層（黒褐色腐植砂層）と密接な関連があ

ることをつきとめた。黒砂層は，浅いと

ころで現地表面から10数cm，深いところ

は数mのところにあり，少量の黒砂面で

t■
′・．

、・　J・
ニ．　　・．

も必ず土器片を含んでいた。砂丘地であ　　　　　　　写真1試掘調査

るため，試掘表面は100m2でも7mも掘り下げれば底面積は1m2程度となってしまった。試

掘には，検土杖・ハンドオーガーボーリングも使用した。地下深く掘り下げた場合には重

機（ユンボ）の併用も行った。

試掘（約3，000Iが）及び一部拡幅調査（約1，500mz）の調査を行った。その結果，砂丘下に

円墳1基，箱式石棺6基，中世火葬墓25基を検出した。また，出土遺物は，多量の弥生土

器・土師器で，壷・賓・高杯が主であったが，石斧・石鉄・砥石・土錘・紡錘車などの生

活用具も含まれ，遺跡との関連を暗示した。

（昭和52年度試掘調査費委託料11，830，000円）

第4節　昭和53年度調査

試掘調査結果に基づき関係部局と協議の結果，下水処理場建設計画，施設配置計画の変

更は不可能という結論のため，調査員を増強して全面発掘調査を教育文化財団が実施する

こととなった。そして，調査は次の4点を主に行うこととした。

（1）黒砂分布範囲を明確にし，上層の灰白色砂を除去すること。

調査の一環として事業課に50，000m3の

砂除去を依頼し，そのあと起伏する黒砂　ぬ遠め醜く

面を露出するため，灰白色砂の排除を始

めた。その結果18，000Iがの黒砂面を検出

した。大きく起伏する黒砂面をよく観察

すると，わずかな起伏に気づきこれも古

墳と考えるに至り，11基の追加となった。

黒砂面は，今後増々拡大していくものと

推定される。

（2）1号墳とその周辺の発掘調査

鎧

≠顧瀦駁尖＿

㌢∵琴綻年∵ご∴
ぁ　一　掬

笥薮ト｛

写真2　黒砂層検出中
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砂丘に埋り，姿を見ることができな

かった1号墳が，径33m・高さ2mの円

墳として確認された。まず，1号墳墳丘

の全貌を出す上層部調査過程で中世火葬

墓群48基，周溝部とその周辺調査で箱式

石棺等14基，主体の箱式石棺より「つづ

らさわまき」の鉄刀を副葬した25才～

40才頃の女性人骨が発見された。墳丘築

成状況調査では竪穴住居状遺構の調査へ 写真3　1号墳全景

と発展したため，調査地区の拡大も余儀なくされた。

（3）東部黒砂地区の発掘調査

東部黒砂面において，竪穴住居状遺構2棟，火葬墓4基，黒砂と灰白色砂の境界付近で

合口土器棺墓1基，灰白色砂中で中世墓1基を検出した。しかし，年度内に黒砂下層まで

調査を進めることができず課題を残した。

（4）中央管理棟建設工事中の発見に伴う発掘調査

昭和53年10月25日，中央管理棟建設工事掘削作業中，南の13A標高3m付近で黒砂が露

出していることを発見，直ちに工事を中断し緊急調査に入った。五輪塔群の出土により黒

砂が傾斜して歴史時代まで続き，それ以降10数mの砂が被覆した等の知見も得られた。

（昭和53年度発掘調査費委託料　41，000，000円）

第5節　昭和54年度調査

昭和54年度は工事の第1系列の南北

200m，東西50mの区画内1万がの黒砂面

について全面発掘調査が行われた。厚さ

60～100cmの黒砂層の下に多数の住居跡

と3・4・10号墳をはじめとする古墳，

墳墓が確認された。この地区の南端区域

では水田面と考えられるグライ土壌が検

出された。時代的にみると弥生時代前期

から中世末などの遺構をもつ複合遺跡で 写真4　竪穴住居跡

ある。総計すると弥生時代前期の竪穴住居跡1棟，土壌3基，古墳時代の竪穴住居跡74棟，

掘立柱建物跡10棟，井戸跡4基，古墳時代の墳墓14基，飛鳥時代の墳墓9基，中世墓33基

である。
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遺物としては竪穴住居跡内からは多量の土師器に加えて，釣針，鉄鎌などが出土してい

る。その他剣先型鉄製品，鉄鉄，鋼鉄，素文鎮，石製模造鈴，玉製品（勾玉，管玉，切子

玉，小玉など），古銭，土馬，陶磁器等が出土している。

これらの遺構，遺物から古代の村落の一端をうかがい知ることができた。

（昭和54年度発掘調査費委託料　61，270，000円）

第6節　昭和55年度調査

55年度の発掘調査は，54年度調査地の

西側及び北側の一部約8，500Iがについて

行った。発掘調査で検出した遺構は竪穴

住居跡35棟，掘立柱建物跡11棟，井戸跡

1基，溝状遺構2基，古墳10基，石棺墓

7基，木棺墓4基，石蓋付土壌墓1基，

埴輪棺墓1基，中世墓2基，方形周溝墓

1基，弥生時代の墳墓49基，埴輪祭祀跡

1基等である。この地域には，54年度調

査区の北側に集中していた竪穴住居跡群

が西側と北側にのびており，集落の西端

を確認することができた。墳墓について

は以前から多く出土していた弥生時代前

期の土器群や管玉等にともなって，土墳

墓木棺墓群が西側高台に集中して検出さ

れた。また上層からは，長瀬高浜遺跡で

初めての前方後方墳（全長約30m）を掘

写真5　55年度調査区住居跡

り出した。残存部は茸石最下部の根石列　　　　　　写真6　35・58号境

が東側に一列だけあったが，円筒埴輪や家形埴輪片もみられた。円墳は2号境をはじめ9

基を調査した。

遺物としては，多量の土師器をはじめ須恵器，弥生土器，陶磁器，石器，鉄器，鋼製品，

玉類等を検出した。中でも鉄剣型銅剣，大量の形象埴輪など貴重な遺物も多く出土した。

（昭和55年度発掘調査費委託料　89，700，000円）

－4－



宇

羽

挿図1長瀬高浜遺跡と周辺の遺跡

北

遺跡地名

1．長瀬高浜遺跡

2．和助北遺跡

3．馬ノ山古墳群

4．南谷遺跡

5．乳母ケ谷遺跡

6．宮内狐塚古墳
しどり

7・倭文神社（伯書一の宮経塚遺跡）

8．久見廃寺

9．北山1号墳

10．長和・田・津波遺跡

11．門田遺跡

12．隅ケ坪遺跡

13．大平山古墳群

14．薄口遺跡

写真7　長瀬高浜遺跡航空写真
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挿図3　長瀬高浜遺跡調査位置図
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第II章　発掘調査の結果

第1節　竪穴住居跡（Sり

55年度調査地区では，26棟の竪穴住居跡を検出した。方形プランが24棟，五角形プラン

が1棟，不明1棟である。

S176（挿図5・6，図版1・20）

16H地区にあり，29号墳の東，SI78の西に位置する○南端で16HSK02を切っている。

平面形は正方形に近く，コーナーも直角に近い0床面の大きさは長辺6．3m，短辺5．6mで，

（彰暗褐色砂
（診褐灰色砂
③黒褐色砂
④やや白い褐灰色砂
⑤褐色砂（⑤の方が②より濃い）
⑥褐色砂
（診灰色砂
⑧灰白色砂

0　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

挿図5　SI76遺構図（S＝1／80）

色勿ウ

F1個

0

⊆＝＝＝＝二二章二こ∃cm

挿図6　SI76遺物図（土器S＝1／4，鉄器S＝1／2）
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主軸はN－500－Eである。床面積は35．3m？になる。壁高は北西側で最大値74cm，南東側で

最小値14cmを測る。側溝はみられない。ピットは12個検出したが，竪穴住居の構造柱の柱

穴とみられるものはPl～P4の4個である。プランはPlから順に（72×58－54），（50×

46－33），（52×48－33），（52×52－16）cmで，柱穴間距離はP1－P2間から3．1，3．4，

2．8，3．5mである。他の8個のピットは用途が不明である。時期は遺物より長瀬II期と考

えられる。断面図からわかるように，当時の地表面は北西より南東および東に向けて傾斜

している。この住居の廃絶後，北西から流れてきたのであろうか，須恵器の蓋（挿図286，

Po　9・10）が住居跡内から検出された。

SI77（挿図7・8，図版1）

15H地区にあり，SI78と接する。平面形は正方

形に近く，・コーナーは直角である。床面の大きさは

長辺1．9m，短辺1．6mで，主軸はN－530－Eであ

る。床面積は3．0mヲになる。壁高は北西側で最大値47

cm，南東側で最小値18cmを測る。側溝はみられない。挿図7　S177遺物図（S＝1／4）

①暗こげ茶色砂
（塾暗黒色砂
③黒灰色砂
④暗茶褐色砂
⑤灰褐色砂

毎

く　　　　　　a－

aL＝8・60m

‾一一一⊥」」ヰ

挿図8　S177遺構図（S＝1／40）
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床面では柱穴と思われるピットを検出できなかった。また肩部周辺でも補助柱跡と思われ

るピットは検出できなかった。遺物は僅かに高杯の杯部と炭が少量検出できただけだった。

出土遺物から長瀬II期と考えられる。

S178（挿図9～11，図版1・5・20）

15H地区にあり，SI76の東に位置し，SI79と切り合っている。新旧関係はSI78の

方が新しい。平面形は長方形で，コーナーは直角気味である。床面の大きさは長辺4．9m，

①暗茶褐色砂　⑥
②灰褐色砂
③暗こげ茶色砂　⑦
④黒灰色砂　　⑧
⑤暗灰褐色砂　⑨

⑩

し二＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　　」

挿図9　S178・79遺構図（S＝1／80）

車　叫、・・

挿図10　S178遺物図その1（S＝1／4）
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短辺2．6mで，主軸はN－530－Eである。床面積は12．7Iがになる。壁高は北西側で最大値56

cm，南東側で最小値18cmを測る。側溝はみられない。ピットは4個あったが，竪穴住居の

構造柱の柱穴とみられるものはPl，P2の2つである。プランはPl（38×36－26），P

2（28×28－22）cmで，柱穴間距離は1．9mである。また床面中央には浅い特殊ピットP3

（98×68－10）cmが配されている。断面図からわかるように，旧地表面は北西より南東に

向けてゆるやかに傾斜しているため，北西側の壁高が南東側より約40cm深い。時期は遺物

より長瀬II期と考えられる。

＼、一二＿、：・・｝－・，、、二tII・I十‥．、．、．⊆＝「一一一一一十一一一一二二∃

0

の

Fl（吻

瓢
捌

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

挿図11S178遺物図その2（土器S＝1／4，鉄器S＝1／2）

S179（挿図9・12，図版1・7）

15H地区にあり，SI78に切られている。

平面形は正方形（推定）で，コーナーは丸味

を帯びている。床面の大きさは長辺3．0m，短

辺2．9mで，主軸はN－530－Eである。床面積 Pol（乃
0　　　　　　　　　10cm

は8．7m竺（推定）になる。壁高は北西側で最大　「一一　二「てこ∃　　　po2㈹

値34cm，南東側で最小値7cmを測る。床面か　挿図12　S179遺物図（S＝1／4）

らピットは検出できなかったが，4本の構造柱をもつものであったなら，SI78に切られ

ていない部分で，ピットを検出できたと考えられる。従って，2本の構造柱をもつ住居跡

の可能性が大きい。断面図からわかるように，SI78の床面はSI79の床面より深い。つ

まりSI79の廃絶後，SI78を建てる際SI79のピットが壊された可能性が大きい。また，

－14－



遺物も少量しか検出できなかった。時期は出土遺物から長瀬II期と考えられる。

SI80（挿図13～15，図版2・7・21）

15H地区にあり，SB18の南東，S

I85の南に位置し，南側でSI81と切

り合い，32号墳に切られている。新旧

関係はSI81の方が新しい。平面形を

方形とする小形の住居跡である。床面の

大きさは長辺3．0m，短辺2．0mを測り，

主軸はN－640－Eで，床面積は約6．0

がである。壁高は北東側で最大値96cm，

南側で最小値35cmを測る。側溝はみら

れない。ピットは床面で4個，壁に3

個検出し，この壁にある3個を柱穴と

考える（P3はSI81に切られて検出

できなかった）。柱穴のプランはPlか

（丑黒色砂
②黒褐色砂
③淡黄褐色砂
④暗茶褐色砂
⑤淡茶褐色砂
⑥やや濃い黄褐色砂
⑦暗褐色砂
⑧茶褐色砂
⑨淡褐色砂

4m

仁＿「二∃

挿図13　S180・81・82遺構図（S＝1／160）

挿図14　S180遺構図（S＝1／80）

ら順に，Pl（50×42－43），P2（40×40－40），P3（－），P4（36×34－53）cmで，

柱穴間距離はP1－P2間より2．20m，－，－，3．24mを測る。P5は特殊ピットと思われ

－15－



ヒ二　　王　　二二］

挿図15　S180遺物図（土器S＝1／4，鉄器・土製晶S＝1／2）
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るが，他のピットの性格は不明である。床面に焼砂はなく，炭なども出土しなかった。ま

たこの住居跡内より釣針（F4・5）と土玉（Dl）が出土した。時期は出土遺物より長

瀬II期と考えられる。

S181（挿図13・16～19，図版2・7・8・21・22）

15H地区の南東にあり，SI78の東に位置し，北でSI80と，西でSI82と切り合う。

新旧関係はSI80・82よりSI81の方が新しい。平面形を方形とする大形の住居跡である。

床面の大きさは長辺7．72m，短辺5．78mで，床面積は44．6Iが，主軸はN－700－Eを振る。壁

笹森
P5

・イ

諦
p？タてェ感

醇
●チ

aL＝8・10m

E
C⊃

LJつ

［、．

lI

J

，J⊃

◎

響P15

ヵ◎
管

ニ＠

一つ

挿図16　SI81遺構図（S＝1／80）
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a′　①暗褐色砂
②黒褐色砂
③茶褐色砂
④淡褐色砂
⑤淡黒灰色砂
⑥黄灰色に黒色砂の斑状混入
⑦暗灰褐色砂
⑧褐色砂
⑨黄灰色砂
⑩暗茶褐色砂

0　　　　　　　　　　　2m
ト…　　：　　　」



rご，ミキ

諾

；1

転‾］誹　　罰
∴．∴．一．・′／’

＿「　二

二へ∵。．′

Po18（刻

十㌧　i　＿

Pol柚　　　　l　　　　呈　　　i

挿図17　SI81遺物図その1（S＝1／4）
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＼｛・′・・ノ・

∴．1．． S

「
㍉
こ
U

：㈹
◎Jl例

C∋　⑰
0　　　　　　　　2．5cm

［＿⊥　　」

詰刊
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿　　　」

挿図18　SI81遺物図その2（S＝1／4）挿図19　SI81遺物図その3（鉄器・石製

晶・土器S＝1／2，玉S＝1／1）

高は北側で最大値84cm，南側で最少値10cmを測る。側溝はみられない。ピットは床面に16個

検出したが，柱穴と思われるものはPl～P4の4個である。しかしP5・6はPl～P4

に比べて深く，柱穴の可能性もある。そのときP7・8は補助柱と考えることもできよう。

またP12は特殊ピットであろう。柱穴及び柱穴の可能性のあるピットのプランはPlから

順にPl（62×50－11），P2（78×70－17），P3（60×59－28），P4（68×66－24），

P5（76×70－67），P6（64×56－62），P7（79×69－35），P8（60×58－34）cmであ

る。またP12のプランは（220×130－13）cmである。柱穴間距離はP1－P2間より2．50，

4・50，4・60mでP5－P6間は3．60mである。床面に焼砂などなく，他のピットの性格は

不明である。出土遺物の中に大量の土器群に混り製塩土器（Po26）が1片ではあるが出土

した。この製塩土器片は内外面とも黒褐色で外面に叩きがあり，非常に薄く，備讃瀬戸系

のものと思われる。また砥石（Sl）と小玉（Jl）なども出土している。床面も大きく，

出土土器も多い事からこの付近の中心的な住居跡と考える事もできよう。時期は出土遺物

から長瀬II期と考えられる。

S用2（挿図13・20～23，図版2・8・21・22）

15H地区にあり，SI78の南東，SX27の北に位置し，SI81と切り合う。新旧関係は

SI82よりSI81の方が新しい。平面形をほぼ正方形とする小形の住居跡である。床面の大

きさは長辺3・50m，短辺3・20mで，床面積は約11・2Iがである。壁高は北西側で最大値96cm，

－19－



0　　　　　　　　　　　2m
と二二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿　　　」

挿図20　SI82遺構図（S＝1／80）

挿図21S182遺物図その1（S＝1／4）
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南側で最小値37cmを測り，主軸はN－660－Eをとる。2本柱の建物で，ピットは床面に柱

穴の2個，壁の肩に5個検出した。P3～P7は補助柱的なものであろう。柱穴のプラ

ンはPl（50×46－40），P2（54×50－42）cmで柱穴間距離は1．82mである。床面に側溝

などはなく，焼砂などもみられなかった。また特殊ピットも検出できなかった。遺物は多量の

土器の他，曲刃鎌（Fl）など鉄器も出土している。時期は出土遺物から長瀬II期と考えられ

l

一一一一一一一一一一一‾＼ 一 一一

－ F 一

一 ／／ ′ノ／

lニ去・、〕さ二妄‘一

Po16（ソ）

蒜二・二・

10cm

L⊥

挿図22　S182遺物図その2（S＝1／4）

－21－



藩

0

鰭
挿図23　S182遺物図その3（S＝1／2）

雷雲悪霊霊砂　⑦雷雲孟宗品禁色：主三建m
③淡褐色砂　　　⑧黒褐色砂
④黄灰色に茶褐色⑨暗褐色砂

の斑状混入　　⑩茶色砂
⑤淡茶褐色砂　　⑫淡黄茶褐色砂
⑥淡黄褐色砂

2m

ヒ＋．＝　＿当

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」

挿図24　S183遺構図（S＝1／80）

S183（挿図24～26，図版2・8・21・22）

15G地区と15H地区にまたがるほぼ正方‾

形の住居跡である。主軸をN－540－Eにと

る。4．09×3．76mの規模で深さは北側で68cm，－
0し」Fl（カ）』リ
ヒ二二二∵二二∃cm床面積は15．8mヲになる。ピットは床面で9個 ヒこ＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

検出したが，そのうち柱穴と思われるのはP　挿図25　S183遺物国その1

1（41×35－38），P2（42×42－49）cmで2　　　（鉄器S＝1／2，玉製品S＝1／1）
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挿図26　SI83遺物図その2（S＝1／4）

本柱の竪穴住居跡と考えられる。柱穴間距離は2．62mを測る。P3は特殊ピットと考えら

れ，P3以下のピットの大きさは順に（70×70－61），（68×56－33），（55×49－40），（88×

85－50），（60×55－33），（89×50－52），（71×64－54）cmである。出土遺物の中に，頭の

欠けた馬瑠製勾玉がある。時期は出土遺物から長瀬III期と考えられる。

SI84（挿図27～32，図版2・8・21・22）

14G地区にあり，SI41の北に位置し，28号墳・14GSDOlと切り合っている。切り合

い関係は，28号墳が新しく，14GSDOlが古い。平面形は隅丸方形である。床面の大きさ

は，長辺5．0m，短辺4．9mで，床面積は約24．5Iがである。主軸はN－380－Eである。壁高

は北側で最大値91．4cm，南側で最小値43．2cmを測る。側溝はみられない。ピットは床面及

び肩部で17個を検出したが，構造柱跡と考えられるものはPl～P4の4個である。プラ

ンはPlから順に（58×46－59），（64×52－46），（54×48－64），（62×54－64）cmを測り，

柱穴間距離はP1－P2間から順に2．40，2．40，2．46，2．70mを測る。P5～P14は補助
（注1）

柱跡と考えられ，床面に対して垂直に掘られている。同じように補助柱をもつものにSI69

（54年度調査地区）があるがこの補助柱跡は斜めに掘り込まれている。住居跡内にあるS

K04は14GSDOlに付属するものと考える。特殊ピットと考えられるものは検出できな

かった。他のピットの用途は不明である。時期は遺物より長瀬II期と考えられる。

注1　『長瀬高浜遺跡発掘調査報告書III』　鳥取県教育文化財団1981P114
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挿図27　S184遺構図（S＝1／80）

①茶褐色砂
②淡黄褐色砂
③暗茶褐色砂
④淡黄灰色砂
（む淡茶褐色砂

0 2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　　」

∴

しこ　　　呈　　　　i

挿図28　S184遺物図その1（S＝1／4）
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挿図3014GSKO4遺物図その1（S＝1／4）
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Pol（a）

挿図3114GSKO4遺物図その2（S＝1／4）

0　　　　5cm
L　　　＝＿＿＿＿＿＿＿＿」

5cm

L＿＿＿＿＿＿⊥　　」

挿図32　Sl84遺物図その3（SI S＝1／4，S2，3，鉄器S＝1／2）

S185（挿図33～37，図版3・9・10・21・22）

15I地区と14I地区にまたがり，32号墳の北に位置する。平面形は方形である。床面は

北・東側にテラス状の段がある。床面の大きさは長辺4．68，短辺4・04mで，テラスを含め
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た大きさは長辺6．16，短辺5．40mを測る。床面積は18．9mヲでテラスを含めると33．3Iがであ

る。主軸はN－380－Wである。壁高はテラスまでは北西側で最大値92cm，北東側で最小値

38cmを測る。床面からテラスまでは約18cmの高さである。側溝はみられない。ピットは床

面で20個検出したが，柱穴と考えられるものはPl～4の4個である。P5～8は補助柱

跡と思われる。プランはPlから順に（38×36－54），（36×36－57），（32×32－68），（26×

24－19），（48×48－28），（34×32－38），（38×36－45），（40×40－20）cmで，柱穴間距離

はP1－P2間から2・32，1・78，2．20，1．80mを測る。また，P5－P6間から3．18，

2・66，3・14，2・94mを測る。P9（60×38－44）cmは特殊ピットと考えられる。他のピッ

トの用途は不明。土師器のほかに土製勾玉（Dl），鉄器（Fl～4），土錘（D2），

線刻の入った軽石（Sl）などが出土している。時期は遺物より長瀬III期と考えられる。

挿図33　S185遺構図（S＝1／80）
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①黒褐色砂
②暗茶褐色砂
③暗褐色砂
④淡黄褐色砂
⑤淡茶褐色砂

2m
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挿図34　S185遺物図その1（S＝1／4）

［　＿　；　　　一一」

Jt
l

l

五
レ

（

＿　二二三二

0　　　　　　　　　　2．5cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　　」

挿図35　S185遺物図その2（鉄器・石，工錘S＝1／2，土製品S＝1／1）
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挿図36　S185遺物図その3（S＝1／4）
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Po23研

挿図37　S185遺物図その4（S＝1／4）
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S186（挿図38～40，図版10，21，22）

14I地区にあり，32号墳の北東，SI85の

東に位置する。東側は54年度調査で削り取ら

れ一部が残るだけである。SI25と切り合っ

ていたものと思われる。Plは深く場所的に

見て柱穴の可能性がある。出土遺物の中に石

匙（Sl）があった。時期は遺物より長瀬III

期と考えられる。

一軒F：蘭

0　　　　　　　　　　　5cm

L＿＿＿＿　　　」　　　　　　」

挿図38　SI86遺物図その1（S＝1／2）

竃4

ロー
ヽ

①黒褐色砂　　　　a
（塾暗茶褐色砂に黄

色ブロック混入
③暗茶褐色砂
④黄色砂

L＝7．60m

一一一上、－一皿一一一、＿

ト　　　‥【　　　」

挿図39　S186遺構図（S＝1／80）

挿図40　SI86遺物図その2（S＝1／4）
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SI87（挿図41・42，図版3・10・21・22）

15I地区の中央，SI88の南，SI85のすぐ西で検出した。地形は西から東にかけて，

なだらかに傾斜している。北西の小高い所には板石が集積した遺構（？）があり，多数の

完形に近い土器が散乱していた。SI87のプランは長方形で，床面で長辺5・46，短辺4・26

mを測る。床面積約23．2Iがで，主軸方向はN－50－Eである。ピットは短辺の壁際にPl

li

：よ

：竃

①黒褐色砂（黄褐色
砂の斑状混入少量）

②暗茶褐色砂（黄褐色
砂の斑状混入大量）

③淡灰褐色砂　⑥淡褐色砂
④黄灰褐色砂　⑦淡黄灰褐色砂
⑤淡茶褐色砂　⑧茶褐色砂

2m

し＿→ト二ヨ

挿図41S187遺構図（S＝1／80）

宮B爪
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

告cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図42　Sl87遺物図（土器S＝1／4，鉄器S＝1／2，鋼鉄S＝1／1）
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（30×20－4），P2（40×20－12）cmを検出し，中央にやや大きいP3（60×60－30）cm

を，その他にP4～P8を検出した。周辺ではピットは検出していない。Pl・2は浅く，

構造柱跡とするには不充分であろうが，他にそれにあたるべきピットは確認できなかった。

P1－P2間の距離は5．34mである。遺物はあまり出土していないが，長瀬II期と考える。

東部にSI85まで続くごく平らな溝状の土壌がある。SI85・87より新しいとするが，各々

の関連は不明である。

なおこの住居跡の埋砂上面より鋼鉄（Bl）が出土した。断面図に図化したとおり，径

10cm，深さ10cmの現存規模をもつ小さなピットの掘り方を確認し，その中の黒褐色砂中か

ら検出したものである。SI87の埋没後かなり後のものと考えるべきであろう。

S188（挿図43～48，図版3・10～12・21・22）

15I・15J地区にまたがり，SI20の南，SI87の北に位置する。平面形は方形である。

床面は長辺5．7m，短辺4．4mを測り，主軸はN－280－Wである。床面積は25m？であるム壁

高は南西側で最大値68cm，北東側で最小値36cmを測る。側溝はみられない。ピットは床面

で2個検出したが，これが柱穴と考えられる。プランはPl（45×44－44），P2（60×57－

50）cmで，P2において柱痕と思われるもの（21×22－24）cmを検出した。柱穴間距離は

挿図43　S188遺構図（S＝1／80）
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①暗黒灰色砂
（塾暗褐色砂
③黄褐色砂
④暗茶褐色砂
⑤灰褐色砂
⑥淡灰褐色砂

0 2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　　」



2．65mである。特殊ピットなどは検出できなかった。この住居跡からは多量の土師器を検

出している。時期は出土遺物から長瀬II期と考えられる。

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図44　S188遺物図その1（土器S＝1／4，鉄器・石器S＝1／2）
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挿図45　SI88遺物図その2（S＝1／4）
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挿図46　SI88遺物図その3（S＝1／4）
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、、’＼十、、‥　＼、「巨II「

挿図47　S188遺物図その4（S＝1／4）
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呈、・、誉ゞ

挿図48　SI88遺物図その5（S＝1／4）
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S189（挿図49～51，図版4・21・22）

2号墳墳丘下より2棟の竪穴住居跡を検出した。SI89は南側の隅と，おそらく全体の

半分を検出したのみで，北側は周溝で切られている。床面積は14．7Iがである。現存部のほ

ぼ中央のP2（44×40－22）cm以外は比較的浅く，P3（34×34－34）cmはレベル的にか

なり深い。柱穴はひろいにくいが，Pl（28×26－18）cmとP3の北側に1つ推定して2

本柱の竪穴住居跡と考えておく。P3の南側でコーナーと考えられる湾曲があるので東西

辺4．6m，南北辺3．2mの長方形であろう。遺物は比較的少なかったが，鉄製品・ガラス小

玉・大型のコシキ型土器を検出した。時期は出土遺物から長瀬II～III期と考えられる。

lコー

①暗茶褐色砂
②淡茶褐色砂
③淡褐色砂
④淡灰褐色砂
⑤黒褐色砂
⑥茶褐色砂

‾〒‾i′－‾
10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

罰‾芦‾配
0　　　　　　　　　　5cm

と＝＝二二十一一1「二二∃

㊨Jl

（⊃　馳
0

0　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　　」

［　　i　一一二∃

挿図50　Sl89遺物図その1（土器S＝1／4，鉄器S＝1／2，玉S＝1／1）

SI90（挿図52～55，図版4・12・13・21）

2号墳墳丘下より検出した。北東辺は周溝により切られているが，床面は短辺4．1m，長
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挿図51SI89遺物図その2（S＝1／4）

辺4．5m（推定）の長方形であろう。床面積は約18．5m？で主軸はN－400－Eである。Pl

（38×34－22），P2（32×31－24）cmを構造柱跡とする2本柱の竪穴住居跡であろう。柱

穴間距離は2．50mである。P2から南壁面までの距離を考えて，周溝で切られている部分

は実際にはほとんどないだろう。南東部を一部小さな土壌で切られている。周辺から多数

のピットを検出したが，関連は不明である。第1・2層より多数の土器及び鉄製品を検出

した。SI90の埋没→遺物の埋没→2号墳の築造の順が確認できる。時期は出土遺物から

長瀬II期と考えられる。
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（彰黒褐色砂
（診淡茶褐色砂
③黄灰褐色砂
④淡灰褐色砂
⑤黄灰色砂

0　　　　　　　　　　　2m

L二＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

‡′

5cm

［二二＿＋三一一」

挿図52　S190遺構図（S＝1／80）

0－三日

挿図53　S190遺物図その1（S＝1／2）
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挿図54　S190遺物図その2（S＝1／4）
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挿図55　SI90遺物図その3（S＝1／4）

S1100（挿図56～64，図版4・13～15・21・22）

15K地区のほぼ中央にあり，SB20の南東，SIlOlの北西に位置し，西側を58号墳の周

溝で切られている。平面形は隅がわずかに丸いややゆがんだ方形で，住居跡の中では中型

の大きさのものである0床面の大きさは長辺5・90m，短辺3・90mで，床面積は23m竿を測り，

主軸はN－800－Eを振る。壁高は南側で最大値102cm，西側で最小値46cmを測る。ピットは

床面に5個，壁際に5個検出した。柱穴はPl・2で2本柱である。P3～P7は補助柱

跡，P8は特殊ピットと考える。柱穴プランはPl（69×62－44），P2（55×53－45），

P3（34×33－30），P4（32×25－37），P5（37×31－41），P6（37×35－61），P7

（39×35－43），P8（64×57－13）cmを測る。柱穴間距離は2．90mで柱は床面の中でやや

東寄りにある。床面に側溝などはみられず，焼けた跡なども検出されなかった。遺物は58

号墳の周溝に切られていないやや東寄りに集中して検出され，多量の土器群に混じり，鉄

製釣針1本，素文鏡1面，勾玉・管玉各1点，小玉3点，敲石・砥石・磨石各数点，など

の貴重な遺物も出土した。時期は住居跡内の出土遺物などから長瀬II期と考えられる。
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（丑茶褐色砂
（診暗褐色砂
③黒褐色砂I
④黒褐色砂II
⑤淡褐色砂
⑥淡茶褐色砂
（診褐色砂
⑧黒色砂
⑨灰褐色砂
⑩黒褐色砂
⑪淡灰褐色砂

0 2m

ト　一一一一　：　　＿　」

挿図56　S1100遺構図（S＝1／80）
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挿図58　S1100遺物図その2（S＝1／4）

－46－



Po31回 ＼、、＼｛＼こ、∴んノ′

挿図59　S1100遺物図その3（S＝1／4）
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挿図60　S1100遺物図その4（S＝1／4）
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挿図61S1100遺物図その5（玉製品，素文鏡S＝1／1）
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－　q竺一一一q
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彪‡ZZa
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1－」

挿図62　S1100遺物図その6（鉄器，石製晶S＝1／2）
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S8

挿図63　S1100遺物図その7（S＝1／2）
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0　　　　　　　　　　　5cm

挿図64　S1100遺物図その8（S＝1／2）

SI101（挿図65～68，図版4・15・16・21・22）

15K・14K・15J・14J地区にまたがり，SI19の北，SIlOOの南東に位置し，南側上

面はSI102に切られ，ほぼ中央を58号墳の周溝が切っている。平面形は隅の丸い五角形を

呈している。床面はいびつな五角形で周囲に床面より約8cm高い幅25～60cmフラットでの

段がめぐる。段までの壁高は北西側で最大値70cm，南側で最小値40cmを測る。床面の大き

さは長辺5．80m，短辺5．26mで床面積は約25mヲで段を含めると約35mヲである。5本柱の建

物で，各柱穴プランはPl（44×41－10），P2（46×44－31），P3（38×38－32），P4

挿図65　S1101遺物図その1（S＝1／4）
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①褐色砂
②黒褐色砂
③暗褐色砂
④灰褐色砂
⑤淡褐色砂

0　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

挿図66　SIlOl遺構図（S＝1／80）

三千
的

2cm

ヒニー＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿　　　」

挿図67　SllOl遺物図その2（鉄器S＝1／2，石製晶・玉S＝1／1）

（49×43－25），P5（48×45－22）cm，柱穴間距離はP1－P2間より2．67，2．82，
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2．68，2．80，2．52mである。P7（36×32－14）cmは埋砂が他ピットと異なり，特殊ピッ

トと考える。他のピットの性格は不明である。土師器の他に石製有孔円盤（Sl・2）・

勾王（Jl）・貝片・植物の種等も出土した。時期は出土遣物から長瀬II期と考えられる。

三三　∠：

諏毒璽巨歪ク」土＝＝＝＝＝∃
挿図68　S1101遺物図その3（S＝1／4）

S1102（挿図69～72，図版4・16・22）

14J・15J地区にまたがり，SIlOOの南東に位置し，SI19・SIlOlと切り合う。切

り合い関係はSI102よりSI19が新しく，SIlOlが古い。方形の住居跡と思われるが，

床面が高く壁高が低いため撹乱を受けており，住居跡の北側については確認できなかった。

このため床面にピットを6個検出したが，北側への規模が不明であることなどから構造柱

の柱穴は不明である。残存部での壁高は8cm，SIlOlとの床面の差は50cmである。床面近

くで検出している少量の土器などから，この住居跡は長瀬II期と考えられる。

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

挿図69　S1102遺物図その1（S＝1／4）
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（丑黒褐色砂
②灰褐色砂
③暗黒褐色砂
④黒灰褐色砂
⑤暗褐色砂
⑥茶褐色砂

ロ‘

L＝7．80m

∴∴十

1、、　　・

10cm

Po11個

∈ニー＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　2m

∈＝＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿　　　」

0

⊆＝＝＝±二二二二1cm

挿図71S1102遺物図その2（土器S＝1／4，石S＝1／2）
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挿図72　S1102遺物図その3（S＝1／4）

SIlO3（挿図73～76，図版5・16・17・21）

14L地区にあり，SI104の北で検出した。

南側でコーナー1つと底面でピットPl

（66×64－64），P2（34×30－10）cmの2つ

を検出しただけだが，一応竪穴住居跡と考え

た。Plがコーナーにあるから4本柱のやや

隅丸の方形になると推定する。主軸方向はN

－450－Wであろう。壁はかなり高く，検出面

からでも1．60m掘りこまれている。周辺に幅

1m程度の平らな面が肩に沿ってめぐってお 挿図73　S1103遺物図その1（S＝1／2）

り，この遺構に付随するものと考える。第8・9層以下で多数の完形に近い土器を検出し

た。特に第15・16層からは30cm大の板石が10数枚流入する形で入りこんでいた。床面に近

い第10層から検出した土器は長瀬II期である。

－54－



①埋砂（非砂である）
（参黒褐色砂（斑状多し）
③黄暗褐色砂（乾きやすい）
④茶褐色砂（擾乱層）
⑤漬暗褐色砂
⑥黒褐色砂（もっとも黒い）
（診暗褐色砂
⑧黒褐色砂
⑨茶褐色砂（黄灰褐色砂斑）
⑩濃黄褐色
⑪淡茶褐色砂
⑫淡褐色砂
⑬黄灰色砂
⑭黒褐色砂
⑮明灰褐色砂
⑯潰黄灰褐色砂
⑰暗灰褐色砂
⑱淡褐色砂
⑩黄灰褐色砂

0　　　　　　　　　　　2m

［＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」

挿図74　SIlO3遺構図（S＝1／80）

∴′巨
挿図75　S1103遺物図その2（S＝1／4）
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0　　　　　　　　　　　10cm

∈こ＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

Po3（功

挿図76　SIlO3遺物図その3（S＝1／4）
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SIlO4（挿図77～79，図版5・17・22）

14K・14L地区にまたがり，SI103の南に接し，SI105からSI107の西に位置する。

この地点から西はやや小高く，東にかけてやや急に傾斜した感じになっている。北東隅

で弥生中期の土墳墓と考えられるSXY48を切っている。床面は長辺3．6，短辺3．0mの面

積11・Om子の隅丸長方形である。床面からPl（34×32－28），P2（26×2仁36），P3（80×

60－38）cmを検出した。Pl・2を構造柱跡とする2本柱の竪穴住居跡であろう。柱穴間

距離は1・6mで，主軸はN－120－Eである。壁は約450でなだらかに上がる。中央のP3の

埋砂は黒かったが，炭などは確認していない。遺物は少なかったが，床面付近からホタテ

貝の穀と管玉（Jl）を各1点検出した。時期は出土遺物から長瀬II期と考えられる。

挿図77　S1104遺構図（S＝1／80）

Pol（乃
0　　　　　　　　　　　10cm

⊆≡±＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

灰色砂（耕作砂）
灰色砂に暗褐色
砂混じり
暗褐色砂
黒灰褐色砂
暗灰褐色砂

0

⑥黄灰褐色砂
⑦黒褐色砂
⑧灰褐色砂
⑨黒灰色砂
⑩灰白色砂
⑪濃暗褐色砂

2m

⊆二＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

Po2打）

挿図78　S1104遺物図その1（土器S＝1／4，玉S＝1／1）
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挿図79　S1104遺物図その2（S＝1／4）

S1105●106

14K地区の北東で検出した。SI106はSI105に先行する。SI106の中央では白っぽい

粘質の砂層が黒褐色砂の上層にのっており，それを切ってSI105が掘りこまれていたか

ら，SI105はSI106の埋没後の構築と考えられる。

S1105（挿図80～83，図版5・17・22）

床面2．62×2．54mのほぼ正方形である。床面積は6．6ITfになる。SI105・106の埋砂内及

び周辺には多数の板石片が散乱しており，断面に図化した大きな板石も埋没時に流入した

挿図80　SIlO5遺物図その1（土器S＝1／4，玉S＝1／1）
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ものであろう。①～③層で比較的多数の土器片を検出した○床面でPl（73×60－61），P

2（29×29－31）cmを検出した。Plはかなり大きいo P2は浅く小さいが，ややPlに

むかって傾斜していた感がある。一応住居跡と考えたい。土師器の他に稟玉（Jl）が1

点検出された。時期は出土遺物から長瀬II期と考えられる。

①潰暗褐色砂
②淡黒褐色砂
③茶褐色砂
④明灰褐色砂
⑤淡褐色砂
⑥淡黄褐色砂
⑦灰白色砂

2m

ヒ二一＋十一」

挿図81S1105遺構図（S＝1／80）

挿図82　S1105遺物図その2（S＝1／4）
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挿図83　S1105遺物図その3（S＝1／4）

S1106（挿図84～86，図版5・17・18）

①粘質暗黄褐色砂　⑧淡黄灰褐色砂
②黒褐色砂　　　　⑨黄灰褐色砂
③明淡黄褐色砂　　（灰白色に近い）
④濃暗褐色砂　　　⑩黄灰褐色砂
⑤暗褐色砂　　　　⑪茶褐色砂
⑥淡褐色砂　　　　⑫淡黒褐色砂
⑦明褐色砂　　　　⑬明灰褐色砂

0　　　　　　　　　　2m
ト一一＋＋l＋＋＿⊥∃

挿図84　S1106遺構図（S＝1／80）
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挿図85　S1106遺物図その1（土器S＝1／4，土製品S＝1／2）

床面3．60×3．48mのほぼ正方形をなす。床面積は12．5Iがになる。西で土壌を切っている。

床面からPl～P4を検出した。Pl（42×40－46）とP2（56×52－62）cmを構造柱跡

とする2本柱の竪穴住居であろう。主軸はN－570－Eとなる。P3（31×29－14），P4

（39×37－15）cmは浅いが，支持柱跡の可能性があろうか。SI105の西側からSI106の

床面の線を検出したから，ごくわずかSI105より深く掘りこまれていたのであろう。床面

から完形の大型のコシキ型土器や小型丸底壷・土錘その他を検出した。時期は出土遺物か

ら長瀬II期と考えられる。

S1187（挿図87～90，図版6・18・22）

13K地区と14K地区にまたがり，SI108の北，SIllOの西に位置する。SB21と切り

合っており，新旧関係はSB21が新しい。平面形は隅丸方形で北西のコーナーがややいび

つである。床面の大きさは長辺3．48m，短辺3．16mで，床面積は約11．0mヲである。主軸は

N－280－Wである。壁高は南西側で最大値71cm，南東側で最小値26cmを測る。側溝はみら

れない。ピットは床面で2個検出した。いずれも柱穴になる。プランはPl（42×38－

32），P2（44×40－46）cmで，柱穴間距離は1．40mを測る。土師器の他に，勾玉2点（Jl・
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2）を検出した。時期は遺物より長瀬II期と考えられる。

挿図86　SIlO6遺物図その2（S＝1／4）

戦．：・・蟹、壬、・‥＿藻｛：．1・－・：．｛′′．／／／′－．㌔・、｛：去∵‥′孝
挿図87　SIlO7遺物図その1（S＝1／4）
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2m

LL＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図88　SIlO7遺構図（S＝1／80）

0　　　　　　　　　10cm

∈＝ニー＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

a①
（診
③

④
⑤

黒褐色砂
暗茶褐色砂
淡茶褐色砂
淡褐色砂
灰褐色砂

挿図89　SIlO7遺物図その2（S＝1／4，石製晶S＝1／2）

0

⊆＝＝＝二二←＝当cm

挿図90　S1107遺物図その3（S＝1／1）

－63－



S1108（挿図91～95，図版6・18～20・22）

13K・14K地区にまたがり，11号墳の北東，SI107の南に位置する。平面形は隅丸長方

形である。床面の大きさは長辺5．14，短辺4．12mを測り，床面積は約21．2mヲである。主軸

はN－150－Eになる。壁高は南西側で最大値67cm，北東側で最小値24．2cmを測る。側溝は

みられない。ピットは床面で5個検出したが，構造柱の柱穴と考えられるものはPlとP

2である。プランはPl（60×54－46），P2（50×46－40）cmで，柱穴間距離は2．26mを

測る。P3（78×66－64）cmは，場所的にみて特殊ピットと考えられる。多量の土師器に

混って，管玉（Jl）が1点検出された。時期は遺物より長瀬II期と考えられる。

挿図91S1108遺構図（S＝1／80）

（彰黒褐色砂
②淡茶褐色砂
③暗茶褐色砂
④暗褐色砂
⑤淡褐色砂

0

⑥淡黄色砂
⑦黄灰色砂
⑧灰褐色砂
⑨灰色砂
⑩褐色砂

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　　」

Po3（功

挿図92　SIlO8遺物図その1（S＝1／4）

－64－



挿図93　SIlO8遺物図その2（S＝1／4）
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挿図94　S1108遺物図その3（S＝1／4）
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2．5cm

［　　　　呈　　　一一」

5cm

挿図95　Sl108遺物図その4（土器S＝1／4，石S＝1／2．玉S＝1／1）
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SIlO9（挿図96～98，図版6・21）

13K地区の南，SI108の南東，SIllOの南に位置する。床面で長辺3．42，短辺2．74m

で面積9．4Iがの長方形をなす。Pl（50×50－50），P2（50×50－52）cmを構造柱跡とす

る2本柱の竪穴住居跡であろう。主軸方向はN－680－Eである。主軸線上にあるP3（30×

30－14），P4（26×26－24）cmも補助的な柱穴と考える。P5～8や肩部のピットの関連

は不明。その他周辺から多数のピットが検出されている。遺物はあまり出土していないが，

床面近くに高杯が数点あった。時期は出土遺物から長瀬II期と考えられる。

①黒褐色砂
②暗茶褐色砂
③黄灰褐色砂
（彰褐色砂
⑤淡黄灰褐色砂
⑥灰白色砂

0　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿∃

L＝6．60m

T
てこここ＝‾‾　‾石－－二／／＿　　－7－＝

‾一一一一一一一一一一一t

ト＼　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一／

挿図96　S1109遺構図（S＝1／80）

SIllO（挿図99～102，図版6・20・21）

13K地区にあり，SX60の南東，SI109の北に位置する。東側は調査区域外のため未調
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査である。平面形は長方形になろう。床面の大きさは長辺5．30m，短辺4．10m（推定）を

測り，床面積は約21．7mヲである。主軸はN－120－Eである。壁高は南側で最大値69．0

cm，北側で最小値47・0cmを測る。側溝はみられない。ピットは床面で7個を検出したが，

構造柱の柱穴は，PlとP2である。プランはPl（58×52－34），P2（54×48－36）cm
′

で，柱穴間距離は1．60mを測る。P2からは寮（Poll）が出土している。P3（76×51q

60）cmは，場所的にみて特殊ピットと考えられる。土師器の他に，土玉（Dl）が1点検

出された。時期は遺物より長瀬II期と考えられる。

ー　＝

④　　⑤

挿図99　SIllO遺構図（S＝1／80）

2m

①黄褐色砂
②褐色砂
③暗茶褐色砂
④黒褐色砂
⑤茶褐色砂
⑥淡茶褐色砂
⑦黄灰褐色砂
⑧暗黄灰褐色砂

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」

挿図100　S1110遺物図その1（S＝1／4）
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「一一　一　　王　　　　　j

挿図101　S1110遺物図その2（土器S＝1／4，土玉S＝1／2）
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L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

挿図102　S1110遺物図その3（S＝1／4）

第2節　掘立柱建物跡（SB）

掘立柱建物跡は55年度調査地区で11棟検出した。内訳は1×1間1棟，1×2間6棟，

2×2間2棟，2×3間2棟である。

S Bll～SB13

2号墳の墳丘盛砂を掘りさげた結果，旧地表面と考えられる土師器を多数含む黒砂層を

検出した。その下層より多数のピット群を検出し，SBll～13とした。このピット群は，

東側で検出したピット群内のSB14～17と連続するものであり，同時代に何度かの時期に

分けて建てられた掘立柱建物跡と考える。

SBll（挿図103，図版23）

2号墳の周溝で南側を切られているが，2×3（以上）間の掘立柱建物跡であろう。2×

2間の可能性もある。主軸方向はN－300－Wである。ピットの規模はPlより，Pl（54×

52－40），P2（37×37－23），P3（43×42－30），P4（－），P5（－），P6（29×28－

21），P7（38×34－46），P8（43×43－46）cmである。柱穴間距離は1．40～1．50mであ

り，周溝の南外側ではピットは検出していないから，桁行は3間以内と考える。Pl・2・

7・8から磐の破片が出土しているが，図化できなかった。時期は出土遺物などから古墳

時代前期のものと考えられる。

SB12（挿図104，図版23）

SBllのすぐ北に接する。1×1間の掘立柱建物跡と考えた。ピットの規模はPlより，

Pl（30×29－38），P2（42×35－25），P3（34×32－38），P4（34×34－24），P5

（34×34－31）cmである。P5は一応伴わないと考える。柱穴間距離はP1－P2間より，

2．00，1．70，1．90，1．60mである。主軸方向はN－40－Wである。SBllとは交錯しては

いないが，40cmしか離れていないから，同時期ではないだろうと推定する。P5・6から

嚢の破片が出土しているが，図化できなかった。時期は出土遺物などから古墳時代前期の

ものと考えられる。

SB13（挿図105，図版23）

SBll・12のすぐ北東に接する。周辺に多数のピットがあり，その中から1×2間の列を
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①暗灰褐色砂
②黄灰褐色砂
③灰褐色砂

1m

Lニー＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」

挿図103　SBll遺構図（S＝1／40）
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p5　　　　　　tuO9°A＝1

①暗茶褐色砂（斑状）
②暗灰褐色砂
③黄灰褐色砂
④暗灰褐色砂
⑤暗褐色砂

1m

∈二二＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿一二二∃

挿図104　SB12遺構図（S＝1／40）
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ひろった。掘立柱建物跡と考える。主軸はN－200－Wをとる。ピットの底のレベルもほぼ

均一である。ピットの規模は，Pl（46×40－36），P2（46×45－31），P3（44×44－

40），P4（84×60－60），P5（54×46－46），P6（42×42－50）cmである0柱穴間距離

はP1－P2間より1．70，2．00，2．50，1．92，1．80，2・46mを測る。妻通長2・50m，桁行長

3．72mを測る。Plより土師器片が出土しているが図化できなかった。時期は出土遺物な

どから古墳時代前期の頃のものと考えられる。

0　　　　　　　　　　2m

L二二＿＿＿＿＿＿」＿＿＝∃

挿図106　SB14・15・16遺構図（S＝1／80）
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SB14（挿図106・107，図版23）

15G・15F地区にまたがり，SB15と北で接する桁行2間，梁間1間の建物である。桁

行長3・00m，妻通長2・60mで主軸はN－760－Eを振る。各柱穴の規模は，Pl（64×54q

51），P2（48×46－51），P3（50×46－48），P4（44×40－55），P5（54×52－37），

P6（56×44－48）cmで柱穴間距離はP1－P2間より2・60，1・46，1・46，2．60，1．50，

挿図107　SB14遺構図（S＝1／40）
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1．44mを測る。各柱穴底の絶対高はPlより順に4．40，4．45，4．60，4・55，4・51，4・44m

で差は20cmである。比較的妻の長い建物で，SB15をひとまわり小さくした建物である。S

B16と軸がほとんど同じであるためSB16とは同時期のものと考える。Pl・P5から土

師器片が少量出土しているが，図化できなかった。時期は出土遺物などから古墳時代前期

後半頃のものと考えられる。

SB15（挿図106・108，図版23）

SB14・16と重なり，2号墳の東，SI41の西に位置する桁行2間，梁間1間の建物で

ある。桁行長3．50m，妻通長2．84mで主軸はN－860－Eを振る。各柱穴の規模はPl（50×

48－54），P2（60×53－36），P3（62×48－42），P4（60×50－44），P5（76×43－

44），P6（68×62－42）cmで柱穴間距離はP1－P2間より1・64，1・86，2・88，2・00，

1．40，2．84mを測る。各柱穴底の絶対高はPlより順に4・32，4・50，4・45，4・41，4・42，

4．44mで差は18cmである。比較的妻の長い建物で，平の方の柱穴間距離は短い。Pl・3・

5・6内から土師器聾の破片が出土しているが，図化できなかった。時期は出土遺物から

古墳時代前期後半頃の建物と考えられる。

SB16（挿図106・109，図版23）

15G地区にあり，SB15と重なる桁行2間，梁間1間の建物である。桁行長4・14m，妻

通長2．20mで主軸はN－720－Eを振る。P3は15GSK02に切られており不明である。各

柱穴の規模はPl（51×48－24），P2（46×31－36），P4（64×46－40），P5（46×46－

18），P6（50×48－40）cmで柱穴間距離はP1－P2間より1・63，－，－，2・20，1・94，

2．20mを測る。各柱穴底の絶対高はPlより順に4．60，4．54，－，4．52，4・70，4・55mで

差は18cmである。妻側の1間と桁行の1間はほぼ同じ長さになっており，SB15との形態

上に大きな違いが見られる。P2・4・6から襲・高杯の破片が出土しているが，図化で

きなかった。時期は出土遺物などから古墳時代前期後半頃のものと考えられる。

SB17（挿図110，図版23）

15G地区のほぼ中央にあり，同地区の南側には掘立柱建物跡が集中している。SI90の

北東，SI83の南西に位置し，27号墳の埋葬施設にP4が切られている。1×2間の建物

で，桁行長2．48m，妻通長1．94mを測り，主軸はN－540－Eを振る。各柱穴の規模はPl

（40×30－28），P2（38×30－34），P3（46×38－40），P5（40×38－30），P6（46×

45－38）cmで，柱穴間距離はP1－P2間から順に1．62，0．86，－，－，1・34，1・94mを

測る。各柱穴底の絶対高はPlより順に4．89，4．88，4．75，－，5・07，4・95mで差は32cm

である。比較的妻の長い掘立柱建物跡で，P1－P2間とP5－P6間が長く，柱穴間距

離が不揃いである。柱穴内外からの出土遣物はなく，時期は他の住居跡，掘立柱建物跡な

どから古墳時代前期のものと考えられる。
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挿図108　SB15遺構図（S＝1／40）
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三二二　　　三恕

①茶褐色砂
②淡茶褐色砂
③暗褐色砂
④淡黄褐色砂
⑤淡褐色砂
⑥褐色砂

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

挿図109　S B16遺構図（S＝1／40）

SB18（挿図111，図版24）

15H・I地区にまたがっている。住居跡の多数検出された地域の西側の，やや小高い場

所で検出した。周辺にはピットは少なく，浅いピットも含まれやや不整形だが，2×2間

の掘立柱建物跡と考えた。柱穴間距離は1．3～1．5m。東側と南側のピットは，東南にむかっ

て傾斜している地形のため底のレベルはやや低い。主軸方向はN－140－Wである。ピット

の規模は，Pl（46×40－20），P2（48×48－12），P3（40×40－17），P4（30×38－
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①暗褐色砂
②褐色砂
③淡褐色砂
④茶褐色砂

挿図110　S B17遺構図（S＝1／40）

20），P5（44×42－38），P6（46×40－40），P7（38×34－27），P8（30×28－10）

cmである。桁行長3．00m，妻通長2．92mを測る。P3・6から土師器片が出土しているが，

図化できなかった。時期は出土遺物より古墳時代前期のものと考える。

SB19（挿図112，図版24）

15・16K地区にまたがり，埴輪群のすぐ東側に位置する。旧地表面はこのあたりで全体
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①淡茶褐色砂
②黄灰褐色砂
③淡褐色砂

挿図111　SB18遺構図（S＝1／40）

に南東から北西にある埴輪群，井戸状遺構（SEO5）にかけてなだらかに傾斜しており，

軸方向はN－280－Eでその傾斜に沿っている。全体にピットは浅く，特に中央のP9は深

さ10cmに満たないが，2×2間の総柱建物跡と考えた。すぐ東側で検出した2列の溝は，

ほぼこのSB19の軸方向と平行しており，高まっている所に掘りこまれているから，この

SB19に付属するものと考える。ピットの規模はPlから順に（44×40－27），（44×40－

30），（44×42－36），（43×30－32），（34×32－15），（38×36－11），（39×39－17），（34×
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32－24），（31×29－9）cmである。柱穴間距離はP1－2間より2．20，2．10，1．70，1．70

m，P5－6間より2・20，2．20，1．90，1．50mで，各辺から中央のP9まではP2－9間

が1・60，P4－9間が2．00，P6－9間が1．80，P8－9間が2．30mである。桁行長4．30

m，妻通長3・40mを測る。Pl～P3から土師器片が出土しているが，図化できなかった。

時期は出土遺物から古墳時代前期のものと考えられる。
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①暗淡褐色砂
（診暗褐色砂
③淡褐色砂
④黄灰褐色砂

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒニー＿＿＿＿＿＿」　　　」

挿図112　SB19遺構図（S＝1／80）

SB20（挿図113，図版24）

58号墳の北西で検出した。旧地表面は北西側にややなだらかに傾斜する。ピットの規模

はPlより順に（32×32－37），（44×33－19），（44×4ト18），（55×53－40），（42×40－

30），（38×36－25），（29×26－12），（37×36－29），（－），（44×42－36）cmである。P9

にあたる箇所は調査できなかった。かなり不整合だが2×3間の掘立柱建物跡か，と考え

て調査を進めた。柱穴間距離は桁行側では約1．30m，妻側ではP5qP6で1．40m，P4

－P5で2・10m，PlO－Plで1・50mとなっている。軸方向はN－330qEであろう。掘立

柱建物跡でない可能性も強い○検出したピットからは遺物は確認できなかったが，SB19
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と同軸であることから古墳時代前期のものと考えられる。

P6．の′／ノ、．⊥U懸／・／′′嶺③．・′ゐg

∴

　

＼

　

　

「

　

「

①暗褐色砂
②淡褐色砂
③黄灰褐色砂

0 2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

挿図113　SB20遺構図（S＝1／80）

SB21（挿図114・115，図版24）

13K地区にあり，SIllOの西，SI108の北東に位置し，SI107と切り合っており，新

旧関係はSB21が新しい。主軸はN－290－Wで，梁間1間，桁行2間の建物である。桁行

長3．10m，妻通長2．14mを測る。柱穴は6個である。各柱穴間距離はP1－P2間より順

に1．48，1．62，2．14，1．40，1．70，2．22mを測る。柱穴底の絶対高はPlより4．90，4．94，

4．92，5．02，5．02，4．90mで差は12cmである。各柱穴の規模はPlより（80×70－52），（72×

58－54），（82×74－63），（90×82－68），（72×68－66），（54×52－58）cmを測る。遺物は

Pl，P3～P6から土師器片が出土してい

る。PolはP6より出土。時期は出土遺物並

びにSI107との切り合い関係から長瀬II～

III期頃と考えられる。
0　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」

挿図114　SB21遺構図（S＝1／4）
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①黒褐色砂
②暗褐色砂
③黄色砂
④黄褐色砂

挿図115　SB21遺構図（S＝1／40）
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l
平 面 プ ラ　ン 主　　　　　 軸

I
面　 積（mア） 主　 柱　 数

S I　 76 長方形 N －500－ E 35 ．3 4

77 正方形 N －530－ E 3 0

78 長方形 N －530－ E 12 ．7 2

79 正方形 N －530－ E 8 ．7（推定） 不　 明

80 長方形 N －640－ E 6 4

81 長方形 N －700－E 44 ．6 4

82 正方形 N －660－E 11．2 2

83 正方形 N －540－E 15．8 2

84 隅丸方形 N －380－E 24．5 4

85 長方形 N －380－W 18．9 （‘33 ．3） 4

86 不　 明 不　 明 不　 明 不　 明

87 長方形 N － 5 0－ E 23 ．2 2

88 長方形 N －280－W 25 2

89 長方形（推定） 不　 明 14 ．7 2

90 長方形 N －400－ E 18 ．5 2

100 方形 N －800－ E 23 2

101 5 角形 不　 明 25 （35） 5

102 ． 方形 ？ 不　 明 不 ・明 不　 明

103 隅丸方形？ N －450－W （推定） 不　 明 4 （推定）

104 隅丸長方形 N －120－E 11 2

105 正方形 不　 明 6．6 2

106 正方形 N －570－E 12．5 2

107 隅丸方形 N －280－W 11 2

108 隅丸長方形 N －150－ E 21．2 2

109 長方形 N －680－ E 9．4 2

110 長方形 N －120－ E 21 ．7 2

表155年度調査地区竪穴住居跡表

柱　 間 ‘規　 模 主　　 軸

S B　 ll 2 × 3 間 （推定 ） N － 300－W

12 1 × 1 N － 4 0－W

13 1 × 2 N － 200－W

14 1 × 2 N － 760－ E

15 1 × 2 N －8 60－ E

16 1 × 2 N － 720－ E

17 1 × 2 N －5 40－ E

18 2 × 2 N － 140－W

19 ・ 2 × 2 N 一一2 80－ E

20 2 × 3 N －3 30－ E

21 1 × 2 N －2 90－W

表2　55年度調査地区掘立柱建物跡表
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第3節　墳　　　墓

55年度調査地区で検出された墳墓は，周溝をもつもの9基，前方後方墳1基，方形周溝

墓1基，小型箱式石棺7基，木棺墓4基，蓋石付土墳墓1基，埴輪棺1基の計24基である。

2号墳（SXO2・挿図116～132，図版25～27・40～42）

15・16F・G地区にある周溝総径26．4m，径約15．8m，周溝幅約4．6mの、円墳である。当
（注1）

遺跡では1号墳（径33．3m）に次ぐ規模の古墳である。墳丘断面から観察される最下層の

黒砂層は，その下層より竪穴住居跡2棟と掘立柱建物跡3棟分を含むピット群を検出した

ことから，墳丘築造以前の旧表土面であり，その上に約2．24m盛り砂をすることによって

墳丘を造ったものと考えられる。旧表土面とした黒砂層とその下層の黄灰褐色砂の地山層

をおいかけるならば，西から2号墳にかけて傾斜しており，一方東へは比較的平坦である。

同様に南と北も比較的大きく盛りあがる。これは2号墳が南北と西から降る地形である谷

に位置していることになる。西の丘陵上には前方後方墳（26号墳）と弥生時代の土墳墓群

が，南の丘陵上には道状遺構（SROl）と12号墳がある。

埋葬施設は墳丘内で5基検出した。第1・2埋葬施設は墳丘中央で，第3・4埋葬施設

はやや北寄りに，第5埋葬施設はやや東寄りにある。第5埋葬施設は第1～4埋葬施設よ

り，約0．8m低いレベルで検出された。また周溝南西部肩には石蓋土壌が1基みられる。

（1）第1埋葬施設（挿図116・119・120，図版25・40・42）

墳丘のほぼ中央にある箱式石棺で，主軸をN－900－Eと東西にとる。蓋石の破損がひど

く枚数は不明であり，一部棺内に入っていた。蓋石上には底部の欠けた須恵器短頸壷（Po

l）が置かれ，その底部は墳丘斜面で検出された。長軸3．1・2．5m，短軸1．9・1．3mの2

段の墓堀内に長軸1．7m，短軸0．7m，床面までの深さ0．6mを測る石棺を検出した。棺内か

らは須恵器蓋杯多数，鉄鉱，刀子の他骨片，歯片を検出した。西小口際には蓋杯身（Po

2，3）が中央南寄りに伏せた状態で在り，その南側で刀子（Fl）と鉄鉱（F2）を，

P02にのる形で鉄鉱（F3）を検出した。また，西小口北隅で蓋杯身（Po4）と歯片を

検出した。東小口際でも蓋杯11個（Po5～15）を検出した。中央あたりで蓋（Po5～7）

ばかり3つがⅤ字状に置かれ，その南に蓋と身を合わせたもの3組（P08と9，10と11，

12と13）と，その上にPo14とPo15が置かれていた。Ⅴ字状になっているPo5～7のすぐ

西からは歯片がさらに中央やや北寄りに骨片を，北の側壁際で刀子（F6）を，南側壁際

で鉄鉱（F4，5，6）を検出した。棺内は側壁，小口の内面及び床面一面に広く赤色顔

料が残っており，特に東小口の蓋杯周辺は濃く残っていた。

以上の点から，棺内の埋葬遺体は2体以上で，蓋杯を枕として用い埋葬されていたと考

えられよう。蓋杯の枕としては東小口のⅤ字状をしたPo5～7が考えられ，また西小口の

Po2，3も枕としての可能性があると考えられる。東小口のPo5～7が中央に在るのに
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対し西小口のものは北と南にかたよることから，当石棺の中心主体となるものは東側であ

ろうと推測される。東側のPo．8～13の中からは何も検出されなかった。
（注2）

検出した遺物から，第1埋葬施設の時期は6世紀後半（陶邑IIの4）と考えられる。
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①茶褐色砂　④黄褐色粘土　⑦黒褐色砂
②明茶褐色砂　⑤淡茶褐色砂　⑧暗茶褐色砂
③明褐色砂　⑥灰茶褐色砂　⑨黄茶褐色砂

4

挿図116　SX O2第1埋葬施設遺構図（S＝1／40）
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挿図117　SXO2遺構図（S＝1／160）
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＼＼、⑳黄灰褐色砂
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（道状遺構SROl）

⑳暗茶褐色砂

ヽ：輿望墾華甲些砂
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＼、⑳撹乱層
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＼二、⑳褐色砂

⑪黄褐色砂

0

ヒ二二二＝二二二十＿＿　」　m

F3　　　　　　F5

挿図119　SXO2第1埋葬施設遺物図その1（S＝1／2）
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挿図120　SXO2第1埋葬施設遺物図その2（須恵器S＝1／4，鉄製品S＝1／2）

（2）第2埋葬施設（挿図121・122，図版25・40～42）

第1埋葬施設の北で検出した。長軸3．4m，短軸1．66mの小判状の墓堀内に長軸2．2m，

短軸1．08mの棺部と思われる方形の土壌をもつ。主軸はN－1050－Eで，第1埋葬施設よ

りややずれる。掘り方内からは，多量の赤色顔料の着いた板石片を検出した。墓場南肩部

より須恵器蓋杯Po16～19を検出した。これは供献土器と考えられる。Po16と17，18と19は

それぞれセットになると考えられ，第1埋葬施設のものよりやや新しいとみられる。

三冠＿ ∠：］苧『

く≡Eが≡≡詔
0　　　　　　　　　　10cm

［ニー＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

0　　　　　　　　　　　5cm

∈二＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿∃

挿図121SXO2第2埋葬施設遺物図（須恵器　S＝1／4，鉄製品　S＝1／2）
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挿図122　SX O2第2埋葬施設遺構図（S＝1／40）

（3）第3埋葬施設（挿図123，図版26）

墳丘の北側，第2埋葬施設の北隣で小判状の土壌を検出した。長軸1．65m，短軸0．7m，

深さ0．17mを測り，主軸方向はN－770－Eをとる。遺物などの検出はまったくなかった。

、も㌦、、

L＝7．50m

①明茶褐色砂
（塾茶褐色砂

50cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿　　　」二’；

挿図123　SX O2第3埋葬施設遺構図（S＝1／20）

（4）第4埋葬施設（挿図124，図版26）

第3埋葬施設の東側で，やや短い小判状土壌を検出した。長軸1．45m，短軸0．63m，深

さ0．18mを測る。主軸方向はN－440－Eをとる。遺物などの検出はなかった。
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挿図124　SXO2第4埋葬施設遺構図（S＝1／20）

（5）第5埋葬施設（挿図125～127，図版26・41）

第1埋葬施設のすぐ東で検出した。主軸はN－450－Eをとり，長軸1．59・短軸0．75mの

墓場内に長軸1・0・短軸0・4・深さ0・2mの土壌をもつ。第2埋葬施設よりやや小さい。土壌

の西側肩に須恵器蓋杯11個以上が並べられた形で出土した。位置的には第1埋葬施設の掘

り方に0・24mと接しているが，検出したレベルが1mと大きく下がり，第5埋葬施設の掘

り方と適合することから，第5埋葬施設の供献土器と考えられる。棺内からは遺物の検出

はなかった。検出されている蓋杯は6世紀後半（陶邑IIの3）と考えられる。

N
　
◆
＼
　
べ

＼

挿図125　SXO2第5埋葬施設遺構図（S＝1／40）
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挿図126　SXO2第5埋葬施設遺構図（S＝1／4）

挿図127　SXO2第5埋葬施設遺物

L±6．00m

二二二一　・　‾、　＿　　＿†

出土状況図（S＝1／20）　　挿図128SXO2石蓋土壌遺構図（S＝1／20）

（6）石蓋土壌（挿図128，図版27）

周溝南西区の外肩部で検出した。径約0・8m，深さ0・1mの土壌中央上面に縦0・3m，横0・4

mのやや方形に近い広がりで，十数枚の板石片が集まっていた。土堀内からは何も検出で

きなかったが，石蓋土壌の可能性もあろう0この土壌を含んで周港外肩は約1mほど広げ

られており，意図的に作られたものと考えられる。時期は不明である0

（7）墳丘内遺物（挿図129・130，図版41～42）

墳丘内から多数の須恵器片，鉄製品（FlO～13）を検出した。Po31～36は破片が復元で

きたものである。墳丘の東側で大型の丁字頭勾玉（Jl）と須恵器賓（Po37）を検出し

た。別稿で述べる集石遺構も第5埋葬施設と同じレベルで検出されており，2号墳に伴う

ものかと考えられる。
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挿図129　SXO2（墳丘内遺物図その1（S＝1／4）

（8）周港内の遺構・遺物（挿図131・132，図版42）

周溝内からも多数の須恵器片，土師器片，鉄製品（F14～17），玉製品（J2～5）を検

出した。復元できた須恵器片はPo38～47である○南東，南西区では遺物は少なかったが，

北西，北東区には比較的多かった○北西区では西側底部付近で馬の骨と，その北寄りでか

なり多数の板石片を検出した0両者の関連は不明である。石群から北にかけて周溝はやや

外寄りが溝状に深くなっており，何らかの遺構があったかもしれない。北西部では朝顔形
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挿図130　SXO2墳丘内遺物その2（玉製品S＝1／1，鉄製品S＝1／2）

（2云喜22忽

一

挿図131SXO2周溝内遺物図その1（玉製品S＝1／1，鉄製品S＝1／2）
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挿図132　SX O2周溝内遺物図その2（S＝1／4）

円筒埴輪（Hl）が散乱していた。墳丘内ではごく少数の埴輪片が採取されたのみである。

出土状況からみると，この朝顔形埴輪は棺の可能性も少ない。

北東部では底部より長方形の土壌を検出し，その周辺，特に南側で須恵器（Po46，47），

鉄鎌（F16），玉類（J2，3）を検出した。埋葬施設の可能性もあろう。

周溝の堆積は層断面からみると2枚の黒砂層が確認され，2度の堆積停滞期があったと

思われる。上記の遺物はそれらの下層から検出されており，比較的早い時期に埋没したも

のと考えられる。

（9）小　　　結

2号墳は当遺跡の古墳のうちでも大規模な円墳である。埋葬施設は第1，2埋葬施設が

ほぼ東西に，第3，4埋葬施設は北西に向き，第5埋葬施設は北東向きに位置する。第3，

4埋葬施設は埋葬施設でない可能性も強く一時除外して考えると，2号墳の中心主体は

第1埋葬施設の箱式石棺と第2埋葬施設の木棺墓とすることができる。第5埋葬施設は

それらより低い位置に作られていることから，これが2号墳の最初の埋葬施設であった可
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能性が強い。2号墳の埋葬施設の作られた順は，出土している遣物からは第5，第1，第

2埋葬施設と考えられる。第3，4埋葬施設は第5埋葬施設より層的に上面で検出されて

いるので，第5埋葬施設よりは新しいと考えられる〇第1，2埋葬施設との前後関係ははっ

きりしないが，位置から考えるとやや新しいとするべきであろうか。

第5埋葬施設付近の下層で旧表土の黒砂層の上にもう1枚黒褐色砂の椀状の堆積が認

められることから，2号墳は第5埋葬施設が作られた時期にそれを中心として比較的小

規模な古墳として築造され，その後第1，2埋葬施設を新たに作る際に現在の規模まで築

造されたと推測する。

2号墳築造時期は6世紀後半（陶邑IIの3～4）と考えられる。

11号墳（SXll，挿図133～136，図版27・42～43）

14J・14K地区にまたがり，58号墳の南東区，SI108の南西に位置する。墳形は円形で

径10m，周溝総径16mの円墳である○周溝は幅0・8～1・6m，深さ20～40cmを測るU字状の

溝がめぐる。墳丘中央やや東寄りと，南寄りに埋葬施設と思われる土壌を検出した。

△　高杯
○　カメ
◎　ツボ

①黄灰褐色砂に淡褐
色砂の斑状混入

②褐色砂
③淡褐色砂
④茶褐色砂
⑤灰褐色砂
⑥暗茶褐色砂
⑦暗褐色砂
⑧淡茶褐色砂
⑨淡黄色砂
⑩淡黄灰色砂
⑪黄灰色砂
⑫黒褐色砂

挿図133　SXll遺構図（S＝1／160）

（1）第1埋葬施設（挿図134）

墳丘中央よりやや東側にあり，主軸はN－330－Eにとる。木棺墓の可能性もあるが，上
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①暗茶褐色砂
②淡黄灰色砂

L＝6．90m

挿図134　SXll第1埋葬施設遺構図（左）・第2埋葬施設遺構図（右）（S＝1／20）

部は褐色砂から掘り込まれていたとみられ，黄灰色砂まで掘り込まれていたと思われる棺

部（？）のみを検出した。大きさは，長軸1．3m，短軸0．71m，深さ0．31mを測る。遺物は

なにも検出されなかった。

（2）第2埋葬施設（挿図134）
ヽ′

墳丘の南西寄りにあり，主軸はN－480－Eにとる。第1埋葬施設同様埋葬施設の可能性

があり，木棺部と思われる土壌のみを検出した。大きさは長軸1．02m，短軸0．63m，深さ

0・3mを測る。遺物らしきものは検出されなかった。

（3）周溝及びピット（挿図135・136，図版27・42～43）

北西側の周港内から，壷1個（Pol）と高杯（Po2～6）5個が周溝に沿って立てら

れた状態で出土した。また南側の周溝の外房，SX39の西側で聾（Po7）を入れたピット

を検出した。P07はPol～6までと同じような時期であること，似たような例が58号墳

でみられることなどから，このピットは11号墳に関係するものであると考えられる。11号

墳の築造時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と考えられる。

12号墳（SX12，挿図137・138，図版28・43）

15E地区に位置する。墳形は円形で径12．0・周溝総径17．2・外周満幅1．2・深さ0．4・内

周溝幅1・6・深さ0・44mを測る2重周溝をもつ円墳である。周溝は共に南西部では検出でき

なかった0地形は南西より北東にかけて傾斜しており，低い所に周溝を掘り込んでいる事
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挿図136　SXll遺物出土状況図（S＝1／20）・遺物図（S＝1／4）
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⑥暗茶褐色砂
（診暗黄褐色砂
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⑨黄褐色砂斑の

暗茶褐色砂
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⑭黄褐色砂斑の

淡褐色砂

挿図137　SX12遺構図（S＝1／160）・遺物図（S＝1／4）

になる。断面から外側の方が新しく，一応内側の周溝が埋れた後改めて外側を掘り込んだ

ものと考えた。表砂がほとんど残っておらず，盛砂の状況は確認できなかった。

（1）第1埋葬施設（挿図138，図版28）

墳丘の東寄りに位置し，軸方向はN－400－Wをとる。長辺1．83・短辺0．88mの墓場内に

長辺1・4・．短辺0．53mの棺部をもった木棺墓と考えられよう。埋砂は暗褐色砂で明確に分層

できた。遺物などの出土はみられず，時期は不明である。

2重周溝の外側周溝上面から須恵器蓋杯蓋（Pol）が検出されたことから，12号墳築造

時期は古墳時代後期（6世紀）と考えられよう。

前方後方墳（SX26，挿図139・140，図版28）

17F・G・H地区にまたがり，2号墳の西，弥生土墳墓群の真上に位置する。東即ま2

号墳へ向って傾斜し，北側へあがる。主軸をN－260－Eにとり，長さ約30．0m，前方部の
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（丑暗褐色砂に黄褐色砂
のブロック混入

（塾淡褐色砂に黄褐色砂
のブロック混入

0　　　　　　　　　　50cm
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→・、

挿図138　SX12第1埋葬施設遺構図（S＝1／20）

挿図139　SX26遺物図（S＝1／4）

幅約8．0m，後方部の幅約17．0m（推定）を測る前方後方墳である。西半部は後世の耕作に

よって壊され，東側の最下段の茸石が残るだけであった。葺石は50～60cmの石が墳形に沿っ
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⑪暗黒褐色砂
⑫黒褐色砂に茶褐色

砂のブロック混入
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挿図140　SX26遺構図（S＝1／160）・遺物出土状況図（S＝1／20）

て立てられていた。墳丘内からかなりの石が出土していることから，もう少し上部まで茸

石がめぐっていたとも考えられる。
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埋葬施設としては，墳丘ほぼ中央付近から，円筒埴輪棺と思われるものが1基検出され

た。かなり壊されており原形を留めてはいないが，円筒埴輪片が重なった状態で出土して

いる（Hl）。その下からは石が立った状態で検出された。これは棺を塞いだ小口石と考え

られることから，円筒埴輪を使用して棺が作られたものとみられる。

この他墳丘上からは，家形埴輪の小片（H3）も出土している。

26号墳の築造は，古い須恵器がみられない点ともあわせ古墳時代中期前半と考えられる。

27号墳（SX27，挿図141～143，図版28～29・43）

2号墳の北東に位置する。墳丘らしきものはみられず北西側を周溝が％周するが，斜面

に位置するためか南側では検出できず，築造時に周囲を巡っていたか，一部だけ周溝を作っ

たものかは不明である。

埋葬施設は小型の箱式石棺で，主軸をN－350－Wにとる。掘り方は二段で外側が2・32×

1．76m，内側は1．2×0．84mを測る。蓋石は3枚で，蓋石の大きさは約1・5×0・7mで最初大

きな石2枚を置き，透間をふさぐように小さな石をのせる。石棺は長軸0・94m，短軸0・3

m，床面までの深さ0．3mを測り，南東側に2枚の平石が置かれ枕としたものと考えられ

る。その枕の周辺で歯が数片検出され，近くから管玉4点（Jl～4）も検出された。側

板は3枚で，大きな石2枚を用い外側からその2枚を支えるように3枚目の石が置かれて

挿図141SX27遺構図（S＝1／80）
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いる。小口は北側1枚，南側2枚である。

北西の周溝から，須恵器把手付椀（Pol）が検出された。供献土器かと考えられる。

これらの遺物から27号墳の築造時期は，古墳時代中期後半（5世紀後半）と考えられる。

（丑暗茶褐色砂
②明茶褐色砂
③茶褐色砂
（彰黒褐色砂

挿図143　SX27第1埋葬施設遺構図（S＝1／40）

28号墳（SX28，挿図144～146，図版29～30・43）

14G地区の北西区に位置し，径約11．0m，幅約0．55m，深さ約0．2mの周溝を持つ円墳で

ある。この28号墳は墳丘（盛砂部）がみられず，1号墳や2号墳などと違って最初から墳

丘を造らなかった可能性がある。地山面から墳頂面まではわずか0．5mしかなく，墳頂下0．1

mで石棺上の副葬品とみられる，須恵器施（Pol）が出土した。0．5mの黒砂面は本来の

生活面とみられ，盛砂としてもほんのわずかだったとみられる。

中央部の埋葬施設は，N－1270－Eの主軸を持つ箱式石棺である。土壌は長軸約3．4m，

短軸2．2mを測り，石棺は長軸約1．8m，短軸0．55m，側壁上端から床面までの深さ約0．42

mを測る。蓋石は6枚であったと思われるが，砂圧で割れており正確にはわからなかった。

側壁の北側は中央の石を内側にして3枚，南側は直列に2枚あり，東小口には3枚，西小

口は2枚の板石でできており，内面には赤色顔料が塗ってあった。

棺内では人骨，歯，鹿角装の鉄剣，粘土の小片を検出している。人骨は2体分と思われ，

西側では頭頂部の骨と下顎の骨がほぼ完全な形で残っていた。また東側には崩れてはいた
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（丑黒褐色砂
②暗茶褐色砂
③黄褐色砂
☆　鉄

挿図144　SX28遺構図（S＝1／160）

挿図145　SX28遺物図その2（S＝1／2）

がⅤ字状石枕と思われる石材があり，その上に頭骨とみられる骨，周辺には歯が散在して
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挿図146　SX28第1埋葬施設遺構図（S＝1／40）

いた。東側に比べて西側の骨のほうが残りが良好であった。

副葬品としては，鉄剣（Fl）が1本検出されている。これは棺中央部南側にあり剣先

を東側に向けて入れられるところから，西側の人物の副葬品と思われる。その鉄剣には鹿

角で装飾が施されており，直線と曲線を巧みに組み合わせた直弧文であった。この直弧文
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には赤色顔料が残っており，鹿角部には赤色顔料が塗ってあったものと推察できる。この

ように直弧文が施されているものは，鳥取県内では初めての出土である。

また周構内からはほとんど遺物が検出されなかったが，南西側の周溝の延長上にあたる

地点（15GNE区）で，鉄剣（F2）が一本出土している。荒掘りの際の出土で気にとめ

ていなかったが，周港内に埋葬施設のあった可能性がある。鉄剣は全長22・Ocm，厚さ0・5

cm，刃を東にむけて出土した。SI69出土の鉄剣と同一の形態をとる。

28号墳は，出土した須恵器等から古墳時代中期後半（5世紀後半）と考えられる。

方形周溝墓（SX29，挿図147～149，図版30）

①黒褐色砂に黄色砂
のブロック混入

②淡黄色砂
③淡灰黄色砂
④暗茶褐色砂
⑤黄褐色砂
⑥黒褐色砂
⑦暗茶褐色砂に黄色

砂のブロック混入
⑧黄灰色砂

L＝10．00m

＼

＼、＼　　　　　　＼

／

一一′

挿図147　SX29遺構図（S＝1／80）
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16H地区の南西，26号墳の北東，SI76の西に位置する。コの字状に周溝がめぐる方形

周溝墓である。周溝は幅約1・Om，深さ約0・5m，一辺約6・Om，周溝総径約9．8mである。

墓域内には7つの土壌が検出されたが，内2基が29号墳の埋葬施設と考えられる。

（1）第1埋葬施設（挿図148）

墓域内中央部にあり，4基の土壌があるが北側が深く埋葬施設になる可能性もあろう。

他の3基は浅く埋葬施設とは考えにくいが，埋葬施設に付随するものとも考えられる。主

軸はN－1220－Eで，上部長軸2・16m，短軸0・94m，底面長軸1．28m，短軸0．32m，深さ0．42

mを測る土墳墓と考えられる。

挿図148　SX29第1埋葬施設遺構図（S＝1／40）

㊤

挿図149　SX29第2埋葬施設遺構図（S＝1／40）・遺物図（S＝1／4）
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（2）第2埋葬施設（挿図149，図版30）

第1埋葬施設の北西にあり平面形は楕円形で，主軸をN－380－Eにとる木棺墓である。

長軸2．05m，短軸1・12m，深さ0・41mの掘り方内に長軸1・25m，短軸0・5m，深さ0・19mの

棺部をもつ。北東側がわずかに広いことから，頭を北東に置いたとも考えられよう0

第1，第2埋葬施設及び周溝内から，賓・高杯などの小片が検出された。この遣物から

29号墳の造られた時期は，古墳時代前期と考えられる0

30号墳（SX30，挿図150～153，図版31・44）

14H地区の南西にあり，32号墳の南東，SI81の東に位置する。墳丘らしきものはみら

れない。墳形は円形で径8・4・周溝総径9・76m（推定）の円墳である。周溝は幅約0・7・深

さ約0．25mのU字形の溝で南東側は54年度調査時に削り取られ，北西側は検出できなかっ

た。埋葬施設は中央部に土墳墓，周溝北側に円筒埴輪を使用した埴輪棺を検出した。

挿図150　SX30遺構図（S＝1／80）
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（1）第1埋葬施設（挿図151・153，図版31・44）

墳丘の中央部にあり，東側はピット，西側は土壌によって切られている。主軸はN

－860－Eにとり，長軸2・64m（推定），短軸0．86m，深さ0．2mを測る。土壌の東側から高

杯2個（Pol・2）が合わせるような形で検出され，そのすぐ西側で歯片も少量検出され

た。高杯は枕として利用されたものと考えられる。その他の遺物はみられなかった。

茶褐色砂
黄褐色砂
淡茶褐色砂

挿図151SX30第1埋葬施設遺構図（S＝1／40）

（2）第2埋葬施設（挿図152・153，図版31・44）

挿図152　SX30第2埋葬施設遺構図（S＝1／20）
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挿図153　SX30第1埋葬施設遺物図（高杯）・第2埋葬施設遺物図（埴輪）（S＝1／4）

周溝の北側にあり，円筒埴輪2本を用いた合口式円筒埴輪棺である。主軸はN－740－E

をとる。長軸1．44m，短軸0．78m，深さ0．55mの掘り方を周溝底にもうけ，円筒埴輪を2

本置き棺としている。板石を西端に1枚，東端に2枚立て小口とし，棺を塞いでいる。西
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端にはさらに棺の上と南側に板石が置かれていた。棺の大きさは，長さ1．08m，中央部幅

0・28mを測る。東側の埴輪（H2）内から少量の歯が出土していることから，東に頭を向

けて埋葬された可能性もあろう。歯以外には遺物の出土はなかった。

30号墳の築造時期は出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と考えられる。

32号墳（SX32，挿図154・155，図版31～32）

32号墳は14H地区と15H地区にまたがり，30号墳の北西に隣接LSI85の南に位置しS

I80を切る。墳形は円形で径8・8m，周溝総径10．4mの円墳である。調査前，黒砂面は起伏

がほとんどなく盛砂をした痕跡もない。周溝はU字形で全周しており，周港内外からは供

献土器などは検出されなかった。墳丘中央部に1基埋葬施設がある。木棺墓と思われ，長

辺5・08，短辺1・16mの掘り方内に長辺2．92，短辺0．50mの木棺部を持つ。主軸はN

挿図154　SX3

l！

；i

2議

①暗茶褐色砂
②茶褐色砂B

（Aより淡い）
③淡茶褐色砂C

（やや濃い）
④淡灰褐色砂
⑤茶褐色砂C

（最も濃い）
a′　　⑥茶褐色砂A

（Bより濃い）
⑦淡茶褐色砂B

（やや淡い）
⑧黒褐色砂
⑨黄灰褐色砂

1m
ト－一一一一一一　　ト一一一一一一一」

1埋葬施設遺構図（S＝1／40）
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－1480－Eを振り，9号墳とほぼ同じ方向である。棺部分の南側に3個の板石を組み合わせ

た石枕を持ち，枕のすぐ北に歯を数点検出した。歯の他には棺内部・墳丘からも遺物はな

く，時期を決定づけるにいたらないが，古墳時代前期の竪穴住居（SI80）を切っている

ことなどから，古墳時代中期のものと考える。

彪∠∠艶∠
①暗茶褐色砂
②茶褐色砂B

（Aより淡）
③淡茶褐色砂D

（Eよりやや濃い）
④淡灰褐色砂
⑤茶褐色砂C

（最も濃い）
⑥茶褐色砂A

（Bより濃い）
⑦淡茶褐色砂E

（Dよりやや淡い）
⑧淡茶褐色砂F

（Eよりやや灰色昧）
⑨黒褐色砂
⑩茶褐色砂

4m
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」

挿図155　SX32遺構図（S＝1／160）

35号墳（SX35，挿図156～163，図版32～33・44）

当遺跡の最も北西端で検出した周溝中心部の周溝総径10．2mの円墳である。南東より北

西にかけて緩やかに傾斜している地山層を掘り込んで，幅約1．0mの周溝を高い南東側より

挿図156　SX35第1埋葬施設遺構図（S＝1／40）・遺物出土状況図（S＝1／10）
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（丑暗灰褐色の耕作砂
②暗褐色砂
③暗茶褐色砂
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⑧灰白色砂
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挿図157　SX35遺構図（S＝1／160）

巡らしている。墳丘はほとんど盛り砂されなかったと考えられる。

（1）第1埋葬施設（挿図156・158・159，図版32・44）

墳丘の中央やや南よりに在り，主軸をN－1100－Eにとる長軸2．90m，短軸1．30mの土墳

墓である。土壌内の，東側にはⅤ字に組まれ赤色顔料の付着した15cm程の2枚の板石と，

西側には先が西にむく10本（Fl～4・7）の鉄鉄を検出した。残砂は殆んどなく土壌の

肩は検出できなかったが，石の西側で歯片及び溶骨片を検出したので両者を含む埋葬施設

と確定した。Ⅴ字状石枕の東側で0．5mX0．2mの長方形の土壌を検出し，その中から刃部

を西，柄を南にした刀子2点（F5・6）を検出した。下層から径1．2mの土壌を検出した

が，埋葬施設との関連は不明である。

（2）第2埋葬施設（挿図162・163，図版33・44）

完形の普通円筒埴輪1本を用いた埴輪棺で，古墳の北側の周港内に周溝に沿って位置す

る。主軸はN－850－Wでほぼ東西である。周溝底をやや広げた掘り方をもつと考えられる

が明確でない。透し孔，小口の蓋は検出できなかった。円筒埴輪の直上0．25mでほぼ完形

の土師器賓（Pol）を検出した。供献土器と考えられる。棺内からは遺物などは検出でき

なかったが，Polから古墳時代中期（5世紀中頃）に設けられたと考えられよう。

（3）第3埋葬施設（挿図161）

墳丘中央やや北よりに，第1埋葬施設とほぼ直交する土壌を検出した。主軸はN
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挿図158　SX35第1埋葬施設遺物図その1（S＝1／2）

－270－Wで，1．60mX1．0mの土壌内に1．05mX0．55mの土壌をもつ。遺物は検出できな

かった。埋葬施設でない可能性も強い。
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挿図160　SX35墳丘

挿図159　SX35第1埋葬施設遺物図その2（S＝1／2）　内遺物図（S＝1／1）
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（丑褐色砂
（塾灰白色砂

挿図162　SX35第2埋葬施設遺構図（S＝1／10）

（4）SKOl（挿図157）

墳丘をやや掘り下げて，西より3．0mX2．60mの落ち込みを検出した。北側がやや広い。

内にはピットはなく，北西と南東の隅の肩部で検出した。遺物は検出できなかった。

（5）小　　結

周溝の南西部底で赤色顔料のピット状の堆積，南東部で炭の堆積を検出した。また南東

の周溝底で検出した2．OmXO．6mの方形の土壌は埋葬施設の可能性があろう。SKOlが35
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号墳に伴うかどうかは判定しがたいが，古墳築造以前の住居跡（？）とするのが穏当であ

ろうか。

35号墳の築造時期は，出土している遺物から古墳時代中期と考えられる。

挿図163　SX35第2埋葬施設遺物図（S＝1／4）

58号墳（SX58，挿図164～171，図版33～34・45～46）

58号墳は15K地区と14K地区にまたがり，35号墳の北東，11号墳の北西に位置し，SI

lOO，101を切る。墳形は円形で径14．4m，周溝総径19．6mの円墳である。周溝は幅2．8m，

深さ70cmのU字形で，北側は削られているものの全周していたと思われる。埋葬施設は南

西の周溝の肩に一基（第1埋葬施設），墳丘内に一基（第2埋葬施設）検出された。

（1）第1埋葬施設（挿図164・169，図版34・46）

周溝の肩部に長さ（推定）3m，幅1．5mの墓場を掘り，円筒埴輪を棺に転用して墓とし
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挿図164　SX58第1埋葬施設遺構図（左・S＝1／20）・第2埋葬施設遺構図（右・S＝1／40）

たものである。主軸はN－1100－Eに振る。円筒埴輪（Hl）は口緑部を南に向け，両小口

にあたる部分を他の円筒埴輪片で塞ぎ，透し孔や小口の透間を肇や高杯（Poll）の破片で

塞いでいた。両小口を塞いでいた円筒埴輪片はすべて接合でき最上段に文様を施してあっ

た（H2）。棺内から遺物，遺骨などは検出されなかった。

（2）第2埋葬施設（挿図164，図版34）

墳丘の中央やや南東寄りに位置する。黄灰色砂の地山にわずかな黄灰色砂の乱れが確認

できたにすぎず，遺構内から遺物なども検出できなかった。以上の事から埋葬施設ではな

い可能性もあると考えられる。大きさは長辺3．12m，短辺0．72m，深さ8cmで主軸はN

－420－Eを振る。周港内からは多くの遺物を検出できた。東側の周港内の外の肩寄りに襲

（Po9）を正立した状態で検出した。また南西の周構内では寄棟式の家形埴輪（H3）の

屋根部分が天井を下にして逆さの状態で出土している。その家形埴輪は堅魚木を持ってい

るが，検出した際には3個ともとれていた。2個は挿図164にあるように屋根部分より東側

で検出したが，もう1個は35号墳の墳丘上で出土している。
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挿図165　SX58遺構図（S＝1／160）

挿図167　SX58遺物図その1（S＝1／4）

0　　　　　　　　　1m

ヒ＝「→一二二∃

挿図166　SX58遺物出土状況図（①区，③区，④区S＝1／20，②区S＝1／40）

挿図168　SX58遺物図その2（S＝1／4）
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（3）周溝及び土壌（挿図166～168・170・171，図版33～34・43・45・46）

北側の周構内では壷2個（Pol・2），高杯6個（Po3～8）が出土した。高杯は丹塗

りが施してあり，壷，高杯共赤く焼いたものを用いていた。散って出ているが，この場で

祭りをしたものと思われる。また，このすぐ北の周溝の外に小土壌（15KSKO9）を掘

り，中にベンガラをつめた聾（PolO）を検出した，同様の事は1号墳でも行われているこ
（注3）

と，似たような例が71号墳にみられることなどから，葬送儀礼の一部かと考えられる。

頂粟こ‾フ
Poll r　ゴ′予定、告誰‘：一

H2の拓本　・A、．′・一！㌻

∵

・

∴

∴

・

・

打華野嘩野魂4ヽ‘　．

＼＿　＿　＿　＿

l l

題　　l

J l

l I

l　　　　　　　／　l

：　　　　′′　lH2

＿＿」＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿I

L一二「1　1㌣

挿図169　SX58第1埋葬施設遺物図（S＝1／4）
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58号墳の築造時期は，周溝内外の供献土器等から古墳時代中期（5世紀前半代）と考え

られる。

◎　◎
∈ヨ　∈∋

JI J2

0　　　1cm
1－　；　　害

挿図171SX58遺物図その4（土師器S・＝1／4・玉製品S＝1／1）

SX31（挿図172・173，図版35）

16H地区の北東側にある。方形周溝墓SX29の北東にあたる。この地域は地山が北西で

高く南東にむけて降る地形で，北東と南西には弥生時代前～中期の土墳墓群が集中してい

る。SX31の北西約8mの地点以北で黒砂層は消滅しているが，それは地山の標高が高く

後世に風雨蝕により飛ばされたものと推定している。

SX31は完形の円筒埴輪Hlを棺として使用した円筒埴輪棺である。長軸1．20，短軸0．96，

深さ0．06mの楕円形のごく浅い土堀内に，長軸1．15，短軸0．49，深さ0．22mの土壌を設け

る。円筒埴輪Hlは土壌の中央やや西よりに置かれていた。主軸はN－50－E。棺として

のHlの長さは58cm，最大幅27cmである。付属施設として板石・他の埴輪片多数が用いら

れていた。まずHlの第2段の相対する2つの透し孔は側方にあたっており，それは，他

の円筒埴輪の口緑部1枚づつで覆われていた。さらにその内北側の方の透し孔は，その上

に板石1枚がおかれていた。第3段の透し孔は上下にあたり，上の方のは板石1枚でふさ

がれていた。さらにこれらをおおう形で円筒埴輪の口緑部と，さらにその上に板石1枚が
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挿図172　SX31遺構図（S＝1／20）

おかれていた。下の透し孔にはふたは検出されなかった。さらに棺Hlの両側面には，北

側に板石が6枚，南側に板石1枚と円筒埴輪の口緑部が側壁状にHlの口緑部よりに立て

られていた。棺の両小口にあたる部分の蓋は検出されなかった。掘り方内・棺内からは遺

物は確認できなかった。

蓋に用いられた円筒埴輪の口緑部は全て接合し円筒埴輪H2となった。さらにこのSX

31の周辺に散乱していた埴輪片の一部がH2と接合しほぼ完形となった。従ってH2は，

その口縁部（④以上）がSX31の蓋として使用され，他は周辺に散乱していた事になる。

円筒埴輪Hl，H2は古墳時代中期中葉と考えられ，SX31はそれ以降のものと言える。

一般的に埴輪棺は古墳に付随する例が多く，当遺跡例でも古墳周港内外で検出されている

のがほとんどであり，北西側は調査されていないが古墳があった可能性も考えられる。
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挿図173　SX31遺物図（S＝1／4）

SX33（挿図174，図版35）

長軸1・55m，短軸1・18mの土壌の底から箱式石棺を検出した。この検出状況はSX36と

同様である。2段の掘り方をもつ石棺墓であろう。側壁は南側は40cm程の不整形な板石，

北側は20cm程の角柱のような自然石を用いており，北側の側壁の上に2枚の裏込石をかま

せて両側の側壁の高低差を解消している。小口については，石④を小口と考えることに問

題はなかろうが，⑧については小口とも蓋石とも考えられる。蓋石を取り上げた時に⑧が

比較的傾斜が強かったためとりあげずに残したが，改めてそれを取り除いた後も通常の小

口石にあたるべき石は検出できなかった。特に他の小口に当るべきものの痕跡も確認でき

なかったから，石⑧が小口と同時に他の4枚の蓋石とともに蓋を構成していたと考えてよ
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①茶褐色砂
②淡褐色砂
③黄褐色砂

挿図174　SX33遺構図（S＝1／20）
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いだろう。

棺内からは石⑧の下近くから歯片らしい溶骨片を3点検出した。側壁下及び棺底は既に

灰白色の地山層に達しており，掘り方及び床面の確認は困難であったが，骨片の検出面の

やや下を床面と考えるべきであろう0掘り方については，単に砂上に石をおし込めた程度

と考えたい。この土堀内に石棺をもつ形態を単に掘り方が白砂面から掘り込めたものとし，

他の石棺は黒砂層から掘り込まれたものとして土壌の形態差を考えないとすれば，あるい

は時期が黒砂層との関連で問題になろう。

蓋石に接して出土した土師器片は細片で実測できなかった。

SX34（挿図175，図版36）

挿図175　SX34遺構図（S＝1／20）
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15J地区の南西区，SI88の北西側に位置する○長軸1・38m，短軸0・95mの楕円形の墓

堀内に両小口1枚づつ，両側板2枚づつを組み合わせた長さ0・91m，幅0・34mの小型の箱

式石棺を設けている。主軸はN－1440－Eにとる。蓋石は5枚の板石を置いているが，大き

な石を1枚おいて残りの5枚を添えたと思われる○棺の内法は長さ0・83m，幅0・14mであ

る。棺内部南側床面付近に歯・骨片を検出したが，枕はなく，赤色顔料の塗彩はみられな

かった。また上面などにも供献土器などは検出されなかったo

sx36・38などと同様の時期（古墳時代中期）に作られたと考えられる。

SX36（挿図176，図版36）

15J地区北西区に位置し，35号墳の南，SI20の西に在る。主軸をN－1600－Eにとる箱

式石棺である。墓壕は二段の掘り込みをもち，上段は長軸2・17m，短軸1・24m，深さ0・32

m，下段は長軸1．82m，短軸0．71叫深さ0．4mを測り，石棺は長軸1・37m，短軸0・32m，

深さ0．2mである。蓋石13枚，側壁は東側が4枚，西側が5枚の板石でできている。小口石

は南側が2枚，北側が1枚である。棺内には南東にⅤ字状に配された石枕があり，その

上にほぼ完全な頭蓋骨が置かれ，北西側では大腿骨と下腿骨が残っていた。また遺骸の左

手にあたる部分から滑石製の小玉が1点検出された。その他には遺物を検出できなかった

が，周辺の35号墳等から古墳時代中期とみられる。

①淡赤灰色砂
②黒灰色砂
③明褐色砂
④褐色砂
⑤淡赤灰色粘質土

挿図176　SX36遺構図（S＝1／40）
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墳丘や周溝をもたない単独石棺が，55年度調査地区で6基検出されているが，そのうち
うちのり

5基は内法が1mを越えない小型石棺であって，比べてSX36は大きいものといえる。

SX37（挿図177）

15J地区南西区に位置し，SI20の西，SX36のすぐ南にある。主軸をN－130－Wにも

つ木棺墓である。墓壕は二段の掘り込みをもち，上段は長軸1．5m，短軸1．2m，深さ0．14

m，下段は長軸1・1m，短軸0．77m，深さ0．3mを測る。枕は検出できなかったが，掘り方

をみると北西側の幅が広いので，北西に頭を置いたと思われる。遺物としては，棺内より

骨片を少量検出できただけである。真近にあるSX36と主軸方向がほぼ同じことから，S

X36と同時期（古墳時代中期）に作られたものと考えられる。

、ミラへ1＼

①暗茶褐色砂
（塾濃褐色砂
③褐色砂

挿図177　SX37遺構図（S＝1／40）

SX38（挿図178，図版37）

15I地区の北東側にあり，SX14の南西にあり，SI88の東に位置する。長軸1．46m，

短軸1・05mの楕円形の墓域内に両小口1枚づつ，両側板2枚づつを組み合わせた長さ0．92

m，幅0・45mの小型の箱式石棺を設けている。主軸はN－1380－Eにとる。蓋石は7枚の板

石を置いているが，大きな石を2枚おいて残りの5枚を添えたと思われる。棺の内法は長

さ0・55m，幅0・17mで南側に2枚の板石を平らに置いた石枕を持っている。石枕の直上付

近に頭骨と思われる骨片を検出した。棺内部に赤色顔料の塗彩はみられず，上面などにも

供献土器などは検出されなかった。

SX34，36などと同様の時期（古墳時代中期）に作られたと考える。

SX39（挿図179，図版37）

11号墳の南側の周溝の外肩にある。主軸をN－480－Eにとる小型箱式石棺で，2段の掘

り方をもつ。上段は東西1・62m，南北1．1m（残存部），下段は長軸1．06m，短軸0．78m，

深さ0・47mを測る。小型箱式石棺は長軸0．50m，短軸0．26m，床面までの深さ0．13mであ
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挿図178　SX38遺構図（S＝1／20）

る。蓋石は5枚，小口は西側で1枚，東側で2枚，側壁は南北とも3枚の板石からなる。

棺内東側から板石2枚を利用したⅤ字状の石枕を検出した。遺物などの検出はなかった。

SX39は11号墳の外肩にあること，当遺跡の3・4号墳第4埋葬施設も同じように周溝

の南外肩に設けられていることから，SX39は11号墳にともなう埋葬施設と考えられる。

時期は11号墳と同じく，古墳時代中期（5世紀後半）とみられる。

SX59（挿図180，図版38）

14K地区の南東区，11号墳の北側，58号墳の東側に位置する。主軸をN－1230－Eにもつ
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小型箱式石棺である。蓋石，側壁が大部分露出している状態であったので正確な墓場規模

はわからないが，残存部長軸0・45m，短軸・15mで蓋石3枚，側壁東西各1枚，小口南北

各1枚の板石よりなる。北側の小口は小さくまた東西側壁も不整一であり，全体的に雑な

作りである。墓場，棺内とも人骨等の遺物は検出できなかったためこの石棺の時期は不明

であるが，近くにある11号填，58号墳と同じような頃に作られたものであろう。

SX60（挿図181，図版38）

13K北西区にあり，SIllOの北西，SI107の東に位置する。平面形は隅丸の長方形で

ある。主軸をN－1350－Eにとる。長軸1・62・短軸0・72・深さ0・32mの掘り方内に長軸1．79・

短軸・4・深さ0・2mの棺部と考えられる土壕をもつ木棺墓である。土塀は南東側がわずか

に広いことから，頭を南東側に置いた可能性もあろう。遺物の検出はない。
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①暗茶褐色砂

挿図180　SX59遺構図（S＝1／20）

挿図181　SX60遺構図（S＝1／20）

SX60は主軸をSX59，SX61と似た方向にとることから，作られた時期もSX59，S

X61と同じような時期と考えられる。
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SX61（挿図182，図版38～39）

14K地区南西に位置し11号墳の北，58号墳の東，SX59の西にある。主軸をN－1110－E

にもつ小型の箱式石棺である。墓場は南側で二段の掘り込みをもち上段は長辺1．48m，短

0　　　　　　　　　　　50cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」
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辺1．36m，下段は長辺1．4m，短辺0．88mである。棺は長軸0．6m，短軸0．13mで，蓋石は

上段3枚，下段2枚の計5枚，側板は両側共に各3枚，小口は両側共に各1枚の板石で構

成される。遺物は棺内東側の頭部と思われるところより歯片が3個検出された。

SX61の周辺にはSX59，11号填，58号墳があり，特にSX59とは主軸方向がほぼ同じ

であることなどから，SX61もSX59と同じような時期に作られたものと考えられる。

SX72（挿図183，図版39）

16G地区北東区にあり，SI76のすぐ南に位置する。主軸をN－1120－Wにもつ木棺墓と

思われる。墓壕は二段の掘り込みをもち上段は長軸2．64・短軸0．96（推定）・深さ0．1m，

木棺部は長軸1．46・短軸0．46・深さ0．18mを測り，木棺部の幅は東側で0．32m，西側で0．38

mである。西側が東側に比べて多少幅の広いことから，頭は西に置かれたと思われる。時

期を決定するような遺物は検出されなかったが，切り合い関係をみるとSI76（長瀬II期）

より16GSK02が古く，SX72は16GSK02に切られている。従ってSX72は長瀬II期（古

墳時代前期後半）か，それより古い時期のものと思われる。なお，掘り方をみると，17G

地区を中心とした弥生土墳墓群内の木棺墓の掘り方によく似ている。

挿図183　SX72遺構図（S＝1／40）

SX73（挿図184，図版39・46）

16H南東区で検出された蓋石付土墳墓と考えられる遺構である。長さ1．1m，幅1．05m，

厚さ0．08mの板石が傾斜に並行させて検出され，周辺に小坂石が多くみられた。石棺蓋と

の想定で石板を取り上げたところ，下から須恵器砲（Pol）が1個体出土し，掘り方が

明確ではないものの方形土壌が一基検出された。掘り上げると南北長軸1．0m，東西短軸0．9

m，深さ0．1mの方形土壌となった。旭のレベルが高く，下層の土壌との関係がつかみにく

いが，土壌内に埋葬後，趣を副葬し石蓋を置いた墳墓と考えられる。出土須恵器から古墳

時代未～飛鳥期にかけてのものかと考えられる。

また，周辺には同時期の須恵器が広く出土しており（挿図286，Po12，13），副葬品や供
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挿図184　SX73遺構図（S＝1／40）・遺物図（S＝1／4）

献土器とは考えられにくいが，SX73に対する何らかの行為を行った跡かとみられる。

SX74（挿図185）

16K地区の南，35号墳の西で検出した。一部耕作で破壊されているが，2段の掘り方（外

側2・1mXO・84m，内側1・8mXO・5mの土壌である。）を検出した。特に木棺の痕跡もなく

棺部も14cm，検出面からでも最大30cmと浅い0棺にあたるべき部分からは遺物等は何も検

出されず，棺でない可能性も強いが一応土墳墓と考える○埋葬施設とするなら，35号墳

の周溝から1．2mと近いこと，またその第1埋葬施設とはN－570－Wとほぼ平行すること

で，35号墳に併うものとみる可能性もあろう。

・二一一

①淡茶褐色砂（耕作砂）／二、　　　　　－．

②黄灰褐色砂　．γ′

③黄褐色砂　L＝6．80m
④暗灰褐色砂・

≡一一一＿二＿‾

ケ！‾

挿図185　SX74遺構図（S＝1／40）
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ま　と　め

昭和55年度調査地区での墳墓は前述した24基である。そのうち特筆されるものとして，

方形周溝墓，前方後方墳があげられよう。いずれも長瀬高浜遺跡では初めての検出である。
（注4）

また，遺物では28号墳出土の鹿角を二重に巻き，直弧文を施した剣をあげることができよう0
（注5）

このほか54年度調査地区でも述べたが，今回の調査地区からも埋葬施設内に土器転用枕，

平石，板石を利用した石枕などをみることができる。特に55年度調査地区では，当遺跡で

初めて須恵器転用枕が確認された。54年度調査地区の土器転用枕は3基，石を利用したも

のは8基であった。これに今回出土のものを加えると，土師器転用枕4基，須恵器転用枕

1基，石を利用したもの13基となる。54・55年度調査地区を眺めてみると，当遺跡では石

を利用したものが多く丁寧な作りがしてある○また，土師器転用枕はいずれも高杯のみ（2

個又は3個）が利用されており，これも当遺跡の特徴であると考えられる。今回の墳墓の

まとめにかえて54・55年度調査地区出土の枕の一覧表を載せておく。

名　 称 埋 葬 施 設 墳 円 長 さ ・幅同 枕 （個 数） 副　 葬　 品 時　　　 期

3 号墳 第 2 箱　 式　 石　 棺 円 1 72 ×5 4 高杯 （2 ） な　 し 古 ・中 ・中

3 号墳 第 3 〃 〃 142 × 50 〃 （3 ） 水 晶製 勾玉 1

碧色 ガ ラス小 玉 13
〃

9 号 墳第 1 〃 〃 178 ×4 2 ・4 1 〃 （3 ） 鹿 角装 刀子 1 古 ・中 ・後

・30号 墳第 1 土　 墳　 墓 〃 2 64 ？×8 6 〃 （2 ） な　 し 古 ・中

4 号墳 第 1 〃 〃 448 ×10 0 板 石 鹿 角装 直 刀 1
針 1

硬 玉製管 玉 1

古 ・中 ・中

4 号墳 第 4 小 型箱 式 石棺 〃 66 ×22 ・24 〃
古 ・中 ・中

S X 13 土　 墳　 墓 ／ 16 7 ×5 3 板石 ？

古 ・前 ・後
S X 14 〃 ／ 50 4 × 140 板石

S X 15 小型 箱式 石棺 ／

／

55 ×2 3 〃 な　 し 古 ＿

S X 17 土　 墳　 墓 24 6 ×8 0 ・64 〃 〃 〃

S X 19 小型 箱 式石棺 58 ×22 〃 〃 〃

S X 20 〃 ／ 90 ×44 〃 〃 〃

22 号墳 第 1 石 立 木 棺 墓 円 ？×100 ？ 〃 〃 古 ・中 ・後～ 古 ・後

2 7号墳 第 1 箱　 式　 石　 棺 〃 94 ×3 0 ■〃 管玉 4 古 ・中 ・後

2 8号墳 第 1 ／／　　　　　　 〃 180 ×55 〃 鹿 角装 鉄剣 1 古 ・中 ・後

32号墳 第 1 木　 棺　 墓　 〃 5 08 ×116
292 ×50

〃 な　 し 古 ・中

35号 墳第 1 土　 墳　 墓　 〃 290 不13 0 〃 鉄　 鉄 〃

S X 36 箱 式　 石 棺 ／ 13 7 ×3 2 〃 な　 し 〃

2 号墳 第 1　　　 〃　　　　 円 1 70 ×7 0 須恵 器

蓋杯

刀 子 2
鉄 鉱 数点

蓋　 杯

古 ・後

注　 時期 は例 古 墳時 代 （古）・中期 （中）・中葉 （中）とす る

表3　54．55年度調査地区出土の枕一覧表

注1『長瀬高浜遺跡』I～II　　　鳥取県教育文化財団

注2『陶邑』I～IV　　　　　　大阪府教育委員会

注3『長瀬高浜遺跡調査報告書IV』（昭和56年度刊行予定）

注4　京都大学文学部名誉教授　小林行雄氏の御教示を受けた。

注5　注3に同じ
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第4節　中世墓（SX′）

55年度調査地区内では2基の中世墓が検出された。

SX′14（挿図186・187，図版47・60）

15G地区の北東に位置し，長軸1．17m，短軸1．00m，深さ0．30mの土墳墓である。中か

らほぼ完全な人骨一体が出土した。土壌の主軸はN－300－Wで，頭を北西側におき右半身

を下にした屈葬墓である。遺物はガラス小玉4点（Jl～4）と鉄片1点（Fl）が出土

した。SX′14は，古墳時代前期の遺構である15GSKOlの層よりかなり上から掘り込まれ

ている点，歯の遺存状況や埋砂に白砂の混っていない点から考えて，中世後期の遺構と推

定される。

0　　　　　　　　　　　50cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

挿図186　SX′14遺構図（S＝1／20）

阻了』。m

◎　◎　　㊦　◎

田Jl CコJ2　°J3仁コJ4
0　　　　1cm

L」一一」

挿図187　SX′14遺物図

（鉄S＝1／2，玉S＝1／1）

SX′15（挿図188・189，図版47・60）

16H地区の西に位置する。黒砂層の掘り下げ中に集石を発見し，その直下から土塀が検

出された。長軸1．05m，短軸0．70m，深さ0．29mの土墳墓である。主軸はN－430－Wであ

る。埋砂中から古墳時代中期の土師器細片，床面直上から鉄鎌（Fl），及び歯，骨片が出

土した。人骨は非常に残りが悪く，年齢及び性別は不明である。

上面の集石はその位置関係からSX′15に伴うものであることは疑えない。SX′15埋砂

中の土師器は全て細片であるので，埋め戻しの際に混入したものであると思われる。釘（F

2・3）も検出したが，鉄鎌はさびがかなり付着しており目釘穴は確認できなかった。大

きさなどから木棺の釘の可能性が強い。いずれにしても鉄鎌の形態から中世期の遺構と推
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定できる。

挿図188　SX′15遺構図（S＝1／20）

∈

害I／
く⊃l
▼－」．

／／ユi

（丑暗褐色砂
②淡黄色砂

0　　　　　　　　　　　　50cm

と：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿　　」

挿図189　SX′15遺物図（S＝1／4）
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第5節　弥生時代の墳墓（SXY）と弥生時代の土嘘（挿図193）

55年度調査区は南側はEラインで黒砂が高くなり消滅し，西側は一部破壊されたものの17

ライン付近で黒砂が高くなり消滅している。黒砂の尾根に当る部分は砂丘活動が活発に

なったとき風雨によって消滅した（飛ばされた）と考えられる。その中で，飛ばされずに

残った丘の斜面に沿って弥生前期の土壌，土墳墓などがたくさん作られている。その範囲

は南は17F，北は14K地区までおよぶ。海抜10mの黒砂の等高線に沿って多く作られてお

り，主軸は等高線と平行なものが多い。中には斜面をカットし平坦な面を作ってそこに墓

を設けている例もある。

SXYOl（挿図190～192・194，図版47・60）

17G地区の中央やや西にあり，SXY17の西に位置する。その出土地は，黒砂が薄くな

りながら消滅し，その下層である黄褐色砂層が黄灰色砂層へと漸進的に移行していく地点

である。さらにこの地点は標高11mもあり，黒砂層の起伏で残っている部分では一番高い

所でもある。このSXYOlは磐と壷を合わせた合口土器棺墓である。ほぼ水平に磐，壷が

埋置され，壷の頸部を聾の口緑が塞ぐような状態で検出された。掘り方は楕円形で長軸2．10

m，短軸1．57m，深さ0．8m，棺部分は南北1．68m，東西0．91mである。軸はN－230－Eを

挿図190　SXY Ol遺物図その1（S＝1／4）
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挿図191SXY Ol遺物図その2（S＝1／4）
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挿図192　SXY Ol遺物図その3（S＝1／1）
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①　淡黄褐色砂

挿図194　SXYOl遺構図（S＝1／10）
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振る。棺に使用された賓（Pol）は口緑が「く」の字状に外反し，肩部に列点文が加えられ

ている。胴部にふくらみを持つ。壷（Po2）は口緑部がなく，埋葬時に打ち欠かれたもの

と考える。また接地面の胴部中位には穿孔がある。壷，賓共煤がかなり付着していた。

棺内では径2．5m，長さ5mm程度の碧玉製の管玉が検出された（Jl～41）。人骨は頭骨

の一部と歯冠数点が壷内から検出された。棺に使用された土器から弥生時代前期末～中期

初めの土器棺墓と考える。

SXYO2（挿図195，図版48・55）

17F地区の中央にあり，長軸2．08m，短軸1．45m，深さ0．21mの浅い楕円形の遺構であ

る。主軸はN－740－Eを振る。遺構内から弥生土器片を検出したが，図化できなかった。

この遺構の主軸は周囲の遺構の主軸と異なるが，遺構の形状・立地などから弥生時代前期

～中期の土墳墓と考える。

①褐暗灰色砂
②黄灰色砂

挿図195　SXYO2遺構図（S＝1／40）

SXYO3（挿図196・197，図版48・60・61）

17Fの北東区南側にあり，長軸1．99m，短軸1．43m，深さ0・28mのややいびつな楕円形

の遺構である。主軸はN－870ニWで，この場を通る等高線にほぼ平行である。土壌の南側

で管玉（Jl～4）が集中して検出された○また周辺からも管玉（J5～10）が出土して

伝
Jl 包

伝
J3

6
J4

◎

n

◎

田

◎

輿

◎

n

J8

挿図196　SXYO3遺物図（S＝1／1）
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いる。これらの管玉（Jl～9）は径2・2mm，長さ9・9mm，内孔径1．0mm（平均値）の細く長

いものである。材質は碧玉。玉の中央付近で貫通した仕切りの痕が見えるものもある。ま

た内壁では針状の器具を回転して穿孔したことを想像させる螺旋模様が観察できる。土壌

の形態及び管玉と付近の出土遺物から弥生時代前期の土墳墓と考えられる。

（丑灰褐色砂
（周囲に比べて色が濃い）

②灰褐色砂　　　　　　　0　　　　　　　　1m
③黄灰褐色砂　　　　　　L」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図197　SXYO3遺構図（S＝1′40）　挿図198　SXYO4遺構図（S＝1／40）

SXYO4（挿図198，図版48）

17F地区のほぼ中央にあり，SXY03と隣接する。長軸2．41m，短軸1．62m，深さ0．46

mの楕円形の墓場に，長辺1・50m，北側の短辺0・68m，南側の短辺0．51m，深さ0．14mの棺

の部分と考えられる掘り方を検出した○主軸はN－220－Eである。棺内には副葬品はな

く，遺物も弥生土器の破片が少量みられたが図化できなかった。棺部分は板を埋めた跡な

どは確認できず，長方形状に黄褐色砂が埋砂として検出された。小口は北側の方がわずか

に広く，頭を北にした埋葬と考えられる○この遺構に伴う遺物ではないが，付近から弥生

時代前～中期の土器片が出土していることからその時期の木棺墓と考える。

SXYO5（挿図199）

17F地区の中央やや北西寄りにあり，SXY04の北西に位置する。主軸はN－200－Eを
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振り，平面形は楕円形で長軸1．34m，短軸0．85m，深さ0．42mを測る。出土遺物は弥生前

期の土器片が1片出土したが，図化できなかった。歯・骨などは検出できなかったが，遺

構の形状は床面が深く平坦な事などから土墳墓と考える。

生「
（9暗褐色砂
（診黄灰褐色砂

1m

、＼∴・l
①暗灰褐色砂
②黄灰褐色砂

1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿∃

挿図199　SXYO5遺構図（S＝1／40）　挿図200　SXYO6遺構図（S＝1／40）

SXYO6（挿図200，図版48）

17F地区の北側にありSXY07の南東に位置する。主軸はN－330－Eを振り，平面形は

小型の楕円形で，長軸1．16m，短軸0．67m，深さ0．26mを測る。床面は平坦で，遺構内か

らの出土遺物はない。近くにあるSXYO7・09などと同じ軸を持つ事や，遺構の形状，周

囲の土器出土状況から弥生時代前期から中期にかけての土墳墓と考える。

SXYO7（挿図201，図版49）

北西に高く，南東に低い地形を長さ9m，幅3mにわたってカットしてできた長さ8m，幅

3mの平坦な面のほぼ中央に設けられている。カット面は17Fと17Gにまたがり，軸はN

－320－Eを振る。SXY07はSXY08を切り，SXY09の南西に位置する。掘り方の上

線は楕円形を呈し，長軸2．00m，短軸1．35m，深さ0．31mを測る。主軸はカット面の軸と

ほぼ同じN－300－Eを振る。掘り方の床面に方形の砂の色の変化を認め，掘り下げたとこ

ろ，長辺1．46m，両小口0．53m，中央部0．60mの掘り方となり，棺部分と推定した。掘り

方内から少量の弥生前期土器片を検出した。これらの遺物より弥生前期の木棺墓と考える。

SXYO8（挿図201・202，図版48・61）

17F地区の北にあり，SXY07と切り合う。主軸はN－240－Wを振り，平面形は楕円形

で長軸1．70m（推定），短軸1．18m，深さ0．18mを測る。遺構内から弥生時代前期の土器片
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が数点検出された。また，遺構の北側の上面でノコギリ状加工石（Sl）が，南側には弥

生壷片（Pol）が出土している。斜面を削平された平坦面に設けられているもののSXY

07より古く，主軸も付近の土墳墓と異なるがその形状などからみて土墳墓と考える。また

L＝9．50m

挿図201SXY O7・08遺構図（S＝1／40）
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（丑暗灰褐色砂
②灰褐色砂
③黄褐色砂
④淡黄灰褐色砂
⑤黄灰褐色砂



挿図202　SXYO8・09出土遺物図（S＝1／4）
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P2はSXYO7・08より新しいものである。

SXYO9（挿図202～204，図版49・61）

17Fと17G地区にまたがり，斜面をカットした平坦

な面の北側に位置する。SXY09はカット面が少し

埋った段階で作られており，カット面より新しくまた

SXY07より新しいと考える。主軸はN－250－Eを振

り，掘り方上線は隅丸方形を呈し，長辺3．45m，短辺

2．26m，深さ0．67mを測る。掘り方底面に長方形の色

の違いを認め，木棺部と判断した。木棺部は長辺1．80m，

7戸1。m
⊆二＋二」

挿図203　SXY O9遺物図

（S＝1／2）

北側小口0．53m，南側小口0．59

挿図204　SXY O9遺構図（S＝1／40）
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④暗褐色砂
⑤灰褐色砂
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m，深さ0．13mを測る。遺構内から壷・賓片（Pol・2）を検出した。これらの遺物から

SXY09は弥生時代前期末の木棺墓であろう。また付近から壷片（Po3）も出土しているo

SXYlO（挿図205，図版48）

17F地区の北に在り，SXY12の南に位置する。平面形は楕円形で長軸2．07m，短軸1．20

m，深さ0．33mを測り，主軸はN－480－Eを振る。埋砂からの遺物はないが，遺構の北側

直上で長さ約40cmの自然石を検出した。少し上層ではSX26の葺石が散乱しているが層が

異なること，下層では小さな板石しか出ていないことなどから，SXYlOの直上の石はS

XYlOを意識して置かれたものと考え，この遺構を土墳墓と考える。付近の出土遺物が弥

生前期から中期にかけての土器片だけであるため，SXYlOもこの時期のものであろう。

①暗褐色砂
②黄灰褐色砂

1m

挿図205　SXYlO遺構図（S＝1／40）　挿図206　SXYll遺構図（S＝1／40）

SXYll（挿図206，図版48）

17G地区の南側に在り，SXYlOの北西，SXY13の南に位置する。いびつな楕円形を

呈し，長軸1．78m，短軸1．34m，深さ0．39mを測り，主軸はN－220－Eを振る。出土遺物

は土器の細片が少量出土しただけである。遺構の位置，形状及び出土遺物から弥生前期後

半代の土墳墓と考える。

SXY12（挿図207，図版49）

17G地区の南西に在り，SXYllの西に位置する。平面形はいびつな楕円形で，床面も

いびつな長方形である。遺構は長さ1．75m，幅1．00m，深さ0．45mを測り，主軸はN
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ー390－Eを振る。遺構内から木炭片が少量検出されたが，土器その他の遺物は出土しな

かった。遺構の位置，形状から土墳墓と考える。時期は付近の土墳墓と同様の弥生前期か

ら中期と考えられる。

挿図207　SXY12遺構図（S＝1／40）　挿図208　SXY13遺構図（S＝1／40）

SXY13（挿図208，図版49）

SXY13は17G地区の南にあり，SXYllの北に位置する木棺墓である。掘り方は隅の

丸いややいびつな方形を呈し，長辺2．96m，短辺1．40m，深さ0．48mを測る。掘り方の底

面に長方形の色の違いを認め，木棺部と判断した。木棺部は長辺2．30m，短辺0．66m，深

さ0・01mを測り，主軸N－220－Eを振る。遺構内からは弥生時代の土器片が小量出土した

が図化できなかった。出土遺物などから弥生時代の木棺墓と考える。

SXY14（挿図209，図版50）

17G地区の南にあり，SXY13の北東，SXY16の南に位置する。掘り方上線は楕円形

を呈し，長軸2・66m，短軸1・48m，深さ0・37mを測る。掘り方底面に北側小口0．52m，南

側小口0・72m，長軸1・72m，深さ0・23mの木棺を検出した。主軸はN－260－Eを振る。南側
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の小口が広いので頭を南にして埋葬したと考える。遺構内から土器片が小量出土したが，

図化できなかった。出土遺物などから弥生時代前期の木棺墓と考える。

（丑茶褐色砂に

l　　　＿＿」　　　　」

挿図209　SXY14遺構図（S＝1／40）　　挿図210　SXY15遺構図（S＝1／40）

SXY15（挿図210・211，図版50・61）

17G地区中央やや南にあり，SXY14の北西にある。平面形はややいびつな楕円形を呈

し，長軸2．04m，短軸1．17m，深さ0．40mを測り，主軸はN－170－Eを振る。埋砂は茶褐

色を呈し，埋砂内から壷（Pol），碧玉原石（Sl），遺構上面から石鉄（S2）を検出し

た。遺構の位置，形状などから弥生前期中頃の土墳墓であろう。

手
0　　　　2cm

［二L二］

挿図211SXY15遺物図（土器S＝1／4，碧玉S

I O Icm

くこZ＝＞　　　　　　生　玉　j

l／2，石鉄S＝1／1）

SXY16（挿図212，図版50）

17G地区の中央にあり，SXY20の南に位置する。平面形は楕円形を呈し，長軸1・71m，

短軸1．11m，深さ0．44mを測り，主軸はN－400－Eを振る。床面はほぼ平坦で北側がわず
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かに高まる。遺構の位置，形態などから土墳墓と考える。出土遺物はないが，上面からの

出土遺物，近くの遺構などから弥生時代前期から中期のものと考える。

‥11＿「ll｛‥

、l二

（丑淡茶褐色砂
（塾淡茶色砂

0　　　　　　　　　　1m
L＿＿＿＿＿＿＿＿1　　　」

挿図212　SXY16遺構図（S＝1／40）　挿図213　SXY17遺構図（S＝1／40）

SXY17（挿図213，図版50）

17G地区の北にあり，SXY19の南に位置する。平面形は楕円形を呈し，長軸1．26m，

短軸0．65m，深さ0．54mを測る土壌で，主軸はN－400－Eを振る。床面はほぼ平坦で，い

びつな楕円形を呈する。出土遺物はないが，遺構の位置，形態から弥生時代前期から中期

の土墳墓と考える。

SXY18・17GSK14（挿図214・215，図版50）

この2つの遺構は17G地区の北にあり，SXYOlの東に位置する。切り合い関係はSK

14の方がSXY18より新しい。SXY18の平面形は北側が尖った方形を呈している。長軸

1．68m，短軸0．93m，深さ0．50mを測る。床面は南がやや高いがはぼ平坦である。SXY

18の中央を新しいP17が切っている。17GSK14の平面形は

楕円形を呈し，長軸1．23m，短軸0．88m，深さ0．37mを測り，

床面に平坦面が少ない。主軸はSXY14がN－260－E，17G

SK14がN－270－Eをとる。埋砂内より弥生土器底部片（Po

l）が出土したことや土壌の位置，形態からSXY18は弥生

時代前期から中期の土墳墓，17GSK14はほぼ同時期の土壌

と考える。
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挿図214　SXY18
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d①灰褐色砂
②灰褐色砂

（①が②より濃い）
明灰褐色砂

挿図215　SXY18，17GSK14遺構図（S＝1／40）

SXY19（挿図216，図版50）

SXY19は17G地区の中央北にあり，SXY17の北に位置する。平面形はやや細長い楕

円形を呈し，長軸1．37m，短軸0．71m，深さ0．33mを測り，主軸はN－360－Eを振る。床

面は平坦で，楕円形を呈する。出土遺物はないが，位置・形態などから弥生時代前期から

中期の土墳墓と考える。

SXY20・21（挿図217・218，図版50・51・61）

この2つの遺構は，17G地区と17H地区にまたがり，SXY16の北・SXY22の南に位

置する。SXY20と21は切り合い，SXY20の方が新しい。またこの2つの遺構の中央に

PlOがこれらの遺構を切る。SXY20は掘り方上線が隅丸方形をなし，長辺2．27m，短辺

1．06m，深さ0．40mを測る。掘り方底面に方形の色の違いを認め，木棺部と判断した。木

棺部は長辺1．51m，短辺0．63m，深さ0．17mである。埋砂内から底部（Pol），管玉（J

l）が出土した。SXY21は平面形が楕円形を呈し，長軸1．45m，短軸0．90m，深さ0．50

mを測る。床は平坦でわずかに北が高い。主軸はSXY20・21共N－320－Eを振る。SX

Y20は出土遺物などから弥生時代前期の木棺墓と考え，SXY21は位置・切り合いなどか

ら弥生時代前期の土墳墓と考える。

SXY22（挿図219）

17G地区にあり，SXY20・21の北に位置する。平面形は楕円形で，長軸1．48m，短軸

1．01m，深さ0．35mを測り，主軸はN－330－Eを振る。床面も楕円形を呈し，平坦であ
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挿図216　SXY19遺構図（S＝1／40）
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挿図217　SXY20遺物図

（土器S＝1／4，玉S＝1／1）
＼

U

挿図218　SXY20，21遺構図（S＝1／40）

る。埋砂内からの遺物はなく時期は不明であるが，付近の遺構，SXY22の位置・形態な

どから弥生時代前期から中期の土墳墓と考える。

SXY23（挿図220）

SXY23は17G地区の中央やや北にあり，SXY19の北に位置する。SXYOlと同様黒

砂が薄くなり，その下層の黄灰色砂中で淡褐色砂の楕円形の遺構として検出された。大き

さは長軸1．26m，短軸0．89m，深さ0．19mで，主軸はN－390－Eを振る。床面は平坦で北
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側がわずかに広い楕円形である事から土墳墓と考えられよう。遺物は検出できなかったが，

付近の遺構などから弥生時代前期から中期のものであろう。

0彩（彰淡褐色砂1m
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

挿図219　SXY22遺構図（S＝1／40）　　　挿図220　SXY23遺構図（S＝1／40）

岳xY24・17GSK31（挿図221・222，図版51・61・62）

SXY24・17GSK31は17G地区の北東にあり，SXY23の東，SXY25の西に位置す

る。SXY24は平面形が楕円形を呈し，長軸1．72m，短軸0．98m，深さ0．45mを測り，主

軸はN－900－Eを振る。SK31は掘り方上線がいびつな径約2．4mの円形の浅い土壌であ

り，内には2つの楕円形の土壌がある。壷（Pol）はその北側の土壌から出土し，石鉄（S

l）はSK31の南側で検出した。SXY24は床面が平坦で出土遺物はないが土墳墓と考え

られ，切り合い関係はSK31より新しい。SK31は出土遺物・形態から弥生時代前期後半

の土壌と考え，SXY24は弥生時代前期後半から中期の土墳墓と考える。

0　　　　2cm

qZ乙乙＞sl　仁一圭「∃

挿図221SXY24付近SK31遺物図（土器S＝1／4，石錬S＝1／1）

SXY25（挿図223・227，図版51・62）

17G地区の北東隅にあり，SK31の東に位置する。平面形はほぼ円形で，径約1．05m，
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挿図222　SXY24，17GSK31遺構図（S＝1／40）
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挿図223　SXY25遺構図（S＝1／40）　　挿図224　SXY26遺構図（S＝1／40）

深さ0．67mの深い遺構である。遺構上面（第①層）にほぼ完形の襲（Pol）を検出した。

床面は楕円形を呈し，平坦である。埋砂は複雑な堆積状況を示す。遺構の形態，遺物など

から弥生前期後半代の土墳墓で，聾は供献土器と考える。

SXY26（挿図224）

SXY26はSXY25の西にあり，17G地区の北東，一部16G地区にかかる。平面形は楕

円形を呈し，床面は中央がやや深い。長軸1．37m，短軸0．81m，深さ0．59mを測り，主軸

はN－660－Wを振る。遺構内から少量の弥生前期の土器片が出土した。遺構の位置・形態

などから弥生前期の土墳墓と考える。

SXY27（挿図225・228，図版51・61）

SXY25の北西にあり，SXY28と西で接する。平面形は小判形を呈し，床面も小判形

で平坦である。長軸1．51m，短軸0．95m，深さ0．48mを測り，主軸はSXY30と同様，こ

の付近の土墳墓とほぼ900を振るN－550－Wである。遺構内からPolの他弥生土器片を少

量検出した。遺構の位置・形態・出土遺物などから弥生前期の土墳墓と考える。

SXY28（挿図226・229，図版52）

SXY28は17G地区の北東隅にあり，SXY27とSXY30の間に位置する。掘り方上線

は隅の丸い方形をしており，長辺1．56m，短辺0．93m，深さ0．21mを測る。掘り方底面に

長辺1．10m，北側小口0．52m，南側小口0．42m，深さ0．14mの方形の落ち込みがあり，木

棺部と思われる。主軸はN－390－Eを振り，床面は平坦である。出土遺物はないが，上面

から出土した土器片（Pol），遺構の位置などから弥生前期から中期の木棺墓と考える。
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挿図225　SXY27遺構図（S＝1′40）　挿図226　SXY28遺構図（S＝1／40）
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挿図228　SXY27
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SXY29・30（挿図230）

sxY29・30は17G地区の北東，一部17H地区にかかり，SXY26の北に位置する。

下層にSXY31がある。SXY29は小型の楕円形をしており，長軸1・15m，短軸0・66m，

深さ0．25mを測る。床面は平坦で歪な小判形をしている。主軸はN－180－Eを振る。出土

遺物は炭片だけであった。SXY30はSXY29と南東で切り合い，長さは不明であるが，

平面形は小判形をした幅1．10m，深さ0・40mの土壌である。出土遺物はSXY29から弥生

時代前期の土器片が検出されただけであるが，遺構の位置・形態よりSXY29・30は弥生

時代前期の土墳墓と考える。またSXY29・30の切り合い関係は不明である。

SXY31（挿図231）

17G地区北東隅にあり，SXY29・30の下層で検出した。平面形は北側が少しふくらむ

楕円形で，長軸0．99m，短軸0・59m，深さ0・49mを測り，主軸はN－00－Eを振る。床面は

南側が低く，楕円形を呈す。遺構内から出土遺物はないが，SXY29・30より古く，弥生

時代前期の土墳墓と考える。

SXY32（挿図232）

16G北西区にあり，26号墳の北東，SXY28の東に位置する。東側をSX29によって切

られている。主軸をN－470－Eにとる木棺墓である0平面形は楕円形を呈する。長軸1・92

m（推定），短軸1．03m，深さ0・55mの墓堀内に，長軸1・24m，短軸0・55m，深さ0・14mを

測る木棺部を検出した○遺物は出土していないが弥生土墳墓群内にあり，形態的にも類似

していることから弥生時代前期から中期の木棺墓と考える。

SXY33（挿図233）

16H南西区にあり，SXY32の北，方形周溝墓SX29の南西に位置する。主軸をN－300

－Eにとる土墳墓である。平面形は楕円形を呈する○上部長軸1・26m，短軸0・60m，底面

長軸0．98m，短軸0．41mを測り，深さ約0・37mである。遺物は出土していないが弥生土墳

墓群内にあり，形態的にも類似していることから弥生時代前期から中期の土墳墓と考える。

SXY34（挿図234・235，図版52・62）

16Hの南西区に位置し，SX29の直下から検出された。平面形は長軸1・68m，短軸0・97

mの楕円形を呈し，深さは検出面から0・53mを測る。主軸方向はN－470－Wをとる。遺物

は底面から僅かに浮いて，弥生時代前期の有蓋無頸壷（Pol）が横転，鉢（Po2）が倒立

して出土した。骨等は出土しなかったが，出土遺物，形態及び土墳墓群中に位置すること

から，弥生時代前期の土墳墓であると思われる。

sxY35・17HSKOl（挿図236，図版52）

sxY35・17HSKOlは17H地区の南東にあり，SXY36の西に位置する。SXY35と

sKOlは切り合っており，新旧関係はSKOlの方が新しいo SXY35は細長い小判形をし
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挿図232　SXY32遺構図（S＝1／40）

挿図233　SXY33遺構図（S＝1／40）　挿図234　SXY34遺構図（S＝1／40）

挿図235　SXY34遺物図（S＝1／4）
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挿図236　SXY35，17HSKOl遺構図（S＝1／40）

ており，長軸2．47m，短軸1．01m，深さ0．17mを測り，主軸はN－140－Eを振る。遺構内

からの出土遺物はみられなかった。17HSKOlはいびつな小判形をしており，中央が一部

円形に深い。長さ1．50m，最大幅0．75m，深さ0・35mを測る。遺物はみられなかった。遺

構の位置・形態，付近の出土遺物からSXY35は弥生時代前期から中期の土墳墓，SKOl

はほぼ同時期の土壌と考える。

SXY36（挿図237）

17H地区の南東にあり，SXY35とSXY37の間に位置する。平面形は楕円形を呈し，

長軸1．01m，短軸0．61m，深さ0・27mを測り，主軸はN－380－Eを振る。床面は平坦で，

埋砂は茶褐色。遺物は検出されなかった。遺構の位置・形態から弥生時代前期から中期の

土墳墓と考える。

SXY37（挿図238・239，図版52・61・62）

17H地区の南東にあり，SXY36の東に位置する。長軸1・50m，短軸0・65m，深さ0・20

mの大きさの小判形の土壌の中に，長軸に沿い2列にほぼ扁平な河原石を2つづつ並べ，

その北側上面に河原石（47×28×17cm）を置いている02列の石列の下には，石を固定す

るために浅い土壌がある。2列の石列を側板と見て，上に置かれた石を蓋石と考えれば，

石棺状を呈しているとも言える。しかし小口部分に石がなく，棺部分の埋砂も掘り方内外

の砂と変わらないように見えるので，石棺とするには根拠はうすい。また「蓋石」も一部
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しかおおっておらず，棺内の埋砂にある落ち

込みから，他にあった蓋石が後に取り去られ

た可能性もある。しかし，土塀の底から50cm

程上に弥生前期の鉢（Pol）や，土器の破片

（Po2）が出土したことから，この面が土塀

の掘り込まれた層と考えられにくい。棺内か

ら石鉄片（Sl）が出た他，周辺で碧玉製管

玉が2点（Jl・2）検出された。鉢も含め

てSXY37の副葬品と考えるなら周辺の弥生

一正L＝11．00m
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0　　　　　　　　　　　1m
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挿図238　SXY37遺構図（S＝1／40）
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挿図239　SXY37遺物図（土器S＝1／4，玉S＝1／1，石鉄S＝1／1）

土墳墓群の中で石を棺状に用いたものは他になく，被葬者が特別の存在であったことが想

像される。

SXY38・39（挿図240）

SXY38・39は17H地区の東にあり，SXY37の北に位置する。SXY38は平面形がや

や歪な楕円形を呈し長軸1・96m，短軸1．32m，深さ0．31mを測り，主軸はN－50－Eを振

る。上面で石を検出した。床面は平坦で埋砂内からの遺物はみられなかった。SXY39は
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挿図240　SXY38・39遺構図（S＝1／40）

平面形が小型の楕円形を呈し，長軸1・10m，短軸0・60m，深さ0・26mを測り，主軸はN－

600－Eを振る。土壌内には遺物がないが，床面は平坦である。SXY38と39は切り合って

ぉり，新旧関係はSXY39の方が新しい○付近の遺構，遺構の形態・位置などからSXY

38・39は弥生時代前期から中期の土墳墓と考える。

SXY40（挿図241・242，図版53・62）

16H地区の中央にあり，SI76の北西に位置する。長軸2・13m，短軸1・72m，深さ0・41

mを測る土墳墓で，主軸をN－400－Eにとる。土壌の上面には石が直角に辺をなす様な位

置でおかれていた。石は土墳墓上面より浮いた状態であるが，これは黒砂層と掘り方の境

目が判然とせず掘り下げすぎたためで，実際には土墳墓は長軸・短軸，深さともにもう少

し大きかったと考える。石の状態から標石墓と推定され，標石に使用した石は，加工し

た板石ではなく，河原石である。遺物は，土墳墓中央より壷（Pol），埋砂内より壷（Po

2・3）が出土した。供献土器と推定される○頭は標石及び土壌の状態から北東にあった

と考えられる。出土遺物から弥生時代前期の標石墓と考える。

SXY41（挿図243・244，図版53・62）

16H地区にあり，SI76の北に位置する。主軸をN－680－Eにとる土墳墓である。長軸

1．48m，短軸1．22m，深さ0．28mを測る。床面は平坦である。土墳墓内より壷の上半部（Po

l）を検出した。遺物より弥生時代前期の土墳墓と考える。

SXY42（挿図245・247，図版53・62）

16H地区にあり，SI76の北に位置する。二段掘りで，上段は長軸1・76m，短軸1・25m，
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挿図241　SXY40遺構図（S＝1／40）
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挿図242　SXY40

遺物図（S＝1／4）

挿図243　SXY41遺構図（S＝1／40）　　挿図244　SXY41遺物図（S＝1／4）

深さ0．27m，下段は長軸1．07m，短軸0．50m，深さ0．10mを測る。主軸をN－290－Eにと

る。形状から木棺墓と考えられる。木棺上面より有蓋無頸壷（Pol）が出土した。墓場上面
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挿図245　SXY42遺構図（S＝1／40）　　挿図246　SXY43遺構図（S＝1／40）

に置かれたものか。遺構の位置，形態，出土遺物等から，時期は弥生時代前期と考えられ

る。

SXY43（挿図246・248，図版53・62）

16H地区にあり，SI76の北に位置する。長軸1．60m，短軸0．94mで，深さ0．33mを測

る。主軸をN－460－Wにとる土壌で，北東一両西方向に主軸をとる弥生土墳墓群とは，直

交する方位をとる。土壌内より，供献されたと思われる弥生前期の小壷（Pol）と寮片を

検出した。遺物及び土壌の形状より弥生時代前期の土墳墓と考える。

SXY44（挿図249，図版54）

14J地区北東区にあり，SXY45の西，11号墳の直下に位置する。平面形は，楕円形と

いうよりは，一方がふくらむ卵形である。長軸1．26m，短軸0．10m，深さは0．45mを測る。

主軸はちょうど東西の方向をとる。遺物は弥生時代前期の土器片が少量出土しているが，

図化できるようなものはなかった。遺物及び土壌の形状から弥生時代前期の土墳墓である

と考える。

SXY45（挿図250，図版54）

14J北東区にあり，SI107の南西，11号墳の直下に位置する。平面形は小判形を呈し，

長軸2．00m，短軸1．24m，深さ0．47mの土壌の底辺にさらに長軸1．24m，短軸0．50m，深

さ0．16mの土壌が掘られていることから，木棺墓と考えられる。主軸は東西方向にとる。

16H・17Gなどの弥生土墳墓群の一連のものと思われる。遺物は弥生時代前期の土器片が

小量出土したが図化できなかった。遺物・墓壕の形状より弥生時代前期の木棺墓と考える。
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挿図249　SXY44遺構図（S＝1／40）

SXY46（挿図251，図版54）
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挿図248　SXY43遺物図（S＝1／4）
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14K地区，11号墳の墳丘下より検出した。挿図250　SXY45遺構図（S＝1／40）

長軸1．35m，短軸0．50m，深さ0．20mの隅

丸長方形の土壌である。主軸はN－960－W

でほぼ東西方向をとる。土堀内からは弥生

土器片が少量出土した他は何も確認できな

かった。土壌の位置，形状から弥生時代の

土墳墓と考える。

SXY47（挿図252・253，図版61～63）

14K地区。東をSI106に切られている。

㊥
l
㊤

西から東にかけてやや急に傾斜している所　挿図251SXY46遺構図（S＝1／40）

の中腹部に位置する。平面形はやや隅の角ぼった小判形。長軸3．40m（現存部），短軸2．70

m，深さ1．00mを測る。主軸は東西方向である。土壌内から弥生土器片（Pol・2）を検出し
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挿図252　SXY47遺構図（S＝1／40）

た。その内壷（Po2）は北側で検出された破片と接合した。他の地点からの混入と考える

べきだろう。一方，北東4mの位置，SI106の埋砂上面で磨製石剣片（Sl）を検出し

た。この土塀との関連は確かではないが，伴うものあるいは強い関連のあるものと考えら
（注1）

れる。Slは刃部と柄部の境界部分の破片であるが，「幾内式磨製尖頭器」と仮称されるも

のと類似している。SXY47は出土遺物から弥生中期の土墳墓と考えられる0なおこの周

辺には次にのべるSXY48の他数個の土壌があり，遺物はほとんど検出されていないが弥

生時代中期頃の土墳墓群の可能性がある。

注1中村友博「弥生時代の武器形木製品」（『東大阪市遺跡保護調査会年報1979

年度』東大阪市遺跡保護調査会1980，10月）　P51～76，特にP58

SXY48（挿図254・255，図版63）

14K地区，SXY47の北にある。西隅を古墳時代の住居跡SI104で切られている。南隅

のピット18・4も古墳時代のものと考えられる。土壌は長軸2．38m，短軸2・10m，深さ0・84

m，主軸方向はN－240－Wである。上面から弥生時代中期のものと考えられる賓（Pol）

を検出した。土壌内には板石がかなり多数おちこんでいた。何らかの形で板石を用いた土

墳墓であろうと推定する。石蓋土墳墓か？
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挿図255　SXY48遺物図（S＝1／4）
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挿図256　SXY49遺物図（S＝1／4）

SXY49（挿図256・257，図版54・63）

15I地区。SI87とSI88の中間にあり，15Iの集石遺構の東にある。地形は西から東

にかけて傾斜しており，このあたりでなだらかになっている裾にあたる。上面でかなり広

く浅い黒褐色砂の堆積を検出し，その面の下より長軸2・30m，短軸1・22mの隅丸長方形の黒

褐色砂の落ち込みを確認した（破線の部分）。その落ち込み内にはきわめて多数の板石が流

れこんでいる。嚢（Po2）の他，底部近くでは弥生前期と考えられる無頸壷（Pol）を

検出した。さらにその下層のやや淡い褐色砂の層を掘り下げた結果，最終的に2つの浅い

土壌になった。検出面からの高低差は37cmである。

以上の結果から次のように考える。上部はその土壌が長方形であることから土墳墓の可

能性が強い。石材は蓋に用いられ，Polは上面に供献されていたものであろう。木棺墓の

可能性もあろう。弥生時代前期の土墳墓もしくは木棺墓（SXY49）と考えたい。下層に

っいては，それ以前のある時期に何らかの目的で掘られた土壕と考える。SXY49はこの

土壌の埋没後に作られたものである。

17F SKO2・03（挿図258，図版54）

17F地区の北西にあり，SXY05の西に位置する。SK02と03は切り合っており新旧関

係はSK02の方が新しい。SK02は楕円形を呈し，短軸1．12m，深さ0・30mを測り，底面

は東西に少し長い円形を呈する。SK03はほぼ円形で，径約1・15m，深さ0・30mを測り底

面はSK02と同様，東西に少し長い円形で，平坦である。両遺構共出土遺物はないが，遺

構の形態，周囲の遺構の在り方などから弥生時代前期の土壌と考える。
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挿図257　SXY49遺構図（S＝1／40）
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挿図25917FSKO6遺構図（S＝1／40）挿図26017FSKO9遺構図（S＝1／40）

17FSKO6（挿図259，図版55）

17F地区の中央にあり，SXY04の北に位置する○平面形は歪な楕円形で，長軸1・39m，

短軸1．10m，深さ0．75mを測り，主軸はN－420－Eを振る。底面は歪な円形で（径約0・63

m）平坦である。遺構内から遺物は検出されなかった。遺構の形態・位置，周囲の出土遺

物から弥生時代前期から中期の性格不明の土壌と考える。

17F SKO9（挿図260，図版55）

17F地区の北東区にあり，SXY09の南東に位置する。平面形は細長い小判形をしてお

り，長軸2．00m，短軸0．61m，深さ0．14mを測り，主軸はN－470－Eを振る。床面は平坦

な面がほとんどない。遺構内から遺物は検出されなかった。遺構の形態・位置から弥生時

代前期から中期の土壌と考える。

17F SKlO（挿図261・262，図版55）

17F地区の東にありSXY02の南東に位置する。平面形はほぼ円形で径約2・9m，深さ約

1mを測る。底面は長軸0．95m，短軸0．83mの小さな楕円形を呈する。土壌内から数枚の

板状の石と弥生土器の破片（Pol）が出土した。遺構の位置・形態から弥生時代前期の土

壌と考える。

17GSKO9（挿図264，図版55）

17G地区の南にあり，SXY13の南東に位置する。平面形は径約1・05m，深さ0・31mを

測る。底面もほぼ円形で，平坦面は少ない。土堀内から遺物は出土しなかった。遺構の位
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黒褐色砂に茶褐色砂のブロック混入
茶褐色砂に黒褐色砂のブロック混入
黒褐色砂
淡黒褐色砂

0　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図26117F SKlO遺構図（S＝1／40）

（丑茶褐色砂に暗黄
のブロック混入

（診褐色砂

①茶褐色砂に暗黄褐色砂

畢
②完品ツク混入l

挿図26217F SKlO

遺物図（S＝1／4）

－　　　　　－　　－　　　－　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　‾　　‾　　－　－　　－

挿図26317GSK20

遺物図（S＝1／4）

憧
挿図26417GSKO9遺構図（S＝1／40）

置・形態などから弥生時代前期～中期の土壌と考える。
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17GSK20（挿図263・265，図版55・63）

17G地区の東にあり，SXY16の東に位置する。平面形は東西に長い楕円形を呈し，長

軸2．01m，短軸1．79m，深さ0．72mを測り，主軸は東西方向をとる。底面は円形で，平坦

面は少ない。埋砂内に台付壷（Pol）が出土した。遺構の形態，出土遺物などから弥生時

代中期の土壌と考える。

0　　　　　　　　　1m

ト－－十一一　」

挿図26517GSK20遺構図（S＝1／40）

14J SK21（挿図266・267，図版56・

63）

14J地区の中央にあり，11号墳の南，

SK03の南西に位置する。平面形はほぼ

円形で径約0．60m，深さ（現存部）0．25

mを測る。この土域内に弥生前期の完形

の壷（Pol）がおさまっていた。10m北

にSXY44・45があるが，近くには弥生

時代の遺構はない。遺構の性格は不明で

ある。

挿図26614JSK21遺構図（S＝1／10）

挿図26714JSK21遺物図（S＝1／4）
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遺構外出土の弥生土器（挿図268～271，図版63～65）

55年度調査区では，弥生前期から中期の土墳墓群を中心にその付近から弥生土器が多く

出土した。中でも16G，16H，17G地区は弥生前期中葉から中期中葉を中心とした遺物が

多くみられる。

前期前葉から中葉の土器は，「く」の字状口緑で1～2条のへラ描き沈線をもち，丁寧な

へラ磨きを施す壷の他に，紐孔をもつ小型無頸壷（Poll，Po12），貼付突帯に刻み目を施

す口緑部が少し長い壷（Po8，PolO），貝殻腹緑施文のPol，Po3，Po14などがある。

中期の土器は胎土が前期のそれと少し異なり，焼成も異なり，全体的に均一な淡褐色を呈

する。口緑端部を上下に肥厚し凹線を持つPo32，Po33，Po34，Po36などの壷，櫛状工具

で施文した壷（Po23），あるいは長頸壷（Po25）などがみられる。また高杯（Po46）は12

号墳の封砂内と周溝肩部から出土し，丹塗りの丁寧なつくりである。後期の遺物としては

Po49がある。

以上の遺物は土墳墓などの供献土器として置かれたものが，26号填，SX29などの築造

の際に破壊されたり，風雨による黒砂の浸蝕のため捜乱されたものと考えられる。

、1．、－

篭一琵

『

‾‾＿‾喜二二二三≡I

虞凱p。9悩、諺1。
挿図268　遺構外出土弥生土器その1（S＝1／4）
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l

挿図269　遺構外出土弥生土器その2（S＝1／4）
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挿図270　遺構外出土弥生土器その3（S＝1／4）
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0　　　1cm

L　」　一一一j

挿図271遺構外出土遺物図（土器S＝1／2，玉・玉未製品・碧玉・石鉄S＝1／1）
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第6節　その他の遺構（SK・集石遺構・SR他）

55年度に調査された数多くの遺構の中で，主な土壌（SK），多数の石を集石した集石遺

構，道状遺構（SR），単独出土遺物等について述べる。

14F地区出土鉄剣型銅剣（挿図273，図版65）

14F地区の黒砂層中から銅剣が1本出土している。位置的にはSI44の西3mにあたり，

周辺には溝状遺構があるが，遺構としてのまとまりはない。

銅剣は刃先をやや南西方向にむけて，表砂下0．40mのところで出土した。層的には3層

にわかれる黒砂層の最下層内であり，自然堆積したとみられる。長さ21．7cm，幅3．0cm，

厚み0．5cmの青銅製である。

全国で出土したこの型の銅剣は，古墳の副葬品としてのものがほとんどだが，長瀬高浜

遺跡の場合も，この銅剣の西の高台部に前方後方墳SX26があり，埋葬施設等は風でふき

とばされて残っていない。SX26の副葬品の可能性も残るところである。また，小銅鐸や

小型素文鏡，銅鋲等が多く出ている長瀬高浜遺跡の場合，それらの小型銅製品の1つとし

てこの銅剣が存在し，祭祀等に使用されていたかとも考えられる。いずれにせよ，実用の

剣でなく，祭祀用具としての性格を強く持つ遺物と考えられる。

SROl（挿図272・274，図版56・66）

2号墳の南側において，幅2m，長さ約40mの道状遺構が検出された。この道状遺構は

弥生の土墳墓群がある小丘陵から2号墳の周溝の南をかすめて東西に走っている。道は黒

砂上に，粘土で混ぜた砂を数層にひいたものと思われ，固くしまっている。また，両側

に幅0．30m，深さ0．40mの側溝も掘られており，排水にも気を配っている。

当遺跡の全容は未調査区域が多く明らかではないが，1号墳と2号境との間にある小丘

陵をへだてて存在する古墳時代前期の小集落を結ぶものと思われる。しかし，この道状遺

構面より陶質土器片が1点出土していることから，1号墳の南側で検出されている水田跡

と同時期の可能性が強い。その他青鋼製器片（Bl）が出土している。

また，遺構に伴うものでは‘ないが，周辺から鉄鉢型土器（Pol・2），器台（Po3）が

出土している。

1問〒．． 1弓墓．．
10cm

Li＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿一三＝二∃

挿図272　SR Ol付近出土遺物図（S＝1／4）
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挿図273　鉄剣型銅剣（S＝1／1）

－180－



2 号 墳 周 溝　　　　　　　　　　　　　　　 r－

／

l　　　　′

一一一空一・二 「 こ ＼＼．．㌢ 望 遠 ＿ て≡ 席

′

産 声 ／ ④　　　　　　 し こ 七 二 一

一一一一㌢－C　　　　　　　　　　　　　 －一一一－一一一一－－・－

／」

。．雲 も

言ト　 √一一・一一ヰ ニ ー　 C 華　 C・プ′ 聖 ・

芸 醜 ・、・頭 語 鷲 蓼

d　　　　 C ‾‾‘‘　 一．‘、－ノ‾〕　　　　　　 ・べ 1 主

い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．，0 J　　　　　　　　 tノーV 一 ‘ F J ＿∠三＿．＿＿＿－＿寺r 、、

肇苧雲二二二と空空警雲宗一ノ窯誓憂雲禁‾⊃ノ莞違聾・箇芸廊
鬱

0　　 ‾‾’U ・， ・， ‘小　 一　　　 車 窓 と 、一 J　 b　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿　 一一＿ ＿

n　　　　 L「　　　　　　　　　　　　　　　 一 一・一 一 で ま て‾▼ 翠 や　 ∈ 芋 聖 〇

一一　　一一一一一一．・－．一r‾－1－－屯田 p

伍芦多蓼

0　　　　　　　　　　　4m

［＿　；　＝∃

L＝9．50m

a′

①固い黄褐色砂
②黒褐色砂
③淡灰褐色砂
④暗黄茶褐色砂斑の淡褐色砂
⑤潰灰褐色砂
⑥暗灰褐色砂

⑦黒褐色の固い砂を含む茶褐色砂（SR）
⑧黄褐色砂斑の暗褐色砂
⑨黄灰白色砂
⑳灰褐色砂斑の淡褐色砂
⑪暗黄茶褐色砂
⑫黄灰褐色砂
⑬灰白色砂
⑭暗茶褐色砂
⑮淡明茶褐色砂
⑯暗灰白色砂
⑰潰灰褐色砂その2
⑱淡黒褐色砂
⑩暗黄褐色砂
⑳ややうすい暗黄褐色砂
⑳淡黒褐色砂その2
⑳淡黄灰褐色砂

†二＿：二：’：・・

G戸

l

．二‾－＿

挿図274　SROl遺構図（全体図S＝1／160，A・B拡大図S＝1／80）
－181～182一



15GSKOl（挿図275・276，図版2・66）

15G地区の北東に位置し，15GSX′01の下層にある。主軸をN－310－Wにとる。長軸

2・47m，短軸2，32m，深さ約0・35mの隅丸方形の遺構である。底はほぼ平坦になっており，

〕

‾　　　　　　　　　－

b二二二二二⊇重
し、ン

（丑黒褐色砂
②淡茶褐色砂
③黄灰茶褐色砂
④潰黄灰色砂

0　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿⊥　　」

挿図27515GSK Ol遺構図（S＝1／40）

挿図27615GSKOl遺物図（S＝1／4）
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壁際に6個，中央に2個のピットをもつ。ピットの規模はPlから順に（29×27－20），（35×

27－20），（48×47－21），（62×43－17），（48×42－18），（34×33－15），（81×59－40），（50×

36－40）cmである。中央のピットを支柱とする，もしくは支柱なしの竪穴住居とも考えら

れるが，壁際のピットは深さ0．20m前後と浅く，ピットの位置もうまく対応しない。よっ

てここでは土堀としてとりあつかった。時期は出土遺物から長瀬III期と考えられる。

①淡褐色砂に
白砂のブロック混入

挿図27715G地区集石遺構遺構図（S＝1／20）

10cm

L　一呈　　」

挿図27815G地区集石遺構付近出土線刻石（S＝1／4）
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15G地区集石遺構（挿図277・278，図版56・66）

2号墳墳丘下に位置する。長軸1．02m，短軸0．76m，深さ0．34m，主軸方向N－290－E

とする土壌の上面に河原石と板石10数個が積み重っていた。炭・焼土痕跡はなかった。す

ぐ南で確認した2号墳の第5埋葬施設とのレベル差は殆んどないが，下層の住居跡等の検

出面のレベルより約1．70m高い。従って，第5埋葬施設築造時期に近い時期のものと考え

られる。遺物は長瀬II期と考えられる土師器片を数点検出したが，図化できなかった。遺

構の検出状況から，この遺構の時期を示すものではないと考える。また，南東2mの地点

から，線刻のある石（Sl）が出土しているが，関連等は不明である。

16GSKO3（挿図279・280，図版56・66）

16G地区にあり，SI76の南西に位置する。長軸1．56m，短軸1．11m，深さ0．28m，主

軸方向をN－360－Wにとる土壌である。遺物は寮（Pol），高杯（Po2～4）等の土器片

及び多葺の炭を検出した。焼砂，骨片などは検出できなかったが土墳墓の可能性もある。

出土遺物から，長瀬II期と考えられる。

・、、・＼、緊’I・．、．
挿図27916GSKO3遺構図（S＝1／40）挿図28016GSKO3遺物図（S＝1／4）

17G地区出土墨書土器（挿図281，図版66）

17G地区の南東区，SX29直上の黒褐色砂を掘り下げ中，底部外面に墨書を施した高台

付椀が出土した。出土地は，黒砂が2号墳西側周横から西にかけて高くなった地点である。

遺構と考えられるものは検出できなかった0また，この時期の遺物も周辺では出土しな

かった。

施された墨書は4本の墨線から成り，内1本にはバネが付く。記号か。時期は脚部の形

態から奈良時代と考えられるが詳細は不明である。
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ヒ二＿＿十二∃
挿図28117G地区出土墨書土器（S＝1／2）

15HSKO3（挿図282・283，図版57・66・67）

15H地区の北東区にあり，32号墳の周溝によって切られている。遺構は一部張り出す方

形をなし，床面は平坦でピットはなかった。長辺2．40m，短辺2・05m，深さ0・43mを測る、0

埋砂内から土師器（Pol～20），軽石（Sl）が出土した。SB18・SI80などに伴う遺

構と考えられる。時期は出土遺物から長瀬II期と考える。

0　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿∃

Po6，9，10，14I19

／／十一才ア

32号讐上玉「千二二r二㌧」

挿図28215HSKO3遺構図（S＝1／40）

16HSWGSKOl（挿図284～286，図版57・67）

16H地区の南西にあり，方形周溝墓（SX29）の上面に位置する。遺構は黒褐色砂に黄

灰褐色砂の層の広がりとして認められた。この黄灰褐色砂には須恵器蓋杯（Pol～Po6）

が包含されていた。また，SKOl周辺部からも蓋杯の破片（Po7、8）が出土した。
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0　　　　2．5cm
L一一　：　一三

10cm

ヒ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿一二∃

挿図28315HSKO3遺物図（土器S＝1／4，軽石S＝1／2）
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挿図28416HSWGSKOl付近出土須恵器分布図（S＝1／100）

l

l

挿図28516HSWGSKOl遺構図（S＝1／40）

／

／

①黄灰褐色砂
②暗茶褐色砂

1m
「＿＿一一　　　」

黒褐色砂の南東への広がりは確認できなかったが，須恵器蓋杯片がSI76の上面（P0
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挿図28616HSWGSKOl遺物図（S＝1／4）

9，10）及び付近（Poll），SX73付近（Po12，13）からも出土しているので，16H地区

南東区出土須恵器も，SKOlと何らかの関係があると考えられる。また，SX73の石蓋下

にもこれらの須恵器群と同時期の旛（挿図184，Pol）が出土しているので，16HSWGS

KOlとSX73はなんらかの関係があると考える。

16HSWGSKOlは出土遺物から7世紀中葉の遺構である。

1m

∈＝＝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿こし＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図28716HN EGSK O4遺構図（S＝1／40）
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16HN EGSKO4（挿図287・288，図版57・67）

16H地区にあり，SI76の北に位置する。主軸をN－510－Wにとる。長軸2．56m，短軸

2．18m，深さ0．66mを測る。底は比較的平坦な面をなし，底面よりピット1（29×29－53）

cmを検出した。遺構の性格等不明である。時期は出土遣物から長瀬II期と考える。

＼、恥「－

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

挿図28816HN EGSK O4遺物図（S＝1／4）

16H地区集石遺構（挿図289～291，図版57・67）

16H地区のほぼ中央に広がり，SI76に南接する。板石と土師器片（Pol～8）が散在

していた。調査初期に一部石を取り上げたため，実際はもう少し広範囲にわたっていたと

考える。

散在していた板石は当遺跡の石棺に一般的に使用されている板石と同質のものである。

なかでも，南側にある26号墳の茸石，SX31の棺材，SX73の石蓋下の板石とよく似てい

る。当遺跡付近で板石を得ることは困難であることを考えあわせるなら，16H地区集石遺

構に散在していた板石は，棺材及び茸石利用の石の残り，あるいは不用になったものが捨

てられた可能性がある。

板石周辺から出土した土師器片の時期は長瀬II期と考えるが遺構との関係は不明である。

集石遺構の東側では線刻のある石（Sl）が2つに割れて検出された。集石遺構の板石
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挿図28916日地区集石遺構遺構図（S＝1／40）

と異なる石が使用されており，表現された線の意味，また，集石群との関連，時期等は不

明である。

17HSKlO（挿図292・293，図版58・67）

長瀬高浜遺跡の西側の高台部分は弥生時代前期から中期の土墳墓，木棺墓群があるが，

頂部は黒砂の大半がふきとばされて，調査地点から下の白砂が露出していた。この中で，
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挿図29016H地区集石遺構遺物図（S＝1／4）
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10cm

挿図29116H地区集石遺構付近出土線刻石（S＝1／4）

55年4月21日に，鉄サビが出ているのを発見し，急きょ調査してみたところ，径約50cmの

円形部分に鉄サビが集中して出土した。径約50cmの円形の掘り方があると思われるが，内

外の砂はすべて灰白色で区別できなかった。

鉄サビは清掃したところ円形状にまわったものの，個体が何であるかは判定できなかっ
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た。当初，鉄鍋かとも考えられたが，バラバラにこわれた部品をサビ落しすると，内側に

布目痕のつくものもあり，鉄製円形の遺物とのみ記しておく。

さて，その内側から，陶製小壷（Pol）が1個出土した。口径2．3cm，底径4．8cm，高さ

7・2cmで，チョコレート色の粕がかかり，底部分のみ地が出ている。底部は糸切り底，胴部

は3ヶ所へこませている。

この小壷を副葬品と考えるならば，鉄器は骨蔵の器とみられるが，検出状況は墳墓と考

えられる要素が少ない。おそらく何らかの理由で埋められたものであろう。

出土状況，また下の白砂が露出していることから江戸時代のものと考えられる。

挿図29217HSKlO遺構図（S＝1／10）挿図29317HSKlO遺物図（S＝1／2）

17HPlO（挿図294・295，図版58・67）

17H地区の南に位置する。この地区は黒砂がほとんどなく，黄灰色砂中に淡赤褐色の落

ち込みとして検出された。埋砂は赤味を帯び，焼砂か，ベンガラの混入かは不明である。

埋砂内に碧玉製の管玉（Jl）が1点検出された。長軸0．5m，短軸0．41m，深さ0．33mを

測る。遺構の性格は不明であるが，出土遺物から古墳時代の遺構と考える。

151地区集石遺構及びその周辺の土器群（挿図296～298，図版58・67・68）

15I地区の西側で検出した。東から比較的急にもり上がる小高い地形の上にあたる。西

側は工事により削平されてしまっていたため地形のつながりは確認できないが，それより

西はかえって低くなっていくものと周辺の状況から推測される。南側及び北側も低くなっ

ているからこの地点が1段づつ高くなっているものである。

30cm程度の板石が一部層状に堆積し，その周辺にはかなり広い範囲に石片が多数散乱し
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挿図29417H PlO遺構図（S＝1／20）
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挿図29517HPlO遺物図

（S＝1／1）

避∋　　　豆

J⊃

①暗褐色砂
②淡灰褐色砂
③黄灰褐色砂

1m
」　　　土＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図29615I地区集石遺構遺構図（S＝1／40）

ていた。集石は南北に長く，その主軸方向はN－140－Wである。北側では主軸方向にほぼ

直交する方向に数点の板石がやや立ち並び，その方向はN－670－Eである。西にはコー

ナー的に1枚の立石が存在し，この方位はN－370－Wである。なお，この中央の石群を南

に約10m延長した所にはやはり石群が方位をほぼ同じくして検出されている。両者を連ね
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挿図297151地区集石遺構周辺出土土器その1（S＝1／4）
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挿図29815I地区集石遺構周辺出土土器その2（S＝1／4）

る遺構を考える事もできるかもしれない。石群の石の中からはごくわずかに土師器細片が

検出された。下層からは，石群のやや西に方形の土壌と溝を検出したが，伴うものとは考

え難い。

この南北の周囲からは，特に北側で非常に多数の土器（Pol～Po13）の堆積があった。

長瀬II期の土器と考えられる。土器群と石群との関連は不明だが，土器群が他の地点から

流出したものとは地形的に考えにくく，本来この地点にあったと考えられ，石群はそれに

先立つ時期に築成されたものと推定される。

14J SKO3（挿図299・300，図版68）

琵
⊇二蕊p。4

0　　　　　　　　　　　10cm

L　＿＿＿＿＿⊥－＿＿；＿」

挿図29914JSKO3遺物図（土器S＝1／4，石S＝1／2）
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（丑黒褐色砂
（塾茶褐色砂
③やや濃い淡茶褐色砂
④淡褐色砂
（9灰褐色砂
⑥茶灰褐色砂

1m

L　＿　＿＿＿＿＿＿」＿　　　　」

挿図30014J SK O3遺構図（S＝1／40）

14J地区にあり北東側を11号墳の周溝で切られている。長軸2．60m，残存部短軸2．20m，

深さ約1・6mを測る。歪な楕円形を呈し，すり鉢状に掘り込まれている。出土遺物は，土師

器片（Pol～4）の他，黒曜石（Sl）が出土している。遺物の形状・大きさなどから貯

蔵穴などの可能性もあるが，植物遺体などがみられなかった事などから性格は不明である。

13KS1108上土器だまり（挿図301～303，図版59・68）

13K・14K地区にまたがり，11号墳の北東，SI108の直上に位置する。1m四方内に小

型丸底壷，高杯を中心とした遺物が重さなり合うように出土した。内訳は小型丸底壷14個

体，高杯22個体，賓2個体分である（Pol～26）。また，滑石製の双孔円盤1枚（Sl）
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（丑暗褐色粘質砂
②黄褐色斑が入っている

（境界線不明）
③黒褐色砂
④暗褐色砂
⑤暗茶褐色砂
⑥淡茶褐色砂

Sl　双孔円盤

挿図30113KS1108上土器だまり遺構図（S＝1／20）

0　　　　1cm

L　圭　」

挿図30213KSIlO8上土器だまり遺物図その1（S＝1／1）

が出土した。傾向的には東側に小型丸底壷，西側に高杯が多く出土している。このように

1m四方内に小型丸底壷，高杯が密集していることから祭祀性の強い遺構と考えられる。

時期は遺物より長瀬II期と考える。
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挿図30313KSIlO8上土器だまり遺物図そめ2（S＝1／4）
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14K地区帯金具（挿図304，図版69）

14K地区南西区，11号墳の周溝上面で出土した0長さ3・9cm，幅3・5cm，厚さ0・4cmo鋼製

で跨帯の金具の内，錠尾とよばれるいちばん端の部分である0錠尾1個体（Bl）しか出

土していないが，この錠尾から鋒帯全体を推測すれば，帯の幅は3・5cm，あわせて装着され

る丸柄の長さは3．5cm，巡方の長さ3．5cm，各々の幅3．1cmと考えられる。衣服令の規定に
（注1）

よれば，この跨帯は奈良時代の特定の時期の位階七位に該当する。当時この周辺では，

伯膏国庁の役人の内，「嵐に相当する。注1奈良国立文化財研究所編『平城宮発掘調

査報告VI』（奈文研学報第23冊）　昭和50年　P154～161

挿図30414K地区出土帯金具（S＝1／1）

15KSKll一（挿図305・306，図版59・69）

15K地区の南にあり，58号墳の南西に位置する。平面形は楕円形で，長軸1・87m，短軸

1．60m，深さ0．55mを測る。埋砂上面で土製紡錘車（Dl）を検出したが遺構に伴うもの
「4

挿図30515KSKll遺構図（S＝1／40）
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とは考え難い。

16LSKOl（挿図307～309，図版59・69）

55年度調査地区の北西隅にあり，SE05の北，SB19の北西に位置する。この地区は旧

地表面が低く，近年の耕作などのため黒砂層が撹乱され，土器片が地表に現われていた場所

でもある。SKOlの壁高は最大値が1・04mと深く，底はほぼ平坦で調査部分で4個のピッ

トと幅約0・25mの溝を検出した0遺構内からは土師器（Pol～7）の他，素文鏡（Ml）

が出土した0未調査の部分が多く，土壕として扱ったが，竪穴住居跡の可能性が強い。出

土遺物から長瀬II期と考える。

挿図30716LSKOl遺物図その1（S＝1／4）
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挿図30816L SK Ol遺構図（S＝1／80）

S169出土鉄剣（挿図310，図版69）

54年度調査地区，SI69出土の鉄剣が報告書III

で記載漏れしたためこの項で報告する。

この鉄剣はSI69の中央やや東（P5の東側）

の①層の下で刃先を西に向けて，多くの土器にま

じり出土した。長さ27．5cm，幅3．0cm，厚さ0・7cm

の剣で切っ先は丸く，鏑はわずかに確認できるほ

ど弱い。茎尻に目釘穴を1つもつ。

SX′10出土曲物（挿図311，図版69）

句と老或』戒の
0　　　　1cm

ヒ二章二∃

挿図30916L SK Ol遺物図その2

（S＝1／1）

54年度調査区内のSX′10出土の曲物が報告書IIIで記載できなかったのでここに報告す

る。曲物は出土したとき蓋はなく，底を下にした身の中に和鏡（双雀菊花流水文鏡）が鏡

面を上にして納められていた。径約14・0cm，厚さ0・5cmの杉材（推定）で作られており，漆

が塗られている。出土後，元興寺文化財研究所に保存処理の依頼をした。以下，同研究所

の実績報告である。

実　績　報　告　書

長瀬高浜遺跡出土木製品の保存処理

遺物の処理方法

○アルコール・キシレン・樹脂法

－202－
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挿図310　S169出土鉄剣（S＝1／2）
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挿図311SX′10出土曲物（S＝1／2）

処理工程　1．処理前の調査・記録

2．泥落し・脱色・洗浄

3．エテルアルコールで脱水

4．アルコール・有機溶剤置換
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5．天然樹脂溶液浸潰

6．真空乾燥

7．接着・復元

8．処理後の調査・記録



第III章　ま　　と　　め

昭和55年度は52年夏から始まった長瀬高浜遺跡の発掘調査の実質的な折り返しの年にあ

たり，54年度の調査に比べてそれほど工事に追われる事もなく，前年までに得た知見を基

に調査が進められた。

55年度調査地区の東側は，前年度調査済の低い平坦な黒砂層で東と南側は急激に高くなっ

て黒砂層が消滅し，北へはほぼ水平に伸びバイパス調査地区へと続く。遺跡全体でみると18

I～18D，18D～11Dの区域の黒砂層が高かったと考えられ，この「L」字状の間の平坦

地に住居跡が多くみられる。検出された遺構については第II章で記したが，中でもこの地

区の特徴は前方後方墳が検出されたこと，西日本では珍しい鉄剣型銅剣の出土，埴輪に

ょる祭祀跡，加えて54年度調査区で弥生時代前期の竪穴住居跡が1棟みつかったが，彼ら

の墓と思われる土墳墓，木棺墓等が西側で検出されたことであろう。

弥生時代前期の遺構は，この地区でかなりの大きさの村を営んだことを推測させ，この

時代の文化の入口でもあったことを示唆している○弥生時代中・後期の遺構が欠落してい

たが，本年度の調査で少しではあるが中期の遺構・遺物が確認された。しかし，後期の遺

構はなく遺物も数点しかないことから，この時期は他の土地へ移っていったことが確実と

なった。古墳時代前期の集落はその後規模を増し，55年度調査では，26棟の竪穴住居跡と

掘立柱建物跡21棟を数える。これで54・55年度の総計は竪穴住居跡101棟と掘立柱建物跡21

棟を検出したことになる。中期から後期の墳墓では9基の円墳と7基の石棺墓等を調査

した。また，外部勢力との関係を示す前方後方墳も今年度の調査で確認された。古墳時代

以降については青銅製の帯金具が単独で出土，中世墓が2基検出されただけである0

この遺跡の1つの画期である古墳時代前期の集落についてみると，住居跡出土の金属製

晶に当時の生活を伺い知ることができる。鉄鎌，鉄斧，純，釣針，剣先型鉄製品，鉄鉱，

錯先などの出土は半農半漁の生活を推測させ，海の祭祀に密接な関係があるといわれる素

文鏡が住居跡内から出土していることもみのがせない点である。また黒砂層中の出土では

ぁるが，この時期の祭祀用具として考える鉄剣型銅剣も集落全体の祭祀用具と考えてもよ

いであろう。村全体の祭りとして埴輪による祭祀跡があげられるが，この遺跡が埴輪群の

出現を境いに宅地から墓地へと転換した事や，円筒埴輪棺の数が他の遺跡に比べて圧倒的

に多い事なども合わせて考える必要のある遺跡である○

長瀬高浜遺跡では山陰の古代史を考える上で欠くことの出来ない遺跡となったが，本報

告書は多くの事情・制約で発掘した遺構の説明に終ってしまった0報告書作成にあたって

出た課題は今後の調査，報告に生かせるようがんばってゆきたいと思う。本書をお読み下

さった方々からの御批判，御指導をいただくことを私たちは切に要望しているところであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　長瀬高浜遺跡調査員一同
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中村　徹・津川　ひとみ・長岡　充展・森原　陽子・大谷　増実

（昭和55年6月から，東部埋蔵文化財事務所へ転勤）

坂本　敬司（昭和55年11月から，東部埋蔵文化財調査事務所へ転勤）

近藤　滋・影山　和雅・門脇　豊文・両前　孝明（昭和55年7月から西部

埋蔵文化財調査事務所へ転勤）

（以上55年度調査員）

西村　彰滋・笹尾　千恵子・大賀　靖浩・福嶋　慶純・景山　俊邦

高口　勝人・賀須井　智・野島　珠美・国田　修二郎・村川　裕紀

（以上56年度調査員）

調査指導　国田　一夫（羽合町文化財保護委員長）安達　幸範（中央公民館）

亀井　黙人・森田　純一・野田　久男（県文化課）

協　力　鳥取県教育委員会・羽合町教育委員会・羽合町中央公民館・鳥取県土木部

下水道課・倉吉土木出張所下水道課・日本下水道事業団天神川出張所熊谷

組・大成建設・西松建設・浅野建設

内務作業員　佐々木　良枝・福島　知恵子・鹿田　里美・蔦原　弘子・横山　敦子

森田　淑恵・鈴木　恵子・朝倉　栄子・松本　由香里・名越　智津子

（以上昭和56年度）
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遺物説明表

遺構通し番号

凡　例

形態 の特 徴 成形手法の特徴 備　　　　　 考

遺物番号

挿図番号

S1　88

Po 18 襲。口緑部は短く開く複合口 口縁・頸部内外面横にナデる。内外面黄褐色。細砂粒を含む。

緑　屈曲部の稜は鈍く退化気 外面肩部パケ後ナデ消す。胴 口径14．8（推定），胴部最大径

44 J　o
味。口緑端部上方にカット。 部上方横方向のパケ中央部縦 23．1，器高24．9cm （旧15J ・

頸部は短く，胴部はなだらか 方向・横方向のパケ，以下不 S IO4，1068）

な肩をもつ縦長気味の球形。 明。＿内面胴部上半右方向のへ

器壁は全体に薄い。 ラ削り，下半右上方向のへラ

削り，底部指頭圧痕ある。

F　 l 鉄鉱。 最大幅2．0，厚さ0．2cm，木質

部が付着している。

挿図44　（旧15J，1116）

注1遺物番号については下記の記号を便宜上使用した。Po：土器，B：鋼製品，C：

古銭，D：土製晶，F：鉄製品，H：埴輪，J：玉製品，M：鏡，S：石製晶，W：

木製品。

2　備考欄には，色調・胎土・口径・胴部最大径・脚径・底径・器高を，（）内には旧番

号を記載した。胎土については，細砂粒とは砂粒が2皿以内で均一な状態に，小砂

粒とは大きさが細砂粒以上で均一な状態に，砂粒とは含まれる砂粒の大きさが不均

一な状態に区別した。

3　鉄・玉・石・鋼・土・木製品・古銭・鏡については，形態の特徴に遺物名を，成形

手法の特徴に長さ，厚さ，最大幅，最大径，特徴を，備考に挿図番号，（）内に旧番

号を記載した。
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P o 1

6

聾。口緑部は内湾気味に短く開く 口緑部内外面横ナデ。外面パケ 外面スス付着。内外面黄褐色。
「く」の字状口緑。口緑端部内側 目調整。内面右方向のへラ削り。細砂粒。口径14．0cm （旧16H ・
に肥厚する。 S E ，443）

Po　2

6

高杯杯部。平坦な底部から外反気 外面縦パケ後横方向の細いへラ 内外面黄褐色。細砂粒を含む。
味に立ち上る深い杯部。口縁端部 磨き。内面口緑部横方向のへラ 口径16 ．8cm （旧16H ・S E ，
は丸い。 磨き，底部剥離多い。 462）

F　 l 板状鉄製品。 最大幅2．1，厚さ0．3cm 挿図 6　 （旧16H ，315）

P o 1

7

高杯。内湾気味に外方に開 く浅い 外面杯部不定方向の磨き。柱状 外面黄褐色。内面半分黄褐色，
杯部。口緑端部は丸く終わる。残 部縦磨き。内面杯部上位横磨き。半分黒斑。細砂粒。口径14 ．0
存柱状部に空洞はみられない。 杯部中 ・下位放射状のへラ磨き。cm （旧15H ・S I O1，847）

P o 1

10

小型丸底壷。口縁部はゆるやかに 口緑部 ・頸部内外面とも横にナ 内外面黄灰色。極細砂粒。口
外反し，端部でさらに若干外反す デる。外面肩部縦パケ目後ナデ。径9．2，胴部最大径8．0，器高
る長めの 「く」の字状口緑。端部 以下不定方向の短いパケ目。内 9．2cm （旧15H ・S I O2，890）
は丸い。頸部のくびれは広 く，胴 面肩部横にナデる。以下左方向
部は小型の扁平な球形。最大径は のへラ削り。底部に指頭圧痕残
口緑部にある。 る。

P o　2

10

小型丸底壷。口縁部外反気味に外 口緑端部内外面横ナデ。外面口 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
方へやや長 くのびる。胴部は扁平 緑部 ・胴部上半ナデの後横へラ 口径9．7，胴部最大径10．5cm
な球形になると思われる。最大径 磨き，以下横方向のパケ目。内 （旧15H ・S W ，577）
は胴部中位にある。 面口緑部，胴部上半横にナデる

以下右方向のへラ削り。

P o　3

10

小型丸底壷。口緑部外反気味に外 口縁部 ・肩部内外面横ナデ。外 内外面黄褐色。細砂粒を含む。
方へのびる。口緑端部丸 く終る．。 面不定方向のパケ目。内面左方 口径10．1，胴部最大径11．4，
胴部は扁平な球形。最大径は胴部 向のへラ削り。底部指頭圧痕あ 器高10．7cm （旧15H ・S I O2，
中位にある。 る。 258）

P o　4

10

小型丸底壷。口緑部外方に長 くの 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面黄灰色。外面スス付着。
びる。口緑端部つまみ上げ。胴部 パケ後ナデ調整。内面胴部上位 細砂粒。口径9．4 （推定），胴

は扁平な球形。最大径は口緑部に 指頭圧痕残る。胴部下位パケ後 部最大径8．3cm （推定）（旧15
ある。 ナデ仕上げ。． H ・S I O2，688）

Po　5

10

聾。口緑部は外方に開く複合口緑，口緑部内外面横ナデ。外面肩部 内外面黄褐色。外面スス付着。
屈曲部の稜は鋭 く，横につまみ出 パケ目。内面肩部右方向のへラ 細砂粒。口径13．6cm （旧15H ・
す。口縁端部カット。 削り。 S I O2，856）

P o　6

10

聾。口緑部は内湾気味に短 く開く 口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 外面黄灰色。口緑部スス付着。
「く」の字状口緑。口緑端部内へ デる。肩部パケ目後ナデ。以下 内面黒灰色。小砂粒含む。口

肥厚し，端面はカットされる。頸 横方向を基調 とする不定方向の 径15 ．0cm （推定）（旧15H ・S
部のくびれは弱く，縦長の胴部へ パケ目。内面頸部 ・胴部上方横 I O2，851）
と続 く。肩部内面に瓜先のような にナデる。以下左上方向のへラ
もので横にナデた凹みがみられる。削り。

P o　7

11

高杯杯部。杯部浅めで，口緑部は 杯部外面上半縦磨き。下半も縦 外面淡茶褐色。内面暗黄灰色。
さらに外反する。口緑端部カット 磨き。内面放射状の磨き。平坦 胎土精良。口径17 ．5cm （推定）
気味。屈曲部の稜は鈍い。器壁は
先端部でうすくなる。

部も同様。 （旧15H ・S I O2，859）
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P o　8

11

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 外面柱状部パケ目後横へラ磨き。内外面褐色。胎土精良。脚径

の字状に開く裾部をもつ脚部。脚．裾部ナデる。内面柱状部左方向 11．2cm （旧15H ・S I O2，854）

端部の上部が凸状に横へはみ出す。のケズリ。裾部ナデる。

P o　9

11

高杯脚部。柱状部は長 く 「ハ」の－外面柱状部横ベラ磨き後ナデ。 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
字状に開く裾部をもつ脚部。脚端 裾部横へラ磨き。内面柱状部左 む。脚径11 ．0cm （旧15H ・S
部は丸く終わる。 3方透し孔有 り。方向のへラ削り，裾部横ノ＼ケを

施す。
I O2，886）

P o lO

11

高杯。杯上部欠損。柱状部はやや 外面杯部下半縦へラ磨き。柱状 内外面淡赤褐色。細砂粒を含

中ぶくらみで太い。「ハ」の字状に 部上部縦パケ以下面取り，裾部 む。脚径10 ．1cm （旧15H ・S
開く裾部をもつ。柱状部に 3 方透 横にナデる。内面杯部下半横へ I O2，686）

し孔。脚端部はカット後ナデる。 ラ磨き，柱状部左方向のへラ削
杯底部外面に小孔。 り。裾部パケ後ナデ。

P o 11

11

低脚杯。椀状の杯部に短 く 「ハ」 外面横にナデる。杯部外面中位 内外面暗褐色。細砂粒を多く

の字状に開く脚部。口緑端部カッ パケメ残る。内面杯部パケ目後 含む。口径14 ．5，脚径6．6，器

ト，脚部やや外反する。 へラ磨き。脚部横ナデ。 高6．4cm （旧15H ・S I O2，888）

P o 12

11

低脚杯。大きく開く浅めの杯部と，杯部外面不定方向のパケ目後縦 外面杯部黒褐色。脚部黄灰色。
短 く 「ハ」の字状に開く脚部。口 方向のへラ磨き。内面上位に波 内面黄灰色。外面杯部スス付

緑端部カット。 状の磨き。以下ナデ仕上げ。脚 着。細砂粒。口径17．4，脚径

部内外面横にナデる。 5．1，器高5．1cm （旧15H ・S

I O2，855）

P o 13

11

鼓形器台。受部外反気味に斜めに 受部外面横にナデた後縦磨き。 内外面淡褐色。細砂粒含む。

立ち上がる。筒部は短く，脚部は 内面左方向のへラ削りの後ナデ 口径23．9，脚径21．9，器高13 ．6
短 く外反する。口縁端部 ・脚端部 調整。簡部外面横にナデる。内 cm （旧15H ・S W ，891）
ともにカットした後丸くナデる。 面左方向のへラ削り。脚部外面
受部 ・脚部の稜はともにやや鋭い。横にナデた後縦磨き。内面左方

向のへラ削り。

Po 14

11

鼓形器台。受部欠損。脚部の稜は 外面横方向のナデ調整。内面右 内外面黄褐色。細砂粒。脚径

やや鈍い。脚端部カ・ツト後凹線状 方向のへラ削り。 14 ．8cm （推定）（旧15H ・S

のへこみをめぐらす。 W ，578）

Po 15

11

鼓形器台受部。内湾気味に外方へ 外面横にナデる。内面受部横へ 外面暗黄褐色，内面淡褐色。
開き，端部は外反しカッ．トされる。ラ磨き，筒部左方向のへラ削り。細砂粒を含む。口径19．1cm （旧
受部の稜はやや鈍い。 15H ・S I O2，572）

Po 16

11

高杯型器台脚部。「ハ」の字状に直 脚部外面タテパケ後ナデる。内 内外面淡灰褐色。小砂粒を含
線的に開く。杯底部外面に小孔を 面上半左へラケズリ，下半ヨコ む。脚径10 ．2cm （旧15H ，581）
もつ。脚部に 3方円形透し孔。脚
端部角ぼる。

パケ．。

F　 l 鉄鉱。 長さ5．7，最大幅1．3，厚さ0．5cm 挿図11 （旧15H ，234）

P o 1

12

小型丸底壷。口緑部内湾する短い 外面口緑部から肩部にかけて密 外面暗赤褐色。内面赤褐色。
「く」の字状口緑。口縁端部丸 く な横磨き。胴部中位斜めのそ、ケ 細砂粒。口径8．1，胴部最大径

終わる。頸部のくびれは弱 く，球 目後磨き。以下ナデ ・磨きが施 8．1，器高7．6cm （旧15H ・S
形の胴部に続く。器壁は底部で厚 される。内面口緑部疎な横方向 W ，1043）
い。口径と最大胴径が同じ。 の磨き。胴部右方向のへラ削り

後ナデが施されたか？。底部左
方向のへラ削り。
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Po　2

12

高杯型器台。杯部浅 く口緑部外へ 外面杯部口緑部横にナデる。底 内外面淡黄褐色。細砂粒を含
開 く。口緑端部カット気味。屈曲 部パケ目後縦磨き。脚部縦パケ む。口径10 ．9，脚径11．2，器
部の稜は鈍い。脚部は長い柱状部 目後ナデ消す。内面杯部口縁部 高10．1cm （旧15H ・S I O5，
から 「ハ」字状に開 く裾部をもつ。横磨き，底部縦磨き。脚部柱状 582）
脚端部は凹状の線が 1条ある。 部左方向のへラ削り，裾部ナデ，

パケ目あり。

P o 1

15

壷。口緑上部並びに胴底部を欠く。屈曲部内外面横にナデる。外面 外面暗黄灰褐色。内面暗黄灰
屈曲部の稜は横に引き出されてい 頸部縦のパケ目調整。肩部ナデ 色。小砂粒。外面胴部下半ス
るが，やや退化気味。頸部は長 く，仕上げ。胴部上位横方向の粗い ス付着。（旧15H ・S I O5，
縦長で，肩の張る胴部に続 く。肩 パケ目。以下不定方向の短いハ 1195）
部に竹管文が見られる。器壁は一 ケ目調整。内面頸部絞 り目をナ
様でない。 デ消し。胴部上半右方向，以下

左方向のへラ削り。

P o　2

15

壷。口緑部外反する長めの 「く」 口緑部 ・頸部とも内外面横にナ 内外面淡黄灰色。細砂粒。口
の字状口緑。口緑端部はカット後 デる。外面肩部横パケ目後ナデ 径15 ．5cm （旧15H ・S I O5，
つまみ上げられ，端面凹む。頸部

のくびれは非常にゆるやか。肩部
以下欠損。

仕上げ。内面右方向のへラ削り。1852）

Po　3

15

婆。口緑部は外反し長く開く複合 外面口縁部ナデの後縦へラ磨き，内外面黄褐色。胴部下半スス
口緑，屈曲部の稜は鋭い。頸部は 肩部横にナデる。胴部中位斜め 付着。細砂粒 を含 む。口径
短 く，胴部はほぼ球形。肩部木口 方向のパケ後，横方向のパケ目 11．7，胴部最大径14 ．5，器高
状工具による刻み目あり。器壁は 以下調整不明。内面口緑 ・頸部 15 ．6cm （旧15H ・S I O5，1823）
口緑部は厚いが，胴部は薄い。 横にナデる。胴部上半右方向，

左方向のへラ削り，・胴部下半左
上方向のへラ削り。底部指頭圧
痕ある。

P o 4

15

聾。口緑部ゆるやかに外反する複 口緑部 ・頸部内外面横ナデ，胴 外面暗褐色。内面淡褐色。外
合口緑，屈曲部の稜は鋭く，口緑 部上位ナデる。中位横パケ，下 面全体にスス付着。細砂粒含
端部は面を意識 しながらもやや丸 位縦パケ。内面上半高い所が右 む。口径15．0 （推定），胴部最
味を帯びる。胴部は球形，頸部は 上方向のへラ削り，下半左方向 大径21．0，器高22 ．5cm （旧15
短い。器壁は口縁部やや厚 く，他

は薄い。
のへラ削り。底部指頭圧痕有り。H ・S I O5，1193）

P o　5

15

聾。口緑部は外反する複合口緑， 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡赤褐色。外面スス付

屈曲部の稜は鋭い。口緑端部外側 肩部ナデ調整。胴部中位横方向 着。細砂粒。口径13．5，胴部
に肥厚。器壁は全体に均一。 のパケ目調整。胴部下位ナデ調 最大径16．9cm （旧15H ・S I

整。内面胴部右方向のへラ削り
後ナデ，胴部下位左方向のへラ
削り，一部に指頭圧痕残る。

05，1749）

P o　6

15

聾。口緑部は短 く開く複合口縁， 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。小砂粒を含む。
屈曲部の稜は鋭い。口緑端部は 外面胴部上位横のパケ目後ナデ 口径12 ．4，胴部最大径16．4，
カット。頸部短 く，なだらかな肩 る。以下タテパケ後ナデ。内面 器高18 ．4cm （旧15H ・S I O5，
をもち，すぼまり気味に底部に続 頸部直下右へラ削り，以下左上 1847）
くが底で丸 く終る。肩部に木口状 へのへラ削り。底部指頭圧痕残
工具による刻み目が残る。 る。

F　 l 鉄製品。 最大幅2．2，厚さ0．2cm 挿図15　 （旧15H ，1866）

F　 2 鉄製品。 最大幅1．1，．厚さ0．1cm ノ／　 （旧15H ，1855）

F　 3 棒状鉄製品。 最大幅0．3，厚さ0．2cm ノ／　 （旧15H ，1857）
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F　 4 釣針 。 長 さ12・9，最 大幅 0・6，厚 さ0・5

cm

挿 図15　 （旧15 H ，18 34）

F　 5 釣針 。 厚 さ0．1cm 〃　　 （旧15 H ，18 56）

D　 l 土玉 。 長 さ2．5，最 大径 2．7cm 〃　　 （旧15 H ，18 26）

P o 1

17

壷。口緑部外へ開く複合口緑，屈 口緑部内外面横にナデる。外面 内外面褐色。細砂粒を含む。

曲部の稜は鈍 くわずかに横につま－頸部縦パケ目をナデ消す。胴部 口径22．2，胴部最大径28．6cm
み出す。口緑端部カット。頸部は パケ目一部ナデ消しあり。内面 （旧15H ・S I O6，1669）

短い。肩はやや張る。肩部にへラ 頸部横ナデ，肩部指オサエあり。

による沈線が 1条 ら線状に入る。 胴部右方向のへラ削り。

P o　2

17

壷。口緑部外反する複合口緑，屈 口緑部内外面横にナデる。外面 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

曲部の稜は横方向にひきだされや 頸部横にナデる。肩部横方向の 口径22 ．0cm （推定）（旧15H ・

や鋭い。口緑端部カット後外側へ パケ目。内面頸部横方向にナデ S I O6，1704）
つまみ出す。頸部短 く，肩部やや
張る。肩部にへラによる沈線が 1
条ら線状に入る。

る，以下右方向のへラ削り。

Po　3

17

壷。口緑部外反する複合口緑。口 口緑部 ・頸部内外面 とも横にナ 外面黄灰色。内面淡黄褐色。

緑端部は角ぼる。屈曲部の稜は横 デる。 口径15．7cm （推定）（旧15H ・
につまみ出されシャープ。胴部を

欠くが，全体的に小形と思われる。

S I O6，1591）

P o　4

17

壷。口緑部短 く外反する複合口緑，口緑部 ・頸部内外面横ナデ。頸 内外面黄褐色。小砂粒含む。

屈曲部の稜はやや鈍く，口縁端部 部内面上位にパケを施す。肩部 口径21．2cm （推定）（旧15H ・

はやや外方につまみ出し丸 く終わ 外面上位細い縦パケ，中位細い S I O6，1700）

る。頸部は長い。肩部より下を欠 横パケ，下位細い縦 ・横パケ。

く。 内面高い所より右方向のへラ削

り。一部ナデ調整。

P o　5

17

壷。口縁部外反する複合口緑で口 外面口緑部横にナデる。頸部ハ 外面茶褐色。内面暗褐色。小

緑端部はさらに外反する。端面は ケ目後ナデ仕上げ，所々に縦ハ 砂粒。口緑端部内外面黒斑残

面を意識しながらも丸味をもつ。 ケ目残る。内面口縁部 ・頸部横 る。口径29．1cm （推定）（旧15

屈曲部の稜は横につまみ出され

シャープ。頸部下半以下欠損。器
壁は厚め。

にナデる。 H ・S I O6，1615）

P o　6

17

壷。口緑部外反する複合口緑。口 口緑部 ・頸部内外面横にナデる。外面黄灰褐色。内面暗黄灰色。

緑端部は角ぼり，屈曲部の稜は短 肩部外面横方向のパケ目調整。 口緑部外面一部黒斑あり。小

くつまみ出されシャープ。頸部は 内面右方向のへラ削り。 砂粒。口径20．2cm （推定）（旧

短めでやや肩の張る胴部に続 く。 15H ・S I O6°，1404）

P o　7

17

壷。口縁部さらに外反する複合口 口緑部内外面横ナデ。頸部外面 内外面淡灰褐色。小砂粒含む。

緑。口緑端部面を意識 しながらも 横にナデる。部分的に斜めのハ・口径22 ．8cm （推定）（旧15H ・
やや凹む。屈曲部の稜は横につま

み出され鋭い。胴部欠損。

ケ目残る。内面絞 り目後ナデる。S I O6，1591）

P o　8

17

壷。口緑部内湾気味にやや長 く立 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

ち上る複合口縁，屈曲部の稜は退 面横にナデる。 口径 16 ．6cm （推定）（旧15H ・
化気味でわずかに横につまみ出す。

頸部は短い。器壁は口緑 ・頸部と
も厚い。

S I O6，1704）
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P o　9

17

小型丸底壷。口緑部外反する短．い 口緑部内外面横磨き。外面胴部 内外面赤褐色。細砂粒。口径
「く」の字状口緑。口緑端部つま パケ後横磨き。内面胴部右方向 7．9，胴部最大径8．5cm （旧15

み上げ。胴部は扁平な球形。最大
径は胴部中位にある。

のへラ削り。 H ・S I O6，1688）

P o lO

17

小型丸底壷。口緑部直立気味に立 ‘口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 内外面黄褐色。外面胴部中位
ち上がる短い 「く」の字状口緑。 デる。肩部横パケ目巡る。胴部 スス付着。細砂粒。口径8．2，
口緑端部は面を意識しながらも丸 中位縦パケ目，以下横方向を基 胴部最大径10 ．4，器高9．0cm
く終わる。頸部のくびれは広 く， 調 とするパケ目。内面肩部横に （旧15H ・S I O6，1386）

l
やや扁平で大きな胴部へと続 く。 ナデる。胴部上半右方向の，下
器壁は肩部が厚 く，底部は薄い。 半左方向のへラ削り。底部浅い
最大径は胴部中位。 指頭圧痕残る。

P o l＿1

17

小型丸底壷。口緑部内湾気味に外 口縁部横ナデ。外面頸部横にナ 内外面黄褐色。細砂粒。口径
方へ長 くのびる。口緑端部は直立 デる。胴部上半縦パケ目後ナデ 10．8，胴部最大径8．5，器高9．1
気味に丸 く終わる。頸部のくびれ る。下半横パケ目後ナデが施さ cm （旧15H ・S I O6，1411）
は弱く，扁平な丸底の胴部に続 く。れる。内面胴部上半横にナデる。
器壁は肩部が厚い。最大径は口緑 ・下半左方向のへラ削り。底部に
部。 浅い指頭圧痕見える。

P o 12

17

小型丸底壷。口緑部外反気味に外 口緑 †頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
方へのびる。口縁端部丸 く終る。 胴部上半横方向のパケ目，胴部 口径9．3 （推定），胴部最大径
胴部はやや扁平な球形。最大径は 下半斜め方向のパケ目。内面胴 11．0 （推定），器高8．9cm （推
胴部中位にある。 部左方向のへラ削り。 定）（旧15H ・S E ，108）

Po 13

17

小型丸底壷。口綾部斜めにのびる 口緑部横ナデ。外面頸部 ・胴部 外面黄灰色。内面黄褐色。外
短い 「く」の字状口緑。口緑端部 上方横にナデる。中位以下横方 面スス濃 く付着。細砂粒。口
カットされ平坦。頸部の くびれ広 向のめだつ不定方向のパケ目調 径9．4，胴部最大径11 ．4，器高
く，球形の胴部をもつ。器壁は口 整。内面胴部上半右方向 ・下半 10．5cm （旧15H ・S I O6，1581）
緑部でラすく，底部で厚い。最大 左方向のへラ削り。底部指押え
径は胴部中位やや下方。 見える。

P o 14

17

聾。口縁部は外反する複合口緑。 口緑 ・肩部内外面横ナデ。外面 内外面淡褐色。外面スス付着。
口緑端部カット。屈曲部の稜は鈍 胴部上位横パケ目，その下は不 砂粒を含む。口径17．2cm （旧
い。器壁は口緑部より胴部の方が 定方向のパケ目調整。内面胴部 15H ・S I O6，1614）
厚い。 右方向のへラ削り。

P o 15 高杯杯部。平坦な底部から外へ開
立　　　　　　　上山

外面杯部口緑部横へラ磨き，底 内外面明茶褐色。胎土精良。

17
く杯郡。口縁堀部はやや外反し丸 部縦パケ目後横へラ磨き。内面 口径16 ．0cm （旧15H ・S I O6，
味をもつ。 杯部縦へラ磨き。 1613）

Po 16 高杯脚部。短かめの柱状部か ら

｛　　ヽ
外面柱状部面取 り。接合部付近 内外面暗褐色。胎土精良。焼

17
「ハ」の子状に開く裾部をもつ脚 に縦パケ目残る。裾部横磨き。 成やや不良。脚径11 ．7cm （推

部。柱状部下方に3 方透し孔。脚 内面柱状部上方へラによる押圧 定）（旧15H ・S E ，135）
端部カット後外方へつまみ出され 以下左方向のへラ削り。裾部横
端面やや凹む。 パケ目，脚端部横にナデる。

P o 1．7 低脚杯。浅い杯部に短 く 「ハ」の

と±ブ　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
外面杯部横へラ磨き，内面調整 内外面淡赤褐色。砂粒を含む。

17
子状に開 く脚部，口緑端部外 に は不明。脚部内外面ともにナデ 口径15．5，脚径4．7，器高 5 ．0
カット，脚端部は丸く終る。 る。 cm （旧15H ・S I O6，1546）

P o 18 低脚杯。内湾気味に立ち上るやや
ヽ

外面杯部上半横にナデる。下半 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

17
深い杯部と 「ハ」の字状に開く大 斜め方向のパケを施す。脚部横 口径15 ．7，脚径6．8，器高6．5
きな脚部をもつ。杯端部カットで にナデる。内面杯部上半横へラ cm （旧15H ・S I O6，1547）
やや凹みがある。脚端部は丸 く終 磨き，下半縦へラ磨き。脚部横
わる。 ナデ。
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P o 19

17

低脚杯。浅い杯部に短 く 「ハ」の 外面杯部パケ目後縦方向のへラ 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
字状に開 く脚部。口緑端部カット。磨き。内面縦方向のへラ磨き。 口径13 ．5，脚径4．2，器高4．5

脚部内外面ともにナデる。 cm （旧15H ・S I O6，1656）

P o 20

17

低脚杯。浅い杯部に 「ハ」の字状 外面杯部上半縦へラ磨き後ナデ 内外面淡赤褐色。細砂粒を含

に開 く小さな脚部をもつ。杯 ・脚 消す，下半縦パケ後ナデ消す。 む。口径14．6，脚径4．3，器高

端部カット。 脚部横にナデる。内面杯部上半
横へラ磨 き，下半縦へラ磨き。
脚部横にナデる。

5．0cm （旧15H ・S I O6，1397）

P o 21

18

低脚杯。内湾気味に立ち上るやや 外面杯部上半横にナデる。下半 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
深い杯部 と 「ハ」の字状に開 く大 横方向のパケを施す。脚部横ナ 口径14 ．9，脚径6．5，器高6．0
きな脚部。杯端部カット。脚端部 デ。内面杯部上半横へラ磨き， cm （旧15H ・S I O6，，1592）

丸く終わる。 下半縦へラ磨き。脚部横ナデ。

P o 22

18

鼓形器台。受部内湾気味に外方に 外面ナデ，内面受部横へラ磨き．。内外面淡褐色。砂粒を含む。

開き，口緑部欠損。簡部は短い。 筒部右へラ削り，台部右へラ削 脚径 16．5cm ・（旧15H ・S I O6，

台部は短 く外反し，台端部は肥厚

する。受部 ・台部の稜はともに鋭

い。

り。 1293）

P o 23

18

鼓形器台。受部上部欠損。簡部は 外面横にナデる。内面受部下半 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
短い。脚部は大きく外反し端部は 横にナデる。簡部横にナデる。 む。脚径21．0cm （推定）（旧15
丸 く終わる。稜は鈍い。 脚部右方向のへラ削り。端部は

ナデる．。

H ・S I O6，1606）

Po 24

18

鼓形器台。受部内湾気味に外方に 外面横にナデる。内面受部ケズ 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

開き，口緑端部カットしさらに外 リ後へラ磨き後ナデ消す。筒部 口径18．5 （推定），脚径15 ．4，

方にのびる。筒部は短い。脚部は 横にナデる。脚部左方向のへラ 器高9．8cm （旧15H ・S I O6，

短 く外反し脚端部はカットしさら

に外方向に開く。稜はやや鋭い。

削り。端部にへラ磨き。 1668）

P o 25

18

台付鉢。深い杯部に短く 「ハ」の 外面杯部パケ，脚部ナデ。内面 内外面黒褐色。小砂粒を多量

字状に開 く脚部をもつ。 ナデ。 に含む。脚径4．8cm （旧15H ・

S I O6，1533）

P o 26

19

製塩土器。口緑部破片。口緑部わ 外面平行叩き，内面ナデ仕上げ。内外面黒褐色。砂粒を含む。

ずかに内傾する。器壁薄い。 （旧15H ・S I O6，1462）

F　 l 棒状鉄製品。 最大幅0．6，厚さ0．3cm 挿図19　 （旧15H ，1237）

F　 2 鉄片。 最大幅0．5，厚さ0．4cm 〃　　 （旧15H ，1220）

F　 3 鉄製品。 最大幅0．5，厚さ0．3cm ノ／　 （旧15H ，1236）

J l 淡青色ガラス小玉。 径0．5，長さ0．4cm 〃　　 （旧15H ，1557）

S　 l 砥石。 長さ5．0，最大幅2．1，厚さ1．4cm 〃　　 （旧15H ，1337）

P o 1

21

壷。口緑部外反する複合口緑，屈 口縁部内外面横ナデ。頸部横方 内外面淡褐色。細砂粒含む。

曲部の稜は横方向にひきだされや 向にナデる。外面胴部上部横方 口径16 ．8，胴部最大径20 ．6cm

や鋭い。口緑端部カット。頸部は 向のパケ目，胴部中央縦方向の （旧15H ・S I O7，1432）

長く，肩部はやや張る。器壁は口
緑 ・‘頸部は薄いが，胴部は厚い。－

パケ目。内面右方向のへラ削り。
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P o 2

21

壷。胴部欠損。口緑部外方へ反 り 口緑部 ・頸部内外面とも横にナ 外面黄褐色。内面暗灰色。小
気味に開 く複合口緑。口緑端部は デる。 砂粒含む。焼成やや不良。口
面を意識して角ぼる。屈曲部の稜 径22 ．7cm （推定）（旧15H iS
は横につまみ出されシャープ。口
緑部喧比べ頸部が貧弱で，器壁も

口緑部が厚い。

I O7，1448）

P‘0 3

21

壷。口緑部は外へ開ぐ複合口縁。 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡黄褐色。細砂粒を含
屈曲部の稜はやや鋭い。口緑端部 外面胴部ナデる。一部パケ目あ む。口径21．0cm （旧15H ・S
カットされる。肩部はなだらか。
頸部に木口状工具による刻み目。

り。内面胴部右方向の削り。 I O7，1445）

P o 4

21

小型丸底壷。口緑部は外方へ短 く 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面黄褐色。胎土精良。口
開く 「く」の字状口緑。口縁端部 上半ナデる，下半横方向のパケ 径 8 ．0，胴部最大径9．5，器高
は丸 く終る。胴部球形。最大径は 目。内面胴部右方向のへラ削り。8．1cm （旧15H ・S W ，822）
胴部中位にある。肩部にへラ状工

具による刺突痕ある。
底部指頭圧痕残る。

P o 5

21

小型丸底壷。口緑部は外反気味に 口緑部内外面横ナデ。口緑部外 内外面淡褐色。胎土精良。口
立ち上る複合口縁，屈曲部の稜は 面縦方向のヘラ磨き，頸部ナデ 径8．2cm （推定）（旧15H ・S
鋭い。口緑端部は丸 く終る。最大 胴部横方向のパケ目。内面口緑 I O7，1842）
径は口緑部にある。肩部の器壁は 部 ・肩部ナデる。胴部右方向の
厚い。 へラ削り。

Po　6

21

小型丸底壷。口緑部短く斜めに立 口緑部 ・頸部内外面横ナデ。胴 外面暗褐色。内面褐灰色。細
ち上がる 「く」の字状口緑。頸部 部外面上位ナデる。中位パケ。 砂粒含む。口径8．2，胴部最大
は短 く，胴部はなだらかな肩を持 下位ナデる。内面高い所より左 径9．2，器高7．7cm （旧15H ・
つ。器壁は胴部中央において薄く 方向のへラ削りの後ナデ調整。 S W ，819）
他は厚い。最大径は胴部中央。 肩部上位 ・底部に指頭圧痕有り。

P o、7

21

聾。口緑部斜め外方へのびる「く」 口緑部横ナデ。外面頸部 ・胴部 外面暗黄褐色。頸部以下スス
の字状口縁。口緑端部は内側へ肥 上方横にナデる。以下横方向の 付着。内面茶褐色ム細砂粒。
厚し鈍い稜をなす。肩部はやや張 目立つ粗いパケ目調整。内面肩 口径14 ．3cm （推定）（旧15H ・
る。器壁厚め。胴部下方を欠くが 部指でナデる。胴部上半右方向，S I O7，1438）
球形に近い形態を有すると思われ
る。

以下右上方向のへラ削り。

Po 8

22

嚢。口緑部は外方に短く開く複合 口緑 i頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡褐色。小砂粒を含む。
口緑，屈曲部の稜はやや鋭い。口 肩部縦方向のパケ目，胴部上半 口径16．4，胴部最大径21．8cm
緑端部カット，外側に肥厚し，鈍 横方向のパケ目，以下ナデを施 （旧15日・S I O7，1437）
い稜をなす。頸部短 く，なだらか す。内面胴部上半右方向のへラ
な肩部をもつ。 削 り，下半上方向のへラ削り。

P o　9

22

嚢。口緑部は外反する複合口緑。 口緑部横ナデ。外面頸部 ・胴部 外面黄灰褐色。全面スス付着。
屈曲部の稜はシャープで，口緑端 上方横にナデる。以下横方向の 内面茶褐色。細砂粒。口径13．8
部は内側へ肥厚し，端部はカット 幅広いパケ目。内面頸部横にナ cm （旧15H ・S W ，627）
され角ぼる。頸部のくびれはやや デる。胴部上半右方向，下半左
広く，縦長の球形の胴部へと続 く。
器壁は各部一様。

方向のへラ削り。

P o lO

22

賓。口緑部内湾気味に開く 「く」 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面暗褐色。肩部以下スス付
の字状口緑。口緑端部丸 く，内側 外面胴部ナデ，一部パケ目残る。着。内面褐色。細砂粒多い。
に肥厚する。頸部は短く，胴部は 内面胴部上半右方向のへラ削り，口径15．4，胴部最大径21．4cm
なだらかな肩をもつ球形。 下半左方向のへラ削り。 （旧15H ・S I O7，642）
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P o 11

22

凛。口緑部は外反する複合口緑。 口緑部横ナデ。外面頸部 ・胴部 内外面黄灰色。外面肩部以下

屈曲部の稜 は横につまみ出され 上位横にナデる。以下不定方向 スス付着。小砂粒。口径15 ．0

シャープ。口緑端部内外へ面をな の短めのパケ目調整。内面頸部 cm （旧15H ・S I O7，1765）

して肥厚し鈍い稜をなす。頸部の 横にナデる。胴部上半右方向下

くびれはゆるやかで，縦長の胴部

へと続 く。肩部外面にへラ状工具
による刻みが巡る。器壁は胴部で
薄い。

半左上方向のへラ削り。

P o 12

22

襲。口緑部は短く開く複合口縁。 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面赤褐色。外面スス付着。
屈曲部の稜は鋭い。口癖端部外に 外面胴部上部横パケ，中央縦ハ 小砂粒を含む。口径13．7，胴

カット，頸部短かくなだらかな肩 ケ，下部横パケ。内面上半右へ 部最大径19 ．4，器高22．2cm （旧

をもつ球形の胴部につづ く。肩部 ラ削り，下半左上へ削り上げる。15H ，818）

に木口状工具による 「ノ」の字文

を準す。

底部指頭圧痕残る。

P o 13

22

聾。口緑部は短 く開 く複合口緑。 ．口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 外面淡褐色，一部黒褐色，‘ス

屈曲部の稜はやや鋭い。口緑端部 胴部上半横パケ目調整。肩部ナ ス付着。内面淡褐色。細砂粒

外側にカット。肩は張り倒卵形に デ消す。下半縦パケ後不定方向‘を含む。口径13．6（推定），胴

近い胴部。器壁は全体に薄い。口 のナデ。内面胴部上半右方向の 部最大径19 ．4cm （推定）（旧15

緑部上半に 1条の沈線が入る。 へラ削り。下半上方向のへラ削

り。

H ・S W ，615）

P o 14

21

台付聾。口緑部は外反気味に立ち 外面横方向のへラ磨き，台部の 内外面淡褐色。口緑部にスス

上る複合口緑。屈曲部の稜はやや み横にナデる。内面口緑 ・頸部 付着。細砂粒 を含む。口径

鋭い。ロ緑端部は面を意識しなが 横にナデる。胴部右方向のへラ 11．7，胴部最大径10．8，台径
らも丸 く終る。胴部は扁平な球形。削り。台部横にナデる。 8．9，器高12．0cm （旧15H ・S

台部は短 く 「ハ」の字状に開く。 W ，626）

P o 15

22

高杯杯部。外反気味に外に開く杯 外面杯部横へラ磨き。内面杯部 内外面黄褐色。細砂粒を含む。

部。口緑端部さらに外反し，カッ 縦へラ磨き。 口径13．7cm （旧15H ＿・S I O7，

ト気味。 823）

P o 16

22

低脚杯。口径に比し深めの杯部に，杯部外面横パケ目後縦磨き。上 内外面茶褐色。極細砂粒。口

短 く 「ハ」の字状に開く脚部。口 方は最後に横磨きが施される。 径12．6，．脚径5二4 （推定），器

縁端部鋭 くカット。 内面横パケ目後放射状の磨き。 高5．0cm （旧15H ・S I O7，
そして下方 ・上方は最後に横磨

き。脚部内面横にナデる。

1759）

P o 17

22

低脚杯。内湾気味に立ち上る深い 外面杯部上半横にナデる。下半 内外面淡赤褐色d 細砂粒を含

杯部 と 「ハ」の字状に開 く脚部。 斜め方向の細かいパケ目調整。 む。口径14．4 （推定），脚径

口緑端部は丸く終わる。脚端部は 脚部上半縦パケ，下半横にナデ 6．7，器高6．5cm （旧15H ・S

外方向にのびカット気味。脚部内 る。内面杯部上半横にナデる。 I O7，1425）

面に 2条のへラ状工具による刻み 下半横へラ磨き。脚部横にナデ

有り。 る。

P o 18

22

低脚杯。浅い杯部に短 く 「ハ」の 外面杯部縦 ・横のへラ磨 き。内 内外面淡赤褐色。胎土精良。

字状に開く脚部。口緑端部やや丸 面縦へラ磨きがあるが剥離多い。口径16．1，脚径4．6，器高4．9

味をもつ。 脚部内外面共にナデる。 cm （旧15H ・S I O7，1281）

Po 19

22

F　 l

小型器台受部。内湾気味に外へ開 外面受部横へラ磨き，一部縦ハ 内外面黄褐色。細砂粒含む。

く受部，口緑端部はやや外反し丸 ケ目がのこる。内面受部横へラ 口径9．8cm （旧15H ・S I O7，

い。

曲刃鎌。

磨き，一部パケ目がのこる。簡

部右方向のへラ削り。

最大幅2．0，厚さ0．4cm

1835）

挿図23　 （旧15H ，1793）

F　 2 釣針。針先欠損。 最大幅0．3cm 〃　　 （旧15H ・1867）
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F　 3 三角状鉄製品。 最大幅1．4，厚さ0．4cm 挿図23　 （旧15H ，1792）

P o 1

26

壷。口緑部ゆるやかに外反する複 口緑部 ・頸部とも内外面横にナ 外面茶褐色。内面暗褐色。細
合口緑。屈曲部の稜は横へ短くつ デる。 砂粒。口径22．1cm （推定）（旧
まみ出されるがやや鈍い。口緑端
部は内外へやや肥厚 し，端面は

カット後ナデられやや凹む。頸部
にヘラ状工具による 1条の沈線。
胴部欠損。

15H ・S I O4，1038）

P o　2

26

婆。口緑部は短 く開 く複合口緑。 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面明褐色。外面スス付着。
屈曲部の稜は鋭い。口緑端部水平 外面胴部上部横パケ，中央ナデ，小砂粒を含む。口径15．3，胴
にカット。頸部短く，なだらかな 以下パケ目。内面右パケ，底部 部最大径21．2cm （旧15H ・S
肩をもつ縦長の胴部に続く。肩部
に 1条のヘラ状工具による沈線が
巡る。

指頭圧痕残る。 I O4，．1020）

P o　3

26

聾。口緑部は内湾気味に短 く開 く 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡黄褐色。外面胴部ス
「く」の字状口緑。口緑端部カッ 外面胴部縦パケ目，その下は横 ス付着。砂粒多い。口径16 ．6，
ト，内側に肥厚する。頸部は短 く，パケ目を施す。肩部及び胴部下 胴部最大径23．8cm （旧15H ・
胴部はなだらかな肩を持つ縦長気 半パケ目をナデ消す。内面胴部 S I O4，1022）
味の球形。肩部へラ状工具による 上位指頭圧痕をナデ消す。以下
羽状文を施す。 やや下位より右方向の，その下

は左上方向のへラ削り。

P o　4

26

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 脚部外面柱状部縦方向のパケ， 内外面淡褐色。砂粒多し。脚
の字状に開 く裾部をもつ。脚端部 裾部横にナデる。脚部内面柱状 径11．4cm （旧15H ・・S I O4，
やや角ぼる。脚部 3 方透し孔。 部右方向のへラ削り。裾部横に

ナデる。一部パケ目残る。
1033）

P o　5

26

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 脚部外面柱状部横方向のへラ磨 内外面褐色。細砂粒。脚径10 ．8
の字状に開く裾部をもつ脚部。脚 き，裾部横にナデる。脚部内面 cm （旧15H ・S I O4，1033）
端部は面を意識しながらも丸く終 柱状部横にナデる。裾部横にナ
る。器壁は厚い。 デ，一部パケ目が残る。

P o　6

26

高杯杯部。平坦な底部から外反気 杯部外画縦方向のパケ後，横方 内外面淡褐色。．砂粒なし。口
味に立ちあがる深い杯部。口緑端 向のへラ磨き。杯部内面縦方向 径15．0cm （旧15H r S I O4，
部カット。底部一部欠損。 のへラ磨き。 1033）

P o　7 高杯杯部。平坦な底部から外反気
⊥　　　　　　　　h　　　ヽ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥

口縁端部内外面横ナデ。杯部外 内外面淡褐色。細砂粒。口径

26
味に上土ちあがる浅い杯部。口緑端 両　 方向のパケ後，横方向のへ 16．2cm （旧15H ・S I O4，1077）
部は丸 く終る。円盤充填式か。 ラ磨き。杯部内面は縦方向のへ

ラ磨きと思われるが，底部付近
は剥離が目立つ。

P o 8 低脚杯。短 く 「ハ」の字状に開く
立

杯部外面横方向のパケ後，縦方 内外面淡褐色。細砂粒。脚径

26
脚郡。 向のへラ磨き。杯部内面横にナ

デる。脚部内外面横ナデ。

4．3cm （旧15H ・S I O4，1079）

F　 l 板状鉄製品。 最大幅1．2，厚さ0．2cm 挿図25　 （旧15H ，784）

J l 喝瑠製勾玉。頭部欠損。 厚さ0．5cm 〃　　 （旧15H ，1885）
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P o 1

29

壷。口緑部は外反し外方に開き， 口綾部内外面横にナデる。外面 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

口緑端部でさらに外方向にのびる。頸部 ・肩部縦パケ目をナデ消す。む。口径25．－6，胴部最大径29．3

屈曲部の稜は下方へつまみだされ 胴中央右下方向のパケ目，下は cm （旧14G ・S K O1，1726）

鋭い。口緑端部外へカットされ下 不定方向のパケメ。内面頸部横

に肥厚する。肩が張り倒卵形か。
頸部 と肩部の間に台形の凸帯が巡
る。肩部に木口状工具による刻み
目が 2 条， 2 条の刻み目の間に

5 ・．6条の沈線が巡る。

ナデ。胴部右方向のへラ削り。

P o　2

29

壷。口緑部外反する複合口緑，屈 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡黄褐色。細砂粒。口

曲部の稜は横方向にひきだされや 肩部縦方向のパケ。内面肩部右 径22．4cm （旧14 G ・S K Ol，
車鋭い。口緑端部カット。頸部や

や長 くなだらかな肩部につづ く。

方向のへラ削り。 1729）

P o 3

129

壷。口緑部外反する複合口縁，屈 口緑 ・頸部内外面横ナデ。 内外面黄褐色。細砂粒。口径

曲部の稜はやや鋭い。口緑端部

カット。

20 ．1cm （旧14G ・S K O1，1929）

P o 4

29

壷。口緑部外反する複合口緑。屈 口縁部内外面横ナデ。頸部外面 内外面淡褐色に一部黒褐色。

曲部の稜はやや鈍い。口緑端部は 横にナデる。内面縦にナデる。 細砂粒含む。口径29．0cm （推

1条凹線状にめぐり，さらに外反 定）（旧14G ・S W ・S 箪01，
する。頸部は長い。胴部欠損。 1753）

P o　5

28

長頸壷。口緑部はなねらかに外反 外面口緑部縦へラ磨き。頸部肩 内外面淡黄灰色。細砂粒。口

しながら長 くのびる複合口緑。屈 部上方パケ目のナデ消し。胴部 径11．5，器高15．9cm （旧14G ・

曲部の稜は横に短 くつまみ出され 中位に縦パケ目が残るが，大半 S K O1，1809）

鋭 さが残る。口緑端部は外方へ は横方向のパケ目調整。内面口

カットされる。頸部のくびれは広 緑 ・頸部横にナデる。肩部右方

く，肩 はやや張るム胴部球形。肩 向，以下左方向のへラ削り。下

部に波状のパケ目が巡る。 部に指頭圧痕残る。

P o　6

28

長頸壷口緑部。口緑部はなだらか 口線内外面横ナデ。 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

に外反しながら長 く伸びる複合口 口径9．8cm （推定）（旧14G ・

緑，屈曲部の稜は横につまみ出さ

れ鋭さが残る。口緑端部は丸く終
わる。

S K O1，1856）

P o　7

28

小型丸底壷。口緑部ほぼ直立気味 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡褐色。細砂粒。口径

に立ちあがる 「く」の字状口緑。 不定方向のパケ目，底部付近は 7．9，胴部最大径9．9，器高8．8

口緑端部は丸 く終る。胴部球形。 調整不明。内面胴部上半右方向 cm （旧14G ・S K O1，1748）

最大径は胴部中位にある。 のへラ削り，下半ナデる。

P o　8

28

襲。口縁部はやや外反する複合口 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面黄白色，外面胴部スス

緑。屈曲部の稜はやや鋭い。口緑 外面胴部肩部ナデ，以下パケ目。付着。細砂粒多量に含む。口

端部は外側にカット，外に肥厚す 内面胴部上半右方向のへラ削り，径14．2，胴部最大径20．8cm （旧

る。肩はなだらか。 下半左上方向のへラ削 り。 14G ・S K O1，1928）

p o 9

28

聾。口緑部はやや長めに外反する 口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 内外面黄灰色。外面口緑部黒

複合口緑。屈曲部の稜は横方向に デる。肩部に波状のパケ目。胴 斑あり。小砂粒。口径16．4cm

長 く引き出されシャープ。口縁端 部中位横パケ目，以下スス付着 （推定）（旧14G ・S K Ol，

部は内に肥厚し，端面は角ぼる。 濃く調整不明。内面頸部横にナ 1839）

頸部のくびれはやや強 く，肩部は デる。胴部上半右方向，以下左

張る。 上方向のへラ削り。

－216－



P o lO

29

磐。口緑部は短 く開く複合口緑， 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。外面スス付着。
屈曲部の稜はやや鋭い。口緑端部 外面胴部上半横パケ，下半縦ハ 細砂粒を含む。口径12．5，胴
水平にカットされ後ナデる。頸部 ケ。内面胴部右へラ削り，下半 部最大径17 ．3cm （旧14G ・S
短 く，やや張った肩部をもつ胴部

に続 く。底部はややすぼまるが，
底を欠く。肩部に木口状工具によ

る 「ノ」の字文を巡らす。

左上へ削り上げる。 K Ol，1831）

P o ll 高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」
｛　　ヽ

脚部外面柱状部横にナデる。裾 内外面黄褐色。胎土精良。脚

29
の子状に開く裾部をもつ脚部。脚 部縦方向のパケ目。内面柱状部 径9．9cm （旧14 G ・S K Ol，
端部カット。脚部 2 方透し孔。 上半ナデ，下半左方向のへラ削

り，裾部パケ目調整。
1855）

P o 12 低脚杯。浅い杯部に短く 「ハ」の
と±－ブ　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥

外面杯部横へラ磨き後放射状へ 内外面淡灰褐色。砂粒を含む。

28
子状に開く脚部をもつ。口緑端部 ラ磨き，内面横へラ磨き。脚部 口径14．3cm （旧14G ・S K Ol，
外にカット。 内外面ナデ。 1814）

P o 13

29

低脚杯。杯部上半欠損。「ハ」の字 外面横ナデ。内面杯部下半横へ 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
状に開く脚部をもつ。脚端部カッ ラ磨き，脚部横ナデ。 脚径5．2cm （推定）（旧14G ・
ト気味。 S K Ol，1725）

P d 14

29

低脚杯。浅めの杯部に短 く 「ハ」 杯部外面斜めのパケ目後縦磨き。外面黄灰色。内面淡黒褐色。
の字状に開く脚部。口緑端部丸く 上方は横磨きが最後に施される。杯部内面スス状のもの付着。
終わる。脚部外面にへラ状工具に 内面放射状の磨き。脚部内外面 小砂粒。口径15 ．4，脚径4．9，
よる刺突痕みられる。器形少々ひ 横にナデる。 器高5．0cm （旧14 G ・S K Ol，
ずむ。 1931）

P o 15 鼓形器台受部。受部長 く外方八の
や　　　　　　　　　」」山

外面横にナデる。内面受部横方 内外面淡黄褐色。細砂粒。口

29
ひ，口縁堀部はさらに外反する。 向のへラ磨き後ナデる。簡部ナ 径18 ．9cm （旧14G ・S K Ol，
受部の稜は鈍い。 デ。 1813）

P o 16

29

鼓形器台脚部。外へ開き，脚端部 外面縦へラ磨き。内面ナデる。 外面暗褐色，内面暗赤褐色。

はやや外反し丸い。脚部の稜はち 脚径15 ．9cm （旧14G ・S K Ol，
いさく鋭い。破片のため透し孔 1

つ。
l

1746）

Po 17 椀。内湾する口縁をもつ，やや浅

．上山

外面削り後ナデ。内面パケ目調
整。

内外面黄褐色。胎土精良。口

±9 い椀。口練塀部外側にカット。底 径14 ．7，器高5．5cm （旧14G ・
部下に丸 く突出する。 S K O1，1847）

F　 l 錐。 長さ6．9，最大幅0．8，厚さ0．4cm 挿図32　 （旧15H ，1770）

F　 2 鉄製品。 最大幅1．0，厚さ0．3cm 〃　　 （旧15H ，1758）

F　 3 棒状鉄製品。 最大幅0．5，厚さ0．2cm 〃　　 （旧15H ，1739）

F　 4 棒状鉄製品。 最大幅0．4，厚さ0．3cm 〃　　 （旧15H ，1772）

S　 l 球状敲石。 ネズミの喫み跡状の傷痕である。 〃　　 （旧15H ，1829）

S　 2 棒状敲石。 敲き面は 3 カ所ある。 〃　　 （旧15H ，1923）

S　 3 軽石。 擦り面が顕著に見られる。 〃　　 （旧15H ，1788）
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Po l 壷。口緑部は短く直立する複合口 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡黄灰色。胴部以下ス

緑　 屈曲部の稜はやや鈍い。口縁 ナデ，一部パケ目が残る。内面 ス付着。細砂粒を含む。口径

31 I　　　　　口
端部カット。頸部は胴部に比べ細
長く，外反気味に立ち上る。胴部

頸部横ナデ。胴部上半右方向の

へラ削り，以下上方向のヘラ削

10．9，胴部最大径10．2，器高

22．1cm（旧14G ・S K O4，1964）
は肩が良く張り球形に近い。最大

径は器高中央付近。

り。底部指頭圧痕残る。

Po 2 襲。口緑部斜めに立ち上がる複合 口緑部・頸部内外面横ナデ。胴 外面黒褐色。内面暗黄灰色。

口緑。屈曲部の稜は鋭く，口緑端

部は外に向けて丸味を帯びる。胴

部外面上位縦パケの後一部ナデ 外面全体にスス付着。口径

31 消す。中位横パケ，下位縦パケ。14．8，胴部最大径21．2 （推

部はやや肩の張る球形。器壁は口

緑部においてやや厚く，他はやや

内面上半高い所より右方向のへ 定），器高22．8cm （旧14G ・S

ラ削り，下半左上方向の削り上 K O4，1968）

薄い。 げ。

Po　3 高杯。．やや深い椀状の杯部と長い 杯部外面縦へラ磨き，内面横へ 外面明褐色，内面淡褐色。細

柱状部から「ハ」の字状に開く裾 ラ磨き後縦へラ磨き。脚部外面 砂粒を含む。口径17・2，脚径

30 口
部を持つ脚部。口縁端部は外に
カット。杯底部外面浅い小孔をも

面とり．後ナデ，内面上部右へラ 10．8，器高13．0cm （旧14G ・

削り，下部パケ目。脚端部面と S K O4，1957）

つ。脚に3方透し孔。 り。

Po　4

30

高坪。深い椀状の杯部と短い柱状

部から大きく広がる裾部をもつ脚
部。口緑・脚端部カット。杯底部

杯部内外面放射状のへラ磨き。

脚部外面ナデ。内面柱状部左方
向のへラ削り以下横パケ目をナ

内外面淡黄褐色。砂粒なし。

口径12．9，脚径16．1，器高10．4

cm （旧14G ・S K O4，1960）
外面には小孔。脚部3方透し孔。 デ消す。口緑・脚端部横にナデ

る。

Po　5 高杯型器台杯部。杯部浅く口緑部

大きく外反する　 口緑端部は丸く

杯部外面縦方向のへラ磨き，稜 内外面赤褐色。丹塗り。細砂

以下は横方向のへラ磨き。杯部 粒。口径9．9cm （旧14G ・S K

30 0
終る。屈曲部の稜は鋭い。杯底部 内面横方向のへラ磨き，杯底部 04，1970）

外面に小孔あり。 ナデる。

Po　6 鉢。口緑部は外反気味に立ち上が

る複合口緑，屈曲部の稜は鈍い。
口緑端部カット，口縁端部はさら
に外反し肥厚し鈍い稜をなす。肩
部なだらかで，平たい底部をもつ
胴部につづく。器壁は口緑部・胴

口緑・頸部内外面横にナデる。

外面肩部横にナデる。胴部中央

内外面淡黄褐色。小砂粒を含

む。口径33．9，胴部最大径

30
′ヽ部から下半にかけて縦方向のハ 38．0，器高30．1cm （旧14G ・

ケ目。底部パケ目を施す。内面

胴部上半右方向のへラ削り，下
半上方向のへラ削り，底部不定

S K O4，1955）

郡上半は厚い。肩部に櫛描き平行

沈線がはいる。

方向のへラ削り。

Po　7 鉢。口緑部は外反する複合口緑，

屈曲部の稜はやや鋭い。口緑端部

口緑・頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡黄褐色。細砂粒。口

胴部上半横にナデる‘。中央縦方 径19．8，胴部最大径22．6，器

31 口
カット気味。頸吾β短くなだらかな

向のパケ目，「部横方向のパケ 高19．4cm （旧14G ・S K O4，

肩をもつ。底部は平たい。最大径

は胴部中位にある。

目残る。下半横方向のパケ目。

内面胴部上半左方向，右方向の

へラ削り，下半左上方向のへラ
削り。底部指頭圧調整の後，不
定方向のへラ削り。

1961）

Po l 小型丸底壷。口緑部は短く外反す

る「く」の字状口緑。口緑端部は
丸く終る。胴部球形。最大径は胴

口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面黄褐色。黒斑あり。胎

上位横方向のパケ，以下斜め方 土精良。口径7．6，胴部最大径

34
′ヽ向のパケ目。内面胴部右方向の 10．0，器高8．7cm （旧15 I・S

部中位にある。 へラ削り。底部指頭圧痕ある。 IO1，971）
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P o　2

34

小型丸底壷。口緑部内湾気味の短 外面口緑部 ・胴部ナデ後横へラ 内外面淡黄褐色。外面底部ス
い 「く」の字状口緑。口緑端部は 磨き。底部一部にパケ目あり。 ス付着。胎土精良。口径8．1，
丸い。肩はなだらかで，底部は球 内面口緑 ・頸部横にナデる。胴 胴部最大径9．8，器高8．6cm （15
形。最大径は胴部中位にある。 部左方向のへラ削り。 I ・S I O1，972）

Po　3

34

小型丸底壷。口緑部内湾気味に立 口緑部内外面横磨き。外面パケ 外面明黄褐色。内面明黒褐色。
ち上がる 「く」の字状口緑。口緑 目のナデ消し後，横方向に磨 く。口緑部内外面スス付着。外面
端部は丸味をもち，頸部のくびれ 内面頸部横にナデる。胴部左方 光沢がある。細砂粒。口径
は弱い。胴部はやや扁平な角ばっ 向のへラ削り。 8．6，胴部最大径9．0，器高7．9
た球形。器壁は全体に厚め。最大
径は胴部中位。

cm （旧15 I ・S I Ol，907）

P o 4

34

．小型丸底壷。口緑部内湾気味の短 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 l内外面暗褐色。黒斑あり。胎
い 「く」の字状口緑。口縁端部は 上位横方向のパケ，中央部縦方 土精良。口径7．2，胴部最大径
丸く終る。胴部球形。最大径は胴 向のパケ，以下不定方向のパケ 9．6，器高8．3cm （旧15 I ・S
部中位にある。 目。内面胴部上半右方向のへラ

削り，下半ナデを施す。
I O1，993）

P o 5

34

小型丸底壷。口緑部内湾気味に外 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
方へのびる 「く」の字状口緑。口 へラ磨き，以下胴部パケ目調整。口径8．5，胴部最大径9．1，器
緑端部丸 く終わる。胴部は扁平気 内面胴部上半指頭圧痕有り。下 高9・8cm （旧1苧I ・S W ，261）
味の球形。最大径は胴部中位にあ

る。
半右方向のへラ削り。

P o　6

34

小型丸底壷。口緑部やや内湾する 外面口緑 ・頸部 ・胴部中位横へ 外面淡黄赤褐色。内面淡黄褐
短い 「く」の字状口緑。口緑端部 ラ磨き，その下より不定方向の 色。細砂粒を含む。口径6．8，
丸い。なだらかな肩部をもち，胴 パケ目。内面口緑 ・頸部ナデる。胴部最大径8．3，器高7．8cm （旧
部中位から下は球形。最大径は胴
部中位。口緑部器壁はうすい。

胴部左方向の．へラ削り後ナデる。15 I ・S I O1，961）

Po　7

34

大型の小型丸底壷。口緑部はなだ 外面口綾部横にナデる。胴部上 内外面黄褐色。外面スス付着。
らかに外反しながら長 くのびる。 半横方向のパケ，胴部下半縦方 細砂粒。口径24．6，胴部最大
口緑端部カット。肩は張る。胴部 向のパケ目。内面口緑部上半横 径18 ．3，器高18．8cm （旧15 I ・
最大径はやや上位にある。器壁は にナデる，下半右方向のへラ削 S I O1，1002）
全体に厚い。 り。胴部右方向のへラ削り。

P o 8

34

長頸壷口緑部か。口縁部はなだら 口緑端部内外面横ナデ。外面縦 内外面黄褐色。胎土精良。口
かに外反しながら長．くのびる。口 方向のパケ目。内面上部横方向 径18 ．0cm （推定）（旧15 I ・S
緑端部は丸く終る。器壁はやや厚 のパケ目，中央部以下横にナデ ．I Ol，938）
い。内面下部にへラ状工具による
刻み目あり。

る。

P o 9

34

聾。口緑部は外反する複合口緑， 白線内外面横ナデ。胴部外面横 外面褐色。内面淡褐色。口径
屈曲部の稜はやや鈍い。口緑端部 パケ。内面右方向のへラ削り。 16 ．5cm （推定）（旧15 I ・S I
外側にカット。頸部短い。胴部下
半欠埠。

01，893）

P o lO

34

P o 11

34

寮。口緑部内湾気味に外方へ開 く 口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 外面黒褐色。スス付着著しい。
短い 「く」の字状口縁。口緑端部 上方パケ目後横にナデる。以下 内面暗茶褐色。小砂粒。口径
は内へ肥厚し，鈍い稜をなす。端 横方向のパケ目。内面頸部横に．13 ．9cm （推定）（旧15 I ・S I
画角ぼる。器壁は肩部で厚い。胴
部大半を欠く。

聾。口緑部は内湾気味に開く「く」

ナデる。肩部右方向のへラ削り。

口線内外面横ナデ。胴部外面横

01，1257）

外面黒褐色。スス付着。内面
の字状口緑。口緑端部は内側に パケ。内面右方向のへラ削り。 淡褐色。細砂粒を含む。口径
カット，内側に肥厚する。肩部は 14．5cm （推定）（旧15 I ・S I
なだらか。 01，1256）
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P o 12

36

聾。口緑部内湾気味の 「く」の字 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面黄褐色。外面スス付着。

状口緑。口緑端部内側にカット。 外面肩部ナデ，胴部中央パケ目。胎土精良。口径13．3cm （旧15

頸部は短 く，肩部はなだらか。 内面胴部右方向のへラ削り。 I ・S I O1，1253）

P o 13

36

賓。＿口緑部内湾気味の短い 「く」 ロ緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面褐色。外面スス付着。

の字状口縁。口緑端部カット気味 胴部ナデ，一部パケ目あり。内 細砂粒 を多量に含む。口径

で内外にやや肥厚する。頸部は短 面胴部右方向の削り。 12 ．3cm （旧15 I ・S I O1，1253

く肩部はなだらか。 その 1 ）

Po 14

36

賓。口緑部は外方に短く開く「く」 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡褐色。外面スス付着。

の字状口緑。口緑端部は丸く終る。横方向のパケ目。内面胴部右方 砂粒。口径12．0cm （旧15 I ・

内面頸部にへラ状工具による刻み

目あり。

向のへラ削り。 S I O1，858）

P o 15 襲。口緑部さらに外反する複哲口 口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 内外面黄灰色。小砂粒。口径

緑　 屈曲部の稜はシャープさを残 デる。肩部パケ目後横にナデる。14．4cm （推定）（旧15 I ・S I

36 ／　0
す。口緑端部外側へカット。肩部

胴部上方横パケ目後縦方向のハ 01，942）

やや張り，胴部は縦長の球形を呈

すと思われる。器壁は口縁部で厚
め。

ケ目。

P o 16

36

襲。口緑部やや内湾する 「く」の 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面黄褐色。外面スス付着。

字状口緑。口緑端部カットされ， 外面胴部ナデ。内面肩部指オサ 細粒砂を多量に含む。口径

内側に肥厚する。頸部は短 く，胴 エあり。胴部上半右方向のへラ 12 ．2，胴部最大径16 ．0，器高

部は球形。器壁は肩部が厚い。 削り，下半左上方向のへラ削り。
底部指オサエあり。

16 ．2cm （旧15 I ・S I O1，953）

Po 17

36

襲。口緑部外反する複合口緑。屈 口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 外面暗黄褐色。口緑部以下ス

曲部の稜はナデられ鈍い。口緑端 デる。胴部上半横方向の幅広い ス付着。内面赤黄灰色。口緑

部は角ぼる。頸部のくびれはゆる‾パケ目。以下不定方向のパケ目 部外面一部黒斑有り。細砂粒。
やかで，肩の張る縦長の球形で胴 調整。内面頸部横にナデる。胴 口径16．7cm （推定）（旧15 I ・
部に続 く。肩部外面にへラ状工具 郡上半右方向のへラ削り。以下 S I O1，1257）

による刺突痕巡る。器壁は胴部で

薄め。胴部下半を欠く。

左方向のへラ削り。

P o 18

36

聾。口緑部は外方に開 く 「く」の 口緑部内外面横にナデる。外面 内外面淡褐色。口径 14 ．1，胴

・字状口緑。口緑端部は内側に肥厚 頸部 ・胴部パケ目。内面頸部下 部最大径20．2，器高23 ．2cm （旧

しカットされる。胴部はなだらか より左方向，その下右方向，そ 15 I t S I Ol，1011）

な肩をもつ縦長気味の球形。 の下左上方向のへラ削り。底部

指頭圧痕あり。

P o 19 聾。口緑部は外反する複合口緑， 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面黄褐色。胎土精良。口

屈曲部の稜はやや鋭さを残す。口 胴部上部横方向のパケ，中央部 径18．4，胴部最大径26．6，器

36 緑端部上方にカット。頸部短 く， 縦方向のパケ，下部斜めのパケ。高31．2cm （旧15 I ・S I Ol，

なだらかな肩をもち長胴形の胴部 内面胴部上半右方向のへラ削り，1268）

につづ く。口緑 ・頸部は器壁が厚 下半左上方向のへラ削り，場下

いが，胴部は薄い。肩部にへラ状 上方へのへラ削り。底部に指頭

工具による刺突痕が 8 カ所ある。

最大径は胴部中位にある。

圧痕ある。

P o 20

36

襲。口緑部は直立気味に短 く開 く 口緑 ・頸部横ナデ。肩部内外面 内外面黄褐色。外面胴部スス

複合口緑。屈曲部の稜は鈍い。口 横にナデる。外面胴部上半横方 付着。細砂粒。口径16 ．7，胴

緑端部外側にカット。‘頸部短くや 向のパケ，以下縦方向のパケ， 部最大径27．7cm （旧15 I ・S

や肩が張る縦長気味の胴部につづ 胴部下半横方向のパケ。底部調 I O1，984）

く。最大径は胴部中位にある。器 整不明。内面胴部上半右方向の

壁は全体に厚高。 へラ削り，下半右上 ・左上方向

のへラ削り。底部指頭圧痕ある。
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P o 21

37

聾。口緑部は外反する複合口緑。 口線内外面横ナデ。外面肩部横 内外面淡褐色。外面スス付着。
屈曲部の稜は鈍い。口縁端部外側 パケ，胴部中位縦パケ，以下斜 細砂粒を含む。口径14．7 （推
にカット，内外にやや肥厚する。 め方向のパケ目調整。内面胴部 定），胴部最大径24 ．8cm （推定）
頸部は短く，やや肩が張る縦長気 上半右方向のへラ削り，以下上 （旧15 I ・S I O1，963）
味の球形の胴部をもつ。器壁薄い。
底部欠損。

方向のへラ削り。

P o 22

37

聾。口緑部内湾する 「く」の字状 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面暗黄褐色。外面スス多
口緑。口緑端部丸く，内外にやや 外面胴部縦横の小さいパケ目。 量に付着。細砂粒を含む。口
肥厚する。肩はなだらか。 内面肩部指オサエ。胴部上半右 径13 ．4，胴部最大径19．8cm （旧

方向の削り，下半左上方向の削

り。
15 I ・S I Ol；889）

P o 23

37

高杯脚部。柱状部からゆるく「ハ」 外面脚部ナデる。内面柱状部左 内外面淡黄褐色。細砂粒を含
の字に開 く脚部。脚端部カット気 方向の削り。裾部ナデ，指オサ む。脚径11．3cm （旧15 I ・S
味で細 くなる。 エあり。 I O1，986）

P o 24

37

高杯杯部。．平坦な底部から外反し 杯部内外面横にナデる。杯部内 内外面黄褐色。胎土精良。口
ながら立ち上る深い杯部。口緑端 外面底部付近横方向のへラ磨き。径16 ．6cm （旧15．I ・S I Ol，
部はカット気味。杯底部外面に小
孔をもつ。円盤充填式。

杯部内面底部縦方向のへラ磨き。985）

P 9 25

37

高杯脚部。柱状部から 「ハ」の字 外面柱状部へラ磨き。裾部ナデ。外面淡褐色。黒斑有 り。内面
状に開く脚部。脚端部カットされ 内面柱状部左方向の削り。裾部 黄褐色。脚径11．4cm （旧15 I ・
る。 うすいパケ目。 S I O1，846）

Po 26

37

高杯杯部。平坦な底部からゆるく 外面杯部横へラ磨き。内面杯部 内外面黄褐色。胎土精良。口
外へ開 く杯部。口緑端部やや外反 縦へラ磨き。 径16．3cm （旧15 I ・S I Ol，‾
しカットされる。 1260）

P o 27

37

高杯杯部。平坦な底部から外反気 口緑端部内外面横ナデ。杯部内 内外面淡褐色。細砂粒。口径
味に立ち上る浅い杯部。口緑端部．
はカット。杯底部外面に小孔をも

つ。円盤充填式。

外面縦方向のへラ磨き。 14．6cm （旧15 I ・S I O1，914）

P o 28

37

高杯杯部。斜めにのびる深めの杯 杯部外面パケ目後ナデられ最後 内外面淡黄灰色。極細砂粒。
部。口緑端部は丸味をもつ。内面 に密度の濃い横磨き：。内面上端 口径16．5cm （旧15 I ・S I Ol，
風化著しい。 横磨き。底部一部に放射状の磨

きが見られる。
921）

P o 29

37

高杯杯部。外に開くやや深い杯部。内外面杯部縦へラ磨き。 外面暗褐色。内面褐色。細砂
口緑端部は外反しカットされる。 粒を含む。口径15 ．0cm （旧15

I ・S I Ol，1285）

P o 30

37

高杯脚部。大きな柱状部から短 く 外面柱状部面取り後細かい横磨 内外面赤褐色。小砂粒。脚径
「ハ」の字状に開 く裾部をもつ。 き。裾部横磨き。内面柱状部左 11．8cm （旧15 I ・S I O1，848）

脚端部は丸味をもち，器壁は柱状 方向のへラ削 り。裾部斜めのハ
部で中ぶくらみ。 ケ目。脚端部横にナデる。

P o 31

37

高杯杯部。平坦な底部から外反気 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面淡褐色。細砂粒。口径
味に立ち上る浅い杯部。口緑端部 面上半横にナデる。下半横方向 16 ．0cm （旧15 I ・S I O1，891）
はさらに外反し丸い。杯底部外面 のへラ磨き。底部付近パケ目残
に小孔をもつ。円盤充填式。 る。杯部内面横方向のへラ磨き。
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P o 32

37

高杯。外方に開く浅めの杯部と長 杯部外面横磨き。底部は細かい 外面淡黄褐色。内面黄灰色。

い柱状部からゆるやかに 「ハ」の パケ臼後横にナデる。内面上半 胎 土精良。口径16．0，脚径

字状に開 く裾部を持つ脚部。口緑 横磨き。下半横磨き後放射状の 11．5，器高13 ．2cm （旧15 I ・

端部は尖 り気味に丸 く終わり，脚 磨き。柱状部外面面取 り後上方 S I O1，1006）

端部はカット後つまみ出されやや と下方に横磨きが施される。内

凹む。裾部内面 3条のヘラ状工具 面左方向のへラ削り。裾部内外

による沈線。 面とも横にナデる。

P o 33

37

高杯。外に開く深い杯部と柱状部。外面杯部横へラ磨き，底部縦へ 外面暗褐色。内面褐色。細砂

口緑端部は外反し丸い。 ラ磨き。柱状部面取り後ナデる。粒を含む。口径15．8cm （旧15

内面杯部縦へラ磨き。柱状部左
方向の削り。裾部パケ目後ナデ。

I ・S I O1，964）

Po 34

37

高杯。外方に開 く浅い杯部と長い 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面樺色。細砂粒。口径

柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 面上半横方向のヘラ磨き，下半 17 ．3，脚径9．5，器高11．7cm （旧

部をもつ脚部。口緑端部カット。 横にナデる。杯部内面剥離のた 15 I ・S I O1，910）

脚端部は角ぼる。杯部と脚部の接 め不明。脚部外面横にナデる。

合部に 1条のへラ状工具による沈 内面柱状部左方向のヘラ削り，

線がはいる。 裾部横方向のパケ目残る。

P o 35

37

高杯。外方に開く浅い杯部と長い 杯部内外面横にナデる。杯部外 内外面黄褐色。胎土精良。口

柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 面底部付近横方向のへラ磨き。 径16 ．4，脚径11．6，器高13．3

部をもつ脚部。口緑端部は丸く終 脚部外面横方向の‘へラ磨き後横 cm （旧15 I ・S I O1，1003）

る。脚端部はカット。杯部の形は にナデる。脚部内面柱状部へラ

いびつ。 削り後ナデる。裾部横にナデ，

一部横方向のパケ目残る。

P o 36

37

鼓形器台脚部。台部は短 く外反し 簡部内外面横にナデる。台部外 内外面褐色。胎土精良。脚径

台端部は丸く終る。．台部の稜はや 面横にナデる。台部内面上半右 16．5cm （旧15 I ・S I O1，892）

や鋭い。 方向のへラ削り，下半横にナデ

る。

P o 37

37

器台。受部長 く外方へのび脚部短 外面磨きは粗く，一部パケ目残 内外面赤褐色。胎土精良。口

く外反する。器壁は厚い。脚部端 る。内面受部へラ磨き，脚部左 径26．6，脚径23 ．6，器高15．6

部共にカット。簡部は明瞭でない。方向下位右方向のへラ削り，脚 cm （旧15 I ・S I O1，859）

鼓形器台の稜が退化したものか。 端部へラ磨き。

Po 38

37

高杯型器台。杯部浅 く口緑部大き r杯部内外面横ナデ。脚部外面柱 内外面黄褐色。細砂粒。口径

く外反する。口緑端部カット気味。状部縦方向のパケ。脚部内面左 10．2cm （旧15 I ・S I O1，827）

屈曲部の稜は鈍い。杯部外面底部 方向のへラ削り，一部にパケ目

に小孔をもつ。 残る。

P o 39

37

椀。浅く，底部からゆるく内湾す 外面上部ナデる。下部不定方向 内外面淡黄褐色。一部黒斑あ

る。 のパケ目。内面ナデる。 り。細砂粒を含む。口径14 ．1

器高4．4cm （旧15 I ・S I O1，
1284）

F　 l 板状鉄製品。 最大幅0．7，厚さ0．2cm 挿図35　 （旧15 I ，1321）

F　 2 棒状鉄製品。 最大幅0．5，厚さ0．3cm 〃　　 （旧15 I ，544）

F　 3 板状鉄製品。 最大幅0．9，厚さ0．3cm 〃　　 （旧15 I ，1301）

F　 4 刀子か？ 最大幅1．2，厚さ0．2cm 〃　　 （旧15 I ，498）

D　 l 土製勾玉。 長さ3．4，．最大幅1．2，‾厚さ1・2cm 〃　　 （旧15 I ，543）

D　 2 土錘。一部欠損。 長さ10．2，最大径2．6cm ／／　 （旧15 I ，965・999）

－222－



S　 l 軽石。 全面に線刻が見られる。 挿図35　 （旧15 I ，1680）

P o 1

40

小型丸底壷。口緑部上半欠損。肩 外面口緑部下半横へラ磨き，肩 外面淡褐色，一部黒褐色。内
は張り，扁平気味の球形。 部横へラ磨き，胴部下半パケ目 面淡赤褐色。細砂粒を含む。

調整。内面口緑部横にナデる。 胴部最大径8．7cm （旧14 I ・S
胴部上半横にナデる。下半右方
向のへラ削り。

W ，2022）

Po　2

40

大型の小型丸底壷。口緑部はなだ 口緑部内外面横にナデる。外面 内外面黄褐色。外面スス付着。
らかに外反しながら長 くのびる口 胴部横方向のパケ目。内面胴部 砂粒。口径22．1，胴部最大径
緑。口縁端部はわずかに内へ折り 上半左方向のへラ削り，下半左 16 ．0，器高19．3cm （旧14 I ・
かえされる。l肩部は張る。口緑部

から肩部にかけての器壁は厚い。
上方向へのへラ削り。 S W ・S I O6，2071）

P o　3

40

聾。口緑部外反気味に立ち上がる 口緑部 ・頸部内外面横ナデ。肩 外面暗黄褐色。内面淡褐色。
複合口緑。屈曲部の稜は鋭 く，口 部外画上位横パケの後縦パケ， 外面胴部スス付着。小砂粒含
緑端部は内 ・外面にやや肥厚し， 下位横パケ。胴部中央部以下粗 む。口径16 ．0（推定），胴部最
端面は 1条の凹みを持つ。頸部は い縦パケの後一部細い横パケを 大径23 ．5cm （推定）（旧14 I ・
短く，胴部はなだらかな肩を持つ。施す。内面上半低い所より右方 S I O6，2062）
器壁は肩部において厚く，他は薄 向のへラ削り。下半左上方向の

い。 へラ削り。

P o 4

40

賓。口綾部ゆるやかに外反する複 口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 外面黄褐色。胴部中位以下ス
合口緑。屈曲部の稜はナデられ丸 横にナデる。胴部上方斜め横方 ス付着。内面黒褐色。細砂粒。
い。口緑端部は外側へやや肥厚し 向のパケ目調整。以下スス付着 口径14．6cm （推定）（旧14 I ・
鈍い稜をなす。端面やや凹む。頸 著しく調整不明。内面頸部横に S W ，2052）
部のくびれは弱く，肩部が張る。 ナデる。胴部上半右方向，下半
肩部外面に刺突痕見 られる。胴部
下半欠損。

左上方向のへラ削り。

P o　5

40

高杯脚部。短かめの柱状部とゆる 外面柱状部上方パケ目後横に磨 内外面黄灰褐色。極細砂粒。
やかに 「ハ」の字状に開く裾部を く。以下面取 り。裾部横にナデ 脚径11．5cm （旧14 I ・S I O6，
もつ脚部。脚端部カットされ平坦。る。内面柱状部右方向のへラ削 2076）
器壁は折り曲げ部でうすい。裾部 り。下方横方向にナデる。裾部
内面にへラ状工具による2 条の沈
線。

横方向のパケ目。

P o　6

40

高杯脚部。太い柱状部から 「ハ」 外面柱状部面取り後横磨き。上 外面淡黄褐色。内面暗黄灰色。

の字状に開く裾部をもつ脚部。脚 方の磨き密。裾部横磨き。内面 細砂粒。脚径 12．1cm （推定）
端部ナデられ丸く終わる。 柱状部上半絞り目。下半左方向

のへラ削り。裾部横パケ目。

（旧14 I ・S I O6，2061）

P o　7

40

高杯杯部。外方に開く浅めの杯部。杯部内外面ナデの後横方向のへ 内外面灰褐色。極細砂粒。口
口緑端部は丸く終わる。脚部を欠 ラ磨き。 径16．0cm （旧14 I ・S I O6，
くが，円盤充填式と思われる。杯
下部剥離著しい。

2064）．

P o 8

40

高杯杯部。外方に開く深い杯部。 外面縦パケ後一部横へラ磨き， 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
口緑端部はさらに外反し，カット 内面パケ後縦へラ磨き。 む。口径16 ．3cm （旧14 I ・S
気味。 I O6，2059）

F　 l 棒状鉄製品。 最大幅0．2，厚さ0．2cm 挿図38　 （旧14 I ，2079）

F　 2 棒状鉄製品。 最大幅0．3，厚さ0．2cm 〃　　 （旧14 I ，2069）

S　 l 横型石匙。 全長5．8，厚さ0．4cm 〃　　 （旧14 I ，2002）
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P o 1

42

賓。口緑部斜めにのびる 「く」の 口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 外面暗黄灰色。片面スス付着。

字状口緑。口緑端部はカットされ，デる。‾肩部所々に縦パケ目残る。内面黄褐色。細砂粒。口径
内に肥厚し鈍い稜をなす。頸部は 胴部上半横方向のパケ目。以下 11．0，器高12．9cm （旧15 I ・
やや強く，やや扁平な球形の胴部 不定方向のパケ目。部分的にナ S I O2，1743）
に続 く。器壁は全体に薄い。 デが施される。内面胴部上半右

方向，以下左方向のへラ削り。
底部に指頭圧痕残る。

F　 l 棒状鉄製品。 最大幅0．3，厚さ0．3cm 挿図42　 （旧15 I ，1269）

B　 l 鋼鉄。茎欠損。 残存長3．9，最大幅1．6，厚さ0．5

cm

〃　　 （旧15 I ，496）

P o 1

46

壷。口緑部斜めに立ち上がる複合 口緑部 ・頸部内外面横ナデ。肩 内外面黄褐色。口径22．0cm （推
口緑。屈曲部の稜はやや鈍 く，口 部外面ナデる。内面高い所より 定）（旧15 I ・N E ，1081）
緑端部を少し内側に肥厚させる。
端面は 1条の凹みを持つ。頸部は
長く，器壁は厚い。胴部を欠 く。

右上方向のへラ削り。

P o　2

46

壷。外へ開 く．複合口緑，屈曲部の 口線内外面横にナデる。外面頸 内外面黄褐色。外面胴部下
稜は鋭い。口縁端部カット。頸部 部横ナデ，胴部上位パケ目，下 位 ・内面口緑スス付着。細砂
短い。やや肩の張る球形の胴部。 位パケ目後ナデ。内面頸部横ナ 粒を含む。口径21 ．4，胴部最

デ後縦ナデ，胴部 ・肩部右上方 大径30．8，器高36．5cm （旧15
向のへラ削り，その下左上方向

のへラ削り。底部ナデ指頭圧痕
有 り。

J ・S I O4，968）

P o　3

46

長頸壷。口緑部外へ開く長い「く」 口緑 ・頸部内外面ナデる。外面 内外面淡明褐色。外面スス付
の字状口緑。口緑端部丸い。胴部 肩部ナデ，その下より小さいハ 着。胎土精良。口径11 ．2，胴

は球形。 ケ目。内面胴部右方向のへラ削 部最大径 14 ．5，器高17．0cm （旧
り。底部指頭圧痕あり。 15 J ・S I O4，1035）

P o 4

46

小型丸底壷。口緑部外反気味に外 外面口緑部ナデ，胴部横パケ。 内外面明褐色。砂粒を含む。
方に長 く伸びる。頸部のくびれは 内面口緑部ナデ，胴部右へラ削 口径9．9，胴部最大径6．7，器
狭 く，胴部は扁平。頸部の位置は

器高のほぼ中位に，最大径は口緑
部にある。器壁全体に厚い。

り後ナデ。 高6．3cm （旧15 J ・S I O4，982）

Po　5

46

小型丸底壷。口緑部長く斜めに立 口緑部外面上位ナデの後一部横 内外面黄褐色。外面口縁部上
ち上がる 「く」の字状口緑。口緑 磨き，以下細い横磨き。内面横 位スス付着。細砂粒含む。口
端部は丸い。胴部は肩部が張 り扁 にナデる。胴部外面上半細い横 径9．3，胴部最大径7．8，器高
平。器壁はやや厚いこ最大径は胴 磨き，下半縦パケ。内面左方向 8．7cm （旧15 J ・S I O4，1189）

部中位。 のへラ削り。底部左方向のへラ
削り。底部左方向のへラ削りの
後ナデ調整，指頭圧痕残る。

P o　6

46

小型丸底壷。口緑部長 く外反気味 口緑部内外面横ナデ。胴部外面 外面黄灰色。内面黄褐色。細
に立ち上がる 「く」の字状口緑。 上半パケ，下半ナデる。内面上 砂粒含む。口径9．4，胴部最大
口緑端部は丸 く終わる。胴部は肩 半縦ナデ，下半左方向の削り， 径7．6，器高8．2cm （旧15 J ・
がはり扁平。器壁はやや厚い。最

大径は口緑部に有る。

底部に指頭圧痕残る。 S I O4，955）
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P o　7

46

小型丸底壷。口緑部やや内湾する 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。小砂粒を含む。
「く」の字状口緑。口緑端部は細 外面胴部パケ目調整，肩部指オ 口径8．6，胴部最大径 10 ．2，器
く終る。胴部は扁平な球形。最大 サエ残る。内面胴 ・肩部指オサ 高10 ．3cm （旧15 J ・S I O4，
径は胴部中位にある。器壁全体に エあり，その下右方向の削り。 958）
やや薄い。 底部指頭圧痕残る。

Po　8

46

小型丸底壷。口緑部わずかに内湾 外面口緑部ナデ，胴部パケ，内 内外面明褐色。小砂粒を含む。
し外方にひらく 「く」の字状口縁。面口縁部横パケ，胴部右へラ削 口径9．3，胴部最大径10．4，器
口緑端部丸 く終る。胴部球形。最 り。底部左へ削り上げる。 高9．6cm （旧15 J ・S I O4，
大径は胴部中位にある。 1149）

P o　9

46

小型丸底壷。口緑部長 く斜めに立 口緑部外面細い横磨き。内面ナ 内外面茶褐色。外面口緑部一
ち上がる 「く」の字状口縁。口＿緑 デ調整。胴部外面上半細い横磨 部スス付着。，内面底部黒斑残
端部は丸 く，少し内側に肥厚させ き，下半縦パケ。内面左方向の る。口径10．0，胴部最 大径
る。胴部はなだらかな肩を持ち少 へラ削 りの後 ナデ調整。口緑 8．8，器高9．2cm （旧15J ・S
し扁平。器壁はやや厚い。最大径 部 ・胴部中央 ・底部に指頭圧痕 I O4，1100）
は口緑部。 有り。

P o lO

46

小型丸底壷。口緑部やや内湾する 外面口緑部 ・頸部 ・胴部上位ナ 内外面淡茶褐色。口径9．7，器
「く」の字状口緑。口緑端部外側 デる，一部横磨きあり。胴部下 高9．1cm （旧15 J ・S I O4，
にカット。胴部やや扁平な球形。 位パケ目後ナデる。内面口緑 ・ 1160）
最大径は口緑部にある。器壁全体 頸部ナデる。胴部左方向の削り。
に薄い。 底部指頭圧痕残る。

P o 11

46

・小型丸底壷。口縁部外反気味に立 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 外面明褐色。内面淡褐色。外
ちあがる短い 「く」の字状口緑。 上半横にナデ，下半横方向のハ 面黒斑あり。口径8．6，胴部最
口緑端部は丸く終る。胴部は扁平 ケ目。胴部内面上半右方向のへ 大径9．9，器高8．9cm （旧15 J ・
な球形。最大径は胴部中位にある。ラ削りの後，強い横方向のナデ，

以下ナデる。
S I O4 ・B 区，1200）．

P o 12

46

小型丸底壷。内湾気味に開く「く」 外面口緑部横にナデる。肩部に 内外面淡赤褐色。一細砂粒を含
の字状口緑。肩は張り，扁平な球 横へラ磨き，以下胴部不定方向 む。口径8．6，胴部最大径9．2，
形の胴部。最大径は器高の中位に のパケ目後ナデ消す。内面口緑 器高7．9cm （旧15 J ・S W ，738）
ある。 部横へラ磨き後横にナデる。肩

部指頭圧痕有 り，以下胴部左方
向のへラ削り。

P o 13

46

小型丸底壷。口縁部内湾気味の短 外面口緑部 ・胴部上半横方向の 内外面黄褐色。細砂粒。口径
い 「く」の字状口緑。口緑端部は へラ磨き，胴部下半横方向のハ 8．1，胴部最大径9．8，器高8．5
丸く終る。胴部は扁平な球形。最 ケ目。内面口緑部横にナデる， cm （旧15 J ・S E ，792）

大径は胴部中位にある。 胴部右方向のへラ削り。

P o 14

47

小型丸底壷。口緑部やや内湾気味 口緑部内外面横ナデ。胴部外面 外面黄褐色。内面黄灰色。細
に立ち上がる 「く」の字状口緑。 上部縦パケの後横パケ。下半不 砂粒含む。口径9．0，胴部最大
口緑端部丸 く終わる。胴部は肩が 定方向のパケ。内面上位低い所 径9．9，器高8．7cm （旧15 J ・
張 り扁平。器壁は厚い。最大径は より左方向のへラ削りの後縦ナ S E ，793）
胴部中位にある。 デ。下位左方向のヘラ削りの後

ナデ調整。‘全体に指頭圧痕有 り。

Po 15

47

小型丸底壷。口緑部短く斜めに立 口緑部内外面療ナデ。肩部外面 外面暗褐色。内面褐色。細砂
ち上がる 「く」の字状口緑。口緑 ナデる。内面へラ削りの後縦ナ 粒含む。口径8．1，胴部最大径
端部は丸い。胴部は肩が張り扁平。デ，その後横にナデる。胴部外 8．8，器高7．7cm （旧15 J ・S
器壁はやや薄い。最大径は胴部中 面縦パケ。中位に2 ～ 3 ヶ所指 I O4，739）
位よりやや上。 頭圧痕有り。内面右方向のへラ

削 り，底部指頭圧痕残る。
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P o 16

47

小型丸底壷。口緑部短 く外反する 口緑部内外面横ナデ。胴部外面 外面灰褐色。内面黄褐色。細

「く」の字状口緑。口縁端部は丸 上部ナデる。以下不定方向のハ 砂粒含む。口径8．9，胴部最大

味を帯び，外側につまみ出す。胴 ケ。内面高い所より左方向のへ 径8．9，器高7．3cm （旧15 J ・

・部は肩がなだらかで扁平。器壁は ラ削り。底部左方向のへラ削り S I O4，1048）

厚い。最大径は口緑部 ・胴部にあ

り，ともに同じ。

の後ナデ調整，指頭圧痕残る。

P o 17

44

襲。口緑部ゆるやかに外反する複 口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 外面淡黄褐色。胴部下半スス

合口緑。屈曲部はナデられ稜は退 横にナデる。胴部上方横方向の 付着。内面暗黄灰色。細砂粒

化気味。口緑端部は外側へ肥厚し 幅広いパケ目。中位不定方向の 含む。口径16 ．4，器高26．0cm

稜は鈍い。端部外側へカットされ，細かいパケ目調整。下方パケ目 （旧15 J ・S I O4，1547）

やや凹む。頸部のくびれが狭 く扁 のナデ消し。内面頸部横にナデ

部の張る縦長の胴部に続 く。肩部 る。胴部上位右方向，中位右上

外面に木口状工具による刻み目残 方向，以下左上方向のへラ削り。

る。器壁は口緑部で厚め。 底部に浅い指頭圧痕残る。

P o 18

44

聾。口緑部は短 く開く複合口縁， 口緑部 ・頸部 ・肩部内外面横に 内外面黄褐色。細砂粒。口径

屈曲部の稜は鈍く退化気味。口緑 ナデる。胴部外面上部横 ・斜め 14 ．8 （推 定），胴部 最 大 径

端部上方にカット。頸部は短 く， 方向のパケ，以下ナデる。内面 23．1，器高24．9cm （旧15 J ・

胴部はなだらかな肩をもつ縦長気 胴部上半右上方向のへラ削り， S I O4，1068）

味の球形。器壁は全体に薄い。 下半左上 ・右上方向のへラ削り。

底部指頭圧痕残る。

P o 19

44

聾。口緑部外反する短かめの複合 口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 内外面黄褐色。外面胴部中位

口緑。屈曲部の稜はナデのため退 横にナデる。胴部上方横方向の 以下スス付着。小砂粒多く含

化気味。口緑端部 は外側へ鋭 く パケ目。中位上半縦パケ目，下 む。口径15 ．1，器高25．6cm （旧

カット。頸部のくびれ狭 く，肩の 半不定方向のパケ目調整云胴部 15 J ・S I O4，723）

張る縦長の胴部に続 く。 下方パケ目後ナデ仕上げ。内面
肩部横にナデる。胴部上半右方
向のへラ削り，下半右方向の削
り上げ後指オサエ。

P o 20

44

聾。口緑部外反する短い複合口緑。口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 外面黄灰色。内面黄灰褐色。

屈曲部は短く横につまみ出される デる。肩部上方縦パケ目，胴部 小砂粒めだつ。口径14 ．3cm （推

が退化気味。口緑端部は外方へや 上半幅広の横パケ目。以下細か 定）（旧15 J ・S I O4，1218）

や折 り曲げられ稜は甘い。頸部や い縦方向のパケ目調整。所々に
や長 く，縦長の球形である胴部に 斜めのパケ目見える。内面肩部

続く。器壁胴部で厚い。 横にナデる。胴部上半右方向，

下半左上方向のへラ削り。

P o 21

45

聾。口緑部斜めにのびる短かめの 口縁部横ナデ云外面頸部 ・肩部 内外面黄灰色。内面口緑部一

「く」の字状口緑。口緑端部は内 横方向にナデる。胴部上位横方 部黒斑有 り。小砂粒含む。口

側に肥厚し鈍い稜をなす。端面は 向 ・中位縦方向のパケ目調整。 径14．4cm （推定）（旧15 J ・S

内側にカットされる。頸部は短く 内面頸部 ・肩部横にナデる。肩 I O4，1009）

肩部はゆるやか。胴部下半欠損。 部には指で押えた跡残る。以下

右方向の幅広のへラ削り。

P o 22

45

襲。口緑部は外方に開 く 「く」の 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。外面スス付着。

字状口緑。口緑端部内側に面をな 外面肩部パケ後ナデ消す。胴部 口径15．2，胴部最大径20．9，

して肥厚し，鈍い稜をつくる。頸 上半横方向のパケ，中央部縦方 器高23．1cm （旧15 J ・S E ，

部短く，球形の胴部につづ く。器 向 ・横方向のパケ，以下不明。 789）

壁は口緑 ・頸部 ・底部は肥厚し， 内面胴部上半右方向のへラ削り，

胴部は薄い。底部に外面から内面 下半右上方向のへラ削り。底部

への穿孔あり。 指頭圧痕ある。
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P o 23

45

襲。口緑部は短 く開く複合口緑， 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面褐色。肩部以下スス付着。
屈曲部の稜は鋭さに欠ける。口緑 外面胴部パケ目後ナデ消す。内 内面明褐色。細砂粒を含む。
端部カット。頸部短 く，胴部はな 面胴部上半右 ・左方向のへラ削 口径16 ．1，胴部最大径22．3，
だらかな肩をもつ縦長気味の球形。り，下半指頭圧痕多く残る。 器高25．7cm （旧15 J ・S I O4，
肩部に木口状工具による刻み目。 1233）

P o 24

45

聾。口緑部は短 く開 く複合口緑， 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。外面スス付着。
屈曲部の稜は鈍い．。口緑端部内側 外面胴部上半横パケ目，下半縦 細砂粒を含む。口径15．0，胴
にカット。胴部はやや肩が張る球 パケ目をナデ消す。内面胴部上 部最大径24 ．0cm （旧15 J ・S
形。 位指オサエ，以下右 ・左方向の

削り。底部指頭圧痕残る。
I O4，1135）

Po 25

45

賓。口緑部内湾気味に立ち上がる 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 外面黄褐色。内面黄灰色。外
「く」の字状口緑。口緑端部は内・ 上位横にナデる。中位横パケ， 面底部スス付着。小砂粒含む。

外に肥厚させ，やや内側に面をな 以下縦パケ主。内面胴部上半右 口径18．2，胴部最大径29 ．0，
す。胴部はなだらかな肩を持つ。 上方向のへラ削り，下半削り上 器高32．9cm （旧15 J ・S E ，
器壁厚い。 げ。 734）

P o 26

45

賓。口緑部はやや直立気味に立ち 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面黄褐色。砂粒。口径
あがる複合口緑。口緑端部は外側 胴部上半横方向のパケを施す。 16．5，胴部最大径24 ．9cm （旧
にカットされ肥厚し，稜は鈍く退 以下縦方向のパケ。内面肩部指 15 J ・S I O4，1161）
化気味。頸部短く，肩部やや張る。頭圧痕残る。胴部上半ナデる，
器壁はやや薄い。 下半左方向のへラ削り。

P o 27

46

婆。口緑部は短く開く複合口緑， 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面灰褐色。胴部中央スス付
屈曲部の稜は鈍い。口緑端部カッ 外面胴部上半は横パケ目，下半 着。内面黄褐色。小砂粒を含
ト，肥厚し外側につまみ出される。縦 ・横パケ目をナデ消す。内面 む。口径13．5，胴部最大径22．0
頸部は短 く，胴部は縦長気味の球 胴部上半指頭圧痕，一部右方向 cm （旧15 J ・S I O4，1213）
形。 のへラ削り，下半右上方向のへ

ラ削り，一部指頭圧痕残る。

P o 28

46

聾。口緑部内湾気味に開く ‘「く」 口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 外面淡茶褐色。内面茶褐色。
の字状口緑。口縁端部は上方 に 横にナデる。胴部中位横方向の 小砂粒。口径13．3cm （旧15 J ・
カットされ，やや外方へ折 り曲げ パケ目，以下縦方向を基調とす S I O4，1105）
られる。頸部長めで，胴部は縦長 るパケ目調整。内面胴部上半右
の球形。器壁は胴部中位で薄い。 方向のへラ削り。下方は剥離著

しく調整不明。

p。29

46

聾。口緑部は内湾気味に短 く開 く 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。細砂粒。口径
「く」の字状口緑。口緑端部は内 外面胴部上半横方向のパケを施 14 ．6cm （旧15 J ・S I O4，1154）
側に鈍い稜をもつ。口緑 ・頸部は す。内面胴部上半右方向のへラ
器壁が厚いが，胴部は薄い。 削り。

P o 30

46

聾。口緑部内湾気味に立ち上がる 口綾部外面上半横にナデる。下 外面茶褐色。内面淡褐色。外
「く」の字状口緑。口緑端部内側 、半細い横磨き。内面横にナデる。面胴部スス付着。小砂粒含む。
に肥厚させる。器壁は厚い。胴部 胴部上半細い横磨き。内面右方 口径11．5cm （旧15 J ・S I O4，
下半を欠 く。 向のへラ削り。 1229）

P o 31

47

高杯杯部。平坦な底部から外反気 口嘩端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。胎土精良。口
味に立ち上る深い杯部。口緑端部 面横方向のへラ磨き，屈曲部以 径18．5cm （旧15 J ・S I O4，
はさらに外反しカットされる。外 下はナデを施し，一部パケ目残 1195）
面屈曲部に鈍い稜をもつ。 る。杯部内面縦方向のへラ磨き

の後，横方向のへラ磨き。
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P o 32

47

高杯杯部。平坦な底部から外反気 外面横にナデる。内面口緑部横 外面茶褐色。内面淡茶褐色。
味に立ち上る深い杯部。口縁端部 磨き，底部も横磨きと思われる 胎土精良。口径18 ．4cm （旧15

はさらに外反し丸い。外面屈曲部

に鋭い稜をもつ。杯底部外面に小
孔をもつ。

が剥離多い。 J ・S I O4，1126）

P o 33

47

高杯杯部。平坦な底部から外反気 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面赤褐色。細砂粒。口径
味に立ち上る深い杯部。口縁端部 面上半横方向のへラ磨き，下半 16．2cm （旧15 J ・S I O4，1171）
はさらに外反し丸い。杯底部外面 横方向のナデを施す。杯部内面
に小孔をもつ。円盤充填式。 縦方向のへラ磨きを施す。

P o 34

47

高杯杯部。平坦な底部から外反し 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面淡明褐色。細砂粒。口

て立ち上る浅い杯部。口緑端部は 面は縦方向のへラ磨き。杯部内 径16 ．0cm （旧15 J ・S I O4，
さらに外反し丸い。杯底部外面に
小孔をもつ。円盤充填式。

面は横方向のへラ磨き。 1209）

P o 35

47

高杯杯部。平坦な底部から外反気 口緑端部内外面横ナ‘デ。杯部外 内外面淡明褐色。細砂粒。口
味に立ち上る浅い杯部。口緑端部 面縦方向のパケ後横方向のへラ 径17．7cm （旧15 J ・S I O4，
は丸い。杯底部外面に小孔をもつ。磨き。杯部内面横方向のへラ磨

きb

1069）

P o 36

47

高杯杯部。平坦な底部から外反気 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面淡明褐色。砂粒。口径
味に立ち上る浅い杯部。口緑端部 面横方向のへラ磨き，底部付近 16．2cm （旧15 J ・S I O4，1159）
は丸い。杯底部外面に小孔をもつ。縦方向のパケを施す。杯部内面

縦方向のへラ磨き，一部横方向

のへラ磨き。

P o 37

47

高杯。平坦な底部から外反気味に 杯部外面口緑部横にナデる。底 内外面淡褐色。口径17 ．2，脚
立ち上がる深い杯部。口緑端部は 部へラ削りの後ナデる。内面口 径13 ．6，器高13．5cm （旧15 J‘・
丸 く終わり，外面屈曲部にやや鋭 縁部横磨き，底部放射状に磨き S I O4，914）
い稜を持つ。脚部は長い柱状部か を施す。脚部外面ナデる。内面
ら 「ハ」の字状に開く裾部を持つ。柱状部左方向のへラ削り，裾部
脚端部はカット。接合部は円盤充
填式で，中央に竹棒による小孔を
持ち，外面は 1条の磨きが巡る。

パケ。

P o 38

47

高杯。杯郡上半欠損。長い柱状部 外面杯部下半横へラ磨き，柱状 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
から大きく広がる裾部をもつ脚部。部中位に横へラ磨き後ナデ。裾 む。脚径9．9cm （推定）（旧15

脚端部カット。 部横にナヂる。内面杯部下半横

へラ磨き，柱状部絞 り。裾部横
パケ。

J ・S I O4，1217）

Po 39

47

高杯。杯部口緑部欠損。柱状部は 杯部外面縦パケ目後ナデが施さ 外面暗灰色。内面脚部灰褐色。
長 く，ゆるやかに 「ハ」の字状に れ，所々横磨き。内面放射状の 杯部黄灰色。細砂粒。脚径11．0
開 く裾部を持つ脚部。柱状部はや 磨き。柱状部外面上方パケ目後 cm （旧15 J ・S I O4，1164）
や中ぶくらみで，脚端部はカット 疎な横磨き。以下横にナデられ
後横方向につまみ出される。接合 る。内面柱状部上半左方向のへ
部に 1条の沈線。脚部円盤充填式。ラ削り。以下ナデられる。裾部
裾部内面に 2条のへラ描沈線。 に浅い指頭圧痕見られる。

P o 40

47

高杯杯部。平坦な底部から外反気 外面横へラ磨き，底部パケ目残 内外面黄白色。胎土精良。口

味に立ち上る深い杯部。口緑端部 る。内面縦 ・横へラ磨き。 径16 ．1cm （旧15 J ・S I O4，

カット。 1072）
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P o 41

47

高杯。外方に開 く深い杯部 と長い 杯部内外面横ナデ後縦へラ磨き。内外面淡黄褐色。細砂粒を含
柱状部をもつ脚部からなる。口緑 脚部外面縦へラ磨き後ナデ，内 む。口径16 ．8，脚径11．8，器
端部は外にカット。杯底部外面小 面柱状部左へラ削り，以下パケ。高15 ．0cm （旧15 J ・S I O4，
孔をもつ。脚部 3方円形透し孔。
脚端部角ぼる。

1014）

P o 42

47

高杯。外方に開く浅い杯部と長い 杯部内外面横にナデる。杯部外 内外面黄褐色。胎土精良。口
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 面底部付近パケ目残る。脚部外 径18 ．5，脚径10．1，器高12 ．0
部をもつ脚部。口緑端部はやや面 面柱状部面取 り的磨き後ナデ， cm （旧15 J ・S I O4，998）
を意識しながらも丸 く終る。杯底 一部パケ目残る。裾部横ナデ。
部外面浅い小孔ある。脚端部は角 脚部内面柱状部絞り目残り，以
ぼる。裾部内面に2 条のへラ状工 下左方向のへラ削り，裾部は横
具による沈線。 にナデた後横パケ目を施す。

P o 43

47

高杯。外方に開 く深い杯部と，長 杯部内外面放射状のへラ磨き。 内外面淡黄赤色。細砂粒を含
い柱状部から 「ハ」の字状に開く 脚部外面面とり後ナデ，内面柱 む。口径14 ．9，脚径11．5，器
裾部を持つ脚部からなる。口緑端 状部左へラ削り，以下パケ後ナ 高12．8cm （旧15 J ，795）
部は面を意識しながらも丸く終る。
杯底部外面浅い小孔をもつ。脚端
部カット。

デ。

P o 44

47

高杯脚部。柱状部から 「ハ」の字 外面柱状部上位縦パケ目後縦へ 内外面淡黄褐色。胎土精良。
状に大きく開く脚部。 3方透し孔。ラ磨き，その下横へラ磨き。裾 脚径14．8cm （旧15 J ・S I O4，

部ナデる，下位パケ目残る。内
面柱状部左方向の削り。裾部ナ
デる，パケ目残る。

1072）

P o 45

47

鼓形器台。受部外反し，口緑端部 外面受部縦磨き，簡部横にナデ 内外面淡褐色。口径23．2cm （推
に 1条の凹みを持ち丸 く終わる。 る。内面受部横にナデ，簡部カッ 定）（旧15 J ・S I O4，986）
筒部の稜はやや鋭く，横に延びる。
脚部欠損。

トの後ナデ草。

P o 46

47

器台。脚部はやや外反し，脚端部 外面簡部横ナデ，脚部縦磨き。 内外面黄褐色。細砂粒を含む。
肥厚する。脚部の稜は鋭い。受部 内面受部下位横磨き，簡部カッ 脚径24．5cm （旧15 J ・S I O4，
は上位欠損。 ト，脚部左上方向のへラ削り。 1082）

P o 47

47

鼓形器台。筒部上下の稜は退化し 外面横方向に丁寧にナデる。内 外面明赤褐色。内面赤褐色。
て見られない。受部 ・脚部 ともゆ 面受部ナデ。上方にはさらに面 極細 砂粒。口径15 ．8，脚 径
るやかに外反し，端部でさらに外 取り的磨き。筒部へラ削り後横 15．6，器高10 ．7cm （推定）（旧
反する。筒部は短い。受部 ・脚部 にナデる。脚部右下方向のへラ 15 J ・S I O4，994）
は端部丸 く終わる。 削り。脚端部ナデる。

P o 48

47

鼓形器台。受部大半を欠く。簡部 外面横方向にナデる。内面受部 内外面暗黄灰色。極細砂粒。
は短 く∴脚部ゆるやかに開き，脚 幅広の横磨き。簡部へラ削・り後 脚径25．0cm （旧15 J ・S I O4，
端部は肥厚する。受部 ・脚部の稜 ナデ。脚部左方向のへラ削り。 1031）
は横につまみ出されシャープ。 脚端部ナデ。

P o 49

47

小型器台脚部。外方に開く脚部。 外面脚部横にナデる。内面脚部 内外面淡褐色。胎土精良。脚
脚端部カット。 左方向の削り，以下右方向の削 径9．8cm （旧15 J ・S I O4，945）
受部は上位欠損。 り。

P o 50

47

小型器台。脚部大半を欠く。内湾 外面杯部 ・脚部 とも縦磨き。接 内外面明赤褐色。細砂粒。口
気味に開く少し長めの杯部。口緑 合部に横磨き混る。内面杯部疎 径9．4cm （旧15 J ・S I O4，992）
端部は丸味を帯びる。杯部内面底 な横磨き。脚部左方向のヘラ削
部に小孔有 り。 り後ナデが施される。
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P o 51

47

小型器台。脚部欠損。内湾気味に 外面杯部横にナデる。底部はハ 内外面赤褐色。細砂粒。口径
外方に開く杯部。口緑端部は角ば ケ目後ナデ。内面横方向のへラ 8．8cm （旧15 J ・S E ．，785）

る。杯部底部内面に刺突孔有 り。 磨き。

P o 52

48

高杯型器台。杯部浅 く，口緑部外 杯部内外面横磨き，脚部外面上 内外面淡茶褐色。細砂粒含む。
反気味に立ち上がり，口緑端部は 位横磨き，中位縦パケ，下位ナ 口径8．9，脚径11．2，器高8．3
丸 く終る。屈曲部の稜は鈍い。脚 デる。内面上半左上方向のへラ cm （旧15 J ・S I O4，1106）

部は 「ハ」の字状に直線的に開く。
脚端部は 1条の凹みを持ち，やや
丸 く終る。脚部は3 方透し孔。

削り，下半ナデる。

Po 53

48

小型器台。外方に大きく開く杯 ・ 外面へラ磨き，一部パケ目残る。内外面暗茶褐色。胎土精良。

脚部をもつ。口緑 ・脚端部は薄く 内面杯部へラ磨き後放射状の暗 口径9．4，脚径12．0，器高7．5

丸 く終る。 文，下位パケ目残る。脚部丁寧

な削り以下ナデる。

cm （旧15 J ・S I O4，1232）

P o 54

48

高杯型器台。杯部浅 く，口縁部斜 ・杯部外面ナデる。内面口緑部横 内外面責灰色。口径10 ．6，脚

めに立ち上がる。屈曲部の稜は鈍 にナデる。底部磨き。脚部外面 径11 ．4，器高9．4cm （旧15 J ・
い。脚部は 「ハ」の字状に開く。 柱状部縦パケ。裾部横ナデ。内 S I O4，1207）
口緑端部 ・脚端部とも丸く終る。

器壁は薄い。接合部は円盤充填式
で中央に竹棒による小孔を持つ。

面柱状部絞り。裾部パケ。

P e 55

48

鉢。内湾気味に外に開く体部。口 休部外面横パケ後ナデ。内面口 内外面淡褐色。小砂粒を含む。

緑端部尖り気味。底部わずかに平 緑部パケ，以下へラ削り。 口径14．8，器 高5．3cm （旧15

底気味。 J ・S I O4，1050）

P o 56

48

椀。口縁部内湾する浅い椀。 外面ナデと指オサエ，底部削り。外面黄褐色。内面淡黄褐色。
内面不定方向のパケ目。 細砂粒を含む。口径14 ．5，器

高4．9cm （旧15 J ・S I O4，928）

P o 57

48

コシキ型土器。ほぼ直線的に外方 口緑部内外面横ナデ。外面口縁 外面褐色。内面淡褐色。上半
にむかって開く胴部は底部付近で パケ目をナデ消す。胴部縦方向 部スス付着。口径49．3，底径

ややすぼまり，タガ状の凸帯がつ のパケ目，把手部ナデ，あらい 18．0，器高65 ．・5cm （旧15 J ・

く。口緑端部 ・底部端部は平坦面 パケ目残る。底部横ナデ。内面 S I O4，＿1165）
をなす。胴上部に縦位の環状把手 端部近くまで右下削り，下部指
を 1対，下部に横位の環状把手を

1対つける。大型で器壁厚い。

頭圧痕残る。

F　 l 鉄鉱。 最大幅2．0，厚さ0．2cm　木質部

が付着している。

挿図44　 （旧15 J ，1116）

F　 2 錯先か？ 厚さ0．2cm　中央部に小孔有り。 〃　　 （旧15 J ，1251）

S　 l 磨石。 長さ6．8，最大幅5．4，厚さ4．3cm
赤色顔料が全面に付着していた
可能性有り。全面に光沢がある。

〃　　 （旧15 J ，1208）

S　 2 磨石。一部欠損。 長さ11．7cm　使用面には光沢が

あり，黒ずんでいる。

〃　　 （旧15 J ，717）
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P o l 高杯。外方に開くやや深めの杯部
　ヽ　　　ヽ

杯部外面パケ目後ナデ，最後に 内外面赤褐色。小砂粒含む。

50
と，短い柱状部から 「ハ」の字状 横磨草が施される。内面放射状 口径16 ．9，脚径13．6，器高12．0
に広がる裾部をもつ脚部。口緑端 のへラ磨 き。上方にはさらに波 cm （推定）（旧15G ・S I Ol，
部はカットされ鋭い。脚端部 は 状の磨きが巡る。・柱状部外画面 1468）
カット後ナデられ丸 く終わる。器 取り後部分的な横磨き。内面右
壁は全体的に厚い。 方向のへラ削り。裾部外面ナデ。

内面パケ目後横にナデる。

P o 2 椀。ゆるやかに外反する。口緑端
立

外面ナデ仕上げ。内面放射状の 外面淡明褐色。内面黄褐色。

50
郡カット。器壁は均一である。 へラ磨きを施す。 砂粒を含む。口径12．2，器高

3．7cm （推定）（旧15G ・S I
01，1480）

Po　3 コシキ型土器。ほぼ直線的に外方
⊥

口緑部内外面横ナデ。胴部外面 外面黒褐色。内面暗褐色。口

51
にむかって開く胴部。口緑端部面 縦方向のパケ目。内面上部横方 径48．0cm （旧15G ・S I Ol，
をなす。把手については不明。 向のパケ目，下部右方向以下下

方向のへラ削り。
1472）

F　 l 鉄鉱。一部欠損。 長さ3．3，厚さ0．2，0．3cm 挿図50　 （旧15G ，1428）

F　 2 錆か？ 最大幅0．9，厚さ1．0cm 〃　　 （旧15G ，1473）

J l 淡青色ガラス小玉。 長さ0．4，径0．5cm ・ 〃　　 （旧15G ，1434）

P o l 長頸壷。口緑部はなだらかに外反
中　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

口緑 ・頸部 ・肩部内外面ともに 内外画黄褐色。口径18 ．0cm （旧

54
しながら長‘くのひる 「く」の字状 横にナデる。外面胴。上半横 ・ 15G ・S I O2，1509）
口緑。口緑端部カット。胴部は肩 縦方向のパケを施す。内面胴部
が張る。 上半右方向のへラ削りを施す。

P o 2 壷。口緑部外反する複合口緑。一屈
立

口緑部内外面横にナデる。外面 外面赤黄灰色。口緑部一部黒

54
曲郡の稜は横に短くつまみ出され 頸部縦パケ目後ナデ。以下パケ 斑有 り。内面茶灰色。小砂粒
鋭い。口緑端部カヅト後外方につ 目のナデ消し。内面頸部ナデる。目立つ。口径21．2cm （旧15G ・
まみ出す。頸部は長い。器壁は胴
部で薄い。胴部大半を欠 く。

胴部右方向のへラ削り。 S I O2，1603）

Po　3 賓。口緑部内湾気味に立ち上がる 口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 内外面淡黄褐色。外面胴部下

54
複合口緑。屈曲部の稜は横につま パケ目のナデ消し。以下縦方向 半スス付着。小砂粒。口径15．6
み出されシャープ。口緑端部 は を主とするパケ目調整。内面頸 cm （推定）（旧15G ・S I O2，
カットされ外方に肥厚し鈍い稜を 部直下横 にナデる。以下右方 1610）
つくる。頸部のくびれは広 く，肩

の張る胴部に続 く。肩部外面に凹
線状のパケ目巡る。器壁胴部下方

で薄い。

向 ・左上方向のへラ削り。

P o 4・聾。口緑部外反する複合口緑，屈
立　　　　　　　　　　　　　　　　　　上

口緑部内外面横ナデ。頸部内外 外面暗褐色。内面黄灰色。外

54
曲郡の稜は鋭く，口緑端部カット。面ナデる。外面胴部上位ナデる。面スス付着。小砂粒含む。口
頸部は短く，胴部はやや肩が張る。以下不定方向にナデる。内面胴 径15．0 （推定），胴部最大径
器壁はやや薄い。胴部外面 7本の 部上半高い所より右方向のへラ 21．2 （推定），器高23 ．9cm （旧

櫛描き平行線が巡る。 削り，下半削り上げ，底部に指
頭圧痕残る。

15G ・S I O2，1543）．
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P o　5 聾。口緑部は短 く開 く複合口緑， 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。口径13．7cm （旧

屈曲部の稜は鈍い　 口緑端部カッ 横にナデ，胴部中央部横方向の 15G ・S I O2，1614）

54 口　　　　　　　　　　　　　　0
ト。肩部はなだらか。肩部に波状

パケを施す。内面胴部上半右方

文を施す。 向のへラ削り。

P o　6 襲。口緑部外反する複合口緑。虚 口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 内外面責灰色。小砂粒めだつ。

曲部の稜は横につまみ出され鋭い。デる。以下横パケ目のナデ消し。口径16 ．7cm （推定）（旧15 G ・

54
口

口緑端部はさらに外反し，端面丸
内面頸部直下横にナデる。以下 S ‾I O2，1618）

味を帯びる。頸部のくびれは広く，

胴部は肩が張る。胴部下半欠損。

右方向のへラ削り。

P o　7 肇。口緑部は外方に長 く開く「く」 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。外面ス，ス付着。

の字状口緑　 口縁端部カット。頸 胴部外面ナデ，内面頸部直下右 細砂粒を含む。口径11 ．5，胴

54 ／　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
部短 く，胴部は球形に近いが下部 方向へ，その下は左上方向にへ 部最大径12．9，器高14．0cm （旧

わずかにすぼまり気味。 ラ削りし後ナデる。 15G ・S I O2，1625）

P o 8 襲。口緑部は短 く開く複合口緑， 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。外面スス付着。

屈曲部の稜は鋭い。口緑端部外側 外面肩部横にナデる。内面肩部 細砂粒を含む。口径 13．6cm （旧

54 にカット。一頸部短い。 右方向のへラ削り。 15G ・S I O2，1541）

P o　9 襲。口緑部は外方に開く複合口緑。口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡黄褐色。外面スス付

屈曲部の稜は鋭い　 口緑端部外側 外面胴部横パケ目。内面胴部右 着。細砂粒を多 く含む。口径

54 0
にカット。璽賠田ま短 く，肩なだら
か。

方向のへラ削り。 15．9cm （旧15G ・S I O2，1541）

Po lO 襲。口緑部外反する短い複合口緑，口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 内外面灰褐色。胴部下半スス

屈曲部の稜は横方向につまみ出さ デる。肩部パケ目後ナデる。胴 付着。小砂粒。口径17 ．3cm （推

54
一7．ヽれ鋭い。口緑端部はカットされ外 部上位横方向のパケ目，以下斜 定）（旧15G ・S I O2，1543）

方にナデられる。頸部のくびれ狭 め方向のパケ目調整。下方スス

く，肩の張る胴部に続 く。器壁は のため見えず。内面頸部直下横

口緑部で厚く，胴部で薄い。胴部 にナデる。指頭圧痕残る。以下

上位に不定方向の刻み目残る。胴

部下方を欠く。

右方向・左上方向のへラ削り。

P o ll 襲。口緑部外反気味に斜めに立ち 口緑端部内外面横ナデ。外面胴 外面黒褐色。内面黄灰色。外

上がる複ムロ緑　 屈曲部の稜は鋭 部上位ナデ，中位横パケ。内面 面全体にスス付着。小砂粒含

54 口　　　　　○
く，口緑端部カット，丸味を帯び

胴部上位高い所より右方向のへ む。口径15．0 （推定），胴部最

る。頸部は短く，胴部はなだらか

な肩を持つ。肩部外面に櫛描き平
行線が巡る。器壁はやや薄い。

ラ削り，中位左方向のへラ削り。大径21．5cm （推定）（旧15G ・

S I O2，1617）

P o 12

54

高杯。外反気味に開く深い杯部と

長い柱状部から 「ハ」の字状に開

杯部外両横にナデた後縦磨き，1 内外面黄灰色。細砂粒含む。

内面横にナデた後放射状の磨き。口径16 ．6，脚径12．2，器高13．4

く裾部をもつ脚部。口縁端部 ・脚 脚部外面柱状部横にナデた後縦 cm （旧15G ・S I O2，1503）
端部は面を意識しながらもやや丸

く終る。接合部は円盤充填式で中

磨き，裾部横にナデる。内面柱

状部左下方向のへラ削り。裾部
央に竹棒による小孔を持つ。 パケ。

P o 13

55

高杯。平坦な底部から外反気味に 外面杯郡上半縦へラ磨き後横へ 内外面淡赤褐色。細砂粒を含

立ち上る深い杯部。口縁端部はさ ラ磨き。屈曲部以下パケ後横に む。口径18．2cm （旧15G ・S

らに外反し角ぼる。外面屈曲部に ナデる。柱状部面取り後ナデム I O2，1560）

鋭い稜をもつ。・杯底部外面に小孔 内面杯部縦へラ磨き，一部横へ

をもつ。柱状部は太 く長い。杯部 ラ磨き。柱状部左方向のへラ削

と柱状部の接合部に 1条の沈線。

裾部下半欠損。

り。裾部上半横パケ。
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P o 14

55

高杯杯部。外反気味に立ち上がる 外面上半縦パケの後縦磨 き，そ 内外面淡褐色。口径17．2cm （旧
浅い杯部。口緑端部は丸 く終る。 の後横ナデと横磨き。下半縦ハ 15 G ・S I O2，1612）
接合部は円盤充填式で，中央に竹 ケ。内面上半縦パケの後横パケ

I棒による小孔を持つ。 その後横にナデる。一部縦磨き
を施す。下半放射状の磨き。

P o 15

55

高杯杯部。外反気味に立ち上がる 外面細い乱雑な縦磨き。内面上 外面茶褐色。内面薄茶褐色。
浅い杯部。口緑端部は横につまみ 位横にナデ，中位横磨きその後 口径16．2cm （旧15G ・S I O2，
出す。外面下位に継ぎ目有 り。 一部に縦磨きを施す。下位放射

状の磨き。
1606）

P o 16 高杯杯部。平坦な底部から外反気

⊥　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
外面口緑端部付近横ナデ，以下 内外面淡褐色。丹塗 り。口径

55
味に上土ち上る浅い 、部。口緑端部 縦方向のへラ磨き。内面口緑端 18 ．0cm （旧15G ・S I O2，1539）
はさらに外反し丸い。杯底部外面 部付近横方向のへラ磨き，以下
に小孔をもつ。 縦方向のへラ磨きを施す。

Po 17 高杯杯部。平坦な底部から内湾気
⊥　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥

杯部外面横方向のパケ後ナデを 内外面黄褐色。口径14 ．4cm （旧

55
に上土ち上る浅い不部。口緑端部 施す。 不部内面ハにナデる。民 15G ・S I O2，1553）

カット。 部付近渦巻状のパケを施す。

P o 18

55

低脚杯杯部。口緑部の内湾する浅 外面ナデる。内面横へラ磨き後 外面淡肌色。内面黄褐色。細
い杯部。口緑端部外側にカット。 ナデる。 砂粒を含む。口径14．9cm （旧

15G ・S I O2，1496）．

P o 19 鼓形器台。受部欠損。ゆるやかに

」L
外面横にナデる。内面簡部へラ 内外面黄灰色。細砂粒。脚径

55
外反する脚部。脚端部はさらに外 削り後ナデる。脚部右方向のへ 18 ．5cm （推定）（旧15G ・S I
反し，面を意識しながらも丸味を
帯びる。簡部はゆるやかで，脚部

の稜はシャープ。

ラ削り。脚端部横ナデ。 02，1527）

P o 20 鼓形器台。受部内湾気味に外方に
⊥山

外面受部横へラ磨き後縦へラ磨 内外面淡褐色。‾細砂粒を含む。

55
開き，口緑堀部でやや肥厚しさら き。筒部横にナデる。脚部縦へ 口径 15．5 （推定），脚径13．2，
に外方向にのびる。簡部が短い。 ラ磨き。内面受部横にナデる， 器高8．8cm （旧15G ・S I O2，
脚部は短 く外反し端部カット気味。端部横へラ磨き。筒部横にナデ 1613）
稜はやや鈍い。器壁厚い。 る。脚部上半左下方向のへラ削

り，下半横にナデる。

P o 21

55

鼓形器台。受部口緑部欠損。受部 外面横方向にナデる。内面受部 外面乳灰色。内面淡黄褐色。
内湾気味に外方に開き，脚部は短 ナデ仕上げ。下方に右方向のへ 細砂粒。脚径15．7cm （旧15 G ・
く外反し，脚端部は，横方向にの ラ削り痕残る。簡部へラ削り後 S I O2，1270）
びる。脚端部丸味を帯びる。簡部 ナデる。脚部不定方向のへラ削
短く，受部 ・脚部の稜は鈍 く退化
気味。

り。脚端部横にナデる。

P o 22

55

コシキ型土器。上部を欠損。底部 胴部外面下部 ・底部縦方向のハ 内外面黄褐色。細砂粒を含む。
付近はすぼまり筒状の形態をなす。ケ目，把手部ナデ，粗いパケ目 底径12 ．3cm （推定）（旧15G ・
底部端部は平坦面をなす。横位の 残る。胴部内面下部上方向・右 S I O2，1602）
環状把手を一対 もつ。 方向のへラ削り。底部ナデ。

F　 l 鉄鉱か？ 最大幅0．8，厚さ0．3cm 挿．図53 （旧15G ，1561）

F　 2 棒状鉄製品。 最大幅0．3，厚さ0．2cm 〃　　 （旧15G ，874）

F　 3 棒状鉄製品。 最大幅0．6，厚さ0．2cm 〃　　 （旧15G ，1582）

F　 4 棒状鉄製品。 最大幅0．4，厚さ0．3cm 〃　　 （旧15G ，873）

F　 5 棒状鉄製品。 最大幅0．6，厚さ0．2cm 〃　　 （旧15G ，1549）
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F　 6 棒状 鉄製 品。 最大 幅0 ．7， 厚 さ0．2cm 挿 図53　 （旧15 G ，87 5）

F　 7 棒状 鉄製 品 。 最 大幅 0．5， 厚 さ0．4cm 〃　　 （旧15 G ， 160 1）

F　 8 剣 先型 鉄製 品。 最 大幅 1．4，厚 さ0．2cm 〃　　 （旧15 G ， 158 1）

F　 9 鉄 鉱 。 長 さ7．8，最大 幅2 ．0，厚 さ0・3cm ノ／　 （旧 15 G ， 146 7）

P o l 壷。口緑部大きく外反する複合口 口緑部内外面横にナデる。外面 内外面責灰色。小砂粒めだつ。

緑　 屈曲部はやや横下方向につま 頸部縦パケ目後横にナデる。肩 口径26．8cm （旧15K ・S I O2，

57 J　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′ヽ
み出され稜は鈍い。口緑端部は横

部上方横にナデる。下方横パケ 768）

に折 り曲げられ，端面は凹む。頸

部は短めで，肩の張る胴部に続く。

目後縦パケ目，最後に刻み目。

胴部中位上方横パケ目，以下縦
器壁は口緑 ・頸部で厚く，胴部中 方向の目立つパケ目調整。内面

位は薄い。肩部外面に木口状工具 頸部絞 り目後ナデる。胴部上半

による刻み目巡る。 右方向のへラ削り。

P o　2 壷。口緑部は外反する複合口緑。

屈曲部の稜は横方向に少しつまみ
出され，やや鋭い。頸部は短 く，

口緑部内外面横にナデる。外面

頸部ナデ　 以下斜めのパケ。内

内外面褐色。砂粒を含む。口

径12 ．8，胴部最大径13 ．8，器

57
　ヽ　　　　　　　　I

面頸部直下右へラ削り，底部左 高15 ．5cm （旧15K ・S I O2，

胴部は球形。肩部にへラ描きの羽

状文を施す。

上へのへラ削り。 800）

Po　3 壷。口緑部は外反する 「く」の字 外面口緑部横にナデる，一部縦 内外面淡黄褐色。外面胴部下

状口緑。口緑端部細 くなり丸い。

頸部は短い。なだらかな肩を持ち
底部は球形。器壁は胴部上半極め

て厚い。

パケ目あり。頸部横にナデる。 半スス付着。細砂粒を含む。

57
　ヽ　　　　　′ヽ胴部ナデ，肩部パケ目あり，内 口径11．5，胴部最大径16．6，

面口縁 ・頸部横にナデる。胴部 器高18．0cm （旧15K ・S I O2，

上半ナデ，一部パケ目あり。胴

部下半，左 ・左上方向のへラ削
り。底部指頭圧痕残る。

727）

P o　4 壷。口緑部さらに外反する複合口 口緑部内外面横にナデる。外面 内外面淡褐色。砂粒を含む。

緑。屈曲部の稜は横方向に少しつ

まみ出され，やや鋭い。口緑端部

胴部中央棟パケ後胴部全体をナ 口径14 ．3，胴部最大径17 ．8，

57
′ヽ

デる。内面頸部直下左へラ削り。
器高19 ．3cm （旧15K ・S I O2，

は肥厚する。頸部は短く，胴部は 下半左上へのへラ削り。底部に 762）

底がすぼまりながらも球形に近い。叩き？残る。

P o　5 壷。口緑部欠損。頸部は長 く，頸
部中央やや下位に台形の凸帯が巡

る。胴部は扁平な球形。

外面頸部縦パケ，凸帯ナデ，肩 内外面淡褐色。砂粒を含む。

部横パケ　 以下斜めのパケ。内 胴部最大径16 ．9cm （旧15K ・

57 ′　　　　　　　I
面頸部ナデ，胴部上半右へラ削

り，以下ナデる。

S I O2i 728）

P o　6．長頸壷。口緑部はなだらかに外反

しながら長 く伸びる 「く」の字状

外面口緑郡上半横磨き，下半縦 内外面黄褐色。細砂粒。口径

パケ後横磨き，肩部縦パケ胴部 11．7，胴部最大径14 ．5，器高

57 口緑。口緑端部は丸 く終る。口緑 上半横パケ，下半縦パケ。内面

口緑部横ナデ，胴部右削り，底

17 ．8cm （旧15K ・S I O2，971）

部 ・底部の器壁は厚いが，胴部は

薄い。 部指頭圧痕残る。

P o　7 長頸壷。口緑部はなだらかに外反

しながら長 く伸びる複合ロー緑　 屈

外面口緑部横にナデた後縦磨き，内外面黄褐色。外面一部スス

屈曲部 ・頸 ・肩部ナデ，胴部ハ 付着。細砂粒。口径11 ．2 （推

57 I
曲部の稜は横につまみ出され鋭さ
が残る。胴部は扁平な球形。胴部

ケ目。内面口緑部横ナデ，頸部 定），胴部最大径15．4cm （旧15

絞り後ナデ，頸部以下上位右方 K ・S I O2，935）

上位に波状文 ・横線文を施す。 向，下位右上方向のへラ削り。
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P o 8

57

小型丸底壷。口綾部外方へ長 くの 外面口緑 ・胴部上半横にナデる。内外面淡茶褐色。胎土精良。
びる。口緑端部は細 くなり丸い。 胴部下半縦にナデ，一部パケ目 口径10．9，器 高8．6cm （旧15
胴部は扁平な球形。頸部は器高の あり。内面口緑 ・頸部横にナデ K ・S I O2，931）
ほぼ中央に，最大径は口緑部にあ る，口緑一部指オサエあり。胴
る。器壁は全体に厚い。 部左方向の削り。

P o 9

57

小型丸底壷。口緑部は外反して長 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面黄褐色。細砂粒。口径
くのびる 「く」の字状口緑。口緑 上半横にナデる，下半不定方向 10．5，胴部最大径7．8cm （旧15
端部はさらに外反し，丸 く終る。 のパケ。胴部内面左方向のへラ K ・S I O2，970）
最大径は口綾部にある。 削り。

P o lO 小型丸底壷。口緑部内湾気味に立

と±ブ　　ヽ
口緑部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡赤褐色。細砂粒を含

57
ち上る 「く」の子状口緑。口緑端 上半横にナデる。下半粗いパケ ’む。口径8．2，胴部最大径9．0，
部丸 く終わる。胴部は扁平な球形。
最大径は胴部中位にある。

目調整。内面右方向のへラ削り。器高7．8cm （旧15K ・S I O2，

730）

P o ll 小型丸底壷。口緑部やや内湾する
と±ブ　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　⊥

口緑部内外面横にナデる。外面 内外面黄褐色，外面スス付着。

57
「く」の子状口緑。口緑端部は丸 頸部，肩部横磨き。胴部中位横 細砂粒を含む。口径8．8，胴部
く終る。胴部はなだらかな肩をも パケ目，その下より縦パケ目。 最大径9．1，器高8．6cm （旧15
ちやや扁平な球形。最大径は胴部 内面頸部横にナデる。胴部パケ K ・S I O2，723）
中位上にある。 目後ナデる，底部指頭圧痕残る。

P 9 12 小型丸底壷。口緑部内湾する短い
｛　　ヽ

外面口緑部～胴部中位部分的な 内外面明赤褐色。小砂粒含む。

57
「く」の子状口緑。口緑端部は丸 横磨きが見られる。以下パケ目 口径8．0，胴部最大径9．1，器
く終わる。頸部はやや長 く，扁平 後横磨き。内面口緑部 ・頸部横 高7．7cm （旧15K ・S I O2，952）
な球形を呈す胴部を持つ。器壁は にナデる。胴部上半右方向，下
胴部下半で厚い。最大径は胴部中 半左方向のへラ削り。底部に指
位。 頭圧痕残る。

Po 13 小型丸底壷。口縁部は内湾気味に
⊥　　　　　　　　　　　h

外面口綾部 ・肩部横方向のへラ 内外面明褐色。胎土精良。口

57
止ちあがる 「く」の字状口緑。口 磨き，胴部横方向のパケ，一部 径8．1，胴部最大径8．8，器高
緑端部は丸く終る。胴部球形。最 縦方向のパケ。内面口緑部横に 8．2cm （旧15K ・S I O2，729）
大径は胴部中位にある。 ナデる，胴部上半指頭圧調整後

右方向わへラ削り，以下指頭圧
痕残る。

P o 14 小型丸底壷。口琴部は外反気味に
⊥　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　とき，

口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡赤褐色。細砂粒。白

57
⊥⊥ちあがる 「く」の子状口緑。口 外面胴部上半横にナデる，以下 径 8 ．0，胴部最大径8．3，器高
緑端部は丸 く終る。胴部は扁平な 不定方向のパケ。内面胴部左方 8 ．0cm （旧15K ・S I O2，531）
球形。最大径は胴部中位にある。 向のへラ削り，底部指頭圧痕残

る。

Po 15 小型丸底壷。口綾部内湾する「く」

ノ＝≒ナ　　ヽ
外面横へラ磨き，底部のみへラ 内外面淡赤褐色。小砂粒を含

57
の子状口緑。胴部扁平。器壁全体 削り後パケ後へラ磨き。内面口 む。胴部最大径7．7cm （旧15
に薄い。口緑端部を欠くが最大径
は口緑にある。

緑部ナデ。・胴部右へラ削り後ナ
デ。

K ・S I O2，728）

P o 16 壷。大型の丸底壷。口綾部長 く外

′＝±ナ　　ヽ
外面口緑部 ・頸部横方向にナデ 内面黄褐色。外面茶灰色，・片

58
反する 「く」の子状口緑。頸部の

ヽ

る。肩部横にナデる。胴部中位 面スス付着。小砂粒。口径
くびれは広 く，扁平な球形を呈す 横方向のパケ目調整。以下パケ 23．4，胴部最大径15 ．4cm （推
胴部に続く。器壁は肩部 ・頸部で 目をナデ消す。内面口緑部 ・頸 定）（旧15K ・S I O2，340 ・
厚 く，底部 ・口緑端部で薄い。最 部横にナデる。口綾部中位はハ 731）
大径は口緑部にある。 ケ目が指押えにより消されてい

る。胴部左方向のへラ削り。底
部指頭圧痕残る。
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P o 17 賓。口緑部は外反気味に立ちあが 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面黄褐色。小砂粒。外面

る 「く」の字状口緑　 口緑端部は 上位横にナデる，以下横方向の スス付着。口径15 ．2，胴部最

58 0
内側に肥厚し，鈍い稜をなす。頸
部短く，なだらかな肩をもつ縦長

パケ。内面胴部上半右方向のへ 大径21．5，器高22 ．2cm （旧15

ラ削り，下半左上方向のへラ削 K ・S I O2，773）

気味の球形の胴部につづく。口緑

部 ・底部の器壁は厚いが，胴部は
薄い。外面肩部にへラ状工具によ

る刺突痕が 3ヶ所ある。

り。底部指頭圧痕残る。

P o 18 賓。口緑部内湾気味に短 く開 く 口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 内外面黄灰色。細砂粒。口径

「く」の字状口緑。口緑端部は上

方向にカットされ，内側にやや肥

横にナデる。胴部中位幅広のハ 10．4，器高14 ．0cm （旧15K ・

58
′　、ケ目後ナデ。以下主に横方向の S I O2，975）

摩。頸部は長く，やや肩の張る球 パケ目。一部ナデも施される。

形の胴部に続く。肩部外面に刺突 内面頸部 ・肩部横にナデる。胴

痕有り。器壁は頸部付近で厚く， 部中位右方向，以下左上方向の
胴部中位で薄い。 へラ削り。底部に指頭圧痕残る。

P o 19 襲。口緑部斜めに立ち上がる複合 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 外面暗茶褐色。内面暗黄褐色。

口緑　 屈曲部の稜は鋭い　 口緑端 上位縦パケの後横にナデる。中 外面胴部全体にスス付着。小

58 1　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
部は内 ・外に肥厚させ，上向きに 位横パケ，以下縦パケ。内面上 砂粒含む。口径15．1，胴部最

面をなす。頸部は短 く胴部はなだ 半低い所より右方向の削り，下 大径22 ．0，器高25．5cm （旧15

らかな肩を持つ。器壁は口緑部に 半左上方向の削り。底部指頭圧 K ・S I O2，791）

おいてやや厚いが他は薄い言肩部

外面に木口による2 本の刻み目有
り。

痕残る。

P o 20 肇。口緑部は短く開く 「く」の字 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面褐色。スス付着。内面淡

状口緑　 口緑端部外にカット。頸 胴部外面粗いパケ。内面右へラ 褐色。砂粒を含む。口径15．1，

58 J　o
部は短く，胴部はなだらかな肩を
もつ縦長気味の球形。

削り，底部指頭圧痕残る。 胴部最大径21．4，器高22 ．4cm

（旧15K ・S I O2，797）

P o 21 賓。口緑部やや外へ開く複合口緑。

屈曲部の稜は鋭い。口縁端部カッ

ト。胴部はなだらかな肩をもつ縦

口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面暗黄褐色。スス付着。内

外面胴部縦 ・横のパケ目。内面 面暗茶褐色。胎土精良。口径

58
．′．ヽ

胴部右上方向のへラ削り。底部
12．0，胴部最大径17．6，器高

長の球形。 上方向のへラ削り，指頭圧痕残

る。

20．0cm （旧15K ・S I O2，939）

P o 22 襲。口緑部は外反する複合口緑， 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 外面褐色。一部黒褐色。スス

屈曲部の稜は鋭さを残す。口緑端 肩部横にナデる。以下胴部上半 付着。内面淡褐色。砂粒を含

58 部は外側にカットしやや肥厚する。

頸部は短 く，なだらかな肩をもつ

横パケ，下半縦パケを施す。内 む。口径15．1，胴部最 大径

面胴部上半右方向のへラ削り， 21．8，器高25．8cm （旧15K ・

縦ヽ長気味の球形の胴部につづ く。 下半上方向のへラ削り。 S I O2，769）

P o 23

58

襲。口緑部直立気味に立ち上る複 口縁部横ナデ。・外面頸部 ・肩部 外面暗黄褐色，片側にスス付

合口緑。屈曲部はナデられ稜は退 横にナデる・。胴部中位主に横方 着。内面暗黄灰色。小砂粒め

化気味で丸味をもつ。口緑端部は 向のパケ目後ナデられる。以下 だつ。口径15 ．8，器高24．8cm

大きく外側に肥厚する。頸部内面 パケ目の粗いナデ消し。内面頸 （旧15K ・・S I O2，748）

凹みが巡る。肩部外面木口状工具 部 ・肩部直上横方向にナデる。

による刻み目が部分的に見える。 胴部上半右方向，下半上方向の

胴部中位やや下方に，使用後外か へラ削り。下半には深い指頭圧

ら内へ穿孔が施される。胴部縦長

の球形。

痕残る。
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Po 24

59

賓。口緑部外反する複合口縁。屈 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡褐色。砂粒を含む。
曲部の稜は鋭さを残す。口緑端部 肩部横ナデ，以下胴部上半横ハ 口径16．6（推定），胴部最大径
は内側にカットし内側に肥厚する。ケ，下半不定方向のパケ目後ナ 21．6cm （推定）（旧15K ・S I
肩は張り倒卵形気味の胴部をもつ。デ消す。内面胴部右方向のへラ 02，767）
肩部に木口状工具による刻み目 3
個有る。胴部中位にへラ状工具に
よる 「ノ」の字文有り。底部欠損。

削り。下半上方向のへラ削り。

t

P o 25

59

聾。口緑部シャープに外方にのび 口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 外面暗黄褐色。胴部スス付着。
る 「く」の字状口緑。口縁端部は 横方向にナデる。胴部横方向 ・ 内面黄褐色。細砂粒。口径
丸味を持つ。頸部め くびれはゆる 斜めのパケ目。底部パケ目のナ 12．1，器高18．4cm （旧15K ・
やかで，やや縦長の球形である胴 デ消しが施される。内面頸部横 S I O2，929）
部に続 く。器壁は胴部下半で薄い。にナデる。胴部上半右方向の丁

寧なへラ削り。下半左方向の削

り上げ。指頭圧痕顕著に残る。

Po 26

59

壷。口緑部は内傾して短 く立ち上 口緑 ・頸部内外面横ナデ。胴部 内外面黄褐色。胎土精良。口
る複合口緑，屈曲部の稜はやや鋭 外面肩部ナデる。胴部内面肩部 径10．2cm （推定）（旧15K ・S
い。頸部やや長 く，器壁は厚い占 右方向のへラ削り。 I O2，809）

P o 27

59

襲。口緑部は外方に開く 「く」の 口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 外面暗黄灰色。胴部スス付着。
字状口緑。口緑端部内側に面をな デる。胴部不定方向の粗いパケ．内面黄褐色。砂粒多い。口径
して肥厚し，鈍い稜を作る。頸部 目調整。肩部でナデ消す。内面 13．2，器高18．3C血 （旧15K ・
やや長く，球形の胴部に続 く。器 頸部横にナデる。肩部右上方 S I O2，787）
壁は口綾部 ・頸部が肥厚。胴部は 向 ・胴部中位左上方向，下位上
薄い。 方向のへラ削り。底部付近指頭

圧痕残る。

P o 28

59

聾。口緑部は外反する複合口緑。 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面黄褐色。細砂粒。口径
屈曲部の稜はやや鈍い。口緑端部 胴部上半横方向のパケ，肩部付 14 ．9，胴部最大径20．9，器高
外側にカット。頸部短く，なだら 近ナデ消し，下半不定方向の六 22 ．8cm （旧15K ・S I O2，794）
かな肩をもつ胴部につづく。口緑 ケ云　内面胴部上半右方向のへラ
部の器壁は厚い。 削り，下半左上方向のへラ削り。

底部指頭圧痕残る。

Po 29

59

聾。口緑部は短 く外方へ立ちあが 口緑 ・頸部内外面横ナデ。胴部 内外面淡赤褐色。外面全体に
る 「く」の字状口緑。口緑端部は 外面肩部横方向のパケ目，以下 スス付着。細砂粒を含む。口
内側に肥厚し，鈍い稜をなす。な 縦 ・横方向のパケ目。内面胴部 径14 ．1，胴部最大径20．0cm （旧
だらかな肩をもつ縦長の胴部回口 上半右方向のへラ削り，以下左 15K ・S I O2，534）－
緑 ・頸部の器壁は厚いが，胴部は
薄い。

上方向のへラ削り。

P o 30

59

高杯。外方に開く浅い杯部 と長い 外面横へラ磨き，内面杯部放射 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 状へラ磨き，柱状部へラ削り， 口径15．5，脚径11．2，器高12．3
部をもつ脚部からなる。口緑端部

は外にカット。杯底部外面浅い小
孔をもつ。脚端部は角ぼる。裾部
内画に2 条のへラ状工具による沈
線。

裾部上部絞り以下ナデ。 cm （旧15K ・S I O2，699）

P o 31

59

高杯。平坦な底部から外方に開く 外面杯部 ・脚部横磨き，一部ハ 内外面黄褐色。胎土精良。口
杯部と柱状部から 「ハ」の字状に ケ目あり。内面杯部縦磨き。柱 径17．0，1脚径10．0，器高12 ．5
開く裾部をもつ脚部。口緑 ・脚端 状部左方向の削り，一部絞り痕 cm （旧15K ．・S I O2，・888）
部カット。 あり。裾部ナデ。一部パケ目あ

り。

－237－



P o 32

59

高杯。外方に開くやや深い杯部と 杯部外面縦方向のへラ磨き，外 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
長い柱状部から ‘「ハ」の字状に開 面底部付近横方向のへラ磨き， 口径14．6，脚径9．4，－器高11．9

く裾部をもつ脚部。口緑端部カッ パケ目残る。杯部内面縦方向の cm （旧15K ・S I O2，938）

ト。杯底部外面に浅い小孔ある。 へラ磨き後横へラ磨き。脚部外

脚端部は角ぼる。脚部 3 方透し孔。面柱状部面とり的へラ削りの後

ナデる。裾部ナデる。脚部内面
柱状部右方向のへラ削り，裾部
ナデる。

P o 33

59

高杯ム外方に開 く，やや深い杯部 外面杯部 ・脚部とも横へラ磨き。内外面淡茶褐色。細砂粒。口

と，短 く太い柱状部からゆるやか 内面杯部上半パケ目後ナデ，最 径14．2，脚径11．5，器高10．3

に 「ハ」の字状に開 く裾部を持つ 後に横方向のへラ磨き。下半横 cm （旧15K ・S I O2，716）

脚部。口緑端部はさらに外反し端 へラ磨き。柱状部上方絞 り目以
面は外方にカット。脚端部は丸昧 下横方向のナデ。裾部パケ目後

を持つ。器壁は杯部 ・接合部で厚

い。

横にナデる。

Po 34

59

高杯。裾部を欠 く。外方に開 くや 外面杯部横へラ磨き。接合部付 内外面淡赤褐色。細砂粒。口

や深い杯部と，長い柱状郡を持つ 近縦方向のパケ目後横磨き。柱 径16．0cm （旧15K ・S I O2，

脚部。口緑端部は角ぼる。接合部 状部面取 り後密度の濃い横磨き。674）
円板充填さし込み式 と思われる。 内面杯部放射状の磨き後横磨き。
器壁は柱状部で薄い。口緑部歪む。中位ナデ消される。柱状部左方

向のへラ削り。

P o 35

59

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 脚部外面柱状部横方向のへラ磨 内外画淡明褐色。胎土精良。

の字状に開く裾部をもつ脚部。脚 き，裾部ナデ。脚部内面柱状部 脚径11．9cm （旧15K ・S I O2，

端部角ぼる。裾部内面に2 条のへ 上位ナデ，下位左方向のへラ削 667）

ラ状工具による沈線が入る。 り，裾部ナデ。

P o 36

59

高杯脚部。長 く大きめな柱状部 と，外面柱状部上半パケ目後軽い面 外面赤黄褐色。内面黄灰色。

低い所で 「ハ」の字状に開く裾部 取り，そして部分的に横磨き。 胎土精良。焼成不良。脚径11．4

を持つ脚部。脚端部はやや丸味を．下半密度の濃い横磨き。裾部横 cm （旧15K ・S I O2，744）

持つ。裾部上方に 3 方透し孔あり。にナデた後所々横に磨く。内面

柱状部左方向のへラ削り云裾部
横パケ目。脚端部横にナデる。

P o 37

59

高杯杯部。平坦な底部から外方に 外面杯部上半横へラ磨き，下半 内外面黄褐色。胎土精良。口

開く杯部。口縁端部外反気味で丸 縦へラ磨き。内面杯部縦へラ磨 径15．0cm （旧15K ・S I O2，

い。 き。 927）

p o 38

59

高杯杯部。平坦な底部から外方へ 杯部外面縦パケ目後部分的に横 外面暗黄褐色と暗黄灰色。底

シャープにのびる杯部。口緑端部 磨き。内面上方横パケ目，後全 部黒斑有り。内面淡茶褐色。

角ぼる。器壁は厚め。 面放射状のへラ磨き。 細砂粒。口径16．8cm （旧15K ・

S I O2，731）

Po 39

59

高杯杯部。外方にシャープに開 く 杯部外面縦方向のへラ磨き。上 内外面暗黄灰色。外面に黒い

やや深めの杯部。口緑端部は丸昧 方にパケ目残る。底部は最後に しみ状のもの付着。細砂粒。

を持ち，器壁は端部に近づ くにつ 横磨きが施される。内面上半ハ 口径15．2cm （旧15K ・S I O2，

れ薄くなる。接合部は円板充填式 ケ目後横方向の磨き。最後全面 886）

と思われる。 に放射状のへラ磨きが施される。

P o 40

59

高杯杯部。平坦な底部から外反気 口緑端部内外両横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。胎土精良 口

味に立ち上る浅い杯部。口緑端部 面横方向のヘラ磨き。杯部内面 径15．4cm （旧15K ・S I O2，

はさらに外反し丸い。杯底部外面

に浅い小孔あり。

縦方向のへラ磨き。 885）

－238－



Po 41

60

鼓形器台。筒部は短 く，脚部は外 外面横にナデる。内面受部ナデ 内外面薄淡褐色。細砂粒含む。
反する。脚端部は丸味を持つ。簡 る。筒部へラ削りの後ナデる。 脚径16 ．5cm （旧15K ・S I O2，
部の稜はともにやや鈍い。受部を 脚部上半右下方向のへラ削り。 914）
欠く。 下半横にナデる。

P o 42

60

鼓形器台受部。受部内湾気味に外 外面横にナデる。内面受部横に 内外面淡黄褐色。細砂粒を含
方に開き，口緑端部でさらに外方 ナデる。筒部カットされる。 む。口径18．6cm （旧15K ・S
向に開ぐ。口緑端部やや丸い。簡
部上の稜は鋭 く，下は小さい。

I O2，607）

P o 43

60

鼓形器台。受部上位欠損。脚部は 外面横にナデる。内面簡部へラ 内外面黄褐色。細砂粒を含む。
短 く外反する。受 ・脚部の稜は共 削り後ナデ。脚部横にナデる。 脚径15．3cm （旧15K ・S I O2，
に鈍い。脚端部は丸い。 985）

P o 44

60

鼓形器台。受部内湾気味に外方に 外面横ナデ。内面受部横へラ磨 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
開く。簡部はやや長 く，脚部は短 き後ナデ，筒部右へラ削り，脚 （旧15K ・S I O2，549）
く外反する。受部 ・脚部の稜はつ
まみ出され，やや鋭い。

部左へラ削り。

P o 45

60

鼓形器台。受部上位欠損。筒部は 外面受部縦磨き。簡部横にナデ 外面淡黄褐色，内面受部淡赤
短い。脚部やや外反し，脚端部カッ る。脚部縦磨き。内面受部横磨 褐色，内面脚部黄褐色。脚径
ト。受 ・脚部の稜は共に鈍い。 き。簡部カット。潮部左 ・左下

方向のへラ削り。
15．8cm （旧15K ・S I O2，882）

P o 46

60

小型器台。内湾気味に外方に開く l受部外面縦へラ磨き。内面放射 内外面黄褐色。胎土精良。口
受部。口緑端部は丸 く終わる。脚 状の磨き。脚部外面パケ目後ナ 径8．0cm （推定）（旧15K ・S
部下半欠損。 デ，縦方向のへラ磨き。内面へ

ラ削り後ナデが施される。
I O2，940）

P o 47

60

高杯型器台杯部。杯部浅く，口緑 外面上半横にナデた後横磨き。 外面暗黄灰色。内面黄褐色。
部ほぼ垂直に立ち上がる。口緑端 下半縦パケの後横にナデ，その 口径7．7cm （旧15K ・S I O2，
部は外側に面をなす。 後縦磨き。内面横磨き。 739）

P o 48

60

鉢。体部浅く内湾しながらひら．く。外面ナデ，底部へラ削り。内面 内外面淡赤褐色。砂粒を含む。
端部外にカット。底部平底気味。 上半横へラ磨き，下半放射状の 口径13．5，器 高4．1cm （旧15
全体に浅い杯状を呈する。 へラ磨き。 K ・S I O2，758）

F　 l 釣針。 最大幅0．2，厚さ0．2cm 挿図62　 （旧15K ，846）

F　 2 板状鉄製品。 最大幅0．7，厚さ0．2cm 〃　　 （旧15K ，602）

F　 3 棒状鉄製品。 最大幅0．6，厚さ0．2cm　木質部
が付着している。

〃　　 （旧15K ，808）

F　 4 鉄鉱。 長さ5．6，最大幅1．2，厚さ0．3cm 〃　　 （旧15K ，603）

F　 5 板状鉄製品。 最大幅1．2，厚さ0．5cm 〃　　 （旧15K ，601）

F　 6 舌状鉄製品。 厚さ0．2cm 〃　　 （旧15K ，815）

J l 深緑色碧玉製管玉。半壊。 穿孔工程での失敗作晶と思われ

る。側面 ・端面は共に丁寧な研
磨が施 されている。片面穿孔
か ？

挿図61 （旧15K ，867）

J　 2 勾玉。頭部欠損。 厚さ0．2cm 〃　　 （旧15K ，848）

J　 3 淡青色ガラス小玉。一部欠損。 長さ0．4，径0．5cm 〃　　 （旧15K ，604）
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J　 4 淡青 色 ガ ラス小玉 。 長 さ0 ．3，径 0．5cm 挿 図6 1 （旧15 K ，8 11）

J　 5 淡青 色 ガ ラス小玉 。 長 さ0 ．3，径 0．5cm 〃　　 （旧15 K ， 791）

M l 青銅 製素 文鏡 。 最 大径 2．5，厚 さ0．2cm 〃　　 （旧 15 K ， 812）

D　 l 棒状 土製 晶 。 長 さ4 ．9，最 大径 1．9cm 挿 図62　 （旧 15 K ， 816）

S　 l 砥石 。 6 面 の うち， 3 面 を使用 してい

る。

〃　　 （旧 15 K ， 989）

S　 2 磨石 。一 部 欠損 。 剥 離面 以外 はつ るつ るの擦 り面 。 〃　　 （旧 15 K ， 334）

S　 3 線刻 石。 6 面 の うち， 2 面 に線刻 が 見 ら

れ る。

挿 図6 3　 （旧 15 K ， 855）

S　 4 敲石 。 長 さ13．3cm，敲 き面 は 1 面 。 〃　　 （旧15 K ， 925）

S　 5 敲 ・磨石 。 敲 き面 が 2 カ所 。 ザ ラザ ラの擦

り面 が 1 カ所 。光 沢 のあ る擦 り

画 が 1 カ所。 赤色顔 料 付着 面が

2 カ所。

〃　　 （旧15 K ，685）

S　 6 軽 石。 0．3∵）0．4cm幅 で， 人為 的 なへ こ

みが 見 られ る。用 途 は不 明。

〃　　 （旧15 K ，8 97）

S　 7 敲 ・磨 石 。一部 欠損 。 敲 き面 に接 す る剥 離面 は，た た

い てい る うち に剥 が れた 可能性
有 り。剥 離面 以外 はつ るつ るの

擦 り面。

〃　　 （旧15 K ，9 28）

S　 8 敲 ・磨 石 。 平坦 な面 が擦 り面 で ， 2 カ所 に

赤色 顔料 付着 。敲 き面 は周囲 に

め ぐる。

〃　　 （旧15 K ，6 15）

S　 9 敲 石。 一部 欠損 。 敲 き石 として敲 いて い る うちに

半壊 した と考 え られ る。 敲 き面

は 2 カ所 。 1 カ所 に筋 線 が見 ら

れ る。

〃　　 （旧15 K ，6 96）

S lO 敲 ・磨石 。 長 さ9 ．2cm　 敲 き面 は 4 カ所 。擦

り面 は 2 カ所 で ザ ラザ ラ してい

る。赤色 顔料 付着 が 1 カ所。

痛 図64　 （旧15 K ， 615）

S ll 磨石 。 長 さ10 ．1cm ，全 面 に光沢 が あ る。 〃　　 （旧15 K ， 956）

S 12 軽石 。 全 面が 擦 り面。 一部 に線 刻 が見

られ る。

〃　　 （旧15 K ， 966）

P o 1

65

壷。頸部からさらに外反する複合 口緑部内外面横にナデる。外面 内外面黄褐色，一部黒色。小

口緑，屈曲部の稜は退化気味でわ 頸 ・肩部ナデ，胴部横 ・斜めの 砂粒を含む。口径25．2，胴部
ずかに横につまみ出す。頸部は長 パケ目を施す。内面頸部ナデ以 最大径28．2cm （旧14 K ・S I
く，肩部は張る。頸部と肩部の境

いに断面台形の凸帯が巡る。

下右方向のへラ削り。 01，731）
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P o　2

65

壷。口緑部内傾する複合口縁。屈 口緑 ・頸部内外面横ナデ。内面 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
曲部の稜はやや鈍い。口緑端部 肩部右方向のへラ削り。 口径11．2cm （推定）（旧15K ・
カット。頸部は短い。 S I O1，650）

P o　3

65

小型丸底壷。口緑部は内湾気味に 口緑端部内外面横にナデる。外 内外面淡赤褐色。丹塗り。外
外方へ長 くのびる。頸部のくびれ 面横へラ磨き。内面口緑部縦へ 面スス付着。胎土精良。口径

は広 く，胴部は扁平な球形。頸部 ラ磨き後横へラ磨き，胴部上半 11．5，胴部最大径8．9，器高8．2

の位置が器高のほぼ中央に，最大
径は口緑部にある。器壁全体に薄

い。

横へラ磨き以下ナデ。 cm （旧14K ・S I Ol，139）

P o 4

65

小型丸底壷。口緑部は外反気味に 口緑 ・頸部 ・胴部上半内外面横 内外面黄褐色。小砂粒。口径
立ちあがる 「く」の字状口緑。口 にナデる。外面胴部下半縦方向 10．0，胴部最大径10．7，器高
緑端部は丸く終る。最大径は胴部 のパケ，以下ナデる。内面胴部 11．0cm （旧14K ・S I O1，713）
中央に有る。 下半左方向のへラ削り，底部指

頭圧痕残る。

P o 5

65

聾。口緑部やや外反する複合口緑。口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面茶褐色。底部スス付着。

屈曲部の稜は鋭い。なだらかな肩 外面胴部パケ目をナデ消す，肩 内面褐色。胎土精良。口径

をもつ球形の胴部。 部下パケ目残る。内面胴部左方 11．4，胴部最大径13．9，器高
向のへラ削り，底部左上方向の

へラ削り。

15．7cm （旧14K ・S I O1，48）

P o　6

68

襲。口緑部外へ開 く複合口癖。屈 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面黄灰色。外面スス付着。

曲部の稜は鋭い。口緑端部カット。外面胴部上位パケ目調整，下位 細砂粒を含む。口径13．4，胴

頸部短く，なだらかな肩をもつ縦 ナデ。内面胴部上位右方向のへ 部最大径18．5，器高21．1cm （旧
長の胴部に続 く。肩部にへラ状工

具による 「ノ」の字文あり。

ラ削り，下位指頭圧痕残る。 14K ・S I O1，724）

P o　7

68

聾。口緑部は外方に開 く 「く」の 外面口緑横にナデる。頸部 ・胴 内外画褐色。外面スス付着。

字状口緑。口縁端部はカット気味。部上半縦パケ目，下半ナデる。 胎土精良。口径10 ．1，胴部最

なだらかな肩をもつ球形の胴部。 内面口緑 ・頸部横にナデる。胴 大径11．2，器高12 ．2cm （旧14
部左方向のへラ削り，底部指頭

圧痕残る。

K ・S I O1，723）

P o　8

68

聾。口縁部はゆるく外反気味に立 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡黄褐色。外面スス付
ち上る複合口緑，屈曲部の稜は鈍 外面胴部上半縦方向のパケ，胴 着d 細砂粒。口径11．1，胴部

い。口緑端部は丸 く終る。頸部短 部下半横方向のパケ，以下縦方 最大径12 ．2，器高12．0cm （旧

くなだらかな肩部をもつ胴部につ 向のパケ。内面胴部左方向のへ 14K ・S I Ol，728）

づく。最大径は胴部中位にある。 ラ削り，底部指頭圧痕残る。

P o　9

68

聾。口緑部外反しながら外に開く 口緑部内外面ナデる。外面胴部 内外面淡褐色。小砂粒を含む。

複合口緑。稜は横につまみ出され 上半横パケ以下縦パケ。内面上 口径11．2，胴部最大径13 ．9，

ややにぷい。胴部球形d　肩部．にへ 半右へラ削り，以下左上へ削り 器高15．1cm （旧14K ・S I Ol，

ラによる刻み目を施す。 上げる。底部指頭圧痕。 722）

P o lO

68

Po 11

68

鉢。口緑部やや外反する複合口緑，口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面上半赤褐色。下半スス付

屈曲部の稜は鋭い。なだらかな肩 外面胴部不定方向のパケ目，底 着。内面暗赤褐色d・細砂粒含
をもち，平坦な底部につづく胴部。部パケ目磨耗。内面胴部上位右 む。口径17．9，胴部最 大径
肩部に 6～11条の平行沈線が巡る。

低脚杯。浅い杯部に短く 「ハ」の

方向のへラ削り，その下左上方 22．8，器高23．6cm （旧14K ・
向のへラ削り，指頭圧痕残る。 S I O1，142）

外面杯部パケ目後縦方向のへラ 内外面淡赤褐色。口径15 ．0（推
字状に開く脚部。口緑端部カット。磨き。内面横方向のへラ磨き。 定），脚径4．5（推定），器高4．5

脚部内外面ともに横にナデる。 cm （推定）（旧14 K ・S I O1，

530）
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P o 12

68

鼓 形器 台。 小型 。受 部 は内 湾気 味 外面 横 にナ デ る。 内面 受部 横 に 内外面 黄灰 色 ・暗灰 色。 細砂

に開 き端部 で外 反 す る。脚 部 は斜 ナ デ る。 筒部 へラ 削 り後 ナデ る。粒 。 口径9 ．7， 脚径 9．2，器 高

め にのび ，端部 丸 く終 わ る。筒 部 脚 部 右下 方 向のへ ラ 削 り。 脚端 6 ．4cm （推 定）・（旧14 K ・S I

に稜 は ない。器 壁 は端部 で 厚 い。

全 体 的 に器 形 が ひず んで い る。

部 ナデ る。 0 1， 145）

P o 13

68

高 杯型 器 台。杯 部浅 く口緑 部大 き 外 面杯 部 口緑 部横 にナデ る。底 外 面淡 乳 白色。 内面 黄灰 色 。

く外 反す る。 口緑端 部 カ ッ ト気 味。部 横磨 き。脚 部縦 磨 き後細 い横 胎 土細 砂粒 を含 む。 口径 9．8，

屈 曲部 の稜 は鈍 い。 脚部 は 「ハ 」 磨 き。脚端 部横 にナ デ る。 内面 脚 径 11．0，器 高9 ．3cm （旧14

の字状 に直 線 的 に開 く。 杯底 部外

面 に小 孔 あ り。 脚部 に 3 方透 し孔 。

杯 部横 磨 き， 脚部 横 ナデ。 K ・S I O 1， 735）

P o 14

68

鉄 鉢形 土器 。 内湾 しなが ら外 へ 開 内外 面 ナデ る。 外 面 スス付 着。 内面 淡赤 褐色 。

き， さ らに外へ 開 きなが ら内湾 す 胎 土精 良。 口径 13 ．8cm （旧14

る。 K ・S I O 1，6 48）

F　 l 棒 状鉄製 品 。 最大 幅0 ．6，厚 さ0 ．6cm 挿 図6 7　 （旧15 K ，58）

F　 2 棒状 鉄製 品 。 最大 幅0 ．4， 厚 さ0．4cm 〃　　 （旧15 K ，29）

J l 勾 玉。 長 さ1．3，最大 幅0 ．5，厚 さ0．3cm

全面研 磨 。片 面穿 孔。

〃　　 （旧15 J ，129 6）

S　 l 石 製有 孔 円盤 。半 片。 径 1 ．3，厚 さ0．2cm 〃　　 （旧 15 K ， 17）

S　 2 石 製有 孔 円盤 。 最 大径 1 ．7，厚 さ0．4cm　 製 品 と

しては粗 雑で 丁寧 な磨 き とはい

えない。

〃　　 （旧15 K ， 415）

P o 1

69

壷。口緑部ゆるやかに外反する複 口緑部内外面横にナデる。外面 外面赤灰色 ・黄灰色。ススー
合口緑。屈曲部は短 く横につまみ 頸部横にナデる。肩部幅広の横 部付着。内面黄灰色。細砂粒。

出され稜は鈍く退化気味である。 パケ目後ナデが施される。内面 口径21．4cm （推定）（旧14K ・
口緑端部はカットされ外側に肥厚 頸部絞 り目をナデ消す。肩部右 S I O3，681）
し鈍い稜をなす。肩部の器壁は薄

い。

方向のへラ削り。

P o　2

69

．小型丸底壷。口緑部は外反する 外面口緑部 ・胴部上半横方向の 内外面黄褐色。細砂粒。口径

「く」の字状口緑。口縁端部は丸 へラ磨き，胴部下半ナデる。内 8．9，胴部最大径8．4，器高7．6
く終る。胴部は球形。胴部最大径

は中位にある。

面ナデを施す。 cm （旧14 J ・N W ，929）

P o　3

69

小型丸底壷。口縁部内湾して立ち 口緑部横ナデ。外面胴部上位縦 外面黄褐色 ・黒褐色。胴部ス
上がる短い 「く」の字状口緑。口 方向のパケ目後ナデが施される。ス付着。内面黒褐色。細砂粒。
緑端部は丸 く終わる。扁平な球形 以下横方向のパケ目調整。内面 口径8．8，胴部最大径10 ．3，器
を呈す胴部。最大径は胴部中位。 胴部上方向に指でナデる。以下 高8．4cm （推定）（旧14K ・S

右方向，左方向のへラ削り。底
部指頭圧痕残る。

I O3，687）

P o 4

72

賓。口緑部外反する複合口緑，屈 口緑 ・頸部内外面横ナデ。胴部 外面上半淡赤褐色，下半黒褐
曲部の稜はやや鋭さを残す。口緑 外面上半横パケ，下半不定方向 色。内面淡褐色。砂粒を含む。
端部外面にカット，内外に肥厚す のパケ目を施す。内面右方向の 口径10．3（推定），胴部最大径
る。頸部短 く，肩はなだらか。底 へラ削り。 21．6cm （推定）（旧14K ・S I
部欠損。 03，692）
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P o　5

72

賓。口緑部は内湾気味に短く開 く 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 外面淡褐色。胴部以下スス付
「く」の字状口緑。口縁端部内側 面横にナデる。外面胴部上半横 着。内面黄褐色。細砂粒含む。
に肥厚し，鈍い稜をなす。胴部は パケ，下半斜め ・縦方向のパケ 口径11．2，胴部最大径15．2，
球形。下部に指で押えた大きな凹 を施す。内面上位右方向のへラ 器高15 ．1cm （旧14 J ・N W ，
み，肩部にへラ状工具による刻み 削り，中位左下方向のへラ削り，933）
目 1 ヶ所有り。器壁はやや厚いが 下位左上方向のへラ削り。底部
底部は特に厚い。 指頭圧痕残る。

P o　6

72

聾。口緑部外反する複合口緑，屈 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 外面上半淡褐色，下半黒褐色。
曲部の稜はやや鈍い。口緑端部は 肩部横にナデる，以下胴部上半 スス付着。内面淡褐色。砂粒
外側にカットし肥厚する。肩は張 横パケ，下半縦パケ後ナデ消す。を含む。口径15 ．8 （推定），胴
り，球形に近い胴部をもつ。 内面胴部上半右方向のへラ削り，部最大径24 ．9 （推定），器高

下半上方向のへラ削り。底部に
指頭圧痕有り。

26．8cm （旧14K ・S I O3，683）

P o　7

72

聾。口縁部内湾気味に開く短い複 口緑部横ナデ。外面肩部パケ目 外面黄灰色。胴部下半スス付
合口緑。屈曲部の稜は鈍く退化気 をナデ消す。胴部中位幅広の横 着。内面黄褐色。小砂粒めだ
味。口緑端部はカットされ外側に パケ。以下縦方向・横方向のハ つ。焼成やや不良。口径15．4，
肥厚，内側には鈍い段が見られる。ケ目調整。内面頸部直下横にナ 器高27．2cm （旧14 J ・N W ，
頸部短 く縦長の球形の胴部に続 く。デる。胴部中位右方向 ・左上方 930）
器壁肩部と底部で厚く，胴部中位 向のへラ削り。下位に指頭圧痕
で薄い。肩部外面木口状工具によ

る刻み目見られる。

残る。

P o 8

71

高杯。外方に開く浅い杯部と長い 杯部外面口端部付近横にナデる。内外面淡赤褐色。細砂粒。口
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 杯部外面上半横方向のヘラ磨き 径17．0，脚径9．4，器高10．7cm
部をもつ脚部。口緑端部はさらに 下半パケを施す。杯部内面口端 （旧14 J ・N W ，938）
外反し丸く終る。杯底部外面浅い 部付近横方向のへラ磨き，杯部
小孔ある。脚端部は角ぼる。 内面縦方向のへラ磨き。脚部外

面柱状部横にナデる，裾部横方
向のへラ磨き。脚部内面柱状部
絞 り痕あり，裾部横方向のパケ
を施す。

Po　9

71

高杯杯部。平坦な底部から外に開 外面横へラ磨き，底部パケ目。 外面淡茶褐色，内面淡褐色。
く浅い杯部。口緑端部丸い。 内面縦 ・横へラ磨き。 細砂粒を含む。口径16 ．6cm （旧

14K ・S I O3，888）

P o lO

71

高杯杯部。平坦な底部から外反気 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面淡黄褐色。細砂粒。口
味に立ち上る浅い杯部。口緑端部 面縦方向のパケ後，横方向のへ 径16 ．8cm （旧14K ・S I O3，
はさらに外反し，カット気味。杯 ラ磨き。杯部内面縦方向のへラ 677）
底部外面浅い小孔ある。 磨き。

P o 11

71

鼓形器台。受部外方に開き，筒部 外面横にナデる。内面受部右方 内外面淡褐色。細砂粒含む。
短い。脚部は短く外反し，脚端部 向のへラ削りの後横にナデる。 脚径 16．4cm （旧14K ・S I O3，
は肥厚し，丸味を帯びる。筒部の 簡部左方向のへラ削りの後ナデ 689）
稜はともにやや鈍い。 調整。脚部左方向のへラ削り，

下位を横にナデる。

S　 l 敲石。 長 さ7．4cm　敵き面は両端に有
り。赤色顔料付着。

挿図71 （旧14K ，678）

S　 2 軽石。 全面が擦り面。 〃　　 （旧14K ，739）

S　 3 砥石。 砥面は 4両。 1面に線刻有り。 〃　　 （旧14K ，1232）
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P o 1

76

壷。口緑部は外反する複合口緑， 口緑 ・、頸部内外面横にナデる。 内外面黄褐色。小砂粒を含む。
屈曲部の稜は横方向にひきだされ ．外面肩部縦方向のパケ後ナデ消 口径21．4，胴部最大径27．2cm

やや鋭い。口緑端部カット後外側 す。胴部上位横方向のパケ，以 （旧14L ・S I O1，769）

につまみだす。やや肩が張 り倒卵 下縦方向のパケを施す。内面胴

形に近い胴部。口緑 ・頸部器壁が 郡上半右方向のへラ削り，下半

厚いが，胴部は薄い。 左上方向のへラ削り，底部指頭

圧痕残る。

P o　2

76

壷。口緑部やや内傾する複合口緑，口緑部内外面横ナデ。頸部外面 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
屈曲部の稜は横方向にひきだされ 縦パケ後ナデ。内面横にナデる。口径29．6cm （推定）（旧14 L ・

鋭い。口緑端部はカットされ外側

に肥厚する。口緑部に 2条の沈線
有 り。胴部欠損。器壁厚い。

S W ，570）

P o　3

76

壷。口緑部直立気味に長く立ち上 口縁部内外面横にナデる。外面 外面淡茶褐色。内面暗茶褐色。

がる複合口緑，屈曲部の稜は鈍 く 頸部ナデ，胴部疎な横のパケ目，小砂粒を多く含む。外面一部

丸味を帯びる。口緑端部カット後 頸部でパケ目をナデ消す。内面 剥離。口径21．6，胴部最大径

外側へつまみ出す。頸部短 く，肩 頸部指オサエ後ナデ，以下左方 36 ．6cm （旧14 L ・S I O1，779）

部やや張る。器壁は全体に厚い。 向のへラ削り。

P o　4

75

小型丸底壷。口緑部短く外方に開 外面口緑部横ナデ後部分的に磨 外面暗褐色。内面黄褐色。細

く 「く」の字状口緑。口縁端部は き。頸部～胴部中位パケ目後横 砂粒。口径7．5，胴部最大径9．4

丸く終わる。頸部のくびれはゆる 磨き。以下主に横方向のパケ目 cm （旧14L ・S I Ol，754）
やかで，扁平な球形の胴部に続く。調整。内面口緑部～肩部横方向
器壁は痙部で薄 く，口縁端部 ・胴 にナデる。以下右方向 ・左方向
部で厚い。最大径は胴部中位。 のへラ削り。底部に浅い指頭圧

痕残る。

P o　5

75

襲。口緑部内湾気味に立ち上がる 口縁部内外面横ナデ。r外面肩部 外面暗黄灰色。内面黒褐色。

「く」の字状口緑。口緑端部は内 上半ナデ，下半粗い横パケ。胴 細砂粒含む。口径14．0，胴部
側に肥厚し，鈍い稜をなす。胴部 部下半不定方向の細いパケ。内 最大径19 ．8，器高19．4cm （旧

は球形。器壁底部で薄く，他はや 面胴部上位右方向のへラ削り， 14 L ・S W ，588）

や厚い。 中位左方向のへラ削り，下位指

頭圧痕残す。

Po 6

75

磐。口緑部は外へ開く複合口緑。 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面淡褐色。胴部中位スス付

屈曲部の稜はやや鋭さを欠 く。口 外面胴部 ・肩部横ナデ，その下 着。内面淡黄褐色。細砂粒を

緑端部カット。肩はなだらか。胴 横パケ目，その下縦 ・横のパケ 含む。口径15 ．6，胴部最大径

部下半欠損。 目。内面胴部右方向の削り。 21．8cm （旧14 L ・S I Ol，765）

P o　7

75

襲。口緑部は内湾気味に立ち上る 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面赤褐色，内面淡褐色。小

「く」の字状口縁。口緑端部は内 外面胴部不定方向のパケ目を施 砂粒を含む。口径11．1，胴部

側に肥厚し，鈍い稜をなす。頸部 す。内面胴部上半右方向のへラ 最大径14 ．4，器高14．2cm （旧
のくびれは強 く，肩部はな麗らか

で球形の胴部につづく。口緑 ・頸
部の器壁は厚いが，胴部は薄い。

削り，下半左上方向のへラ削り。14L ・S I Ol，783）

P o　8

75

聾。口緑部斜めに立ち上がる複合 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 内外面黄褐色。外面スス付着。

口緑。屈曲部の稜は鋭 く，口緑端 面ナデる。外面肩部上半ナデる。小砂粒含む。口径15 ．1cm （旧
部はやや内側に肥厚し，外方に面 下半横パケ。内面肩部高い所よ 14 L ・S W ，612）
をなす。頸部短 く，肩部外面に木 ’

口による 「ノ」の字文巡る。器壁＿
厚い。胴部下半欠く。

り右方向のへラ削り。
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P o．9

76

聾。口緑部斜めに立ち上がる複合 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 ．内外面黄灰色。小砂粒含む。
口緑。屈曲部の‘稜はやや鈍い。口 面ナデる。外面胴部上位細い横 口径15．8，胴部最大径24．3，
縁端部は上向きにカットし，内 ・ パケ，中位細い縦パケ，下位縦 器高28．9cm （旧14 L ・S W ，
外側にわずかに肥厚する。頸部短 パケの後ナデ調整。内面胴部上 589）
い。胴部の肩はなだらかで輝長。 半右方向のへラ削り，’下半削り
器壁は厚い。 上げ。

Po lO

76

高杯脚部。短い柱状部から大きく 外面柱状部縦方向のパケ目，裾 内外面黄褐色。小砂粒を含む。
広がる裾部をもつ脚部。脚端部 部縦方向のパケ目をナデ消す。 脚径18 ．2cm （旧14L ， S W ，
カット気味。 内面柱状部左方向のへラ削り，

裾部横方向のパケ。
648）

P o 11

76

高杯脚部。長い柱状部からゆるや 外面柱状部横磨き後面取 り的な 内外面明赤灰色。極細砂粒。
かに 「ハ」の字状に開く裾部をも 磨き。柱状部下方から脚端部に 脚径11．4cm （推定）（旧14 L ・
う脚部。脚端部はカットされ，内 かけて密度の濃い横磨き。内面 S I O1，770）
側に肥厚する。器壁は裾部で薄く 柱状郡上半絞り目。下半左方向
接合部付近で厚い。 のへラ削り。裾部パケ目後横に

ナデる。

P o 12

76

高杯脚部。やや細い柱状部からゆ 脚部外面きれいな横磨き。内面 内外面黄褐色。細砂粒。脚径
るやかに 「ハ」の字状に開く裾部 柱状部左方向のベラ削り後ナデ 19・4cm （旧14L ・S W ，650）
をもつ脚部。脚端部は面を意識し

つつも丸 く終わる。接合部外面に
1条のへラ状工具による沈線，裾
部内面にも同様の沈線が見られる。
内面裾部上方には指で押えた時の
爪痕が残っている。

か？裾部横にナデる。

P o 13

76

低脚杯。浅い杯部に短く 「ハ」の 杯部外面パケ目後縦方向の磨き。外面黄褐色と黄赤色。内面黄
字状に開く脚部。口緑端部は鋭 く 内面放射状のへラ磨き。脚部内 赤色。胎土精良。口径15．0，
カットされ，脚端部は丸 くナデら 外面横にナデる。 脚径4．4（推定），器高4．7cm （旧
れている。 14 L ・S I O1，782）

P o 14

76

弥生壷。口緑部は外反し外へ短く l外面口緑 ・頸部横にナデる。内 内外面淡黄褐色。胎土精良。
開 く。口緑端部は肥厚しカット。 面口緑横にナデる。頸部横へラ 口径18 ．0cm （旧14L ・S I Ol，

磨き。 584）

F　 l 鉄鉱。 長さ9・3，最大幅2・，0，厚さ0．3cm
木質部付着。

挿図73　 （旧14 L ，303）

P o 1

78

壷。口緑部は外方に開く複合口緑，口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面黄褐色。胎土精良。口
屈曲部の稜は鈍い。口緑端部は外 径36 ．0cm （推定）（旧14K ・S
側に肥厚し，鈍い稜をなす。口緑
部の器壁は厚い。頸部に木口状工
具による綾杉文を巡らす。

I O2，369）

P o 2

78

小型丸底壷。口縁部斜めに立ち上 口緑部内外面横ナデム外面胴部 外面黒褐色。全体にスス付着。
がる 「く」の字状口緑。口緑端部 上半上位ナデ，中位横パケ，下 内面黄褐色。小砂粒含む。口
はつまみ上げる。胴部はやや張る 半縦パケ。内面胴部上位ナデ， 径8．0，胴部最大径9．6，器高
肩を持つ。器壁はやや厚い。最大 中位右方向のへラ削り，一下位左 8．6cm （旧14K ・S I O2，372）
径胴部中央よりやや上。 方向のへラ削り。

P o　3

79

襲。ロ緑部は外方へ短 く開 く「く」 口緑 ・頸部内外面横ナデ。胴部 外面スス付着，内面淡褐色。
の字状口縁。口緑端部は丸 く終わ 外面上半縦 ・横方向のパケ目を 小砂粒を含む。口径10．1cm （旧
る。頸部短い。 施す。内面胴部上半右方向のへ

ラ削り。
14K ・S I O2，39．4）
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P o 4

79

聾。口緑部は直立気味に短 く立ち 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面灰褐色。小砂粒。口径
上る複合口緑，屈曲部の稜はやや 胴部外面横 ・斜め方向のパケ。 16．5cm （旧14K ・S I O2，399）

鈍い。口緑端部は内側に肥厚し， 胴部内面上半右方向のへラ削り，

鈍い稜をなす。頸部やや長 く，な
だらかな肩をもつ胴部につづく。
口縁 ・頸部の器壁は薄いが，胴部
は厚い。

下半右上方向のへラ削り。

P o　5

79

聾。口綾部やや内湾気味に外方へ 口綾部内外面横ナデ。外面上半 外面黒褐色。全体にスス付着。

開く 「く」の字状口緑。口緑端部 上位ナデ，下位横パケ，下半縦 内面暗黄褐色。小砂粒含む。

は内側に肥厚する。胴部は球形。 パケ。内面胴部上半右方向のへ 口径15．7，胴部最大径22 ．5，

肩部外面に刺突痕 4 ヶ所有 り。器 ラ削り，下半左上方向のへラ削 器高23．6cm （旧14K ・S I O2，

壁はやや薄い。 り。底部指頭圧痕残る。 368）

P o　6

79

・高杯。外方に開く浅い杯部と長い 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。細砂粒。口径
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 面横方向のヘラ磨き，杯部外面 18．1，脚径9．8，器高11．7cm （旧
部をもつ脚部。口緑端部はカッ‘ト 底部付近パケ目残る。杯部内面 14K ・S I O2，354）
気味。脚端部は角ぼる。 縦方向のへラ磨き。脚部外面柱

状部横方向のへラ磨き，裾部ナ
デ。脚部内面柱状部絞 り痕あり，
裾部ナデ。

J l 淡緑灰色碧玉製管玉。「部欠損。 長さ1．8，径0．4cm　両面穿孔。 挿図78　 （旧14K ，304）

P o 1

80

壷。口緑部外反する複合口緑。屈 口緑 ・頸部内外面横ナデ。 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
曲部の稜は横にひきだされやや鋭 口径21．4cm （推定）（旧14 K ・
い。口緑端部カットされ外側に肥
厚する。頸部は長い。胴部欠損。

S I O4，818）

P o　2

80

小型丸底壷。口緑部は外方に短 く 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面赤褐色。細砂粒。口径

開く 「く」の字状口緑。口緑端部 胴部上半横方向のパケ，以下ナ 8．1，胴部最大径9．0，器高7．8

は丸 く終わる。扁平な球形の胴部 デ，外面底部付近パケ残る。内 cm （旧14 K ・S I O4，816）

で最大径は胴部中位にある。 面胴部左方向のへラ削り。

P o　3

80

小型丸底壷。口緑部はやや外反し 外面口緑部横方向のへラ磨き， 内外面黄褐色。細砂粒。口径

て立ちあがる短い 「く」の字状口 胴部上半横方向のへラ磨き，胴 8．0，胴部最大径8．7，器高8．0

緑。口縁端部は丸 く終わる。最大 ’部下半縦方向のパケ後横方向の cm （旧14 K ・S I O4，824）

径は胴部中位にある。 へラ磨き，底部付近パケを施す。
内面口緑部ナデ，胴部右方向の

へラ削り，以下ナデ。

P o　4

80

小型丸底壷。口緑部内湾する「く」 口緑 ・頸部内外面横ナデ。胴部 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

の字状口緑。口緑端部は尖り気味。外面上半横にナデる，下半パケ 口径8．5 （推定），胴部最大径

肩は張り扁平な球形の胴部をもつ。後ナデ消す。内面左方向のへラ 9．0 （推定），器高7．8cm （旧14

最大径は胴部中位にある。器壁厚

い。

削り。 K ・S I O4）

P o　5

80

聾。口縁部は外方に開く複合口緑，口緑 ・頸部内外面横にナデ る。 外面黄褐色，内面茶褐色。細
屈曲部の稜は鋭い。口緑端部カッ 外面胴部不定方向のパケ目。内 砂粒を含む。口径20 ．1cm （旧
ト気味。頸部は短 く，肩はなだら

か。

面胴部右方向のへラ削り。 14K ・S I O4，823）

P o　6

80

襲。口緑部は外方に短く開く「く」 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。外面スス付着。

の字状口緑。口緑端部は凹む。器 縦方向のパケ，胴部上半横方向 細砂粒。口径14 ．9cm （旧14K ・
壁は口緑 ・頸部は厚いが，胴部は のパケ。内面胴部上半右方向の S I O4，809）
薄い。 へラ削り。
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Po　7 聾。口緑部内湾気味に斜めに立ち
や　　　　　　　　　　　　　　　　ノ＝±ブ　　ヽ

口緑部内外面横ナデ。外面肩部 外面薄褐色。肩部スス付着。

82
上がる 「く」の子状口緑。口緑端 上位ナデ，下位横パケ，以下縦 内面黄褐色。小砂粒含む。口
部カット。胴部は肩がやや張る。 パケ。内面肩部上位高い所より 径16．1，胴部最大径23．5，器
器壁は胴部中央において薄 く，他 右方向のヘラ削り，以下左上方 高26 ．2cm （旧14K ・S I O4，
は厚い。 向のへラ削り。 812）

P o 8 嚢。口緑部は外反する複合口緑，
立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥

口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面褐色，内面淡褐色。外面

80
屈曲郡の稜は鈍い。口緑端部は内 外面胴部上半横方向のパケ目， スス付着。砂粒を含む。口径
側に肥厚し，鈍い稜をなす。頸部 胴部下半不定方向のパケ目を施 17 ．1，胴部最大径24 ．2cm （旧
短く，なだらかな肩をもつ球形の す。底部ナデ。内面胴部上半ナ 14K ・S I O4，829）
胴部につづ く。外面肩部にへラ状 デ，指頭圧痕残る。胴部下半右
工具による刻み目がある。 方向のへラ削り，底部左上方向

のへラ削り。

P o 9 寮。口縁部は内湾気味に立ち上る
｛　、

口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面明褐色。小砂粒を含む。

83
「く」の子状口緑。口緑端部は内 外面胴部不定方向のパケ目を施 口径13．3，胴部最大径19．6，

側に肥厚し，鈍い稜をなす。頸部 す。内面胴部上半右方向のへラ 器高21：2cm （旧14K ・S I O4，
短 く，なだらかな肩部をもつ球形 削り，胴部下半左上方向のへラ 827）
の胴部につづく。底部に外側から
内側へ穿ったと思われるキリ状工

具による穿孔がある。口緑部 ・底
部の器壁が厚い。

削り。

P o lO 婆。口緑部斜めにのびる複合口緑。
立　　　　　　　　　　一や

口緑部横ナデ。頸部直下横にナ 外面暗黄灰色。口緑部一部黒

83
屈曲郡の稜はナァられやや退化気 デる。外面胴部上位幅広の横ハ 斑有 り。胴部下半スス付着。
味。口緑端部は外方へカットされ ケ目，中位縦パケ目，以下細い 内面黄灰褐色。胴部下方にこ
内側はやや肥厚し，鈍い稜を作る。不定方向のパケ目調整。内面胴 げつき痕残る。小砂粒含む。
頸部のくびれはやや強く，縦長の 部上半右方向，下半左上方向の 口径15．3，器高24 ．0cm （旧14
胴部に続 く。肩部外面に木口状工 へラ削り。下位には指頭圧痕残 K ・S I O4，820）
具による刻み目が見られる。器壁
は口緑部 ・頸部で肥厚し，胴部中
位で薄い。

る。

P o ll 高杯杯部。やや平坦な底部から外

、ト
外面横磨き，底部パケ目と縦磨 内外面明褐色。胎土精良。・口

83
反しながら外へ開く杯部。 き。内面縦磨き。 径16．6cm （旧14 K ・S I O4，

544）

J l 滑石製菓玉’。 長さ1．2，最大径0．5cm　両面穿
孔。側面に約16両の研磨面をも

つ。

挿図80　 （旧14K ，800）

P o l 長頸壷。口緑部はなだらかに外反

や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
口緑端部内外面横ナデ。外面口 内外面黄褐色。胎土精良。口

85
しながら外方へ長 くのびる 「く」 緑部縦方向のパケ後横方向のへ 径11．0cm （旧14K ・S I O5，
の字状口緑。器壁は口緑部は厚い ラ磨き。胴部上部横方向のへラ 938）
が，胴部は薄い。 磨き，中央部横方向のパケ目。

内面口緑部縦方向のパケ後横方
向のヘラ磨き，胴部ナデ。

Po 2 小型丸底壷。口琴部内湾気味に開

ノ＝±ナ　　ヽ
口綾部内外面横へラ磨き。外面 内外面淡茶褐色。細砂粒。口

85
く短い 「く」の子状口緑。口緑端 胴部上半横磨き。中位斜めのハ 径8．7，胴部最大径9．9，器高
部は丸く終わる。頸部のくびれ広 ケ目後所々横へラ磨き。底部ハ 8．8cm （旧14K ・N E ，477）
く，やや扁平な球形の胴部に続 く。ケ目をナデ消す。内面頸部直下
器壁底部で厚 く，口緑部で薄い。 横にナデる。胴部左方向のへラ
最大径は胴部中位にある。 削り。底部指頭圧痕残る。
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P o　3 小型丸底壷。口緑部は外方に開 く 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面黄褐色。細砂粒。口径

「く」の字状口緑　 口緑端部は丸 胴部上半横方向のパケ，以下ナ 7．8，胴部最大径9．1，器高7．6

85 0
く終る。胴部は扁平な球形。最大
径は胴部中位にあるd 器壁は全体

に薄い。

デ。内面右方向のへラ削り。 cm （旧14K ・N E ，474）

P o 4 賓。口縁部は外方に短 く開く複合 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面黄褐色。細砂粒。口径

口緑　 屈曲部の稜は鈍い　 頸部短 胴部上部ナデ，．中央部横方向の 15 ．8，胴部最大径22．4cm （旧

85 J　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
く，なだらかな肩をもつ胴部につ

パケ，下半縦方向のパケ。内面 14 K ・S I O5，941）

づ く。外面肩部にへラ状工具によ 胴部上半右方向のへラ削り，下

る刻み目が数カ所ある。 半左上方向のへラ削り。

P o　5 聾。口緑部内湾する 「く」の字状 口緑 ・頸部内外面横ナデ。肩部 外面淡褐色，一部黒褐色。ス

口緑　 口縁部はカットし内側に肥 外面横パケ。内面右方向のへラ ス付着。内面淡褐色。細砂粒

85 J　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
厚する。胴部下半欠損。 削り。 を含む。口径13．5cm （旧14K ・

S I O5，937）

P o　6 高杯。裾部欠損。外方に開く浅い 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。細砂粒を含む。

杯部と長い柱状部をもつ脚部。口 面横方向のへラ磨き，外面底部 口径16 ．4cm （旧14K ・S I O5，

85
口

緑端部はさらに外反しカット。杯
付近パケ目残る。杯部内面縦方 907）．

底部外面浅い小孔ある。脚部 3方 向のへラ磨き後横へラ磨き。脚

透し孔。接合部に 1条の沈線めぐ 部外面柱状部縦方向のパケ目，

る。 内面柱状部右方向のへラ削り。

P o　7 高杯杯部。平坦な底部から外反気 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。細砂粒を含む。

味に立ち上る浅い杯部。口縁端部 面縦方向のパケ目後横へラ磨き。口径15．1cm （旧14K ・S I O5，

85 カット。杯底部外面浅い小孔ある。杯部内面縦方向のへラ磨き後横
方向のへラ磨き。

905）

P o 8 高杯杯部。狭い底部から直線状に 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。胎土精良。口

外に開く杯部　 口緑端部カット。 面縦方向のパケ自後横へラ磨き。径15．5cm （旧14 K ・S I O5，

85 0
杯底部外面浅い小孔ある。

杯部内面縦方向のへラ磨き後横

方向のヘラ磨き。

882）

P o　9 高杯杯部。外方に開 く深い杯部。

口緑端部はカットされ　 外側に引

杯部内外面縦方向のへラ磨き。 内外面茶褐色。極細砂粒。口
径16 ．4cm （旧14K ・S I O5，

85 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　ヽ
き出される。脚部を欠 くが円盤充

ご墳式と思われる。

878）

P o lO 低脚杯。浅い杯部に短 く 「ハ」の 杯部外面パケ目後へラ磨き。内 内外面淡黄褐色。杯部内画一

字状に開 く脚部　 口緑端部カット。面へラ磨き。脚部内外面共に横 部に丹塗 り痕。細砂粒を含む。

85 ○
脚部外面にへラ状工具による刺突
痕がみられる。

ナデ。 口径15 ．3，脚径3．5，器高4．6

cm （旧14K ・S I O5，900）

P o 11

85

低脚杯。杯部上位欠損。脚部は外 杯部下位内外面縦磨き。脚部内 内外面淡黄褐色。胎土精良。

反し 「ハ」の字状に開く。 外面横ナデ。 脚径6．7cm （旧14K ・S I O5，
873）

P o 12

85

高杯型器台。杯部浅く口緑部大き 外面密度の濃い縦方向のへラ磨 内外面灰褐色。極細砂粒。口

く外反する。口緑端部はさらに外 き。内面杯部 2段の放射状へラ 径10 ．6cm （旧14K ・S I O5，

反し，丸味を持って終る。屈曲部 磨き。脚部右方向のへラ削りあ 887）

の稜はアンバランスだが鋭さを見 るいはナデ。下方パケ目後ナデ

せる。脚部はシャープに開く。脚

端部欠損。

が施される。
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Po 13

86

コシキ型土器。ほぼ直線的に外方 口綾部 ・底部内外面横ナデ。胴 外面淡茶褐色。内面暗黄褐色。
にむかって開く胴部は底部付近で 部外面縦方向のパケ目，把手部 外面口綾部黒斑あり。砂粒含
すぼまり筒状の形態をなす。段部 分及び周辺はナデる。内面削り む。口径46 ．4，底径13．6，器
にはタガ状の凸帯がつく。口緑端 後縦方向のパケ目を施す。内面 高58 ．9cm （旧14K ・S I O5，
部は平坦面をなすが，底部端はや
や丸味をおびている。胴部上部＿に
縦位の環状把手を 1対，下部に横

位の環状把手を 1対つける。大型
でやや歪む。把手は胴部に取 り付
け穴を穿ち差し込み粘土で補強し
て接合する。

一部粘土のつなぎ目みられる。 942）

P o 14

85

弥生壷。やや垂直な長い頸部から 口緑部内外面ナデる。外面頸 内外面黄褐色。胎土精良。口
外へ水平にのびる口緑。口縁端部 部 ・肩部縦パケ目。内面頸部横 径19．0cm （旧14K ・S I O5，
肥厚し，カットされへラ状土具に
よる斜格子文を施す。頸部 と肩部

の境に刻み目凸帯が巡る。

磨き。肩部ナデる。 939）

D　 l 土錘。一部欠損。 径2．6cm 挿図85　 （旧14K ，926）

P o 1

87

賓。口緑部は短 く開く複合口緑， 口緑 ・頸部，肩部内外面横にナ 内外面赤褐色。小砂粒。口径
屈曲部の稜は退化気味。頸部短く，デる。外面胴部パケ仕上げ。内 10 ．0，胴部最大径11．9cm （旧
なだらかな肩部をもつ扁球形の胴
部につづく。最大径は胴部中位に
ある。

面胴部左方向のへラ削り。 13K ・S I O1，320）

P o　2

87

小型丸底壷。肩部はやや張 り球形 外面胴部上半横方向のへラ磨き，内外面黄褐色。外面丹塗り。
の胴部につづく。胴部最大径はや 下半パケ仕上げ。内面胴部左方 胎土精良。胴部最大径9．0cm
や上位にある。 向のへラ削り，底部指頭圧痕あ

る。
（旧13K ・S I O1，319）

P o　3

87

賓。口緑部は内湾気味に立ち上る 口緑 ・頸部内外面横ナデする。 内外面黄褐色。外面スス付着。
「く」の字状口緑。口緑端部は水 外面肩部縦方向のパケ後ナデ消 細砂粒。口径14 ．0cm （旧13K ・

平にカット。口緑 ・頸部の器壁は
厚い。

す。内面肩部右方向のへラ削り。 S I Ol，308）

Po 4

89

聾。口綾部斜めに立ち上がる複合 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 外面黒褐色。全体にスス付着。
口緑。屈曲部の稜はやや鈍く，口 上半横パケ，部分的に縦パケが 内面褐色。小砂粒含む。口径
緑端部はカット。胴部の肩はなだ 入る。下半斜めの下方向のパケ 15．7，胴部最大径22．7，器高
らかで縦長。器壁厚い。 目。内面肩部右方向のへラ削り

の後ナデ調整。胴部中位右方向
のへラ削り，下位削り上げ。

26．8cm （旧13K ・S I O1，310）

P o 5

87

高杯。外方に開く浅い杯部と長い 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。細砂粒。口径
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 面縦方向のパケ後横方向のへラ 17 ．7，脚径9．6，器高12．0cm （旧
部をもつ脚部。口緑端部カット。 磨き。杯部内面縦方向のへラ磨 13K ・S I O1，314）
脚端部は角ぼる。裾部内面に 2条 き，一部横方向の‘ヘラ磨き。脚
のへラ状工具による沈線。 部外面柱状部横方向のへラ磨き，

裾部ナデ。脚部内面柱状部右方
向のへラ削り，裾部ナデ。

Po　6

87

高杯杯部。外面ほぼ逆三角形状で，杯部外面縦磨き後斜めの磨き。 内外面茶褐色。胎土精良。口
口縁端部は尖 り気味。浅めで器壁 内面放射状の磨き。内外面 とも 緑部外面一部黒斑あり。口径
は厚い。杯部外面に棒状の工具で 極めて丁寧な磨き。 16．1cm （推定）（旧13K ・S I
刺突した痕が認められる。 01，305）
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J l 勾玉。 長 さ2．7，最大幅1．0，厚 さ0．8

cm 。両面穿孔。頭に 2条の線刻
有 り。

挿図90 （旧13K ，．366）

J　 2 勾玉。 長 さ1．4，最大幅0．5，厚さ0．3

cm。片面穿孔。

〃　　 （旧13K ，225）

S　 l 施溝石。一部欠損。 有溝面は砥面みたいな光沢があ

る。

挿図89　 （旧13K ，312）

P o 1

95

壷。口緑部は内傾して立ち上がる 口緑 ・頸部 ・肩部内外面横にナ 内外面淡褐色。黒斑あり。口

複合口緑，屈曲部の稜は横方向に デる。外面胴部上位横 ・縦方向 径16．7cm （推定）（旧13K ・S

ひき出されるが鈍い。頸部長く， のパケ目を施す。内面胴部上位 I O2，602）

なだらかな肩部につづ く。口緑 ・

頸部の器壁は厚い。頸部に木口状
工具による刻み目が 5 カ所ある。
口緑端部は外側に肥厚し，鈍い稜
をなす。

右方向のへラ削り。

P o　2

92

小型丸底壷。口緑部内湾気味に開 外面口緑部～胴部上半ナデ後部 内外面黄褐色。小砂粒めだつ。

く 「く」の字状口緑。口緑端部は 分的に横磨き。以下不定方向の 口径8．4，胴部最大径 10．0，器

丸く終わる。扁平な球形の胴部に パケ目調整。内面口緑部～頸部 高8．7cm （旧13K ・S W ，351）

続く。外面胴部下方所々粘土貼付 直下横にナデる。以下右方向の

痕残る。器壁は薄く，特に胴部中 へラ削り。底部に浅い指頭圧痕

位下方はめだつ。’最大径は胴部中
位。

残る。

P o　3

92

賓。口緑部内湾気味に斜めに立ち 口縁部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡褐色。外面全体にス

‘上がる 「く」の字状口緑。口緑端 上位粗い横パケ，中位細かい斜 ス付着。小砂粒含 む。口径

部は内に向けてカット。胴部球形。め方向のパケ。内面胴部上半低 12 ．8，胴部最大径17 ．9cm （旧

器壁厚い。底部を欠く。 い所より右方向のへラ削り，中
位左方向のへラ削り。

13K ・S I O2，441）

Po　4

92

聾。口緑部シャープに開く短い複 口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 外面黄灰色。内面淡茶褐色。

合口緑。屈曲部の稜は鈍 く退化気 デる。肩部パケ目後ナデる。以 小砂粒含む。口径18 ．0cm （旧

味。口緑端部は丸 く終わる。頸部 下幅広の粗いパケ目調整。内面 13K ・S I O2，489）

のくびれは狭く，胴部は下半を欠 頸部直下横にナデる。以下右方

くが縦長の球形を呈すと思われる。
器壁全体的に厚い。

向の単位の長いへラ削り。

P o　5

93

襲。口緑部は内湾気味に立ち上が 口縁 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面黄褐色。胎土精良。口

る 「く」の字状口縁。口緑端部は 胴部上半横方向のパケ目，下半 径11 ．3，胴部最大径15 ．9，器

内側に肥厚し，鈍い稜をなす。頸 斜め方向のパケ目を施す。内面 高14 ．5cm （旧13K ・S I O2，
部短 く，肩の張る球形の胴部につ 胴部上半右方向のヘラ削り，下 410）

づく，。 半浅い指頭圧痕残る。

P o　6

93

賓。口縁部は内湾気味に立ち上が 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面黄褐色。外面スス付着。

る 「く」の字状口緑。口緑端部は 胴部上半横方向のパケ目，下半 口径12 ．1，胴部最大径15．9，

内側に肥厚し，鈍い稜をなす。頸 縦 ・横方向のパケ目を施す。内 器高14．8cm （旧13K ・S I O2，

部短 く，肩の張る球形の胴部につ 面胴部上半右方向のへラ削り， 459）

づく・。口緑部から肩部にかけての 下半左上方向のへラ削り，底部

器壁は厚いが，以下は薄い。・ 指頭圧痕残る。
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P o　7

93

賓。口緑部内湾気味に立ち上がり，口緑部横ナデ。外面頸部を横ナ 外面暗黄褐色 ・暗赤褐色。胴
端部は外反する短い 「く」の字状 デする。その直下パケ目後軽 く 部下半スス付着。内面暗黄褐
口緑。口緑端部は角ぼる。頸部長 ナデる。胴部上方幅広の横パケ

0
色。細砂粒。口径13 ．7，器高

めで，やや肩の張る縦長の胴部に 以下縦方向を基調 とするパケ目
○

22．5 （推定），胴部最大径21．0
続く。器壁は口緑部 ・底部で厚 く，底部ナデ消しが認められる。内 cm （旧13K ・S I O2，466）
胴部中位で薄い。 面頸部 ・肩部縦にナデる。胴部

上半左方向後右方向，下半左上
方向のへラ削り。底部深めの指
頭圧痕残る。

P o 8 聾。口緑部外方にシャープに開く

′・一上l事　　、
口緑部横ナデ。外面頸部 ・肩部 外面暗黄褐色。内面赤褐色。

93
短かめの 「く」の子状口緑。口緑 パケ目後ナデ。以下幅広のパケ 細砂粒。口径11．0，器高11．1，
端部は丸く終わる。張りの少ない 目調整。内面頸部横にナデる。 胴部最大径11．9C血（旧13K ・
肩部からやや平底気味の底部へつ

づ く。器壁は底部で厚め。最大径
は胴部上位にある。

以下左方向のへラ削り。 S I O2，594）

P o 9 襲。口縁部は直立気味に立上る複 口縁 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面褐色。外面スス付着。

93
合口緑，屈曲部の稜は退化気味。 胴部上半横方向のパケ目，下半 小砂粒を含む。口径11．5，胴
口緑端部は凹む。なだらかな肩部 ススのため不明。＿内面胴部上半 部最大径18．2，器高18 ．0cm （旧
をもつ扁平な球形の胴部につづ く。右方向のへラ削り，下半左上方 13K ・S I O2，350）
肩部に竹管による刺突痕が 3 カ所 向のへラ削り，底部指頭圧痕残
ある。 る。

P o lO 賓。口緑部内湾気味に開 く短い

Jヒ±ブ　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　」」
口緑部内外面横ナデ。外面頸 外面黄褐色。内面暗褐色。細

93
「く」の子状口緑。口緑端部は少 部 ・胴部上位横方向のナデ仕上 砂粒。口径12．6，器高15 ．3，
し外反し，丸く終わる。頸部のく げ。中位 ・底部にパケ目が残る。胴部最大径16．4cm （旧13K ・
びれは広く，ほぼ球形の胴部をも 一部パケ目をナデ消す。内面頸 S I O2，586）
つ。器壁は口緑部で厚 く，胴部は 部横にナデる。以下右方向，左
薄い。 方向のへラ削り，胴部下半指頭

圧痕が見られる。

P o ll 聾。口緑部は外方へ短 く開 く複合

ヽ
口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面褐色，外面スス付着。

93
口緑。屈曲部の稜は退化気味。口 胴部上半横方向のパケ目，以下 小砂粒を含む。口径13 ．4，胴
緑端部カット。頸部短 く，なだら 不定方向のパケ目を施す。内面 部最大径15 ．4，器高13．0cm （旧
かな肩部をもつ扁平な球形の胴部 胴部左 ・右方向のへラ削り，底 13K ・S W ，355）
につづく。 部指頭圧痕残る。

P o 12 聾。口緑部は内湾気味に立ち上げ
｛　　ヽ

口緑 ・頸部内外面横ナデする。 内外面黄褐色。細砂粒。口径

93
る 「く」の子状口緑。口緑端部は 外面胴部上半横方向のパケ目， 14．2，胴部最大径21 ．9，器高
内側に肥厚し，鈍い稜をなす。頸 以下不定方向のパケ目を施す。 24．6cm （旧13K ，S I O2，611）
部短 く，やや肩の張る縦長気味の 内面胴部右方向のへラ削り。底
球形の胴部につづく。底部の器壁 部上方向へのへラ削り，指頭圧
は厚い。 痕残る。

P o 13 襲。口緑部は直立気味に短 く立ち

ヽ
口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡褐色。外面スス付着。

93
上がる複合口緑，屈曲部の稜は鈍 胴部上半パケ目，以下ススのた 口径14 ．8，胴部最大径23．7，
い。口緑端部カット。頸部短く， め調整不明。内面胴部上部右方 器高26 ．4cm （旧13K ・S I O2，
やや肩が張り，縦長気味の球形の 向のへラ削り，中央部左上方向 602）
胴部につづく。 のへラ削り，以下左方向のへラ

削り。底部指オサエ後へラ削り。

P o 14 嚢。口緑部内湾気味に立ち上がる

ノ＝±ナ　　ヽ
口緑部内外面横ナデ。外面胴部 外面黒褐色。全体にスス付着。

93
「く」の子状口緑。口緑端部内側 上半主に横方向のパケ，下半主 内面暗褐色。小砂粒含む。口
に肥厚し，鈍い稜を持つ。胴部の に縦方向のパケ。内面胴部上半 径15 ．2，胴部最大径24 ．0，器
屑はなだらかで縦長。器壁やや厚 やや右上 り気味のへラ削り，下 高28 ．7cm （旧13K ・S I O2，
い。 半左方向のへラ削り。底部削り

上げ，指頭圧痕残る。
515）
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Po 15 襲。直線気味に開 くやや長 めの・口緑部横ナデ。外面全面に渡っ 外面黄灰色。内面暗黄灰色。

細砂粒。口径13．9，胴部最大「く」の字状口緑。口緑端部は内

側にカットされ肥厚し，鋭い稜を

みせる。頸部短く胴部縦長の球形。

てナデが 毎されるが 司書　 立で

94 パケ目が少々残る。内面頸部横 径20 ．8，器高22．6cm （旧13K ・

にナデる。以下右方向のへラ削

り。底部に深い指頭圧痕みられ
る。

S I O2，517）

P o 16 賓。口緑部は頸部との境に鈍い稜 口緑 ・頸部内外面横ナデする。 内外面淡褐色。砂粒を含む。

線をもつ 「く」の字状口緑。口緑 外面胴部上半横方向のパケ目， 口径15 ．2，胴部最大径23．2，

94 ／
端部は内側に肥厚し，鋭い稜をな

す。最大胴径が中位にある球形の

以下ススのため調整不明。内面 器高23．6cm （旧13K ・S W ，
頸部下位ナデ，胴部上半右方向 352）

胴部をもつ。 のへラ削り，下半左上方向のへ

ラ削り。

P o 17

94

襲。口縁部は内湾気味に短 く開 く 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面暗褐色。細砂粒を含む。

「く」の字状口緑。口緑端部カッ

ト，内側に肥厚する。頸部は短 く
肩部はなだらか。屑 部にへラ状工

外面胴部は横パケ目，その下は

縦パケ目。肩部及び胴部下半パ

ケ目をナデ消す。内面胴部上半
右方向の削り，下半左上方向の
削り。

口径13 ．9，胴部最大径21 ．2cm

（旧13K ・S I O2，486）

具による刻み目あり。

P o．18 襲。口緑部は外方へ開 く 「く」の

字状口緑。口緑端部は内側に肥厚

し　 鈍い稜をなす。頸部短 く，な

口緑 ・頸部内外面横ナデ。胴部 内外面黄赤褐色。外面スス付

外面パケ目後ナデを施す。胴部 着。小砂粒を含む。口径16・4，

94 内面上部右方向のへラ削り，中 胴部最大径22 ．9cm （旧13K ・

I
だらかな肩をrもつ胴部につづく。

央部右上方向へのへラ削 り，下 S I O2，455）

外面肩部にベラ状工具による刻み

目ある。

部左上方向のヘラ削り。

P o 19 賓。口緑部は内湾気味に開く「く」 口緑 ・頸部内外面横ナデする。 内外面黄褐色。外面胴部下半

の字状口緑　 口縁端部内側に肥厚 外面胴部横パケ目，肩部はパケ スス付着。細砂粒を含む。口

94 ○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
し，カットされる。頸部は短く胴

目をナデ消す。内面胴部上半は 径14 ．9，胴部最大径21．9cm （旧

部は丸い。 右方向のへラ削り，その下は左

上方向のヘラ削り。
13K ・S I O2，587）

口緑部内外面横ナデ。頸部内外 内外面暗茶褐色。小砂粒含む。
P‾0 20

94

襲。口緑部外反気味に立ち上がる

複合口緑。屈曲部の稜は鈍 く，口
緑端部わずかに内側に肥厚する。
器壁厚い。胴部下半欠く。

面ナデる。外面胴部上位不定方 口径15 ．0，胴部最大径24 ．4cm

向のパケ，中位細い縦パケ。内

面上位右方向のへラ削り，中位
左方向のへラ削り。

（推定）（旧13K ・S I O2，489）

P o 21

94

襲。口緑部は外反気味の複合口緑。

屈曲部の稜はやや鋭さに欠ける。
口緑部カット。最大胴径がやや上
位にある球形の胴部。肩部にヘラ
状工具による刻み目が 2 カ所施さ

れる。

口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡黄褐色。外面胴部ス

胴部 ・肩部下横パケ目，その下 ス付着。細砂粒多量含む。口

不定方向のパケ目。肩部 ・底部 径16 ．0，胴部最大径23．5，器

はパケ目をナデ消す。一内面胴部 高24 ．4cm （旧13K ・S I O2，

上半右 ・右上方向のへラ削り，

下半左上方向のへラ削り，底部
指頭圧痕残る。

516）

P o 22

94

襲。口緑部内湾 して立ち上がる

「く」の字状口緑。口緑端部は内
外に肥厚し鈍い稜を作る。端面ナ
デられ丸 く終わる。頸部短 く，や

口緑部横ナデ。外面頸部横にナ 外面暗黄褐色。全面スス付着。

デる。肩部パケ目後ナデ。胴部 内面黄褐色。小砂粒めだつ。

上位横方向を主とするパケ目。 焼成 やや不良。口径16．3cm

中位縦方向のパケ目調整。内面 （旧13K ・S I O2，602）

や肩の張る胴部に続く。胴部下半

欠損。

頸部 ・肩部ナデる。肩部に指頭

圧痕残る。以下右方向のへラ削

り。部分的に左上のへラ削り認
められる。

表
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P o 23

95

聾。口緑部は外方へ短く開く複合 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面褐色。外面スス付着。
口緑。屈曲部の稜は鈍い。口緑端 外面肩部縦方向のパケ目，胴部 小砂粒を含む。口径17．0，胴
部カット。頸部短く，なだらかな 上半横方向のパケ目，胴部下半 部最大径25 ．0cm （旧13K ， S
肩部をもつ胴部につづく。口緑端 不定方向のパケ目を施す。内面 W ，553）
部の器壁は厚い。 胴部上半右方向のへラ削り，下

半左上方向のへラ削り。

P o 24

95

高杯杯部。杯部やや深めで口緑部 杯部外面パケ目をナデ消す。接 内外面赤褐色。細砂粒。口径
大きく外反する。口緑端部カット 合部縦方向のパケ目。内面波状 19 ．1cm （旧13K ・S I O2，418）
気味。屈曲部の稜は鈍い。脚部を
欠 くが円板充填式 と思われる。

のへラ磨き。

P o 25

95

高杯杯部。平坦な底部から外反気 径緑端部内外両横ナデ。杯部内 内外面黄褐色。胎土精良。口
味に立ち上がる浅い杯部。口緑端 外面横方向のへラ磨き，底部付 径17．8cm （旧1 K ：・S I O2，
部はさらに外反し丸 く終わる。杯 近ハケ目残る。内面杯部縦方向 590）
底部外面に浅い小孔あり。 のへラ磨き後ナデる。

P o 26

95

高杯。外方に開 く浅い杯部 と長い 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面赤褐色云細砂粒を含む，
柱状部から 「ハ」の字状に開 く裾 両横へラ磨き，底部付近パケ目 口径17．1，脚径 10 ．1，器高11．5
部をもつ脚部。口緑端部 ・脚端部 残る。杯部内面縦へラ磨き。脚 cm （旧13K ・S I O2，488）
は角ぼる。杯部 ・脚部の接合部に 部外面横へラ磨き，脚部内面柱
1本のへラ　 工具による沈線あり。状部絞り痕あり。裾部縦方向の

パケ目。

P o 27

‘95

高杯。外方に開く杯部と柱状部か 外面杯部横へラ磨き，底部パケ 内外面黄褐色。胎土精良。口
ら 「ハ」の字状に開く裾部をもつ 目残る。脚部柱状部横へラ磨き，径16 ．9，脚径9．0，器高11．0cm
脚部。口緑端部はやや外反し丸昧 裾部ナデム　内面杯部縦 ・横へラ （旧13K ・S I O2，463）
をもつ。脚端部カット。 磨き。柱状部左方向の削り。裾 ．

部ナデ，パケ目残る。

P o 28

95

高杯。平坦な底部から外方に開 く 外面杯部 ・脚部横へラ磨き，一 内外面明茶褐色。胎土精良。
浅い杯部と柱状部の低い位置から 部縦パケ目残る。内面杯部縦 ・ 口径 17．7，脚径10．2，器高11．5
「ハ」の字状に開 く裾部をもつ脚 横のへラ磨き。柱状部上半絞 り cm （旧13K ・S I O2，612）

部。口縁端部やや丸 く，脚端部カッ 目残 り，下半左方向の削り。裾

ト。 部パケ目。

P o 29‘

95

高杯。外方に開くやや深めの杯部 杯部内外面とも剥離著しいが外 内外面赤褐色。小砂粒を含む。
と，やや短かい柱状部からゆるや 面はパケ目後ナデ最後に横磨き。口径 17．2，脚径10．1，器高11．8
かに 「ハ十の字状に開く裾部をも 内面は縦方向の磨きが施された 9m （旧13K ・S I O2，483）
つ脚部。口緑端部はカット後横に と思われる。脚部外面ナデ後横・
つまみ出され，端面やや凹む。裾 磨き。接合部付近にパケ目残る。
部内面 2条のへラ描き沈線ある。 内面柱状部左方向のヘラ削り，

下方指押え痕。裾部横パケ目調
整。

P o 30

95

高杯。外方に開 く浅い杯部と長い 外面杯部横へラ磨き後ナデ。柱 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 状部横へラ磨き後ナデ，接合部 む。口径16．2 （推定），脚径
部をもつ脚部。口緑端部はやや面 にパケ目。裾部ナデ調整。内面 10 ．6，器高11．1cm （旧13K ・
を意識しながらも丸 く終わる。杯 杯部横へラ磨き，柱状部左方向 S I O2，462）
底部外面に小孔有り。脚部に 2方
透し孔。脚端部カットし角ぼる。

のへラ削り，裾部パケ目調整。
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P o 31

95

高杯。ゆるやかに外反するや・や深 外面杯部剥離著しいが，口緑端 内外面杯部明黄灰色。脚部黄

めの杯部。口緑端部は丸味を持つ。部の横磨き，底部のパケ目認め 灰色。細砂粒。口径17－．3，脚

柱状部は短く，ゆるやかに 「ハ」 られる。柱状部上方縦パケ目後 径9．7，器高11．4cm （旧13K ・

の字状に開く裾部をもつ脚部。接 ナデ。以下ナデた後横方向に磨 S W ，360）

合部に 1条のへラ描き沈線巡る。 く。内面杯部放射状の磨き後横

脚端部角ぼる。器壁は接合部付近 磨き。柱状部上位絞り目。以下

で厚 く他は薄め。 左方向のへラ削り。裾部パケ目
後上半はナデ消し。

P o 32

95

高杯。外反気味に開く浅い杯部 と 外面杯部縦パケの後横磨き，下 内外面淡褐色。口径17．0，脚

長い柱状部から 「ハ」の字状に開 位縦パケ。内面杯部横磨きの後 径9．9，器高12．9cm （旧13K ・

く裾部を持つ脚部。口緑端部は丸 放射状の磨き。外面脚部横磨き， S I O2状，422）

く終わり，脚端部カット。接合部 内面柱状部左方向のへラ削り，

は円盤充填式で，中央に竹棒によ

る小孔を持ち，外面 1条の磨きが
巡る。

裾部横パケの後ナデ調整

J l 滑石製管玉。 長さ1．7，径0．4cm　両面穿孔。
側面は丁寧な研磨。両端は粗い。

挿図95　 （旧13K ，524）

S　 l 磨石。 長さ9．2cm 平坦面が光沢のある
擦 り面。

〃　　 （旧13K ，545）

P o 1

97

高杯。杯部上半を欠く。長い柱状 外面杯部下位縦パケ目後横磨き。外面暗茶褐色。内面暗褐色。

部と，低い所から短 く 「ハ」の字 脚部縦方向の長いパケ目。上方 小砂粒含む。脚径10．7cm （旧

状に開く裾部をもつ脚部。脚端部 には横磨き，裾部には痍方向の 13K ・S I O3，22）

は内湾気味で，端画角ぼる。裾部 パケ目混る。内面杯底部放射状
上方に3 方透し孔有り。器壁は裾 の磨き後横へラ磨き。脚部左方

部で薄くなる。 向のへラ削り。脚端部横にナデ

る。

P o　2

97

高杯脚部。長い柱状部から，大き 外面柱状部縦パケの後横磨き。 内外面茶褐色。細砂粒含む。

く 「ハ」の字に開く裾部を持つ。 以下細い横磨き。内面柱状部左 脚径16．4cm （旧13K ・S I O3，

脚端 1条の凹みが巡る。 方向のへラ削り，裾部パケの後

ナデ調整。

17）

P o　3

97

高杯杯部。小さい平坦な底部から 外面縦パケ目，一部横へラ磨き 内外面淡褐色。胎土精良。口

外方に開く杯部。口縁端部やや丸 あり。内面縦 ・横のへラ磨き， 径15．3cm （旧13K ・S I O3，

味をもつ。 上部は横パケ目後縦へラ磨き。 19）

P o 4

97

高杯杯部。外方に開 く杯部。口緑 外面横へラ磨 き，一部縦パケ目 外面暗黄褐色，内面黄褐色。

端部やや丸味をもつ。 残る。内面縦 ・横のへラ磨き。 胎土精良。口径15．2cm （旧13

K ・S I O3，14）

F　 l 板状鉄製品。 最大幅1．4，厚さ0．3cm 挿図98　 （旧13K ，525）

Po 1

1㈱

壷。口緑部さらに外反する複合口 内外面口緑部 ・頸部横にナデる。外面淡黄褐色。スス付着。内

緑。屈曲部は横方向に引き出され 面淡黄灰色。小砂粒。口径25 ．4

シャープさを残す。口緑端部は cm （推定）（旧13K ・S I O4，

カット後ナデられくぼみをもつ。
胴部欠損。

644）
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P o 2

1㈱

小型丸底壷。口緑部は外へ開 く 外面口緑 ・頸部 ・肩部横磨き。 内外面暗赤茶褐色。口径8．3，
「く」の字状口緑。口緑端部やや 胴部中位より下パケ目。内面口 胴部最大径9．6，器高8．4cm （旧
すぼまる。胴部はやや扁平でいび 緑 ・頸部ナデる。肩部指オサエ，13K ・S I O4，645）
つな球形。最大径は胴部中位やや その下左方向のへラ削り。底部
上。 指頭圧痕あり。

Po　3

1㈱

小型丸底壷。口緑部はやや内湾す 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面淡赤褐色。細砂粒を多
る 「く」の字状口緑。口緑端部す 外面胴部不定方向のパケ目，扁 く含む。口径8．0，胴部最大径
ぼまる。胴部は肩が張りやや扁平 部一部ナデ消す。＿内面胴部 ・肩 9．0，器高8．4cm （旧13K ・S
な球形。最大径は胴部中位上。 部 ・底部指頭圧痕あり。中位左

方向のへラ削り。
I O4，653）

P o 4

1㈱

小型丸底壷。口緑部は内湾気味に 口綾部内外面横にナデる。外面 内外面淡褐色。細砂粒。口径
立ち上る短い 「く」の字状口緑。 胴部上半縦方向のパケ後横へラ 7．2 （推定），胴部最大径9．1，
口緑端部は丸く終る。胴部は扁平 磨き，下半斜め方向のパケ。内 器高8．1cm （旧13K ・S I O4，
な球形。最大径は胴部中位にある。面胴部上半ナデ，以下右方向わ

へラ削り。

717）

P o　5

100

聾。口綾部は直立気味に立ち上る 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡褐色。外面スス付着。
複合口緑，屈曲部の稜は鈍い。口 肩部縦方向のパケ，以下横方向 口径16．6cm （推定）（旧13K ・
緑端部は凹む。頸部短 く，なだら のパケ。内面胴部上半右方向の S I O4，697）
かな肩部につづく。口緑 ・頸部の
器壁は厚い。

へラ削り。

P o 6

101

聾。口緑部内湾気味に立ち上がる 口緑部横ナデ。外面肩部パケ目 内外面黄褐色。外面胴部下半
「く」の字状口緑。口緑端部はカッ 後ナデ消し。胴部上位横方向の スス付着。小砂粒めだつ。焼
トされ内側に肥厚し鈍い稜を作る。幅広いパケ目調整，中位斜めの 成不良。口径 14 ．7，器高22 ．2
頸部短 く，ほぼ球形の胴部に続 く。パケ目。以下剥離とススのため cm （旧13K ・S I O4，657）
器壁は口緑部 ・底部で厚 く，胴部 調整不明。内面頸部直下ナデが
中位薄い。 施される。胴部上半右方向，下

半左上方向のへラ削り。底部指
頭圧痕残る。

Po　7

101

襲。口縁部は内湾気味にゆるく立 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 内外面黄褐色。外面全体に丹
・ち上る 「く」の字状口緑。口縁端 ．外面肩部パケ目後ナデ消す。胴 塗り。スス付着。内面口緑部
部は丸 く終る。頸部は短 く，なだ 部横方向のパケ。内面胴部上半 のみ丹塗 り。口径12 ．8，胴部
らかな肩部をもつ胴部につづ く。 右方向のへラ削り，以下左方向 最大径16．4cm （旧13K ・S I
器壁は口緑 ・頸部は厚いが，胴部

は薄い。
のへラ削り，底部指頭圧痕残る。04，656）

Po　8

101

聾。口緑部外反する複合口緑。屈 口縁部横ナデ。外面頸部 ・肩部 外面暗黄褐色。全面スス付着。
曲部の稜は鈍く，退化気味。口縁 上方横にナデる。胴部幅広の横 内面暗灰褐色。小砂粒めだつ。
端部は外側にカットされ肥厚し鈍 パケ目，所々に不定方向のパケ 口径15．1cm （旧13K ・S I O4，
い稜を作る。頸部短 く，やや肩の 目混る。内面口緑 ・頸部直下横 695）
張る胴部に続 く。器壁は一様。胴 にナデる。‘胴部上半右方向，以
部下半を欠く。 下上方向のへラ削り。

P o　9

101

襲。口緑部内湾気味に斜めに立ち 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 外面暗褐色。全面にスス付着。
上がる 「く」の字状口緑。口緑端 上位縦パケ，下位横パケ。胴部 内面暗黄褐色。小砂粒含む。
部はカットされ上方に面をなす。 中位縦パケ，下位縦パケの後ナ 口径14 ．7，胴部最大径21．7，
胴部球形。器壁やや厚い。 デ調整。内面上半やや低い所よ 器高21．4cm （旧13K ・S I O4，

り右上方向のへラ削り，下半削
り上げ。底部指頭圧痕残す。

646）
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P o lO

101

賓。口緑部内湾気味に短く開 く複 口緑部横ナデ。頸部内外面横に 内外面暗黄褐色。外面肩部以
合口緑。屈曲部の稜は鈍く退化気 ナデる。外面胴部上方横のパケ 下スス付着。砂粒多い。口径

味。口緑端部外側にカット。内外 目調整。以下パケ目をナデ消す。18．4，器高29．0cm （旧13K ・

に肥厚する。頸部短 く，やや肩の 内面頸部直下右方向，以下左上 ・S I O4，．658）

張る縦長気味の球形の胴部に続 く。方向にへラ削りする。底部指頭
口緑部 ・底部器壁厚い。 圧痕残る。

P o 11

101

賓。口緑部は内湾気味に立ち上が 口緑 ・頸部内外面横にナデる。 外面淡黄赤褐色，内面淡褐色。

る 「く」の字状口緑。口緑端部は 外面胴部上半横方向のパケ目， 外面スス付着。口径15．1，胴

わずかに内側に肥厚し，鈍い稜を 以下不定方向のパケ目を施す。 部最大径22 ．1cm （旧13K ・S
なす。頸部短 く，なだらかな肩部 内面頸部指頭圧痕残る。胴部上 I O4，765）
をもつ胴部につづく。胴部上半の 半右方向のへラ削り，下半左上

器壁は厚い。 方向のへラ削り。

P o 12

102

高杯。外方に開 く浅い杯部と長い 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 杯部内外面赤褐色。脚部内外

柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 面縦方向のパケ後横へラ磨き。 面褐色。細砂粒。口径17．5，

部をもつ脚部。口緑端部カット。 杯部内面縦方向のへラ磨き，一 脚 径8．6，器高12 ．1cm （旧13

脚端部角ぼる。 部横方向のへラ磨き。柱状部外

面ナデ，一部にパケ目残る。裾
部ナデ。脚部内面柱状部左方向

のへラ削り，裾部内面パケ後ナ
デ消す。

K ・S I O4，693）

P o 13

102

高杯。外方に開く浅い杯部と長い 外面杯部上半ナデ，下半パケ調 内外面淡赤褐色。細砂粒を含

柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 整。柱状部上半縦パケを施す。 む。口径 16．4 （推定），脚径

部をもつ脚部。口緑端部カットし 下半面取 り後ナデ。裾部横にナ 9．6 （推定），器高11．1cm （旧

端面やや凹む。杯と脚の接合部に デる。内面杯部細かい縦へラ磨 13K ・S I O4，635）

1 条の沈線入る。脚端部カットし き，柱状部絞 り，裾部横パケを
角ぼる。 施す。

P o 14

102

高杯杯部。平坦な底部から外反気 杯部外面縦パケ目後ナデ，最後 内外面茶灰褐色。口緑端部内

味にのびる浅い杯部。口緑端部は に横方向のへラ磨き。内面杯部 外に黒斑有り。胎土精良。口

さらに外反し丸く終わる。 上方横磨 き。最後に全面放射状 径17．0cm （旧13K ・S I O4，

のへラ磨 き。 710）

P o 15

102

高杯杯部。中央部ややもり上がる 杯部外面横に磨 く。底部にパケ 外面暗褐色。内面明茶褐色。

底部から外反気味に立ち上がる浅 目残る。内面横方向のへラ磨き。極細砂粒。口径19．7cm （旧13

い杯部。口緑端部はさらに外反し

くぼみを持つ。外面屈曲部に鈍い
稜をつ くる。器壁厚い。

底部放射状の磨き。 K ・S I O4，631）

D　 l 土玉。半壊。 長さ2・＿5，最大径2・9cm 挿図101 （旧13K ，649）

Po 1

114

高杯脚部。柱状部から 「ハ」の字 外面柱状部横磨き，上部にパケ 外面淡明褐色。内面黄褐色。

状に開く。脚端部カット気味。 目残る。裾部ナデる。内面柱状 胎土精良。脚径12 ．2cm （旧13

部左方向のへラ削り，上部絞り
残る。裾部パケ目。

K ・P 11，255）

P o 1

120

短 頸 壷。 頸部 は短 か くやや 内湾 気 頸部 内外 面 回転横 ナ デ。外 面胴 内外 面淡 青灰 色。 胎土 密， 細

味 に直立 す る。胴 部 は肩 に張 りが 部 回転横 ナデ， ％前後 に右 方 向 砂粒 を含 む。 焼成 良好 。 口径

認 め られ ，底 部 は丸 い。 の 回転 へ ラ削 り。 内 面回 転横 ナ 8．0，器 高9．9cm （旧 S X O 2，

デ。 219，38 2）
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P o　2

120

須恵器蓋杯蓋。口緑端部は丸い。 白線部内外面回転横ナデ。外面 外面赤灰色。内面灰色。胎土
稜はみられず，なだらかなカーブ 回転横ナデ，天井部は％前後に 密，細砂粒を含む。焼成良好。

を描き天井部は平ら。 左方向の回転へラ削り。内面回 赤色顔料付着。口径 13．0，器

転横ナデ，天井部は不整方向の

ナデ。

高4．3cm （旧S X O2，597）

P o　3

120

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面灰色。胎土密，小砂粒

く直立気味で，口緑端部は丸味を 回転横ナデ，底部％前後に右方 を含む。焼成良好。口径11．9，

もつ。受部は短かく丸い。底部は 向の回転へラ削り。内面回転横 器高4．7cm （旧S X O2，596）

やや平ら。 ナデ。

P o 4

120

須恵器蓋杯身。立ち上がりは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面青灰色。胎土密，細砂
く内傾する。口緑端部は丸い。受 回転横ナデ，底部％未満に左方 粒を含む。焼成良好。底部に

部は短かい。底部は比較的浅 く平 向の回転へラ削り。内面回転横 『l』のへラ記号を有す。口

らに近い。 ナデ。 径11．1，器高4．1cm （旧 S X

02，595）

P o 5

120

須恵器蓋杯蓋。口緑端部は内傾し 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面灰色。胎土やや密，小

丸い。稜はみられない。天井部は 回転横ナデ，天井部％未満に右 砂粒を含む。焼成良好。天井

比較的浅くやや平らに近い。 方向の回転へラ削り。内面回転 部に 『右』の印を有す。口径

横ナデ。 13 ．5，器高4．2cm （旧S X O2，

607）

Po　6

120

須恵器蓋杯蓋。口緑端部はわずか 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面赤淡灰色。内面灰色。胎

に内傾し丸味をもつ。稜はみられ 回転横ナデ，天井部％未満に右 土密，細砂粒を含む。焼成良

ない。天井部は平ら。 方向の回転へラ削り。内面回転 好。赤色顔料付着。口緑端部

横ナデ，天井部不整方向のナデ。に 『〟■』の文様がめぐる。口

径13．6，器高4．3cm （旧 S X
02，606）

Po　7

120

須恵器蓋杯蓋。口緑端部はわずか 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面赤青灰色。内面青灰色。

に内傾し丸味をもつ。稜はみられ 回転横ナデ，天井部％前後に右 胎土密，細砂粒を含む。焼成

ない。天井部は平ら。 方向の回転へラ削り後，一部ナ 良好。赤色顔料付着。口径
デ。内面回転横ナデ，天井部横 12 ．8，器高4．5cm （旧S X O2，
方向のナデ。 608）

P o　8

120

須恵器蓋杯蓋。口緑端部は丸 く内 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面赤淡灰色。内面淡灰色。

側にわずかな段を有す。稜はみら 天井部全体に右方向の回転へラ 胎土やや密，細砂粒を含む。

れない。天井部は比較的浅 く平ら。削り。内面回転横ナデ，底部不 焼成やや良。赤色顔料付着。

整方向のナデ。 口径14 ．0，器高4．4cm （旧S X

02，612－ 2 ）

P o　9

120

須恵器蓋杯身。立ちあがりは内傾 口緑部回転横ナデ。外面回転横 外面赤淡灰色。内面淡灰色。
し，口緑端部は肥厚気味で丸い。 ナデ，底部％前後に右方向の回 胎土やや密，小砂粒を含む。

底部は平らに近い。 転へラ削 り。内面回転横ナデ， 赤色顔料付着。口径11 ．8，器
底部不整方向のナデ。 高5．1cm （旧S X O2，612－ 1 ）

P o lO

120

須恵器蓋杯蓋。口緑端部は外傾し 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面赤淡灰色。内面淡灰色。

丸い。稜はわずかに残る。天井部 天井部全体に左方向の回転へラ 胎土密，一細砂粒を含む。焼成

はなだらかなカーブを描き丸い。 削り。内面回転横ナデ，天井部 良好。赤色顔料付着。口径

横方向のナデ。 14．0，器高5．0cm （旧 S X O2，

610－ 2 ）

P o 11

120

須恵器蓋杯身。立ちあがりは内傾 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面赤淡灰色。内面淡灰色。

しわずかに段を有す。口緑端部は 回転横ナデ，底部％前後に左方 胎土やや密，細砂粒を含む。
丸い。受部は短かく丸い。底部は 向の回転へラ削り。内面回転横 焼成やや良。赤色顔料付着。

やや平ら。 ナデ，底部横方向のナデ。 口径12．1，器高5．1cm （旧 S．X

02，610－ 1 ）
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P o 12

120

須恵器蓋杯蓋。口緑端部は丸く内 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面赤淡灰色。内面淡灰色。
側にわずかに段を有す。稜はわず 天井部全体に左方向の回転へラ 胎土やや密，細砂粒を含む。
かにみられる。天井部はやや平ら。削り。内面回転横ナデ，天井部 焼成やや良。赤色顔料付着。

横方向のナデ。 口径13．9，器高4．7cm （旧S X

02，615－ 2 ）

P o 13

120

須恵器蓋杯身。立ちあがりは内傾 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面赤淡灰色。内面淡灰色。
し，内面にわずかな段をもう。口 回転横ナデ，底部％前後に右方 胎土やや密，小砂粒を含む。
緑端部は肥厚し丸い。受部は丸い。向の回転へラ削り。内面回転横 焼成やや良。赤色顔料付着。
底部は平ら。 ナデ。 口径 11．5，器高4．7cm （旧S X

02，615－ 1 ）

Po 14

120

須恵器蓋杯蓋。口緑端部は丸 く内 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面赤淡灰色。胎土密，細
側にわずかな段を有す。稜はみら 天井部全体に左方向の回転へラ 砂粒を含む。焼成やや良。赤
れない。天井部は平ら。 削り。内面回転横ナデ。 色顔料付着。口径14 ．8，器高

5．0cm （旧S X O2，614）

Po 15

120

須恵器蓋杯身。立ちあが りは内傾 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面赤淡灰色。胎土密，細
し，内面にわずかな段を有す。口 回転横ナデ，底部％前後に右方 砂粒を含む。焼成やや良。赤
緑端部は肥厚し丸い。底部は平ら。向の回転へラ削り。内面回転横 色顔料付着。口径11．6，器高

ナデ。 4．6cm （旧S X O2，609）

P o 16

121

須恵器蓋杯蓋。口緑端部丸い。稜 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面淡青灰色。胎土密，細
はみられず，なだらかなカーブを 回転横ナデ，天井部はへラおこ 砂粒を含む。焼成良好。口径
描 く丸い天井部。 し後ナデ。内面回転横ナデ，一天 12 ．7，器高4．6cm （旧S X O2，

井部は不整方向のナデ。 715）

P o 17

121

須恵器蓋杯身。立ちあが りは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面淡青灰色。胎土密，細
く外傾気味で，口緑端部は丸い。 回転横ナデ，底部へラおこし。 砂粒を含む。焼成良好。口径
受部は丸い。底部は平ら。 内面回転横ナデ，底部横ナデ。 11．2，器高3．8cm （旧S X O2，

744）

P o 18

121

須恵器蓋杯蓋。口緑端部は丸い。 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面淡青灰色。胎土密，細

稜はみられず，なだらかなカーブ 回転横ナデ，天井部はへラおこ 砂粒を含む。焼成良好。口径

を描 く。天井部は平ら。 し。内面回転横ナデ，天井部不 13 ．0，器高4．3cm （旧S X O2，

整方向のナデ。 743－ 2 ）

P o 19

121

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面淡青灰色。胎土密，細
く内傾気味で，口緑端部でわずか 回転横ナデ，底部へラおこし。 砂粒を含む。焼成良好。口径

に外反する。 内面回転横ナデ，底部不整方向 11．5，器高4．4cm （旧S X O2，
のナデ。 743－ 1 ）

P o 20

126

須恵器蓋杯蓋。口緑部は内傾し， 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面黒灰色。内面淡青灰色。
口緑端部はわずかに外傾する。稜 回転横ナデ，天井部％前後た右 胎土密，細砂粒を含む。焼成
は短かく丸味をもつ。天井部は平 方向の回転へラ削り。内面回転 良好。口径12 ．7，器高4．3cm （旧
ら。 横ナデ。 15F ，820）

P o 21

126

須恵器蓋杯身。口緑部は内傾し， 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面黒灰色。内面淡青灰色。
口緑端部でわずかな段を有す。受 回転横ナデ，底部％前後に左方 胎土密，細砂粒を含む。焼成
部はほぼ平行で端部は薄い。底部 向の回転へラ削り。内面回転横 良好。外面底部全体に自然粕
は比較的深く平ら。 ナデ。 がみられる。口径11 ．2，器高

5．0cm （旧15 F ，821）

P o 22

126

須恵器蓋杯蓋。口緑部はわずかに 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面青灰色。胎土密，細砂
内傾し，口緑端部は外反するム　内 天井部回転へラ削り後回転横ナ 粒を含む。焼成良好。天井部・
側はわずかに段を有する。稜は短 デ。天井部％に右方向の回転へ 口緑部に・一部自然粕がみられ
かい。天井部は平ら。 ラ削りが残る。内面回転横ナデ。る。口径12．8，器高4．3cm （旧

15F ，823）
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P o 23

126

須恵器蓋杯身。立ちあがりは内傾 口緑部は内外面回転横ナデ。外 内外面青灰色。胎土密，細砂
気味で，口緑端部は外傾しつつ丸 面回転横ナデ，底部は％前後に 粒を含む。焼成良好。底部に
く終る。受部は平行で端部は薄い。左方向の回転へラ削り。内面回 一部自然粕がみられる。口径
底部は平ら。 転横ナデ。 11．2，器高4．4cm （旧15 F ，822）

P o 24

126

須恵器蓋杯蓋。口緑部は内傾しつ 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面黒灰色。内面淡青灰色。
つ直立気味に立つ。口緑端部は外 回転横ナデ。天井部％前後に右 胎土密，細砂粒を含む。焼成
傾気味で丸 く終 る。なだらかな 方向に回転へラ削り。内面回転 良好。口緑部に一部自然粕が
カーブを描きながら，天井部は平 横ナデ。 みられる。口径12．4，器高4．5
ら。 cm （旧15F ，825）

Po 25

126

須恵器蓋杯身。立ちあがりは内傾 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面黒灰色。内面淡青灰色。
気味で，口緑端部は薄く丸い。受 回転横ナデ，底部％前後に右方 胎土密，細砂粒を含む。焼成
部は平行気味で端部は丸い。底部 向の回転へラ削り。内面回転横 良好。底部全体に自然粕がみ
は比較的深 く平ら。 ナデ。 られる。口径10．8，器高4．8cm

（旧15F ，824）

P o 26

126

須恵器蓋杯蓋。口縁部は内傾し， 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面黒灰色。内面青灰色。胎
口緑端部は外傾し丸 く終る。内側 回転横ナデ，天井部％に左方向 土密，細砂粒を含む。焼成艮
にはわずかな段を有す。稜はわず の回転へラ削り。内面回転横ナ 好。口径14．8，器高4．9cm （旧
かで丸い。天井部は平ら。 デ。 15F ，831）

P o 27

126

須恵器蓋杯身。立ちあがりは内傾 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面青灰色。胎土密，細砂
し，口緑端部は丸 く内側にわずか 回転横ナデ，底部％前後に左方 粒 を含む。焼成良好。口径
に段を有す。稜は平行気味で端部 向の回転へラ削り。内面回転横 11．2，器高4．3cm （旧15 F ，827）
は丸い。底部は比較的深く平ら。 ナデ。

P o 28

126

須恵器蓋杯身。立ちあがりは内傾 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面青灰色。胎土密，細砂
しつつ口緑端部で直立気味で丸い。回転横ナデ，底部％前後に左方 粒を含 む。焼成良好。口径
受部は平行で端部は丸い。底部は 向の回転へラ削り。内面回転横 10．7，器高4．6cm （旧15F ，826）
比較的深く平らで一部欠損。 ナデ。

P o 29

126

須恵器蓋杯身。立ちあが りは内傾 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面青灰色。胎土密，細砂
しつつ直立気味で，口緑端部は薄 回転横ナデ，底部％前後に回転 粒を含む。焼成良好。底部外
く丸い。内側にわずかな段がみら へラ削り。内面回転横ナデ，底 面に一部自然柚がみられる。
れるがほとんど退化している。稜 部に一部同心円文がみられる。 口径10 ．9，器 高4．4cm （旧15
は外上方にのび端部は丸い。底部
は比較的深 く平ら。

F ，819）

P．0 30

126

須恵器蓋杯蓋。口綾部は内傾しつ 口綾部内外面回転横ナデ。外面 外面黒灰色，天井部一部灰色。
つ，口緑端部は外傾気味で丸い。 回転横ナデ，天井部％前後に右 内面灰色。胎土密，細砂粒を
内側にわずかな段がみられる。＿稜 方向の回転へラ削り。内面回転 含む。焼成良好。天井部外面
はわずかにみられるが丸い。天井 横ナデ，天井部一部横ナデ。 に 『＋』のへラ記号を有すd
部はやや平ら。 口径13．0，器 高4．7cm （旧15

F ，828）

P o 31

129

P o 32

129

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か 口縁部内外面回転横ナデ。外面 内外面青灰色。胎土やや粗，
く内傾する。口縁端部は丸い。受 回転横ナデ，底部％未満に左方 小砂粒を含む。焼成やや良。
部は外上方へわずかにのび端部は 向の回転へラ削り。内面回転横 口径11．3，器高4．1cm （旧S X
丸い。底部は比較的浅 く平ら，器
壁は厚い。

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か

ナデ。

口緑部回転横ナデ。外面回転横

02，66，88．）

内外面灰色。胎土やや密，小
く内傾しつつ外反し，口緑端部は ナデ，底部％前後に右方向の回 砂粒を含む。焼成良好。底部
丸い。受部は平行気味で端部は丸 転へラ削り，内面回転横ナデ。 外面に 『－』のへラ記号を有
い。底部は比較的浅めで平らに近 す。口径11．5，器高4．4cm （旧
い。 S X O2，66，490）
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P o 33

129

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か 口緑部回転横ナデ。外面回転横 内外面青灰色。胎土やや良，
く端部は丸い。受部は短かく，わ ナデ，底部％前後に右方向の回 細砂粒を含む。焼成やや良。

ずかに外方向へのびる。端部は丸 転へラ削り，内面回転横ナデ， 口径12 ．3，器高3．3cm （旧S X

い。底部は浅く平ら。 底部にわずかに同心円文がみら
れる。

02，87，88，156，174）

P o 34

129

須恵器蓋杯身。立ちあが りは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面灰色。胎土やや粗，小
く内傾し，口緑端部は丸い。受部 回転横ナデ，底部％未満に左方 砂粒を含む。焼成やや良。口
は外上方向へのび端部は丸い。底 向の回転へラ削り。内面回転横 径11 ．9，器高4．0cm （旧 S X

部はやや平ら。 ナデ，底部同心円文がみられる。02，210）

Po 35

129

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面灰色。胎土やや密，細
く内傾し，口緑端部は丸い。受部 回転横ナデ，底部％前後に左方 砂粒を含む。焼成やや良。口
は短 く丸い。底部は浅く平ら。 向の回転へラ削り。内面回転横 径12 ．4，器高3．9cm （旧 S X

ナデ，底部不整方向のナデ。 02，106，周溝，108）

Po 36

129

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面灰色。胎土やや粗，小

く直立気味で，口緑端部は丸い。 回転横ナデ，底部％前後に左方 砂粒を含む。焼成やや良。口

受部は外上方にわずかにのび端部 向の回転へラ削り。底部中央に 径13 ．1，器高3．7cm （旧 S X

は丸い。底部は浅く平ら。 パケ目痕らしきものみられる。
内面回転横ナデ，底部同心円文

がみられる。

02，313，744）

P o 37

129

須恵器聾。口緑部は大きく外傾し 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面黒灰色。胎土密，細砂
口縁端部は下垂する。胴部は肩が 肩部ナデ，格子叩き。内面同心 粒を含む。焼成良好。底部外

張り，すぼまり気味に底部につづ 円文がみられる。 面に他の須恵器の口緑部が

く。 当った痕跡がみ られ る。口
縁 ・胴部 とも兄程度のみ残存。
自然粕が口緑部内 ・肩部 ・胴
部にみられる。口径18．8，胴
部最大径46 ．2，器高50．7cm （旧

15 F ，733，734）

P o 38

1．32

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 外面黒灰色。内面青灰色。胎

く内傾 し，口緑端部は丸い。受部 回転横ナデ，底部％未満回転へ 土密。焼成良好。口径12 ．3，

は外上方向にのび端部は丸い。底 ラ削り，へラおこし。内面回転 器高4．6cm （旧 S X O2，92）

部は平ら。 横ナデ。

P o 39

132

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面赤褐色。胎土密，細砂

く内傾 し，口緑端部は丸い。受部 回転横ナデ，底部％未満回転へ 粒を含 む。焼成不良。口径

はわずかで外上方へのび丸い。底 ラ削り。内面回転横ナデ。 12 ．0，器高4．3cm （旧S X O2，

部はやや平ら。底部欠損。 周溝 A 区）

P o 40

132

須恵器蓋杯身。口緑部は外傾し， 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面淡青灰色。‘胎土密。焼

口緑端部は丸い。底部は平らF。 底部へラおこし後ナデ。内面回 成良好。口緑部％が欠損。口
転横ナデ，底部横方向にナデる。径13．0，器高3．8cm （旧S X O2）

P o 41

132

Po 42

132

須恵器蓋杯身。立ちあがりは内傾 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面灰色。胎土密，細砂粒

し，口緑端部は丸い。受部は短か 回転横ナデ，底部％未満に左方 を含む。焼成やや良。口径

く外上方向にのび端部は丸い。底 向の回転へラ削り。内面回転横 12 ．5，器高3．4cm （旧 S X O2）

内外面赤褐色。胎土密，細砂

部は浅 く平ら。

須恵器蓋杯身。立ちあがりは短か

ナデ，口緑部内面に 5 mm程度の

縦方向のへラ描沈線 4本みられ

る。

口緑部内外面回転横ナデ。外面
く，口緑端部は丸い。受部は短か 回転横ナデ，底部％未満に左方 粒 を含む。焼成不良。口径

く端部は丸い。底部は浅 く平ら。 向の回転へラ削り。内面回転横 13．4，器高3．5cm （旧 S X O2，

ナデ。 周溝）
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Po 43

132

須恵器蓋杯蓋。口縁端部は丸 くゆ 内外面回転横ナデ。 内外面淡青灰色。胎土密。焼
るやかなカーブを描き，天井部は 成良好。口径14 ．3，器高4．8cm
宝珠つまみをもつ。 （旧 S X O2，82，172）

P o 44

132

須恵器長頸壷。口緑部，底部を欠 内外面回転横ナデ。 外面頸部淡褐灰色。胴部灰色。
く。肩部は張る。 内面灰色。胎土密。焼成良好。

胴部最大径15．3cm （旧 S X O2，
15）

P o 45

132

須恵器蓋杯身。底部から内傾気味 内外面回転横ナデ。外面底部回 内外面淡褐青灰色。胎土やや
に口緑部につづき，口緑端部は外 転糸切り。 密，細砂粒を含む。焼成やや
傾し丸い。 良。口径11．4，器高4．5cm （旧

S X O2，155，16F ，47）

P o 46

132

須恵器蓋。口緑部は外傾し口緑端 口縁部内外面回転横ナデ，外面 内外面青灰色。胎土密，細砂
部は内傾気味でわずかに段を有す 天井部は全体に左方向の回転へ 粒を含 む。焼成良好。口径
る。天井部は丸い。 ラ削り。内面回転横ナデ。 9．6，器高3．4cm （旧S X O2，

周溝，448）

P 9 47

132

須恵器蓋。口緑部は内傾気味で， 口緑部内外面回転横ナデ。外面 内外面青灰色。胎土密，細砂
口緑端部は丸い。なだらかなカー 回転横ナデ，天井部％前後に左 粒を含 む。焼成 良好。口径
ブを描き，天井部はやや平ら。器 方向の回転へラ削り。内面回転 9．2，器高4．0cm （旧S X O2周

壁厚い。 横ナデ。 溝，453）

H　 1

132

朝顔形円筒埴輪。肩部 と頸部残存。肩部横のパケ目。頸部縦パケの 内外面赤褐色。頸部径13．0，
表面剥離。 後横パケ。内面中央部横パケ。 残存高32．0cm （旧S X O2周溝

肩部縦方向の強い指ナデ。頸部

ナデ。

A 区）

F　 l 刀子。刃部，柄一部欠損。柄には 残存長15 ．6，最大幅刃2．1，柄 挿図119　 （旧S X O2，627）
鹿角が用いられる。 1．9，茎0．7，厚さ刃0．5，柄 1．5，

茎0．5cm

F　 2 鉄鉱。柄一部欠損。柄には木質部 残存長10．5，最大幅錬身1．2，柄 〃　　 （旧S X O2，547）
が残る。 3．5，厚さ鉄身0．35，柄0．4cm

F　 3 鉄鉄。柄欠損。 残存長6．0，最大幅錬身3．4，茎

0．7，厚さ鉄身0．4，茎0．4cm

〃　　 （旧S X O2，546）

F　 4 鉄鉱。鉄部，柄一部欠損。 残存長6．7，最大幅0．7，厚さ0．4

cm

〃　　　 （旧S X O2）

F　 5 鉄鉱。鉄部欠損。木質部が残る。 残存長10．9，最大幅0．8，厚さ0．5

cm

〃　　　 （旧S X O2）

F　 6 刀子。刃部一部欠損。刃部，柄に 長さ20．8，最大幅刃1．4，柄1．7，挿図120　 （旧S X ．02，467）
木質部が残る。 厚さ刃0．5，茎0．6cm

F　 7 鉄鉱。柄一部欠損。 残存長9．6，最大幅鉄身1．1，柄

0．7，厚さ鉄身0．4，柄0．4cm

〃　　　 （旧S X O2，548）

F　 8 棒状鉄製品。布目らしきもの，木 残存長3．8，最大幅0．8，厚さ0．7 挿図121 （旧S X O2，361）
質が残る。 cm

F　 9 鉄鉱。鉄部，柄一部欠損。 2本付 残存長4．5，最大幅0．7，厚さ0．6 〃　　 （旧S X O2，364）
着。 cm
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F lO 刀子 ？ 残存 長5 ．7，最大幅 1．3，厚 さ0 ．5

cm

挿 図 130　 （旧 S X O2， 460）

F ll 鉄 鉱 ？ 残存 長6 ．5，最 大幅 1．4，厚 さ0 ．4 〃　　　 （旧15 G ・S W ，

cm 1147）

F 12 鉄 鉱 。鉄 部，柄 一 部欠 損。 残存 長5 ．1，最大幅 0．9，厚 さ0 ．5

cm

〃　　 （旧 S X O2， 449）

F 13 鉄 斧 。 長 さ3．2，最大 幅2 ．5，厚 さ0．2cm 〃　　 （旧15 G ・S E ，96 0）

F 14 鉄 鉱 。先端 ，柄 一部 欠 損。 残存 長8 ．8， 最大 幅鉄 身3 ．3，柄

0．8，茎 0．5， 厚 さ 鉄 身0 ．7，柄

0．7，茎 0．4cm

挿 図 131 （旧・13 G ・S E ，90 7）

F 15 刀 子。 刃 部，柄 一部 欠 損。柄 に木 残 存 長8 ．6，最 大 幅 刃 1．5，柄 〃　　 （旧16 F ・N E ，8 9）

質 部 が一 部残 る。 1．4，茎 1．0， 厚 さ刃 0．4， 茎0 ．4

cm

F 16 鉄 鎌。 刃 先一部 欠損 。 残存 長7 ．8，最 大幅 1．8，厚 さ0 ．3

cm

〃　　 （旧16 F ・N E ，2 06）

F 17 鉄 鉱 ？ 残存 長4 ．5，最 大幅 0．8，厚 さ0 ．5

cm

〃　　 （旧 S X O2，764）

J l 丁字頭 勾 玉。 滑石 製。 黒色 。 最大 長4 ．7，最 大幅 1．6，厚 さ1．4

cm

挿 図 130 （旧15 F ・N W ，7 51）

J　 2 勾 玉 。 最大 長2 ．6，最大 幅 1．1，厚 さ0．6 挿 図13 1 ・（旧 S X O2周 溝 ，

cm 329）

J　 3 稟 玉 。滑 石製 。緑 色が か る。 最大 長0 ．8，最大 幅0 ．5，厚 さ0．5 〃　　 （旧 S X O2周 溝 ，

cm 306）

J　 4 稟 玉 。滑 石製 。 最大 長 1．0，最大 幅0．6，厚 さ0 ．6 〃　　 （旧 S X O2周 溝 ，

cm 112）

J　 5 管 玉。 碧 石製 。 最大 長3 ．4，径 1 ．0cm 〃　　　 （旧15 G ・S W ，

1176）

P o 1

136

壷。口緑部ゆるやかに外反する 口綾部内外面横にナデ る。外面 内外面明黄褐色。細砂粒を含

「く」の字状口緑。口緑端部は丸 肩部パケの後横へラ磨き。胴部 む。口径10．9，胴部最大 径
く終る。胴部球形。最大径は胴部 下半パケ目。内面胴部指オサエ 16．3，器高16．0cm （旧S X ll，

中位にある。器壁厚い。 後ナデ，左方向へのへラ削り。

胴部下半上方向へのへラ削り。

957）＿

P o　2

136

高杯。外反気味に開く杯部 と柱状 杯部外面パケ後横方向のナデ。 内外面明黄褐色。口径17．1，
部から 「ハ」の字状に開く裾部を 内面横方向のへラ磨き。柱状部 脚径9．6，器高12．0cm （旧 S X
もつ。口緑端部は丸くわずかに面 外面面取 り的磨き後ナデ，一部 11，961）
をもつ。脚端部は角ぼる。杯部 と へラ磨き。内面柱状部絞 り後ナ
脚部の接合部に 1条の沈線が入る。デ。裾部指オサエ後ナデる。
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P o　3

136

高杯。椀状の杯部と太い柱状部か
ら 「ハ」の字状に開く裾部からな
る脚部。口緑端部は内傾しわずか
に段を有し丸く終る。脚端部は角

杯部外面横方向のナデ。内面縦
方向のへラ磨き。柱状部外面面
取 り的磨き。内面柱状部絞り，
裾部内面指オサエの後横方向の

内外面赤褐色。内外面とも丹
塗 り。口径15．5，脚径9．1，器
高12．2cm （旧 S X 11，960）

ぼる。 パケ目。

P o 4

136

高杯。外反気味に開く師部に細い
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾
部からなる脚部。口緑端部は面取
り的ナデで丸く終る。脚端部は角

杯部外面パケの後横方向にナデ

る。杯底部横方向のへラ磨き。
内面細かい縦へラ磨き後右から
左方向のへラ磨き，左から右方

内外面黄褐色。口径17 ．6，脚
径9．6，器高12．4cm （旧 S X

11，959）

ぼる。 向のへラ磨き，柱状部外面面取

り的磨き後パケ，その後横方向
の細かいヘラ磨き。内面絞 り後
ナデ。裾部外面ナデ。内面横方
向のパケの後ナデ。

P o 5

136

高杯。外方に開 く杯部に 「ハ」の
字状に開く脚部をもつ。口緑端部

杯部外面パケの後横方向のナデ，内外面黄褐色。裾部に一部赤
その上を横方向のへラ磨き。内 色顔料の付着がみられる。口

は面取り一的ナデで角ぼる。脚端部
は角ぼる。杯部と脚部の接合部に
1条の沈線が入る。

面口端部パケの後横方向のナデ。
柱状部外面面取り的磨き後ナデ。
柱状部内面絞 り。裾部内面横方
向のパケが残る。

径17．6，脚径9．7，器高12 ．0cm
（旧S X 11，962）

P o 6

136

高杯。内傾気味に外反する大型の
杯部に短かい柱状部から大 きく

「ハ」の字状に開く裾部を’もつ脚
部。杯部は段をもち，口緑端部は

杯部外面斜め方向のパケの後横
方向のナデ。杯部稜の下方は横
方向のナデ。内面横方向のパケ

内外面明黄褐色。柱状部外面

に一部赤色顔料の付着がみら
れる。口径20．8，脚径11 ．5，

の後ナデ。底部縦方向のパケの 器高13．7cm （旧 S X 11，958）
わずかに角ぼり気味で丸味をもっ

て終る。脚端部は角ぼる。

後ナデ。柱状部外面面取 り的磨

きの後丁寧なナデ。内面絞り，

一部ナデ，裾部指オサエの後ナ
デ。

P o　7

136

寮。口緑部直立気味の複合口縁。

屈曲部の稜は鈍く丸味を帯びる。

口緑端部カット後ナデる。胴部は
h

口緑部内外面横方向のナデ。外
面胴部横方向，斜方向のパケ目。

外面黒褐色。内面黄褐色。外
面全面にスス付着。口径13．8，

内面胴部上位ナデ，以下右上方 胴部最大径21．3，器高24．8cm
なだらかな屑をもつ縦長気味の球
形。底部外面穿孔。器壁厚い。

向のへラ削り。底部指オサエ残

る。
（旧14 J ・N E ・P 50，1183）

H l 普通円筒埴輪。 2段目以上残存。 外面縦パケの後横パケ。口綾部 内外面淡灰褐色。口径23．2，

139
全体に横ナデ。内面中央部やや
粗い横パケ。 2段目斜方向のパ

ケ。上部横パケ。

残存高30 ．0cm （旧S X 26墳丘
内）

H　 2

139

埴輪の台か？ 外面細かいパケの後ナデ。内面
縦方向の削りの上を横方向のハ

内外面黄褐色。裾部外面に一
部黒斑がみられる。脚径21．5，

ケ。その後丁寧なナデ。裾部端
面強いナデによる凹みみられる。

残存高10 ．6cm （旧17G ・S E ）
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家形埴輪片。屋根部分の破片。 外面ナデた後文様を施す。施文
の順は①屋根の角に平行する縦
の区画。②面全体に及ぶと推定
される×の区画。鋸歯文を基本
モチーフとした煩雑な三角文様
である。③縦と×の区画内に右
上方向，縦で上から下方向の縞
を施す。④右下方向の縞を施す。
内面横方向のナデ。

内外面明褐色。小砂粒を含む。
断面の厚さ1．4cm（旧17G・N
E，42，50）

P o 1

142

須 恵 器 把 手 付 椀 。 口緑 部 は 外 傾 気

味 で ， 口 縁 端 部 は 丸 く内側 に わ ず

か な 段 を 有 す 。 受 部 は 短 か く外 上

方 へ わ ず か に伸 び ， 端 部 は丸 い 。

底 体 部 に は 1 条 （5 本 ） の 波 状 文

を 有 す 。 把 手 を 体 部 中位 に 有 す 。

底 部 は 丸 い 。

口緑 部 ， 体 部 内 外 面 回 転 横 ナ デ 。 内 外 面 青 灰 色 。 胎 土 密 。 焼 成

良 好 。 口 緑 部 の 一 部 に 自 然 粕

が み られ る 。口径 8 ．9，器 高 9 ．1

cm （旧 S X 27周 港 内 ， 1462 ）

J l 管 玉 。 碧 玉 製 。 両 端 を わ ず か に 欠 残 存 長 2 ．8， 径 0 ．5， 孔 径 0 ．3cm 挿 図 14 2　 （旧 S X 27棺 内 ，

損 。 薄 緑 色 。 両 面 穿 孔 。 28 3）

J　 2 管 玉 。 長 さ 2 ．1，径 0 ．5，孔 径 0 ．3cm　 両 〃　　 （旧 S X 2 7棺 内 ，

面 穿 孔 。 2 85）

J －3 管 玉 。 長 さ 2 ．6 ，径 0 ．5，孔 径 0 ．3cm　 両 〃　　 （旧 S X 27棺 内 ，

面 穿 孔 。 253 ）

J　 4 管 玉 。 碧 玉 製 。 緑 色 。 長 さ1 ．9，径 0 ．5 ，孔 径 0 ．2cm　 両 〃　　 （旧 S X 2 7棺 内 ，

面 穿 孔 。 76 5）

P o l 須 恵 器 漣 。 上 部 欠 損 。 胴 部 に 円 孔

を 穿 孔 す る。 底 部 丸 い 。

内 外 面 回 転 横 ナ デ 。 外 面 円 孔 の

横 に パ ケ 目 ？の 痕 が み ら れ る 。

内 外 面 青 灰 色 。 胎 土 密 。 焼 成

良 好 。 外 面 に 自然 粕 が か か る。

144
′　、
内 面 指 オ サ 工 の痕 が み られ る 。

残 存 高 4 ．0cm （旧 S X 2 8，1 196）

F　 l 鹿 角 装 鉄 剣 。 鹿 角 装 の 部 分 は 二 重

に鹿 角 が 装 され て い る。 柄 部 分 に

残 存 長 48 ．7 ， 最 大 幅 刃 3 ．2， 柄 挿 図 14 5　 （旧 S X 28棺 内 ，

2 ．5，茎 1 ．8 ，鹿 角 部 4 ．5，厚 さ 刃 164 3）

は木 質 部 が 残 る 。 部 0 ．6 ， 茎 0 ．6cm

長 さ2 1 ．9 ， 最 大 幅 刃 部 2 ．8， 茎

1 ．7 ， 厚 さ0 ．5， 0 ．4cm

〃　　 （旧 15 G ・N E ，17 8）
F　 2 鉄 剣 。 茎 に 目釘 穴 が 一 つ み られ る。

P o 1

149

聾。肥厚 しなが らわずかに外反す

る複合口緑 b 口緑端部は角ぼ り気
味で中が くぼむ。屈曲部は鈍い。

口緑部内外面横 ナデ，外面肩部

横 ナデ，胴部上位横パケの後 ナ
デ。内面胴部浅い右方向のへラ

外面淡黄褐色。内面黄褐色。

細砂粒 を含む。外面 にスス付
着。．口径 15．6cm （推定） （旧16

口緑部一部，胴部中位以下欠損。 削 り。 H ・N W ，2 01）

P o　2 高杯杯部。大 きく外反する杯部。

口緑端部 はわずかに角ぼる。

外面縦方向のパケの後横方向の

へ ラ磨 き。内面横方向のパケの

内外面赤褐色。小砂粒 を含む。

口径 16 ．7，杯部高5 ．5cm （旧16

149 後縦方向のへラ磨 きが暗文的に

放射状 にめ ぐる。

H ・N W ， 207）
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S X　30

Po 1

153

高杯。内湾気味に開く浅い杯部と 杯部外面横にナデる。杯部内面 内外面黄褐色。胎土痛良。口
やや長い柱状部から「ハ」の字状 横方向のへラ磨き，底部縦方向 径16．0，脚径9．5，器高11．6cm
に開く裾部をもつ脚部。口緑端部 のへラ磨き。脚部外面柱状部面 （旧S X 30，1034）
は面を意識しながらも丸く終る。 取りの後ナデ，裾部ナデ。脚部
杯底部外面浅い小孔ある。杯部と 内面柱状部絞り痕あり，裾部横
脚部の接合部に1条のへラ状工具

による沈線が入る。
方向のパケ目。

Po 2

153

高杯。内湾気味に開く浅い杯部と 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面明褐色。胎土精良。口
長い柱状部から「ハ」の字状に開 面縦方向のパケ目，内面縦方向 径15．2，脚径10．9，器高11．0
く裾部をもつ脚部。口縁端部カッ のへラ磨き。．脚部外面柱状部面 cm （旧S X 30，1033）
ト気味。杯底部外面浅い小孔ある。取りの後ナデ，裾部ナデ。脚部
杯部と脚部の接合部に1条のへラ 内面柱状部指オサエの後ナデ，
状工具による沈線が入る。裾部内
面に粘土の貼り付けがある。

裾部指頭圧痕残る。

H 1

153

普通円筒埴輪。基部を一部斜に欠 口緑部内外面横ナデ。外面縦ハ 内外面やや茶色っぽい赤褐色。
く。2段目の透し孔は1つ。 ケ後3 ・4段にわずかに横パケ，口緑部に『Ⅴ』の字のへラ記

内面中位一部横パケ。底部強い 号有り。口径27．3，底径20．6，
指ナデ。上方向の指ナデ。口緑 器高54．5cm （旧S X 30第2埋
部横パケ残る。 葬旋設）

H　2

153

普通円筒埴輪。基底部を全く欠く。口綾部内面横ナデ。外面縦パケ 内外面やや乳灰褐色。口径
口緑部を丸く引漕出す。粘土の貼 後3 ・4段目に横パケ。内面上 27．2，底径21．0（推定），器高
付け著しい。 ・部に横パケ。下部に一部不定方 53．0cm（推定）（旧S X 30第2

向のパケ。 埋葬施設）

H　1

173

普通円筒埴輪。底部に板状のもの 口緑部内外面横ナデ。外面縦ハ 内外画濃乳灰褐色。口径26．4，
の圧痕4辺残る。 ケ後3段に横パケ。内面上部及 底径19．6，器高57．6cm （旧S

び中央部横パケ。上部指オサエ。Ⅹ31）

H　2

173

普通円筒埴輪。H lの蓋に用いた 口緑部内外面横ナデ。外面縦ハ 赤褐色。口径27．5，底径
もの。基部を欠く。 ケ後3 ・4段に横パケ。内面中 23．0（推定），器高53．0cm （推

央部以上に横パケ。下部ナデ的
な指オサ工。

定）（旧S X 31）

Po 1

163

聾。口緑部直立気味に立ちあがる 口緑部内外面横にナデる。外面 外面黒褐色。内面黄褐色。細
複合口緑。屈曲部の稜は鈍く丸味 肩部横方向のパケ。胴部中位斜 砂粒を含む。外面スス付着。
を帯びる。口緑端部カット後外方 方向のパケ。底部縦パケの後ナ 口径15．9，胴部最大径24．4，
へつまみだす。胴部縦長気味の球 デ。内面胴部上位左上方向のへ 器高27．9cm （旧S X 35，138）
形，底部は丸い。 ラ削り，中位左方向のへラ削り。

底部下から上へのへラ削り。

H 1

163

普通円筒埴輪。完形だが基部外面 口緑部内外面横ナデ。外面縦ハ 茶褐色。口径29．2，底径23．0，
にやや剥離有り。口緑部に『＜』 ケ後2・4段に横270パケ。内面 器高56．0cm （旧SX 35第2埋
形のヘラ記号有り。 上部及び中央部に横パケ。底部

強い指ナデ。
葬施設）

F　l 鉄鉱。 長さ16．6，最大幅鉄身1．3，箆被
0．6，茎0．6，厚さ鉄身0．2，箆被
0．4，茎0．6cm

挿図158　 （旧S X 35，171）
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F　 2 鉄 鉱。 4 本 付着 。 残 存長 19 ．3， 18．0，15 ．7， 13．6，

最 大 幅箆被 0．9，柄 0．9，茎 0．4，

厚 さ箆被 0．4，柄 0 ．6，茎 0．3cm

挿 図15 8　 （旧 S X 35， 169）

F　 3 1鉄 鉱 。鉄 身 に布 目残 る。 残 存長 15 ．9，最 大幅 鉄 身1 ．3，箆

被 0 ．7，茎 0．4，厚 さ箆 被0 ．4，茎

0．4cm

〃　　 （旧 S X 35， 172）

F　 4 鉄鉱 。鉄 部， 柄部 欠損 。 残存 長 11．6，最大 幅箆 被0 ．7，柄

0．5，茎 0．4，厚 さ箆 被0 ．5，茎0 ．3

cm

〃　　 （旧 S X 35， 170）

F　 5 刀子 。柄 に木 質部 残 る。 残 存 長 10 ．4， 最 大 幅 刃 1．7，茎

1．0，厚 さ刃 0．3，茎 0．4cm

〃　　 （旧 S X 35，204）

F　 6 刀子 。柄 に木 質部 残 る。 残 存 長 9．5，最 大 幅 刃 1．1， 茎

0 ．8，厚 さ刃 0．3，茎 0．3cm

〃　　 （旧 S X 35，20 3）

F　 7 鉄鉱 。 3 本付 着 。 残存 長 18．1， 17．0， 16 ．8，最 大 挿 図159　 （旧 S X 3 5， 169，

幅 鉄 身1．3，箆被 0．8，茎0 ．3，厚

さ鉄 身0．3，箆被 0 ．5，茎 0．3cm

17 3）

J l 碧 色 ガ ラス小 玉。 半分 欠損 。 残 存長 0．9，厚 さ0 ．3cm 挿 図 160 （旧 15 K ・S W ，139）

P o 1

167

壷。口緑部は外方へ伸びる 「く」 外面口緑部横方向のへラ磨き後
q

内外面明茶褐色。細砂粒を含

の字状口緑。口緑端部は丸い。頸 ナデる。胴部上半横方向のへラ む。口径10 ．3，胴 部最大径

部短 く，なだらかな肩をもつ球形 磨 き，一部パケ目残る，胴部下 13．9，器高14 ．1cm （旧15K ・

の胴部につづく。頸部から肩部に 半不定方向のパケ目。内面口緑 N W ，S X 58周港内，409）

か．け意識的にあけた孔が 1つある。部横にナデる，胴部上半左方向

のへラ削り，下半指頭圧痕残る。

P o　2

167

壷。口緑部は外方へ短 く開く「く」 外面口緑部横方向のへラ磨き後 内外面明褐色。細砂粒を含む。

の字状口緑。口緑端部は丸い。頸 ナデ。胴部縦 ・横方向のパケ目。口径10．7，胴部最大径14 ．7，

部短 く，なだらかな肩をもつ球形 内面口緑部横にナデる，胴部上 器高14．2cm （旧15K ・N W ，

の胴部につづく。 半左方向のヘラ削り，胴部下半

指頭圧痕残る。

S X 58周港内，410）

P o　3

167

高杯。脚部柱状部を欠損。平坦な 外面横にナデる。内面口緑部ナ 内外面赤褐色。胎土精良。全

底部から外反気味に立ち上る深い デる，杯部縦方向のへラ磨き， 面に赤色顔料の塗彩。口径

杯部。口緑端部はさらに外反し丸 脚部裾部不定方向のパケ目。 22 ．9，脚径15．0cm （旧15K ・

い。外面屈曲部にやや鋭い稜をも

つ。

S X 58，408）

P o 4

168

高杯。やや深い椀状の杯部と短い 杯部外面縦方向のパケ後ナデ， 内外面明黄褐色。胎土精良。

柱状部から 「ハ十の字状に開く裾 杯部内面口緑部パケ目，指頭圧 口径 15．9，脚径9．2，器高12 ．5

部をもつ脚部。口緑 ・脚端部カッ 痕残る。脚部外面面とり後ナデ。cm （旧15K ・S X 58，407）

ト。杯底部外面には浅い小孔あり。脚部内面柱状部ナデる，裾部横

杯部と脚部の接合部に 1条のへラ
状工具による沈線が入る。

パケの後ナデる。

P o　5

168

高杯。浅い椀状の杯部と長い柱状 杯部外面パケ後ナデる。杯部内 内外面黄褐色。胎土精良。全

部から 「ハ」の字状に開く裾部を 面縦 ・横方向のへラ磨き。脚部 面に赤色顔料塗彩。口径15．2，

もつ脚部。口緑端部丸い。脚端部 外面ナデる。脚部内面柱状部絞 脚径9．5，器 高13．1cm （旧15

は角ぼる。脚部 1方透し孔。 り痕あり。裾部パケ目を施す。 K ・S X 58，406）
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P o 6

168

高杯。椀状の杯部と長い柱状部か 杯部外面はパケの後横方向のナ 内外面淡褐色。細砂粒を含む。
ら 「ハ」の字状に開く裾部をもつ デ。その上から口緑端部のみ横 外面に一部赤色顔料塗彩。口
脚部。口緑端部は丸い。脚端部は へラ磨き。内面横方向のナデ。 径15．0，脚径10．3，器高13 ．0
角ぼる。脚部 3 方透し孔。杯部と 柱状部外面面取 り的磨きの後ハ cm （旧15K ・S X 58，405）
脚部の接合部に 1条の沈線が入る。ケその後ナデ。内面絞り。中位

は削り。裾部外面斜方向のパケ

の後ナデ。内面パケの後ナデ，
指頭圧痕あり。

P o　7 高杯。浅めの大きく外反する杯部

ヽ
杯部外面斜方向のパケの後横方

ヽ
内外面明黄褐色。細砂粒を含

171
と太めの柱状部から 「ハ」の字状 向のナデ。内面不定方向のパケ む。口径 17．4，脚径9．6，器高
に開 く裾部をもつ。口緑端部は角 の後ナデ。柱状部面取 り的磨き 12．2cm （旧15K ・S X 58，404）
ぼり気味で丸 く終る。脚部端面は の後ナデ。内面絞 り。裾部外面
角ぼる。器壁は厚い。杯部と脚部 ナデ。内面放射状のパケの後ナ
の接合部に 1条の沈線が入る。 デ。

P o ‾8

171

高杯。深めの椀状の杯部 と中ぶ く 杯部外面縦パケの後ナデ。口緑 内外面明茶褐色。細砂粒を含
らみの柱状部から 「ハ」の字状に 部は横方向のへラ磨きが一部入 む。全面に赤色顔料塗彩。口
開く裾部をもつ脚部。口緑端部は る。内面ナデ。柱状部外面パケ 径15．2，脚径8．4，器高12．0cm
すぼまり丸 く終る。脚端部は角ば の後ナデ。内面絞り。裾部外面 （旧15K ・S X 58，403）
る。器壁は厚い。 ナデ。内面指オサエの後ナデ。

Po　9

171

聾。口緑部は直立気味の複合口緑。口緑部内外面横ナデ。肩部外面 外面黒褐色。内面黄褐色。細
屈曲部は鈍く退化気味。胴部は縦 ナデ。胴部外面上位横方向のハ 砂粒を含む。外面ススの付着。
長気味の球形。器壁は厚い。 ケ，中位斜方向のパケ，底部縦 口径14．7，器高26．4cm （旧15

方向のパケ。胴部内面左方向の

へラ削り，底部指オサエの後右
上方向のへラ削り。

K ・S X 58，467）

P o lO

171

襲。口緑部外反気味の複合口縁。 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 外面黒褐色。内面褐色。外面
屈曲部は鈍 く退化気味で 2条の沈 ナデ。胴部上位横方向のパケ。 ススの付着。外面口綾部，頸
線が入る。肩はなだらかで胴長の 中位斜方向のパケ。底部不定方 部に赤色顔料が一部付着。胴
胴部をもつ。 向のパケの上をナデ。内面胴部 部内面赤色顔料の付着。小砂

上位右方向のへラ削り，中位右 粒を含む。口径13．0，器高27 ．4
上方向のへラ削り。底部指オサ cm （旧15 K ・N E ・S K O9，
エの痕がみられる。 567）

P o ll 高杯杯部。口緑部はゆるやかに外

⊥山
杯部内外面横方向の細いへラ磨 内外面黄褐色。小砂粒を含む。

169
反する杯部。口緑堀部は丸い。杯
底部欠損。円筒埴輪棺の透し穴の
蓋としてもちいられた。

き。 口径16．7cm （旧 S X 58）

H　 l 普通円筒埴輪。基部を一部斜めに

ヽ
口緑部内外面強い横ナデ。外面 淡赤褐 色。口径25 ．5，底径

169
欠く。口縁部にへフ描き沈線 1条 縦パケ。横パケはみられない。 19 ．2，器高54．7cm （旧S X 58，
めぐる。底部に板目と思われる線 内面上部と中央部に横パケ。基 第 1埋葬施設）
が多 く残る。 部に縦方向に粘土貼付け。

H　 2 普通円筒埴輪。H l の蓋に用いら
ヽ

口緑部内外面横ナデ。外面縦ハ 内外面灰褐色。口径25．7，底

169
れていたもの。基部及び全体の半 ケ後 2 ・3段に横パケ。内面上 径23．0 （推定），器高58 ．0cm （推
分を欠く。口緑部に文様有 り。 部及び中央部に横のパケ。下部

上方向の指ナデ。
定）（旧S X 58，第 1埋葬施設）
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家形埴輪。屋根。下に壁面剥離が
認められる。屋根中央に突帯をも
ち上部と下部に分かれる。屋根頂
上はくぼみ堅魚木との間に空間を
なしている。ゆるやかに上方に湾
曲する堅魚木が3本つく。うち2
本は一部欠損。
上屋根施文順（①は右項）②鋸歯
文が四面に描かれる。③垂直の縦
縞を上から下に施す。④鋸歯文の
中に3単位の同様の文様を施す。
文様は右上から左下，左下から右
上，右上から左下へ描かれる。内
面は横方向のナデ，粘土紐接合の
痕残る。

外面丁寧なナデの後全体に文様
を施す。上屋根。網代を具象し
たと考えられる。施文の順は，
①全体に3cm程のやや横長の格
子文様の区画を施す。縦の後横。
縦は上から下，横は左から右。
②区画内に縦縞，横縞をそれぞ
れ交互に6皿程の間隔で施す。
縦は上から下へ5本もしくは6
本，横は左から右へ3本か4本
入れている。下屋根。全体とし
て鋸歯文を基本モチーフとした
三角文を描く。施文の順は，①
突帯やや下に横線を左から右に
施す。

外面赤褐色。内面明黄褐色。
外面全面に赤色顔料の塗彩を
施す。残存高28．8，最大幅27．8
cm（旧15K・SX58，250）

S X　73

P o l 須恵器砥。上部を欠く。胴部に円

孔を穿孔する。底部は平ら。

外面胴部％前後回転へラ削り，

その後回転横ナデ。内面回転横

内外面青灰色。胎土密。焼成

良好。自然粕がかかる。残存

1糾 ナデ。 高7．5，胴部最大径9．1cm （旧

16H ・S X O3，301）

J l 臼玉。滑石製。 最大長0．5，最大幅0．9，厚さ0・3

cm

挿図171 （旧15K ・N E ・S

K O9寮内出土）

J　 2 臼玉。滑石製。 最大長0．5，最大幅0．9，厚さ0・3

cm

〃　 （旧15K ・N E ・S

K O9寮内出土）

F　 l めくぎか。 長さ2．3（推定），幅3．3，厚さ3・0

mm

挿図187　 （旧15G ，291）

J l 滑石製小玉。 径4．0，孔径1元 厚さ1．0mm研磨 灰黒色。挿図187　 （旧15G ，

有。 303）

J　 2 滑石製小玉。 径3．8，孔径1．0，厚さ2．0m ，形・ 灰黒色。挿図187　 （旧15G ，

割面とも不整形。 304）

J　 3 滑石製小玉。 径4．0，孔径1．0，厚さ1．8皿，上 灰黒色。挿図187　 （旧15G ，

面は磨かれ丸味をもつ。 305）

J ‘4 滑石製小玉。 径4．0，孔径1．5，厚さ2．0mm，上 灰黒色。挿図187　 （旧15G ，

面は磨かれ丸味をもつ。 307）

F　 l 鉄鎌ム刃先を欠く。茎と刃部の境 刃部長さ約15．0，幅3．4cm，厚さ 挿図189　 （旧16H ，233）

界は不明瞭。錆のためめくぎ穴不 2 ～1．5mm　茎部長約7．5，幅1．3

明。 cm，厚さ3．0mm

F　 2 鉄釘。上部に隆帯5 本ある。 残存長2．5，．幅0．6，厚さ0・5cm 〃　　 （旧16H ，233）

F　 3 鉄釘。頂部おれまがる。 残存長1．7，幅0．8，厚さ2．5cm 〝　　 （旧16H ，233）
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P o 1

190

賓。 口緑 部横 にひ きだす。 胴部 わ 口緑 部 内外面 横 ナ デ，胴部 最 大 内外 面明褐 色 。外 面 スス付 着。

ず か に張 り， 底部 に向 って ゆるや 径 まで縦 パ ケ， その下 短 い幅 で 細 砂粒 を含 む。 口径 3 1．4， 底

か なカ ーブ を描 く。底 部 わず か に 横 へ ラ磨 き以 下縦 へ ラ磨 き，底 径 8．0，器 高3 9．7cm （旧17 G ・

内 に くぼむ。 最大 胴径 あ た りに刺 部 ナデ。 内面 胴部 最大 径 まで横 土 器棺 ）

突痕 が め ぐる。 へ ラ磨 き，以 下徐 々 に斜 めへ ラ

磨 き，下 部磨 滅 のた め調整 不明 。

P o 2

191

壷。 肩部 良 く張 り，底 部 に向 って 外面 頸部 縦パ ケ， 胴部 上位 横 へ 内外面 明褐 色。 砂粒 を含 む。

良 くしぼむ。底 部 わず か に くぼむ ラ磨 き， 下位 縦へ ラ磨 き， 底部 底 径 10．7，胴部 最大 径 45．9cm

平底 。肩 部 には 1 条 の沈線 ，刺 突 付近 一部縦 のパ ケ 目あ る。 底部 （旧17 G ・土器 棺 ）

痕 及 び 5 条沈線 が め ぐる。 ナ デ。 内面頸 部横 パ ケ 目，以下

斜 めパ ケ 目。 間 に斜 めへ ラ磨 き

が施 され る。

J l 碧玉製 管 玉。 径2 ．2，孔径 1 ．0，長 さ4．1mm。両

面穿 孔。

挿 図 192　 （旧17 G ・土 器棺 ）

J　 2 〃 径 2 ．5，孔 径 1．5～ 1．2，長 さ5．2

mm。 両面 穿孔 。面 取 り残 る。

〃

J　 3 〃 径 2．5，孔 径 1．5～ 1．0，長 さ3．8

mm。 片面 穿孔 。

〃

J　 4 〃 径 2．5，孔径 1．8～ 1．4， 長 さ5．2

mm。 片面 穿孔。

〃

J　 5 〃 径 2．5，孔径 1．2～ 1．0，長 さ5．4

mm。片 面穿 孔。

〃

J　 6 〃 径 2．5，孔径 1．2～ 1．0，長 さ4 ．5

mm。両 面穿 孔。

〃

J　 7 〃 径 2．5，孔径 1．0，長 さ4 ．5mm。両

面 穿孔 。
〃

J　 8 〃 径 2．5，孔径 1．2～ 1？0，長 さ4 ．6

mm。両 面穿 孔。

〃

J　 9 〃 径 2．5，孔径 1．2～1 ．0，長 さ5 ．0

mm。両 面穿 孔。

〃

J lO 〃 径 2．5，孔径 1．2～1．0，長 さ5 ．0

mm。両面 穿 孔。

〃

J l l 〃 径 2．5，孔 径 1．2，長 さ5 ．1mm。両

面 穿孔。
〃

J 12 〃 径 2．5， 孔径 1．2～ 1．0，長 さ5 ．2

mm。両面 穿孔 。

〃

J 13 〃 径2 ．5， 孔径 1．2～ 1．．0，長 さ6 ．0

mm両 面穿 孔。

〃

J 14 〃 径2 ．5，孔 径 1．2，長 さ5 ．0mm。両

面 穿孔。

〃
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J 1 5 碧 玉 製 管 玉 。 径 2 ．5，孔 径 1 ．3，長 さ 6 ．1m m。両

面 琴 孔 。

挿 図 192 ． （旧 17 G ・土 器 棺 ）

J 16 〃 径 2 ．5，孔 径 1 ．2，長 さ6 ．5m m。両

面 穿 孔 。

〃

J 17 〃 径 2 ．5，孔 径 1 ．9，長 さ6 ．7m 。両

面 穿 孔 。

〃

J 18 〃 径 2 ．6， 孔 径 1 ．3～ 1 ．0， 長 さ5 ．0

m m 。 両 面 穿 孔 。 面 取 り残 る。

〃

J 19 〃 径 2 ．6， 孔 径 1 ．5～ 1 ．2， 長 さ 4 ．2

m m 。 両 面 穿 孔 。

〃

J 20 〃 径 2 ．8 ，孔 径 1 ．0，長 さ4 ．2m m 。両

面 穿 孔 。 面 取 り残 る 。

〃

J 2 1 ノ／ 径 2 ．8 ，孔 径 1 ．5 ，長 さ 4 ．2m m 。片

面 穿 孔 。

〃

J 22 〃 径 2 ．8 ， 孔 径 1 ．8～ 1 ．0， 長 さ 4 ．5

m m 。 片 面 穿 孔 。

〃

J 23 〃 径 2 ．8，孔 径 1 ．3，長 さ 4 ．5m m。両

面 穿 孔 。

〃

J 24 〃 径 2 ．8， 孔 径 1 ．8～ 1 ．5， 長 さ4 ．6

m m 。 両 面 穿 孔 。

〃

J 25 〃 径 2 ．8， 孔 径 1 ．5～ 1 ．2， 長 さ4 ．6

m m。 両 面 穿 孔 。 、

〃

J 26 〃 径 2 ．8， 孔 径 1 ．8～ 1 ．5， 長 さ 5 ．0

m m。 両 面 穿 孔 。

〃

J 27 ノ／ 径 2 ．8，孔 径 1 ．8，長 さ 5 ．1m m 。両

面 穿 孔 。

〃

J 28 〃 径 2 ．8 ， 孔 径 1 ．5～ 1 ．2， 長 さ 5 ．5

m m 。両 面 穿 孔 。

／／

J 29 〃 径 2 ．8 ，孔 径 1 ．5 ，長 さ 5 ．5m m 。両

面 穿 孔 。

〃

J 3 0 ノ／ 径 2 ．8 ， 孔 径 1 ．5～ 1 ．3 ， 長 さ6 ．0

m m 。 両 面 穿 孔 。

〃

J 3 1 〃 径 2 ．8，孔 径 1 ．5，長 さ6 ．7m m。両

面 穿 孔 。

〃

J 32 〃 径 2 ．9， 孔 径 1 ．8～ 1 ．0， 長 さ4 ．6

血 。 片 面 穿 孔 。

ノ／

J 33 ノ／ 径 2 ．9， 孔 径 1 ．8～ 0 ．8， 長 さ4 ．9

m m 。 片 面 穿 孔 。

〃
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J 34 碧玉 製管 玉。 径 2．9，孔径 1．3，長 さ4．5mm。両

面 穿孔 。

挿 図192　 （旧17 G ・土 器棺 ）

J 3 5 〃 径 2．9，孔径 1．5～ 1．2，長 さ4．6

mm。両 面穿 孔。

〃

J 36 〃 径 3．0，孔 径 1．5，長 さ5 ．7mm。両

面 穿孔 。面 取 り残 る。
〃

J 37 〃 径 3．0， 孔径 1．8～ 1．2，長 さ4 ．8

mm。片面 穿孔 。

〃

J 38 〃 径 3．0， 孔径 1．5～ 1．0，長 さ5 ．0

mm。 片面 穿孔 。

〃

J 39 〃 径3 ．0， 孔径 1．3～ 1．0，長 さ5 ．0

m m。 片面 穿孔 。

〃

J 40 〃 径 3．0，孔径 1．8，長 さ5．2m m。両

面 穿 孔。
〃

J 4 1 〃 径 3．0，孔径 1 ．5，長 さ10．1mm。

両 面穿 孔。
〃

J 4 2 〃 径 2．3，孔径 1．2，長 さ9 ．1mm。両 〃　　　 （旧17 G ・土器棺 北

面 穿孔 。 表採 ）

J l 碧玉 製管 玉。 径2 ．0， 孔径 0．8， 長 さ9．0m m。 挿 図 196　 （旧17 F ・S K O 8付

近 ）

J ？ 〃 径2 ．0， 孔径 1．0， 長 さ11．0m m。 〃

J　 3 〃 径 2 ．3，孔 径 0．8， 長 さ9．6mm。 〃

J　 4 〃 径 2 ．3，孔径 1．2，残長 9．0mm。両

面穿 孔。
〃

J　 5 〃 径 2 ．2，孔径 1．0，長 さ9．1mm。両 淡緑 色 。挿 図19 6　 （旧17 F ・

面 穿 孔。 S K O8付 近 ）

J　 6 〃 径 2．2，孔径 1．5～ 1．0， 長 さ8．4 挿 図196　 （旧17 F ・S K O8付

mm。両 面 穿孔。 近）

J　 7 〃 径 2．2，孔径 1 ．2～ 1．0，長 さ5．6

mm。 片面穿 孔。

〃

J　 8 〃 径 2．5，孔 径 1．－2，長 さ7 ．9mm。両

面 穿孔 。
〃

J　 9 〃 径 2．7，孔径 1．2～ 1．0，長 さ10 ．2

mm。片面 穿孔 。

〃

J lO 〃 径 6．0， 孔径 3．4，長 さ18 ．1mm。

両面 穿孔 。
〃
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P o 1

202

壷。胴がかなり張る。最大径は胴 外面頸部縦パケ後横ナデ，肩部 内外面褐灰色。外面胴部下半

部中位よりやや上。頸部から肩部 縦へラ磨き，最大径付近横へラ から底部半分黒斑あり。砂粒

にいたる屈曲部には指頭圧痕文帯 磨き，以下縦へラ磨き。内部ナ を含む。胴部最大径27．1，底

がめぐる。口緑部は破損のため不 デ仕上げ，一部パケ目残る。 径8．6cm （旧17 F ・S K Ol付

明。平底。 近，26）

S　 l 鋸状の歯部を持った板石。 長さ45．9（残存長），幅26．5，厚 挿図202　 （旧17G ・S K O6，

さ2．1cm 115）

Po 1

203

壷。口緑部破片。大きく 「く」の 内外面ナデ。 内外面淡黄灰色，外面部分的

字状に外反する。口緑端部内外面 ・に茶褐色（丹塗 り）。砂粒を含

に刻み目を交互に施す。器壁厚い。 む。口径不明。（旧17G ・S K

05，110）

P o　2

202

襲。短 く外方に屈曲する口緑部は 口緑部内外面ナデ。外面胴部縦 内外面黄褐色。外面口縁部一

ゆるやかなカーブを描いて細くす を基調にした粗いパケ目，底部 部黒斑あり。砂粒を含む。口

ぼまる平底の底部につづく。口緑 付近及び底部ナデ。内面ナデ， 径24 ・3，底径7・6，器高23 ・5cm

部外面にへラ状工具による刻み目。一部斜めパケ目残る。 （旧17G ・S K O5，16，32，

肩部にへラによる沈線施される。・ 64，85，108，181他）

P o　3

202

壷。大きく外反する口緑部。口緑 内外面ナデ。 内外面茶褐色。小砂粒を含む。

端部やや角ぼり，外面にへラによ 口径16 ．2cm （推定）（旧17G ・

る刻み目。 S K O6，113）

P o 1

211

壷。ゆるく外反する口緑部に強 く 外面全面，口縁部内面横方向の 淡赤褐色。砂粒を含む。口径

張る胴部をもつ。頸部 1条，胴部 へラ磨き。内面胴部は横のパケ 8．5，胴部最大径13．6cm （旧17

4 条のへラによる沈線が施される。
底部を欠く。

目，頸部はナデ。 G ・S K 12，128）

S　 l 碧玉原石。 挿図211 （旧17G ・S K 12，

130）

S　 2 石鉄 （サヌカイト製）。 幅1．15，厚さ2．2，長さ1．4cm 挿図211 （旧17G ・S K 12上
面，69）

P o 1

214

壷。底部，わずかに上げ底。 外面ナデる。内面胴部粗いパケ 内外面淡茶褐色。小砂粒含む。

目。底部ナデる。 底径6．2cm （推定）（旧17G ・
S K 15，136）

P o 1

217

壷。底部。胴部からなだらかに底 内外面ナデる。 外面淡茶褐色。内面暗茶灰色。
部に続 く。底部は高 く，わずかに 小砂粒含む。底径4．6cm （推定）

上げ底。器壁底部において厚い。 （旧17G ・S K 18，181）

J l 碧玉製管玉。 径2．45，孔径1．5，長さ1．45mm。 挿図217　 （旧17G ・S K 18，

両面穿孔。 150）
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P o 1

221

壷。細長い頸部に，胴の強く張ら 外面横方向のへラ磨き，内面ハ 淡褐色。砂粒を含む。胴部最
ないやや縦長の胴部である。頸部 ケ目調整の後ナデ。 大径18．3cm （旧17G ・S K 22，
に5条，胴部に4条の断面三角形

の貼付凸帯をもつ。口緑部，胴部
下半を欠く。

161）

S　 l 黒曜石製石鉄。 幅1．95，厚さ2．5cm。 挿図221 （旧17G ・S K 19，

156）

P o 1

227

賓。口縁部 ゆるやかに外反する 外面口緑部，頸部縦パケ目の後 外面淡褐色。黒斑有り。内面
「く」の字状口緑。口緑端部外方 ナデ仕上げ。胴部縦へラ磨きの 明褐色。小砂粒含 む。口径

に画を成す。胴部はなだらかで， 後ナデ仕上げ。底部横ノ、ケの後 11．5，胴部最大径12．2，器高

あげ底。 ナデ仕上げ。内面ナデ仕上げ。 18．0cm （旧17G ・S K 23，155）

P d 1

228

壷。破片。へラによる羽状文 を有 外面磨 き，内面横パ ケ。 外面黒色 （黒斑 ？），内面淡黄

す る。 灰色。細砂粒 を含 む。 （旧17

G ・S K 25，17 8）

P o 1

229

壷。底部。胴部 にか けて大 きく広 外面横へラ磨き，内面調整不明。内外面褐色。小砂粒含 む。底

が り，平底。 径10 ．5cm （旧1 7 G ・N E ，

135，15 7， 158， 167他）

P o 1

235

有蓋無頸壷。胴部球形。底部上げ 外面剥離が著しいが，磨 きと思 内外面茶褐色。小砂粒含む。

底。肩部に蓋綴穴 2 孔が 1 対有 り。われる。内面磨 き。指頭圧痕残 胴部最大径14．3cm （推定） （旧

器壁厚い。 口緑部欠 く。 る。 16 H ・S K O 3， 199）

P o　2

235

鉢。口緑部ゆるやか に外反 し，口 外面磨 き。内面 口緑部横磨 き， 内外面赤茶褐色。小砂粒含 む。

緑端部丸味 を持つ。平底。． 以下へラ削 りの後ナデ仕上げ。 口径14 ．4，器高 11．0cm （旧 16

H ・S K O3，198）

P o 1

239

鉢。てづ くね。 口緑部は体部か ら 外面はパケ目後ナデ。内面ナデ。内外面赤褐色。砂粒 を含む。

まっすぐ開き，端部 は丸い。底部 口径9．6，底径 4 ．6，器高8 ．0cm

近 くで一旦すぼまる。底部は中高。 （旧17 H ・S X Ol上面， 27）

P o　2

239

壷。肩部破片。へラによる刻み目 外面横へラ磨 き。内面ナデ，頸 外面赤褐色，黒斑 あり。内面

を施 した 2 条の貼付突帯 をめ ぐら 部 に近い部分に絞 り痕。 明褐色。細砂粒を含む。（旧17

す。 H ・S X Ol上面）

S　 l 石鉄 （サヌカイ ト製）。逆刺部破 挿図239　 （旧 17H ・S X Ol，

片。 47）

J l 碧玉製管玉 径 3．7，孔径 2 ．2，長 さ13．5mm。 〃　　　 （旧 17H ・S X Ol付

両面穿孔。 近，56）

J　 2 ノ／ 径 4．0，孔径 2 ．7，長 さ15．0mm。 〃　　　 （旧17H ・S X Ol付

両面穿孔。 近，36）
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Po 1

242

壷。口緑部外反する「く」の字状 外面口緑部横にナデる。頸部・外面明褐色。内面黒灰色。小
口緑。口縁端部丸い。胴部は玉ネ 胴部横へラ磨き，一部パケ目が 砂粒含む。口径10．0，胴部最
ギ状にふくらみ，平底。頸部5条 入る。内面口緑部横へラ磨き， 大径12．4，器高16．5cm （旧16
の沈線が巡るが，上段は削り出さ

れている。胴部中央に焼成後にあ
けた径2cmの孔がある。器壁薄く
底部においては厚い。

以下粗いナデ仕上げ。 H ・S E ・S X O2，537）

Po 2

242

壷。短く外反する「く」の字状口 外面ナデる。内面ナデる。一部 内外面暗茶褐色。小砂粒含む。
縁。口緑端部丸い。頸部及び肩部 パケ目が残る。 口径9．4cm （推定）（旧16H ・
に2条づつ平行沈線を施す。器壁
薄い。

SX O2，538）

Po　3

242

壷。底部。大きく横につまみだし．，内外面ナデる。 内外面茶褐色。小砂粒含む。
上げ底。器壁薄い。 口径5．8cm （推定）（旧16H ・

SX O2，481）

Po 1

2也

壷。口緑部はゆるやかに外反し， 外面口頸部縦方向のパケ目の後 内外面淡褐色。砂粒を含む。

端部は丸い。胴部は強く張らない 横方向のベラ磨き。胴部横から 口径16．6，胴部最大径23．2cm
縦長。頸部，胴部に1条のへラ描 斜め方向のへラ磨き。内面縦方 （旧16H ・S X O6，567）
き沈線がめぐる。胴部下半を欠く。向のパケ目の後ナデ。胴部に指

頭圧痕が残る。

Po 1

247

有蓋無頸壷。口緑部は内湾し，端 内外面ともナデ。底部外面に指 内外面明褐色。砂粒を含む。
部は角張る。底部は平底をなし， 頭圧痕が残る。 口径5．2，胴部最大径7．7，器
器壁は厚い。口緑部両側に2孔づ

つ計4孔穿つ。

高6．5cm （旧16H，492）

Po 1

248

有蓋壷。口緑部は短く屈曲し，そ 内外面ともナデ。 内外面暗褐色。砂粒を含む。
の部位に孔を穿つ。やや肩が張り， 口径8．0 （推定），胴部最大径

以下直線的に底部へつづく。底部 9．3，器高9．1cm（推定）（旧16

は平底をなす。口緑端部を欠く。 H ・S X O5，568）

Po 1

253

壷。口緑部破片。なだらかに外反 外面ナデる。内面口緑部横へラ 内外面淡黄褐色。小砂粒含む。

する「く」の字状口縁。口緑端部 磨き以下ナデる。 口径18．0cm （推定）（旧14K・

やや角ぼる。器壁厚い。 S K 11，953）

Po　2

253

壷。底部。わずかに上げ底。 外面幅広の縦磨き。最下部ナデ 内外面淡黄灰色。外面黒斑有
る。底部ナデる。内面ナデ仕上 り。底径9．4cm（旧14K付近出
げ。 土・S K 11，266，956，S I

05，656）

Po　3

253

聾。口緑部破片。外反し，口緑端 内外面横ナデ。 内外画暗黄灰色。小砂粒含む。
部肥厚し，2条の浅い凹線，へラ 口径17．6cm（推定）（‾旧14K ・
状工具による刻み目が巡る。 S IO5，656）
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S　 l 石剣。やや鋭い刃先部分と，先端 残存長7．4，幅3．9，厚さ刃部0．9 挿図253　 （旧14K ，440）
部狭いが面をもつ柄の部分にわか cm 。表面は面取り的に研磨する。

れる。 研磨痕と思われる細いスジある。

P o 1

255

襲。口緑部内傾してたちあがる。 口頸部内外面横ナデ。外面肩部 外面淡褐色，内面淡赤褐色。
頸部 「く」の字状に屈折して胴の 縦方向のパケ目。胴部縦へラ磨 細砂粒を含む。口径 16 ．7，底
張りが強 く，やや上げ底気味の平 き，上部には一部横へラ磨きが 径6．8cm （旧14K ・S K O2，458）
底につづ く。口緑部外面櫛描き簾 入る。内面肩部左上方向のナデ，
状文を，部分的に肩部に刻み目を 一部パケ目残る。胴部下から上
施す。 へのパケ目後ナデる。底部指頭

圧痕。

P o 1

256

．無頸 壷。 胴部 良 く張 り，底 部 は中 外面 胴部 上半 ナ デ，下 半斜 め方 内外面 淡茶 褐 色。 砂粒 を含 む。

＿＿1＿あ局。 向 の細 かいへ ラ磨 き。 底部 付近 口径5 ．5（推 定 ），底 径4 ．6， 器

指押 え後 一部 横 へ ラ磨 き，底部 高 7 ．6 cm （旧 1 5 I ・ S　 K

は指 押 えで周 辺部 ナ デ。 内面 ナ

デ。

09，18 09）

P o　2

256

聾。 口緑 部破 片。端 部 は外 方へ 屈 口綾 部 内外面 ナ デ。外 面 ナデ ， 内外面 淡 茶褐色 。 砂粒 を含 む。

曲す る。端 部外 面 へ ラに よ る刻 み 内面細 かい単 位 の横方 向 のパ ケ 口径 15．4cm （推 定 ） （旧15・I ・

目。頸 部 少 し下 にへ ラに よ る 1 条

の沈線 。

目。 S K O9， 1768）

P o 1

262

壷。底 部 。平底 。 外面 ナ デ る。 内面 指押 え的 ナ デ。 内外 面 淡茶褐 色 。小 砂粒 含 む。

底径 9 ．2cm （推 定） （旧17 F ・

S K lO，49）

P o 1

263

台付壷。口緑部は短 く外反し，胴 口縁部内外面ナデる。外面肩部 内外面淡赤褐色。小砂粒。口
部はよく張る。口緑端部は上方へ 横にナデる。胴部上半横へラ磨 径9．4cm （旧17G ・S K 20，139）
つまみ出され，端面カット。脚部 き。下半斜めへラ磨き。内面胴
がつ く。頸部やや下位 2孔 1対の 部上半パケ目以下へラ磨き。下
細孔をもつ。胴部穿孔 1個。 半斜めへラ磨き。

P o 1

267

壷。ゆるやかに外反する口緑部。 外面口緑部横ナデ。頸部斜め方 内外画茶褐色。砂粒を含む。
胴部強く張り，最大径は中位。底 向にへラ磨きし，胴部横方向の 口径15 ．1，胴部最大径24 ．0，
部は平底でわずかに凹む。頸部 ・ へラ磨き。底部ナデ。内面口緑 底径9．0，器 高27．5cm （旧14
肩部にへラ描き沈線 3 条を施し，
肩部の沈線間にヘラ状工具による
刻み，下に重孤文兄の範囲にある。

部横方向のへラ磨き，以下ナデ。 J ・N E ，1040）

遺構外出土弥生土器

P o 1

268

壷 口緑部破 片。口緑端部 ゆ る く 外面口縁部横磨 き。内面 口緑部 内外面淡い赤褐色。小砂粒 を
「く」の字状に外反する。頸部短 こまかい横磨 き，以下パケ調整 多 く含 む。口径9．0cm （旧17
く胴部 にむけて大 きく広が りかけ

る。頸部 1 条，肩部 4 条以上のへ
ラ描 き沈線。頸部外面三段の貝殻
圧痕による羽状文。

のあとナデ仕上 げ。 G ・S E ，55 ・181，722）
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P o　2

268

壷口線部破片。口緑端部大 きく 口緑部内外面横へラ磨き著しい。内外面淡い赤褐色。小さい砂
「く」の字状に外反する。口緑端 粒多く含む。口径15．0cm （旧

部丸い。頸部削り出して段・となる。 17G ・N E ，14，81，104）

P o　3

268

壷。口緑部外反し，胴部が大きく 外面口緑部 ・頸部横へラ磨き， 内外面赤褐色。大 ・中砂粒も

張り出し，底部平底。頸部最小径 胴部下部左上りのへラ磨き。内 含み粗い胎土。口径12．0，胴

に断面三角形貼付凸帯，胴部貝殻 面ナデ仕上げ。 部最大径16 ．0，底径7．5，器高

腹縁の押捺による3 条の沈線及び

羽状文。

18 ．3cm （旧16G ）

P o 4

268

壷胴部破片。頸部 2 条へラ措き沈 胴部外面縦磨きと横磨き。内面 内外面赤褐色，黒斑あり。小

線。 ナデ仕上げで指頭圧痕残る。 砂粒多し。胴部最大径10．0cm
（旧17G ・S E ，169）

P o　5

268

壷口縁部破片。あまり広がらない 口緑部外面縦方向のパケ目の後 内外面赤褐色。小砂粒多し。

口緑に．，径の大きな胴をもつ。 横へラ磨き。内面口緑端部横へ 口径18．0cm （旧16 G ・S W ，
ラ磨き，胴部ナデ。 117）

Po　6

268

壷口緑部破片。外反する口縁部に 口緑部外面上部斜め方向のパケ 内外面褐色。小砂粒多い。口

短い頸部をもち，胴部は大きく広 の後ナデ，下部縦パケの後横磨 径22 ．5cm （旧16H ・S W ，1281）

がろうとしている。頸部 1条へラ き。内面横パケのあとナデ仕上

描き沈線。 げ。

P o　7

268

壷。口緑部大きく外反し，胴部も 外面口縁部縦パケの後横磨き， 内外面赤褐色。小砂粒多い。

大きく張 り出すが，口径よりは小 頸部 ・胴部横磨き。内面口縁部 口径16 ．5，胴部最大径16 ．5，

さい。頸部 9 条 ・肩部 5条のへラ 横へラ磨き，頸部指頭圧痕，胴 底径6．5，器高23．0cm （旧15

描き沈線がひかれる。底部平底。 部パケ目の後ナデ消し，指頭圧 J ・S E ，748）
口緑端部外面へラ先の刻み目がつ

く。

痕多く残る。

P o　8

268

壷口縁部破片。やや外反する口緑 外面細い横磨き。内面横磨き。 内外面明褐色。中砂粒を含む。

部に頸部 2条の断面三角形の刻み 口径 11．5cm （旧17H ・S E ，

目突帯をもつ。口縁端部内外面に

へラ先による刻み目が施される。

35）

P o ．9

268

壷胴部破片。上部に断面三角形の 胴部外面横へラ磨き。内面ナデ 内外面赤褐色。黒斑あり。小

貼付突帯を 1条もつ。 仕上げ。 砂粒多い。胴部最大径18．0cm

（旧17G ・S E ，169）

P o lO

268

壷頸部破片。頸部上半に耳状の凸 頸部外面ナデ，内面パケの後ナ 内外面赤褐色。中砂粒を含む。

起をもつ。下半には 2条ゐ貼付突 デ仕上げ。 頸部最小径8．0cm （旧16H ・S

帯を．もつ。突帯部にはへラ先によ

る刻み目が施される。

E ・S・Ⅹ03，300）

P o 11

269

有蓋無頸壷破片。わずかに内湾す 内外面ナデ仕上げ。孔は焼成前 内外面淡褐色。小砂粒多し。

る口緑部をもち，ゆるやかにすぼ に両側から穿孔。 口径6．0，胴部最大径6．5cm （旧

んで平底になるとみられる。口緑
部の両側に2 孔づつの綴ひも孔あ

り。

15 I ・S W ，342）

P o 12

269

有蓋無頸壷破片。わずかに内湾す 内外面ナデ仕上げ。孔は焼成前 内外面暗黄褐色。小砂粒含む。

る口緑部をもち，丸くすぼんで平 に外側から穿孔。 口径8．0，胴部最大径9．5cm （旧

底になるとみられる。口緑の両側

に2 孔づつ綴ひも孔あり。

17G ・S K O6，124）
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P o 13

269

短頸壷胴部破片か。胴部中位に最 胴部外面横へラ磨きの後，縦へ 内外面淡茶褐色。外面下半に

大径をもつ。底部平底。胴部に径 ラ磨き。内面パケ目の後，ナデ 黒斑あり。砂粒多し。胴部最

1．3cm の孔が 1つある。 仕上げ。 大 径15．5，底径7．0cm （旧17

G ・S W ， 4 ）

P o 14

269

壷胴部破片。胴部上位に最大径を 胴部外面横へラ磨 きの後ナデ 内外面赤褐色で，内面 はス
もつ。底部平底。肩部近 くへラ描 か？ リップ状の赤味が加わる。細
き沈線 1本，上部に 3重孤文を 1 砂粒多し。胴部最大径25．5，
個，下部には4 個貝殻腹緑で入れ

る。下半には 3本 1組で 2組の縦

のへラ描き沈線あり。

底径8．0cm （旧15E 付近）

P o 15

269

壷。やや外反する口緑部に，大き 口緑部外面横磨き・縦磨きとな 内外面明褐色。砂粒多い。口

くふ くらむ胴部をもち，小さな平 る。内面横磨き，胴部外面横へ 径12 ．0，胴部最大径 14 ．5，器

底につながるとみられる。最大径 ラ磨き。内面縦パケ目の後ナデ 高約17．0cm （旧16H ・N E ，

が低い位置にある。 仕上げ。 493）

P o 16

269

短頸壷。わずかに外反する口緑部 口緑部内外面横磨き，胴部上半 内外面明褐色。外面丹塗り。

をもち，胴部中位で最大径をとる。内外画横磨き，下半外面縦磨き。小砂粒を含む。口径10．5，胴
底部平底。 内面ナデのまま。 部最大径16．5，底径5．5，器高

15．5cm （旧17G ・S E ，179）

P o 17

269

壷口緑部破片。やや外反する口緑 口緑部内外面横ナデ。頸部内面 内外面淡黄褐色。砂粒を多く

部で，外面には斜格子のへラ描き。ナデ仕上げ。 含む。口径16．0cm （旧17G ・

頸部にはへラ先による刻み目突帯。 S E ，23，86）

P o 18

269

短頸壷。口緑部破片。直立するや 口緑部内面ナデ。胴部外面縦ハ 内外面淡褐色。砂粒を含む。

や肥厚した口緑部に，大きく広が ケ目，内面ナデ。 口径11．0cm （旧17 G ・S E ，
る胴部をもつ。口縁部外面は2 条

の凹線，頸部 2条の凹線を施す。

92）

P o 19

・269

壷口緑部破片。水平に外反する口 口緑部ナデ。 内外面褐色。小砂粒多い。口

緑部に小孔がみられる。口縁端面 径19 ．5cm （推定）（旧15 I ・N

は櫛状工具による刻み目，内面上
半には4 条の凹線がみられる。

W ，862）

P o 20

269

壷口緑部破片。水平に外反する口 内面パケ目後ナデ仕上げ。 内外面赤褐色。小砂粒多し。
緑部をもつ。口緑部外面はへテ先 口径18．0cm （推定）（旧17G ・

の刻み目をもつ。 N E ，104）

P o 21

269

壷口緑部破片。水平に外反する肉 口縁部外面ナデ，内面横へラ磨 内外面黄褐色。砂粒多し。口
厚の口緑部をもち，頸部に 6 条 1
単位の櫛描平行線が 2組ある。

き，下半指頭圧痕。 径16 ．5cm （旧14 J ・N W ，992）

P o 22

269

壷口緑部破片。水平に外反し垂直 口緑下垂部ナデ。 内外面赤褐色。小砂粒多し。

に下垂する口緑部である。口緑部 口径約16．0cm （旧16H ・S W ，

外面 3条の凹線をひき，‘間にはへ

ラ先の刻み目をつける。内面には
波状文を櫛描する。

128）

Po 23

269

壷胴部破片。倒卵形になる胴部の 内面横方向のへラ磨き。 内外面淡褐色。砂粒多い。胴
上半部。外面上か ら 3 条の平行 部最大径29 ．0cm （旧17G ・S

線 ・波状文の 3 回繰 り返し，その
下に平行線と3 条の施文具の押捺

による列点文，下半横へラ磨き。

E ，51）
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P o 24

269

長頸壷口緑部破片。直立する口緑 外面縦磨き。内面ナデ仕上げ。 内外面淡褐色。小砂粒多い。
部をもつ。 口径10 ．0cm （旧17G ・S E ，

53）

P o 25

269

細頸壷。わずかに開き気味の口緑 口緑部内外面ナデ，外面頸部か 外面淡赤褐色。内面暗灰色。
部に細長い頚部で，大きくふ くら ら肩部にかけて縦方向のパケ目。砂粒多し。口径6．0，胴部最大
む胴部をもつ。頸部に5 条の沈線，胴部下位 ・底部に縦方向のへラ 径20．0，底径7．0，器高27．0cm
胴部中位に 4条の沈線 と貝殻腹緑 磨きの後，胴部中位に横方向の （旧17G ・．S E ，24）
による刻み目を施す。底部は平底。へラ磨きを施す。頸部内画しぼ

り痕。胴部内面縦パケ目。

P o 26

269

壷。底部は平底。 外面縦パケ目，指頭圧痕有り。 内外面茶褐色。小砂粒含む。
内面上位横パケ目，下位ナデる。底径6．7cm （推定）（旧15 I ・

N W ，1470）

P o 27

269

壷。底部は上げ底。 外面胴部縦パケ目，底部ナデる。内外面淡赤褐色。外面黒斑有
内面ナデ。 り。小砂粒含む。底径5．5cm （旧

17G ・N E ，135）

P o 28

269

壷。底部は安定した平底。 外面横へラ磨き。内面縦へラ磨 内外面褐色。小砂粒含む。底
き。一部指頭圧痕が残る。 径7．9cm （旧16G ・N W ，206）

P o 29

269

壷。安定した平底に，球形に近い 外面横へラ磨きの後ナデ仕上げ。内外面褐色。外面黒斑有り。
胴部がつく。 内面指頭圧痕が残る。 小砂粒含む。底径6．3cm （旧16

G ・N E ，363）

P o 30

2甲

壷。底部は平底。 内外面縦へラ磨き。 外面褐色。スス付着。内面淡

褐色。赤色顔料塗布。細砂粒
含む。底径3．1cm （旧12D ・N

W ，233）

P o 31

269

壷。底部。平底。 外面縦方向のへラ磨き。内面調 内外面褐色。小砂粒を含む。
整不明。 底径8．7cm （旧16G ・N W ，220）

P o 32

270

壷。口緑部破片。外反する口緑で 外面口緑部横ナデ。頸部縦方向 内外面淡灰褐色。細砂粒を含
口緑端部は上下に肥厚し，外面に のパケ目。内面口緑部 ・頸部横 む。口径22．2cm （推定）（旧14
4 条の櫛描平行線を施す。頸部外
画に浅い沈線を施す。

ナデ。 K ・N E ，760）

P o 33

270

壷。口緑部破片。外反する口緑で 外面口緑部横ナデ。頸部縦方向 内外面黄褐色。細砂粒を含む。
口緑端部は上下に肥厚し，外面に のパケ目。内面口緑 ・頸部横方 口径18．6cm （推定）（旧15 F ・
4 条の櫛描平行線を施す。 向のパケ目を施した後ナデ消す。 S W ，315）

P o 34

270

壷。口緑部破片。外反する口緑で 口縁端部内外面横ナデ。頸部外 内外面暗灰褐色。細砂粒を含
口緑端部は肥厚し，上方へ内傾し，面縦方向のパケ目，上部をナデ む。口径21．6cm （推定）（旧16
外面に 4条の櫛描き平行線を施す。消す。頸部内面横方向のパケ目

を施す。

H ・S W ，11）

P o 35

270

壷。口縁部破片。大きく外反する 口緑部内外面横ナデ。頸部外面 内外面赤褐色。小砂粒を含む。
口縁で，口緑端部は肥厚し，外面 縦方向のパケ目後ナデ。頸部内 口径22．4cm・（推定）（旧16H ・
は 3条の櫛描き平行線を施した後
木口状工具による刻み目をつけ，
円形浮文を貼り付ける。

面横方向のパケ目後ナデ。 S E ，245）

－278－



P o 36 壷。口緑部破片。．外反する口緑で
上山・」一

外面口緑部横ナデ，頸部外面上
⊥

内外面赤褐色。砂粒を含む。

270
口緑堀部は肥厚し，外面には 3条 郡横方向のパケ目後横ナデ，以 口径24 ．1cm （推定）（旧15 I ・
の櫛描き平行線を施す。 下縦方向のパケ目。内面□緑部

横方向のパケ目。
N W ，1515，1165）

P o 37

270

襲。口緑部は外反し，口径 と胴径 内外面ともにパケ目後ナデ。 内外面淡赤褐色。砂粒を含む。
はほとんど同じである。外面肩部 口径10．2，胴部最大径10．0，
に2 条のへラ状工具による沈線が
入る。底部は上げ底。

底径5．7cm （旧17G ・S E ，38）

P o 38

270

聾。底部上げ底。 外面へラ磨き。内面ナデ。 外面暗黄灰色。内面淡黄褐色。
外面一部黒斑あり。砂粒を含

む。底径5．6cm （推定）（旧16
H ・S W ・S K O7内，231）

Po 39

270

賓。底部平底。 外面縦方向のパケ目後横方向の 内外面淡褐色。砂粒を含む。
へラ磨き。内面調整不明。 底径9．1cm （旧16 G ・N E ，347）

P o 40 聾。口緑部破片。口縁端部は水平
ヽ

口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡赤褐色。廟砂粒を含

270
近くまで折られる。 縦方向のパケ目。内面胴部斜め む。口径24．7cm （推定）（旧17

方向のパケ目。 G ・S E ，27）

P o 41 寮。底部平底。 外面縦方向のパケ目。内面斜め

．＿L

内外面淡赤褐色。小砂粒。底

270
のパケ目。底部指先でナデる。 径7．6cm （旧17G ・S E ，138）

Po 42 聾。胴部下半欠損。口綾部短く「く」

ノ＝ヒナ　　ヽ
口緑部横ナデ。胴部内外面縦ハ 内外面淡褐色。細砂粒。口径

270
の子状に屈曲する。胴部屑は張ら ケ目。 13．2cm （推 定）（旧17G ・S
ない。 E ，47）

P o 43 聾。口緑部短 く 「く」の字状に屈

⊥山
口緑部内外面横にナヂる。胴部 内外面明赤褐色。小砂粒。口

270
曲する。器壁は口緑堀部でやや肥 外面粗い縦パケ目。内面ナデる。径13 ．9cm （推定）（旧16G ・N
厚。胴部下半欠損。 W ，124）

P o 44 聾。底部破片。胴部下方はすぼま 外面縦パケ目後縦へラ磨き。底 内外面淡褐色。細砂粒。底径

270
り平底の底部になる。 部磨きとナデ。内面上部粗いハ 7．7cm （推定）（旧17F ・N E ，

ケ目以下ナデる。 27）

P o 45 聾。底部破片。平底。 外面へラ磨き。内面パケ目をナ

、・．一やヽヽ
内外面淡黄褐色。小砂粒含む。

270
ア消す。 外面一部黒斑あり。底径8．7cm

（推定）（旧16H ，303）’

Po 46 高杯。杯部は内湾しながら外方に

⊥UJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
杯部のひれ部は外面ナデ，内面 内外面淡褐色。外面赤色顔料

270
ひらき，先堀部で方形に終 り内湾 へラ削り後ナデる。杯部内外面 塗彩。小砂粒 を含 む。口径
する。端部に近い所で水平にひれ パケ目後放射状のへラ磨き。脚 25．0，脚径16．0cm （旧14E ，
が伸び端部が下垂する。柱状部は 部外面へラ磨き後ナデ，内面へ 135，164，195）
長く，裾はゆるく 「ハ」の字状に
開き，端部は斜め内側に入る。柱
状部に凹線帯を 4段巡らし，上か
ら10条， 7条，？， 7条を数える。

ラ削り，下半へラ削り後ナデる。

P o 47

270

鉢。1口緑部内湾しながら立ち上が

る。口緑端部は丸く終わる。胴部
上方に 2個の刺突孔あり。

外面横にナデる。内面横へラ磨
き。

内外面褐色。小砂粒。口径12 ．9

cm （推定）（旧15J ， 9 ）
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P o ．48

270

鉢。口緑部内湾気味に立ち上がる。

口緑端部は丸い。底部欠損。

内外面ナデ仕上げ。 内外面淡褐色。小砂粒含む。

口径16．8cm （推定）（旧16H ・
S W ， 5 ）

P o 49 鼓形器台。受 ・脚部端部 ・簡部上 外面受部 ・簡部中位 ・脚部に櫛 外面淡赤色 （赤色顔料塗彩）。

位欠損　 受部と脚部が複合口線状 措き沈線。簡部に横へラ磨き。 内面受部淡黄白色。簡 ・脚部

270 ノ　0
につくられ，太 く長い簡部をもつ。

内面受部調整不明，簡部下位 ・ 淡褐色。小砂粒含む。（旧17

器壁厚い。 脚部左方向のへラ削り。 H ・N E ，62）

P o 50

271

壷。かるく外反する口緑部からな 外面及び口緑部内面へラ磨き。 内外面淡茶褐色。砂粒を含む。

だらかに肩部につづ く。口緑端部

面取り。肩部にへラ描き沈線以下
貝穀腹緑による 3条の縦線文 ・羽
状文を施す。

内面頸部以下ナデ。 （旧17G ・S E ， 5 ，55，57）

P o 51

271

壷。‾なだらかな肩部。貝殻腹緑に 外面へラ磨き。内面ナデ以下斜 内外面茶褐色。細砂粒を含む。

よる羽状文，へラ描き沈線を施す。め下パケ目。 （旧17G ）

P o 52

271

壷。良く張る肩部。へラ描きによ

る羽状文施す。

外面斜め横へラ磨き。内面ナデ。外面茶褐色。1内面淡茶褐色。

小砂粒を含む。（旧16 F ・N
E ，64）

Po 53

271

壷。外反する口緑部。口緑端部肥 口縁端面，外面ナデ。内面一部 内外面淡茶褐色。小砂粒を含

厚。外面に刻み目突帯がめぐる。 横パケ目。 む。（旧15 I ・N W ）

P＿0 54

271

襲。口緑端部は短 く折れまがり，
横方向へのびる。なだらかな胴部。

口緑端面にへラ描きの刻み目，頸
部に 7条のへラ描き沈線がめぐる。

内外面ナデ。 内外面淡黄褐色。砂粒含む。

（旧17G ・N E ，135）

遺構外出土遺物

J l 碧 玉製 管玉 。 径 2．3，孔 径 1．2～ 1．0， 長 さ9．0

mm 。両 面 穿孔 。

挿 図2 71 （旧17 F ）

J　 2 〃 径 2 ．1，孔 径 1．2， 長 さ9．9～9 ．4

mm。 両面 穿孔 。

〃　　 （旧17 F ）

J　 3 〃 径4 ．0，孔径 2．6～ 1 ．8，長 さ2 ．65

mm 。両面 穿孔 。

〃　　 （旧16 H ）

J　 4 〃
径 6．4，孔径 3．3～2 ．5，残 長 11 ．1

mm 。 片面穿 孔。

〃　　 （旧17 F ）

J　 5 〃 径 5．5，孔 径2 ．5，長 さ14 ．8m m。

両 面 穿孔 。

〃　　 （旧17 G ，12 8）

J　 6 〃 径3 ．9，孔 径 3．0， 長 さ8．9～8 ・5

mm。 両面 穿孔 。

〃　　 （旧17 H ， 26）

J　 7 〃 径 5．0， 孔径 3．0，長 さ博 ．4mm 。

両 面穿 孔。

〃　　 （旧1 6 G ， 355 ）

J　 8 滑石 製小 玉 。 径 4．0，孔径 1 ．5，長 さ1．8～ 1．6

mm 。 片面 穿孔 。

〃　　 （旧17 F ）
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S　 l 碧 玉製 管玉 未製 品。 長 さ1．7，厚 さ0 ．5，幅 0．4cm 。擦 挿図 27 1 （弥生 土拡 墓群付 近

切 痕 1 ヶ所 有 り。 表採 ）

S　 2 碧 玉。 長 さ3 ．0，幅 2．1，厚 さ1．5cm 。研

磨痕 2 ヶ所 ，擦切 痕 1 ヶ所有 り。

〃　　 （旧14 G ＿， 179）

S　 3 碧玉 。原 材 か。 長 さ3．8，幅 2．7，厚 さ1．65cm 。 淡緑 色。 挿図 27 1 （旧16 G ，

247）

S　 4 碧玉 小片 。 長 さ1．5，厚 さ0．45cm 。 挿 図2 71 （旧16 G ，36 5）

S　 5 サ スカ イ ト製 石鉄 。 長 さ2．6， 幅 2．0， 厚 さ0．3mm。 〃　　 （旧16 G ，44）

S　 6 サ ヌカ イ ト製石 鉄。 長 さ1．5， 幅 1⊥2， 厚 さ0．2mm。 〃　　 （旧16 G ，32）

S　 7 サヌ カイ ト製石 鉄。 長 さ2 ．0， 幅 1．05， 厚 さ0．3mm。 〃　　 （旧16H ，56）

14F地区出土鉄剣型銅剣

B　 l 鉄剣型銅剣。両刃だが途中まで刃 長 さ21．7，幅3 ．0，厚 さ0．5cm 刃 挿図273　 （旧14 F ，1399）
状をなさない。茎部は二段 に細 く
なる。目釘穴 らしき孔上下 2 個，
上の孔の左右 にも半分の孔 あり。
茎下部欠損。

部研磨痕 あり。

B　 l 青銅製器片。口緑部肥厚。 図版66 （旧15F ・S R O1，600）

P o 1

272

鉄鉢型土器。 2 段に屈曲して外上 口頸部内外面横 ナデ。外面体部 外面淡黄褐色。内面底部は淡
方 にひらく口緑。口緑端部やや角 上部横 ・下部不定方向のパケ。 黄褐色。 それ以外淡橙褐色。
ぼって終わる。体部浅 くひ らく。 内面体部不定方向のナデ。底部 砂粒 を含む。 口径14 ．9，器高
底部やや外方に出る。 にパケ目残 る。 5．3cm （旧15 F ， S R Ol付近，

665）

P o　2

272

鉄鉢型土器。外方にひら く口緑部 口緑部内外面横ナデ。体部内外 内外面赤茶色。胎土精良。 口
は端部でさらに外反する。頸部内 面ナデ。 径13 ．4，器高4 ．3cm （旧15 F ，
画は稜をもち，外面は沈線状に く

ぼむ。休部浅い。底部外面 円盤状
にくぼむ。

S R Ol付近，・683）

P o　3

272

器台。外方にひ らく受部は中ぶ く 杯部内外面 ・脚部外面ナデ。脚 内外面淡黄褐色。砂粒 を含む。
らみの脚部につづ く。 部内面上部右方向の短い単位 の

へラ削 り，下部絞 り目残 るナデ。

（旧15F ， S R Ol付近，55早）

P o 1

276

襲。口緑部 は内湾気味に開 く「く」 口緑 ・頸部内外面横ナデ。肩部 内外面淡褐色。外面胴部スス
の字状 口緑。口緑端部内に向けて 外面ナデる。胴部中央横パケ目 付着。細 砂 粒 を含 む。口径
カッ ト，内側に肥厚する。頸部は 以下縦パケ目。胴部内面上半高 14．1，胴部最大径19 ．3cm （旧
短 く，胴部 はなだ らかな肩をもつ。い所より右上方向のへラ削 り。 15G ， S K O1，1185）
器壁薄い。 以下削 り上げ。

P o　2

276

聾。 口緑部は外方に開 く 「く」の 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡黄褐色。外面スス付
字状 口緑。口緑端部つまみ上げ。 ナデ。胴部パ ケ目を施す。内面 着。細砂粒。口径11．0，胴部

胴部左方向の削 り後ナデ。一部 最大径14 ．6cm （旧15G ・S K
に指頭圧痕残 る。 01，1177）
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P o　3

276

高杯杯部。ゆるやかに開く‘口緑部。内外面横へラ磨き。内面剥離著 内外面淡黄灰色。胎土精良。

口緑端面を意識しつつも丸く終わ しいが，杯部上方は縦へラ磨き 口径16．4cm （推定）（旧15G ・

る。やや深め。脚部を欠くが，円
盤充填式 と思われる。杯底部内外
面とも剥離著しい。

後横へラ磨きが施される。 S K O1，1182）

15G地区集石遺構付近出土線刻石

S　 l 線刻石。河原石の一面のみに浅い
沈線が不定方向に刻まれる。

長さ21．6，幅20．5，厚さ11．0cm 挿図278　 （旧15G ，845）

Po 1

280

賓。口緑部外反気味に斜めに立ち 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 外面黄褐色。胴部スス付着。

上がる複合口緑。屈曲部の稜はや 面ナデる。外面胴部横パケ。内 内面淡褐色。小砂粒含む。口

や鈍く，口緑端部は丸い。頸部は 面上半右方向のへラ削り，以下 径12．2 （推定），胴部最大径

短 く，肩がなだらか。器壁やや薄 削り上げ。 17．4cm （推定）（旧16G ・S K

い。底部を欠く。 03，468）＿

P o　2

280

高杯杯部。外方に開く浅い杯部。 外面上半縦パケの後横磨 き。下 内外面淡褐色。外面中位スス

口緑端部丸く終る。接合部は円盤 半横磨き。内面上部横にナデる。付着。口径16 ．5cm （旧16G ・

充填式で中央に竹棒による小孔を
持つ。

以下剥離の為調整不明。 S K O3，473）

P o　3

280

高杯。杯部は内湾気味に立ち上が 杯部外面細い横磨き，底部縦ハ 外面淡褐色。内面茶褐色。口

り，口緑部において外反する。口 ケの後横磨き。内面磨きと思わ 径15 ．8cm （推定）（旧16G ・S

緑端部は丸く終わる。接合部外面 れるが剥離が著しいため方向不 K O3，474）
1 条の磨きが巡る。脚部下部欠損。明。脚部外面細い横磨き。内面

へラ削り。

P o　4

280

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 外面ナデる。内面柱状部右方向 内外面薄褐色。脚径10 ．8cm （旧

の字状に開 く裾部をもつ。脚端部 のへラ削りの後ナデる。裾部横 16G ・S K O3，471）

は 1条の凹みが巡る。 パケ。

17G地区出土墨書土器

P o 1

281

高台付椀。底部 くぼむ。断面長方 内外面横ナデ。杯底部外面に墨 内外面茶褐色。細砂粒を含む。

形の脚が外方向にひらく。 書。 4本の墨線から成り，内 1

本にはバネが付 く。

脚径7．2cm （旧17G ，10）

P o 1

283

壷。口緑部短く外反する複合口緑。口縁部内外面横ナデ。頸部内外 内外面暗黄灰色。細砂粒含む。

屈曲部の稜は斜め下につまみ出し 面横にナデる。 口径 15 ．6cm （推定．）（旧15H ・

やや鈍い。口縁端部丸い。頸部長

い。器壁薄い。

S K O3，1500）

P o　2

283

小型丸底壷。口綾部長 く斜めに立 口緑部内外面横ナデ，外面胴部 内外面薄褐色。外面胴部中央

ち上がる 「く」の字状口緑。口緑 上位縦パケ目，以下不定方向の スス付着。細砂粒含む。口径

端部丸い。胴部は肩が張り，扁平。粗いパケ目。内面胴部上半へラ 9．9，胴部最大径9．3，器高8．6

器壁は胴部下半において薄 く，他 削りの後ナデ調整。下半左方向 cm （推定）（旧15H ・S K O3，

は厚い。 のへラ削り。 1491）

P o　3

283

小型丸底壷。口緑部斜めに立ち上 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 外面暗褐色。内面淡褐色。細

がる 「く」の字状口緑。口緑端部 上半縦パケ，下半不定方向のハ 砂粒含む。口径9．6 （推定），

丸い。肩がなだらか，器壁厚い。 ケ。内面胴部低い所より左方向 胴部最大径8．4cm （推定）（旧

最大径は口緑部。底部欠く。 のへラ削り。 15H ・S K O3，1476）
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P o 4 賓。口緑部外反する複合口縁。屈

・－」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥　・．L
口緑部内外面横ナデ。外面頸部 内外面暗黄灰色。細砂粒含む。

283
曲部の稜はやや鈍い。口縁端部丸 ナデる。内面頸部高い所より右 口径15．0cm （推定）（旧15H ・
く，外方へ延びる。頸部短く，器
壁薄い。頸部以下欠く。

方向のへラ削り。 S K O3，1453）

Po 5

283

聾。口緑部外反する複合口緑。屈
曲部の稜は鋭い。口緑端部は丸い。

・器壁薄い。口緑部のみ残す。

口緑部内外面横ナデ。 外面薄褐色。内面黄褐色。細
砂粒含む。口径16．4cm （推定）
（旧15H ・S K O3，1472）

P o 6 聾。口緑部短 くほぼ直立の複合口 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 外面黄灰色。内面薄褐色。細

283
緑。屈曲部の稜はやや鈍い。口緑 ナデる。内面肩部高い所より右 砂粒含む。口径15 ．6cm （推定）
端部丸く終る。器壁薄い。頸部短

い。肩部以下欠く。
方向のへラ削り。 （旧15H ・S K O3，1500）

P o　7 聾。白線部斜めに立ち上がる複合 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 内外面暗茶褐色。細砂粒含む。

283
口緑。屈曲部の稜は鋭い。口緑端 ナデる。内面肩部高い所より右 口径20 ．4cm （推定）（旧15H ・
部やや内側に面をなす。頸部短く，

器壁厚い。肩部以下欠く。

方向のへラ削り。 S K O3，1495）

P o 8 賓。口緑部斜めに立ち上がる「く」

ノ＝±＝′　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
口綾部内外両横ナデ。外面胴部 外面暗黄褐色。内面淡褐色。

283
の子状口緑。口緑端部はやや外方 上半横パケ。中位不定方向のハ 小砂粒 含 む。口径 14 ．4 （推
につまみ出す。’胴部はなだらかで ケ。内面胴部上半高い所より右 定），胴部最大径20 ．2cm （推定）
肩部外面にへラ状工具による刺突 上方向のへラ削り，中位削り上 （旧15H ・S K O3，1499）
痕有り。器壁は薄い。胴部下半欠
く。

げ。

P o．9 聾。口緑部斜めに立ち上がる「く」
と±ナ　、　　　　　　　　　　　　　⊥lJJ

口緑部内外面横ナデ。外面肩部
h

外面暗茶褐色。スス付着。内

283
の子状口緑。口緑堀部丸 く，内側 ナデる。内面肩部高い所より右 面茶褐色。小砂粒含む。口径
に肥厚し，鈍い稜を持つ。肩部内 方向のへラ削りム 14．2cm （推定）（旧15H ・S K
面に 1 ヶ所刺突痕有り。器壁口緑
部厚 く，他は薄い。肩部以下欠く。

03，1472）

P o lO 寮。口緑部斜めに短 く立ち上がる 口緑部内外面横ナデ，外面肩部 内外面暗黄灰色。小砂粒含む。

283
複合口緑。屈曲部の稜は鈍い。口 横パケ。内面肩部高い所より右 口径12 ．8cm （推定）（旧15H ・
緑端部丸味を持ち上方に面をなす。
器壁やや薄い。肩部以下欠く。

方向のへラ削 り。 S K O3，1472）

P o ll 聾。口緑部斜めに短 く立ち上がる 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面暗黄灰色。小砂粒含む。

283
複合口緑。屈曲部の稜は鈍い。口 ナデる。内面肩部高い所より右 口径15．0cm （推定）（旧15H ・
緑端部 1条の凹みが巡 り，内・外
側にやや肥厚する。器壁はやや薄

い。頸部短い。肩部以下欠く。

方向のへラ削り。 S K O3，1495）

P o 12 賓。口緑部内湾気味に立ち上がる

′＝±ナ　　ヽ
口緑部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。外面全体にス

283
「く」の子状口緑。口緑端部丸 く 粗いパケ，胴部細いパケ後ナデ ス付着。細砂粒含む。口径
内側に肥厚する。胴部は肩がなだ 調整。内面胴部上位高い所より 12 ．6（推定），胴部最大径16 ．8
らかで縦長。器壁薄い。底部欠く。右上方向のへラ削り，以下削り cm （推定）（旧15H ・S K O3，

上げ。 1474）

P o 13 聾。口緑部内湾気味に立ち上がる

ノ＝至，　　ヽ
口緑部内外面横ナデ。外面胴部 外面黒褐色。スス付着。内面

283
「く」の子状口緑b　口縁端部丸く 上位縦パケの後ナデ調整。中位 暗黄褐色。小砂粒含む。口径
内側にやや肥厚する。胴部は肩が 横パケ，下位斜め方向のパケ。 13．6，胴部最大径19．3cm （推
なだらかで，やや縦長。器壁は口 内面上半高い所より右上方向の 定）（旧15H ・S K O3，1499）
緑部において厚く，他は薄い。底 へラ削り，下半削り上げ。底部
部欠 く。 上位指頭圧痕残る。
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P o 14 高杯杯部。内湾気味に開く深い杯 内外面とも剥離のため調整が明 内外面茶褐色。細砂粒含む。

部　 口緑醜部は外反し　 丸 く終る。確でないが，内外面ナデ錮整 と 口径16 ．4cm （推定）（旧15H ・

±83 口　o　　　J　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　、
器壁薄い。接合部は円盤充填式で
中央に竹棒による小孔を持つ。

思われる。外面接合部縦パケ。 S K O3，1472）

P o 15 低脚杯。内湾気味に開くやや深め 杯部外面上半ナデる。下半不冠 内外面黄褐色。細砂粒含む。

の杯部と　 短く 「ハ」の字状に開 方向の細いパケ。杯部内面ナデ 口径15．4 ．（推定），脚径6．2，

283 口　　　I
く脚部。口緑端部は丸 く，脚端部

は 1 条の凹みが巡る。器壁薄い。

る。脚部内外面横にナデる。 器高6．5cm （旧15H ・S K O3，

1493）

P o 16 鼓形器台。受部外方に開 く。筒部 外面受部縦磨き，簡部横ナデ。 外面褐色。内面黒褐色。細砂

短い ．．器壁厚い　 簡部の稜はやや 内面受部縦磨き，筒部へラ削り 粒含む。（旧15H ・S K O3，

283
0　　　　　　　　　　　　　0

鈍い。口緑部，脚部下半欠く。
の後ナデる。脚部右下方向のへ

ラ削り。

1480）

P o 17 鼓形器台。受部外方に長 く開く云

口緑端部丸い　 筒部短く　 脚部斜

外面横にナデる。内面受部ナデ 内外面淡褐色。細砂粒含む。

る。簡部へラ削りの後ナデる。 口径18．8cm （推定）（旧15H ・

283 ／　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　，
め下へのびる。筒部上の稜は鋭 く
下の稜は鈍い。器壁やや厚い。脚
部上位残し以下欠く。

脚部不定方向のへラ削り。 S K O3，1474）

P o 18 鼓形器台。筒部短 く，脚部下方へ

開く。脚端部は丸い。筒部の稜は
鈍い。器壁やや薄い。受部欠く。

外面横にナデる。内面受部下位 内外面淡褐色。小砂粒含む。

ナデる。筒部へラ削りの後ナデ 脚径16 ．6cm （推定）（旧15H ・

283 る。脚部上位左方向のへラ削り

中位右下方向のへラ削り。下位
横にナデる。

S K O3，1494）

P o 19 コシキ型土器。口縁部やや外反し，口縁部内外面横ナデ。外面胴部 内外面暗黄灰色。細砂粒含む。

胴部円筒形　 口縁端部カット。把 縦パケ。内面胴部右上方向のへ 口径20 ．0cm （推定）（旧15H ・

283 口　　　　　　　　　○
手については不明。器壁薄い。

ラ削り。 S K O3，1472）

内外面赤褐色。細砂粒含む。

口径 18 ．6cm （推定）（旧15H ・
S K O3付近，1485）

P o 20

283

鼓形器台。受部外反する。口緑端

部でさらに横へ引き出す。器壁薄

い。受部のみ残す。

内外面横にナデる。

S　 l 軽石。直方体のどの面にも沈線が

入る。どの面も直線的だが一面の
み十字に沈線が入る。

大きさ約 2 cm 角。 挿図283　 （旧15H ・S K O3，

1501）

16H SWG S KOl

Po l 須恵器蓋杯蓋。天井頂部に低い中

凹のつまみがつく　全体に低く比

内外面回転横ナデ。つまみ部分

ナデ。内面天井部不定方向の指

外面自然粕付着，緑色又は黄

灰色，内面青灰色。胎土密。

286 ○
較的扁平。内面のかえりはやや丸
味をおびる。

ナデ。 焼成良好。口径14．8，器高2・6

cm （旧16H ・S K O1，14）

Po 2

286

須恵器蓋杯蓋。天井頂部に低い中 内外面回転横ナデ。天井部へラ 外面自然粕付着。緑色又は黄

凹のつまみがつく。全体に低く比

較的扁平。内面のかえりはやや丸
味をおびる。

削り後つまみをナデ調整。 灰色，内面青灰白色。胎土密。

焼成良好。口径14．2，器高2・8

cm （旧16H ・S K Ol，16，18）

Po　3 須恵器蓋杯身。浅い椀状の杯部。

口緑端部丸く終る　 端部の丸い高

内外面回転横ナデ。外面底部へ 内外面灰色。胎土密。焼成良

ラ削り後ナデ調整。内面中央部 好。口径13．5，器高4．2cm（旧

286 1　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　0
台がややひらき気味につく。 指ナデ。 16H ・S K O1，17）

Po 4

286

須恵器蓋杯身。浅い椀状の杯部。 内外面回転横ナデ。外面底部へ 内外面青灰白色。胎土密。焼

．＿＿1．．．一一rヽ口緑端部丸く終る。端部の丸い高
台がややひらき気味につく。

ラ削り後ナデ調整。 成良好。口径13．3，器局4・3cm

（旧16H ・S K O1，15）
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P o　5

286

須恵器蓋杯身。やや深めの杯部。 内外面回転横ナデ。外面底部へ 内外面赤味がかった青灰色。．
口緑部立ち上がり，口緑端部丸く ラ削り後ナデ調整。 胎 土 密。焼 成 良 好。口径
終る。端部の丸いやや太めの高台 ．14 ．4 （推定）i 器高5．0cm （推
がひらき気味につく。 定）（旧16 H ・S K O1，19，

239，257）

Po　6

286

須恵器蓋杯身。浅い椀状の杯部。 内外面回転横ナデ。外面底部は 内外面青灰色。胎土密。焼成
口緑端部丸 く終る。端部の丸い高 不定方向のナデ調整。 良好。口径13．7，器高4．6cm （旧
台がややひらき気味につ く。 16H ・S K O1，57）

P o　7

286

須恵器蓋杯身。やや深めの杯部に 内外面回転横ナデ。杯底部内面 内外面淡青灰色。細砂粒を含
なると思われる。杯底部は平坦。 ナデ，外面回転へラ切 り？後か む。焼成良好。脚径7．1cm （推
脚端部の角ぼる高台が直立気味に

つく。脚端部は内側に面をなす。

るくナデる。 定）（旧16H ， 5 ）

P o 8

286

須恵器蓋杯身。平坦な底部から立 内外面回転横ナデ。杯底部内面 内外面淡青灰色。細砂粒を含
ち上る口緑をもつ杯部b 脚端部の ナデ。外面回転へラ切 り？後か む云焼成良好。脚径6．8cm （推
やや角ぼる高台が直立気味につく。
脚端部は内側に面をなす。

るくナデる。 定）（旧16H ，136）

P o　9

286

須恵器蓋杯蓋。天井頂部に中凹の 内外面回転横ナデ。つまみ部分 外面自然粕付着。緑色，内面
低いつまみがつく。全体に低 く比 ナデ。内面天井部ナデ。 淡青灰白色。細砂粒を含む。
校的扁平。内面のかえりはやや丸 焼成良好。口径14．2，器高2．6
味をもつ。 cm （旧16H ，257，3‾02）

Po lO

286

須恵器蓋杯蓋。天井頂部に中凹の 内外面回転横ナデ。つまみ部分 外面自然粕付着。緑色，内面
低いつまみがつく。全体に低 く比 ナデ。内面天井部ナデ。 淡青灰白色。小砂粒を含む。
較的扁平。内面のかえりはやや丸 焼成良好。口径14．4，器高2．9
味をもつ。 cm （旧16H ，302，406，470）

P o 11

286

須恵器蓋杯身。平底の杯片。 内外面ナデ。底部糸切 り痕ある。内外面青灰色。胎土密。焼成
良好。底径9．6cm （推定）（旧

16H ，257）

P o 12

286

小型の須恵器蓋杯蓋。内面のかえ 内外面回転横ナデ。外面天井部 外面青灰色，内面淡青灰色。
りは大きく丸味をもつ。天井部に 右方向のへラ削り。 細砂粒を含む。焼成良好。口
は宝珠つまみがつくと思われる。 径10．3cm （推定）（旧16H ，264）

P o 13

286

須恵器蓋杯身。やや浅めの椀状の 内外面回転横ナデ。杯内面底部 内外面淡黄灰色。小砂粒を含
杯部。口緑嘩部上方に立ち上 り丸 ナデ，外面底部回転へラ切り後 む。焼成良好。口径13 ．4，脚
く終る。脚部やや開き気味に丸く かるくナデる。 径7．3，器高4．4cm （旧16H ，
終わる。 263，265）

16H N E G S KO4

Po 1

288

小型丸底壷。口緑部斜めに立ち上 外面口縁部・肩部細い磨き。胴 外面淡黄褐色。内面黄灰色。
がる「く」の字状口緑。口緑端部 部細いパケ。内面口緑部・肩部 細砂粒含む。口径6．8 （推
は丸い。器壁はやや薄い。最大径 横にナデる。胴部低い所より右 定），胴部最大径8．4cm（推定）
胴部中央。 方向のへラ削り。 （旧16H ・S K O4，614）

Po 2

288

賓。口緑部斜めに立ち上がる複合 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡黄色。細砂粒含む。
口緑。屈曲部の稜は鈍く，稜の内 上半ナデる。下半パケの後ナデ 胴部最大径11．2cm （旧16H ・
はナデられ凹状となる。胴部の肩 調整。内面胴部上半低い所より S K O4，581）
は張り扁平。外面肩部木口による 左方向のへラ削り。下半削り上
羽状文が巡る。器壁は底部では薄
く他は厚い。口緑部上半欠く。

げ。
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P o 8

288

聾。口緑部内湾気味に斜めに立ち 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 外面黒褐色。全体にスス付着。

上がる 「く」の字状口緑。口緑端 粗い不定方向のパケ目。内面胴 内面薄黄褐色。細砂粒含む。

部内側に肥厚し，鈍い稜をなす。 部上半右上方向のへラ削り。下 口径15．0（推定），胴部最大径

胴部はなだらかで，器壁は厚い。 半削り上げ。 22．3cm （推定）（旧16H ・S K

底部を欠く。 04，590）

P o 4

288

聾。口緑部内湾気味に斜めに立ち 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 外面暗茶褐色。スス付着。内

上がり上位ではほぼ垂直に立ち上 横パケ。内面肩部高い所より右 面暗黄褐色。細砂粒含む。口

がる 「く」の字状口緑。口緑端部 方向のへラ削り。 径13．4cm （旧16H ・S K O4，

は内側に肥厚し，鈍い稜をなす。
器壁は厚い。肩部以下欠く。

598）

P o　5 賓。口緑部外反気味に斜めに立ち 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 内外面黄灰色。細砂粒含む。

上がる複合口緑　 屈曲部の稜はや 面横にナデる。外面肩部上半ハ 口径 13．9cm （推定）（旧16H ・

288 0
や鈍い。口緑端部は外側に向けて

ノ′．ヽケの後ナデ調整。下半パケ。内 S K O4，608）

肥厚し，・右上方向に面をなす。頸

部短く，器壁やや薄い。

面高い所より右方向のヘラ削り。

P o　6

288

襲。口緑部外反気味に斜めに立ち 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 内外面淡褐色。外面スス付着。

上がる複合口緑。屈曲部の稜は鋭 面横にナデる。内面肩部高い所 細砂粒含む。口径17．2cm （旧

く，口緑端部は丸い。器壁薄い。
胴部欠く。

より右方向のへラ削り。 16H ・S K O4，584）

P o　7

288

襲。口緑部斜めに立ち上がる「く」 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 内外面黒褐色。細砂粒含む。

の字状口緑。口緑端部丸い。肩が 上半パケ，下半ナデる。内面低 口径13．0cm （推定）（旧16H ・

なだらかで器壁厚い。肩部以下欠

く。

い所より右方向のへラ削り。 S K O4，609）

P o　8 高杯杯部。外反気味に開 く深い杯 外面縦磨 き，接合部縦パケ。内 内外面淡赤褐色。細砂粒含む。

部　 口緑端部カット　器壁薄い 面風化が著しく調整不明だが口 口径16．4cm （旧16H ・S K O4，

288 口　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　0
接合部は円盤充填式で，中央に竹
棒による小孔を持つ。

緑部は横磨きと思われる。 601）

Po　9

288

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 外面柱状部上位パケの後縦磨き。外面褐色。内面暗褐色。細砂

の字状に開く脚部を持つ。脚端部 以下細い横磨き。内面柱状部左 粒含む。脚径11．4cm （旧16H ・

カット。 3方透し孔。脚部柱状部

内面 2条の凹みが巡る。

方向のへラ削り，裾部パケ。 S K O4，582）

16H地区集石遺構

P o l 壷。口緑部短 く外反する複合口緑。口緑部内外面横ナデ。外面頸部 内外面黄灰褐色。小砂粒含む。

頸部短 く外 方へ開 く　 口緑端 部 横 にナデる。内面頸郡上半横 に 口径19．5cm （旧16H ・S E ，

290 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
カ ット後ナデ。屈曲部の稜 は鋭 く
横 に引 き出す。頸部には上方向に

つまみ上 げた歪む断面台形の凸帯
が巡 る。

′　、ナデる。下半縦 にナデる。 344）

P o　2

290

小型丸底壷。内湾気味に立ち上が ロ緑部内外面横 ナデ。外面胴部 外面暗褐色。内面暗黄褐色。

る 「く」の字状 口緑。口緑端部丸 上位縦パケの後 ナデる。中位横 r 細 砂 粒 含 む。 口 径8 ．3 （推

味 を帯びる。胴部は肩がなだらか パ ケ，下位パケの後 ナデる。内 定），胴部最大径9 ．8cm （推定）
で扁平。最大径 は胴部中央。器華

やや厚い。底部欠 く。

面低い所 より左方向のへラ削 り。 （旧16H ・S E ，327）
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Po　3

290

嚢。口緑部内湾気味に斜めに立ち 口縁部内外面横ナデ。外面胴部 外面黄褐色。胴部下半スス付
上がる 「く」の字状口緑。口緑端 上半横パケ，‘下半斜め方向のハ 着。内面黄灰色。細砂粒含む。
部は内側に肥厚する。胴部は肩が ケの後ナデ仕上げ。内面上半や 口径12 ．7，胴部最大径17 ．2（推
なだらかで球形。器壁やや厚い。 や低い所より右方向のへラ削り，定），器高18 ．1cm （旧16H ・S

下半削り上げ。底部指頭圧痕残

る。
E ，325）

P o 4

290

襲。口緑部直立気味に立ち上がる 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 外面黄褐色。内面薄褐色。小
複合口緑。屈曲部の稜はやや鈍 く 横にナデる。内面肩部右方向の 砂粒含む。口径22．8cm （推定）
口緑端部丸い。器壁厚い。肩部以
下欠く。

へラ削り。 （旧16H ・S E ，347）

P o　5

290

嚢。口緑部内湾気味に立ち上がる 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面黒褐色。スス付着。内面
「く」の字状口緑。口緑端部やや 上半横にナデる。下半横パケ。 暗黄褐色。口緑部スス付着。
内側に肥厚し，丸味をもつ。器壁 内面肩部右方向のへラ削り，一 口径14．6cm （推定）（旧16H ・
やや厚い。肩部以下欠 く。 部左上方向のへラ削り有り。 S E ，322）

P o　6

290

高杯杯部。外反気味に開く浅い杯 外面横磨き，内面横にナデた後 内外面淡黄褐色。口径16．3cm
部。口縁端部はカット。接合部は
円盤充填式で杯部外面中央に竹棒

による小孔を持つ。

縦磨き。 （推定）（旧16H ・S E ，342）

P o　7

290

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 外面柱状部上半縦パケの後横磨 内外面淡褐色。細砂粒含む。
の字状に開く裾部を持つ。脚端部 き。下半縦パケ。’裾部不定方向 脚径12．2cm （推定）（旧16H ・
丸味をもつ。器壁は厚い。 3方透 のパケ。内面柱状部左方向のへ S E ，340）
し孔占 ラ削り，裾部パケの後ナデる。

P o　8

290

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 柱状部外面面取 りの後密な横磨 内外面黄灰色。細砂粒含む。
の字状に開く裾部を持つ。脚端部 き。内面左方向のへラ削り。裾 脚径12 ．3cm （推定）（旧16H ・
丸味をもつ。器壁は柱状部では厚
く，裾部ではやや薄い。＿3 方透し
孔。

部パケの後ナデ調整。 S E ，342）

S　 l 線刻石。一面に断面逆三角形の深

い沈線が不定方向に入る。

長さ28．8，幅27．5，厚さ3．6cm 挿図291 （旧16H ，317）

P o 1

293

小壷。短い頸部からつづ く口緑部 ミズビキか？底部は回転糸切り。外面底部及び胴部下位以外の
は外方にひらく。胴部は胴長的で 内外面に暗茶色の粕付着。素

あるが側面を3 方向より指でおさ 地は明茶色。胎土精良。焼成
えたため断面三角形に近い状態を 良好。口径2．3，底径3．8，器
示す。底部は内側にくぼむ。 高7．2cm （旧17H ・S K lO，18）

F　 l 鉄鍋状に面を持つ鉄片。端に線状

のおりかえしを持つ。棒状の持ち
手がつく。

一二部布目がつく。 図版67　 （旧17H ， 1 ～18）

J l 碧石製管玉。 長さ2．35，径6．5，孔径3．0mm両 濃緑色。挿図295　 （旧17H ・
面穿孔。外面一部面を残す。 P lO，49）
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P o l

297

大型壷。 口緑部は内傾 し，口縁端 口緑部内外面横ナデ。外面頸部 内外面黄灰色。細砂粒含む。
部に 1 条の凹みが巡 る。頸部短 く，横 にナデる。肩部パケ。内面 口 口径21．8cm （推定） （旧15 I ・
断面台形の凸帯が巡 り，端部は凹 縁部下位指押え的なナデ。頸部 N W ，706）
む。肩部外面綾杉文が巡 る。器壁 横 にナデる。肩部右方向のへラ
厚い。肩部以下欠 く。 削 り。

P o　2

297

壷。 口緑部外反する複合口緑。屈 口緑部内外面横ナデ。外面頸部 内外面黄褐色。細砂粒含む。

曲部の稜 は下方へ引 き出す。口緑 横 にナデる。内面頸部横 にナデ 口径24 ．0cm （旧15 I ・N W ，
端部 カット。頸部長 く，断面台形

の凸帯が巡 る。器壁やや厚い。
る。 1248）

P o　3

297

大型壷。 口緑部内傾する。口緑端 口緑部内外面横 ナデ。外面頸部 内外面黄褐色。内面黒斑有 り。

部において外反 し， 1 条の凹みが 横 にナデる。内面口緑部下位指 細砂粒含む。口径20．2cm （推

巡る。頸部短 く，器壁厚い。 押 え的なナデ。頸部横にナデる。定）．（旧15 I ・N W ，580）

P o 4

297

壷。口緑部短 く，外反する複合口 口緑部内外面横ナデ。外面頸部 内外面黄灰色。小砂粒含む。
縁。屈曲部の稜はやや鈍い。 口緑 ．縦パケの後横にナデる。胴部上 口径26．6，胴部最大径28．8，
端部丸い。頸部長 く，断面やや小 半粗い横パケの後ナデる。下半 器高35．9cm （旧15 I ・N W ，
さめの断面台形の凸帯が巡 る。胴 不定方向の細いパケの後軽 くナ 1251）
部はやや肩が張 り球形，肩部外面 デる。内面頸部ナデ。胴部上半
に木 口による刻み目が巡 る。器壁 高い所 より右方向のへ ラ削り。
は口緑部においてやや厚 く，他は 下半左上方向のへ ラ削り，．指頭
薄い。胴部 に比べ頸部以上が大 き

い。

圧痕残す。

Po 5

297

賓。口緑部長 く，外反気味に立ち 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 外面暗褐色。スス付着。内面
上がる複合 口緑。屈曲部の稜 は鋭 面横へナデる。外面胴部上半ハ 淡 褐 色。小 砂粒 含 む。 口径
い。口緑端部丸い。胴部 はやや肩 ケ目，下半パケ目の後ナデ調整。13．0 （推定），胴部最大径18 ．0
が張 り扁平。肩部外面へラ状工具 内面上半高い所 より左方向のへ cm （推定）（旧15 I ・N W ，1623）
による刻み目が施され る。器壁や ラ削 り，下半右上方向のへラ削
や薄い。底部欠 く。 り。

P o　6

297

賓。口緑部短 く外反気味に立ち上 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 外面褐色。肩．部 スス付着。内

が る複合口緑。屈曲部の稜はやや 面横 にナデる。外面胴部上位ナ 面黄褐色。細砂粒含 む。口径

鈍い。 口縁端部丸味 を帯 びる。胴 デる。中位横パケ，下位縦パケ。13．8 （推 定），胴 部 最 大 径
部は肩が張 り，底部 はややすぼま 内面上半高い所よ り右方向のへ 18．8 （推定），器高19 ．4cm （旧
り気味 に丸 く終 る。器壁薄い。 ラ削 り。下半削 り上げ。指頭圧

痕残 る。
15 I ・N W ，1125）

P o　7

298

賓。口緑部外反気味に立ち上が る 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 外面薄褐色。胴部下半スス付
複合口緑。屈曲部の稜は鋭い。口 面ナデる。外面胴部上半横パケ，着。内面黄褐色。小砂粒含む。
緑端部 1 条の凹みが巡 る。胴部な 下半細い斜め方向のパケ目。内 口径15．8，胴部最大径23 ．8cm
だらか。肩部外面 5 条の櫛描き平 面胴部上半高い所 より右方向の （旧15 I ・N W ，1145）
行沈線が巡 る。器壁やや厚いム胴
部下位欠 く。

へラ削 り。下半削 り上 げ。

P o　8

298

P o　9

297

襲。口縁部斜めに立ち上がる複合 口緑部内外面横ナデ。頸部内外 外面黒褐色。スス付着。内面

口緑。屈曲部の稜 は鋭い。 口緑端 面横 にナデる。外面胴部不定方 黄灰 色。細 砂粒 含 む。口径

部カッ ト。肩 はなだ らか。器壁薄 向のパケ。内面胴部上半高い所 14．6（推定），胴部最大径20．8

い。底部欠 く。

聾。 口緑部斜 めに立ち上がる複合

より右方向のへ ラ削 り，下半削

り上 げ。指頭圧痕残 る。

口緑部 内外 面横 ナデ。外面 頸

cm （推定）（旧15 I ・N W ，1179）

外面暗褐色。スス付着。内面
口緑。屈曲部の稜 はやや鋭 い。口 部 ・胴部横にナデる。内面頸部 褐色。．細砂粒含む。口径16．0
緑端部カッ ト。器壁薄い。胴部欠 横 にナデる。胴部高い所 より左 cm （推定）（旧15 I ・N W ，1444）

く。 方向のへラ削 り。
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P o lO

298

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 外面縦パケ目の後縦へラ磨き。 内外面暗黄灰色。細砂粒含む。
の字状に開く裾部を持つ。接合部 内面柱状部右方向のへラ削り。 脚径15．7cm （旧15 I ・N W ，
は円盤充填式で，中央に竹棒によ

る小孔を持つ。脚端部カット。器
壁厚い。脚部に 3方透し孔。

裾部パケ目。 1648）

P o 11

298

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 外面接合部上位縦パケの後磨き。内外面赤黄灰色。細砂粒含む。
の字状に開く裾部を持つ。接合部 柱状部上半細い磨き，下半粗い 脚径11．5cm （旧15 I ・N W ，
外面 1条の沈線を施す。脚端部 1 磨き。裾部ナデる。内面柱状部 1144）

条の凹みが巡る。器壁やや厚い。 上半絞り痕残る。下半左方向の

へラ削り。裾部パケの後ナデ調
整。

P o 12

298

器台。受部浅 く，口緑部外反する。外面受部口縁部縦へラ磨き，下 内外面黄灰色。細砂粒含む。
屈曲部の稜は鈍い。口緑端部 1条 位横 ・縦磨き，脚部縦磨き。内 口径14．8cm （旧15 I ・N W ，
の凹みが巡る。器壁厚い。脚部上
位粘土貼付。脚部上位のみ残し以
下欠く。

面受部横磨きの後縦磨き。 1185）

P o 13

298

鼓形器台。脚部は短 く外反し，脚 外面横にナデる。内面受部ナデ 内外面黄褐色。小砂粒含む。
端部は外方へ引き出す。簡部短い。る。脚部右方向のへラ削り。下 脚径18．7cm （旧15 I ・．N W ，
簡部の稜は鈍 く，内面は面をなさ

ない。器壁やや厚い。

半横にナデる。 1183）

P o 1

299

聾。口緑部高 く斜めに立ち上がる 口緑部内外面ナデ。 外面黒褐色。全体にスス付着。

「く」の字状口緑。口緑端部は内 内面暗黄褐色。口径13 ．4cm （推

側に肥厚し，鈍い稜をなす。器壁
薄い。

定）（旧14 J ・S K O3，1144）

P o　2

299

高杯杯部。平坦な底部から外反気 外面縦パケの後縦磨き。段は横 外面茶褐色。内面暗茶褐色。
味に立ち上る深い杯部。口緑端部 磨き。内面横磨き。 口径15．6cm （推定）（旧14 J ・
はさらに外反し丸い。外面屈曲部

に段をもつ。接合部は円盤充填式
で中央に竹棒による小孔をもつ。

S K O3，1179）

P o　3

299

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 外面柱状部上位パケの後ナデ調 内外面淡褐色。小砂粒含む。

の字状に開く裾部を持つ。脚端部 整，下半ナデる。内面柱状部左 脚径10．0cm （推定）（旧14 J ・

はカット。接合部に 1条の沈線が 方向のへラ削り。裾郡上半絞り S K O3，1179）

巡る。 痕有 り，下半パケの後ナデ調整。

P o 4

299

低脚杯脚部。「ハ」の字状に開き脚 外面横にナデる。内面杯底部 ・ 内外面暗黄褐色。脚径6．8cm
端部は丸い。 脚部横にナデる。 （推 定）（旧14 J ・S K O3，

1179）

S　 l 黒曜石原石。 長さ2．9，幅2．8，厚さ1．2cm 挿図299　 （旧14 J 、・S K O3）

13K S1108上土器だまり

P o 1

303

小型丸底壷。口緑部内湾する「く」 外面口緑 ・頸部横へラ磨き。胴 内外面淡茶褐色。細砂粒を少

の字状口緑。口緑端部はすぼまり 部・肩部縦パケ目，その下は縦・ し含む。口径8．8，胴部最大径

気味に丸 く終る。胴部やや扁平な 横のパケ目。内面口緑 ・頸部横 9．1，器高8．0cm （旧13K ・小
球形。最大径は胴部中央上にある。にナデる。胴部 ・肩部より中央

にかけ指オサエ残る。その下左
方向のへラ削り。底部指頭圧痕
残る。

丸 ・高杯群，266）
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P o　2

303

小型丸底壷。口緑部内湾する「く」 口緑部内外面横へラ磨き後ナデ 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
の字状口緑。口縁端部丸 く終わる。消す。外面胴部上半横へラ磨き，・む。口径7．7，胴部最大径9．1，
胴部は肩が張 り扁平。最大径は胴 下半不定方向のパケ目を施す。 器高8．2cm （旧13K ・S W ，356）
部中位にある。 内面上半横にナデる。下半右方

向のへラ削り。底部右上方向の

へラ削り。

P o　3

303

小型丸底壷。口緑部は内湾する 口綾部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
「く」の字状口緑。口緑端部は丸 上半横にナデ，下半不定方向の む。口径8．2，胴部最大径9．5，
く終わる。胴部は肩が張り扁平の パケ目を施す。内面頸部横へラ 器高8．8cm （旧13K ・S W ，261）
球形。最大径は胴部中位にある。 磨き，胴部右方向のへラ削り。

P o 4

303

小型丸底壷。口緑部は内湾する 外面口縁部横へラ磨き後ナデ消 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
「く」の字状口緑。口緑端部は丸 す。肩部横へラ磨き。胴部上半 む。口径8．5，胴部最大径9．5，
く終わる。胴部は肩が張 り扁平。 横にナデ，下半不定方向のパケ 器高8．7cm （旧13K ・S W ，265）
最大径は胴部中位にある。 目後ナデ。内面口緑部横ナデ，

胴部上半指頭圧痕，下半右方向

のへラ削り。

P o　5

303

小型丸底壷。口緑部内湾気味に立 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面黄茶灰色。細砂粒。口
ち上がる 「く」の字状口緑。口緑 上半パケ目をナデ消す。以下横 径8．7，胴部最大径10．0，器高
端部丸味を持つ。頸部のくびれは 方向を中心 とするパケ目。底部 9．1cm （旧13K ・S W ，289）
やや強 く，胴部は扁平な球形。器 はナデが施される。内面頸部横
壁は肩部で厚く，底部で薄くなる。にナデる。胴部左方向のへラ削
最大径は胴部の中位にある。 り。底部に指頭圧痕残る。

P o 6

303

小型丸底壷。口緑部内湾気味に斜 口緑部内外面横ナデ。外面胴部 内外面黄灰褐色。小砂粒を含
めに伸びる 「く」の字状口緑。口 パケ目後ナデが施される。胴部 む。口径8．6，胴部 最 大 径
緑端部尖 り気味に丸 く終わる。頸 下方にパケ目残る。内面胴部上 10 ．0，器高9．8cm （推定）（旧
部のくびれはやや広 く，胴部は扁 半横にナデる。．以下左方向のへ 13K ・S W ，286）
平な球形。最大径が胴部中位にあ ラ削り。底部に浅い指頭圧痕残
る。 る。

P o　7

303

‘小型丸底壷。口緑部内湾気味に立 口緑部内外面横ナデ。外面頸部 外面淡赤褐色。内面明黄褐色。
ち上がる 「く」の字状口緑。口緑 から肩部にかけて横にナデる。 小砂粒含む。口径8．6，胴部最
端部丸く終わる。頸部のくびれは 胴部上方縦を基調 とするパケ目。大径10．1，器高8．5cm （推定）
狭 く，胴部は扁平な球形。最大径 下方横を基調 とするパケ目を施 （旧13K ・S W ，267）
は胴部中位。内面底部に爪痕が見 す。内面胴部上方指押え後横に
られる。 ナデる。以下左方向のヘラ削り。

底部に浅い指頭圧痕残る。

P o 8

303

小型丸底壷。口緑部は内傾する短 口縁端部内外面横ナデム外面口 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
頸の複合口緑。屈曲部の稜は丸 く 緑部ナデ，頸部横へラ磨き。胴 む。口径6．6，胴 部 最 大径
鈍い。胴部は扁平の球形。最大径 部上半横へラ磨き，下半粗いハ 10．4，器高7．7cm ．（旧13K ・S
は胴部中位にある。・ ケ目を施す。内面口緑部横ナデ，

肩部横にナデる。中位指頭圧痕
あり，下半右方向のへラ削り。

W ，269）

P o　9

303

小型丸底壷。胴部扁平な球形。肩 外面胴部上部横方向のへラ磨き 外面淡褐色。全体に丹塗 り。
部やや張る。胴部最大径は中位に 一部縦方向のパケ目残る。中央 内面淡黄褐色。肩部のみ丹塗
ある。口緑部欠損。 部横方向のパケ目，一部横方向 り。胴部最大径12．8cm （旧13

のへラ磨き残る。下部不定方向

のへラ磨き。内面肩部横にナデ，
胴部右方向のへラ削り，底部指

1頭圧痕ある。

K ・S W ，290）
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P o lO　高杯。外方に開く浅い杯部 と，ほ 外面杯部縦方向のパケ目後ナデ，内外面暗茶灰色。細砂粒。口

303

ぼ直角に立ち上がる柱状部，低い 最後に横磨 きが施される。中位 径18 ．8，脚径10．0，器高12 ．1
所から 「ハ」の字状に開く裾部を の磨きは密。接合部にへラ描沈 cm （旧13K ・S W ，295）
もつ脚部。口緑端部は面を意識し 線が見られ，柱状部は一部に縦
ながらもやや丸く終わる。接合部 磨きが見られるが，全般的に横
に 1条沈線が見られ，脚端部は角 方向の磨き顕著。内面杯部放射
ぼる。裾部内面に2 条のへラ描沈 状の磨き。柱状部上半はへラ状
線有り。 工具でえぐった痕がみられ，下

半は左方向のヘラ削り。裾部パ

ケ目後指で押える。

Po 11

303

高杯。外方に開 く浅めの杯部と， 杯部外面上半は横磨き。下半は 内外面淡赤褐色。小砂粒を含
長い柱状部から 「ハ」の字状に開 パケ目後疎な横磨き。内面放射 む。口径18 ．0，脚径10．0，器
く裾部をもつ脚部。口綾部，脚部 状の磨き。脚部外面密な横磨き。高12．0cm （旧13K ・S W ，298）
とも端部は角ぼる。接合部に 1条 裾部横にナデる。内面柱状部左
のヘラ状工具による沈線が巡る。 方向のへラ削り。下方に絞 り痕

残る。裾部パケ目調整。

P o 12

303

高杯。外方に開く浅い杯部と長い 外面杯部上半細かい横へラ磨き，内外面淡赤褐色。細砂粒を含
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 下半粗い横へラ磨き。脚部面取 む。口径18 ．3，脚径9．8，器高
部をもつ脚部。口緑端部カット気 り後上半横へラ磨き，下半横ナ 11．4cm （旧13K ・S W ，262）
味でやや外反する。脚端部は角ば デ。内面杯部上半横へラ磨き，
る。 下半横ナデ。柱状部左方向のへ

ラ削り，裾部に粗いパケを施す。

P o 13

303

高杯。外方に開く浅い杯部と長い 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。細砂粒を含む。
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 面横方向のへラ磨き，杯部外面 口径18 ．1，脚径9．4，器高12．8
部をもつ脚部。口緑端部はカット 底部付近パケ目残る。脚部外面 cm （旧13K ・S W ，278）
気味。脚端は角ぼる。裾部内面に 柱状部横方向のへラ磨き，上部
2条のへラ状工具による沈線。 にパケ目残る。裾部外面横にナ

デる。杯部内面縦方向のへラ磨
き。脚部内面柱状部左方向のへ
ラ削り，裾部横方向のパケ目。

P o 14

303

高杯。外方に開く深い杯部 と長い 外面杯部横へラ磨き，以下柱状 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
柱状部から 「ハ」の字状に開く裾 部にかけて縦パケを施す。柱状 む。口径17．1 （推定），脚径
部をもつ脚部。口緑端部はカット 部中位に横へラ磨きを施す。裾 9．8，器高11．7cm （旧13K ・S
し角ぼる。杯底部外面に小孔ある。部へラ磨き後ナデ消す。内面杯 W ，272）
柱状部はやや中ぶ くらみ。接合部 部縦へラ磨き，柱状部左方向の
外面 1条の沈線が入る。脚端部は 削り。裾部上半指頭圧痕有り，
角ぼる。 下半横方向のパケ目を施す。

P o 15 高杯。外方に開く浅い杯部と長い

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ＝±コ．　ヽ
口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。砂粒を含まな

303
柱状部から 「ハ」の子状に開く裾 面横方向のヘラ磨き，杯部外面 い。口径17．7，脚径9．4，器高
部をもつ脚部。口縁端部はやや面 底部付近パケ目，横方向のへラ 10．4cm （旧13K ・S W ，299）
を意識しながらも丸 く終る。脚端 磨き残る。脚部外面柱状部横方
部は角ぼる。 向のへラ磨き，裾部外面横にナ

デる。杯部内面横方向のパケ後
縦方向のへラ磨き，脚部内面柱
状部左方向のへラ削り，裾部内

面横方向のパケ目。

Po 16 高杯。平坦な底部から外反気味に
⊥　　　　　　　　　　　h　　　　ヽ

外面横へラ磨き，内面杯部横へ 内外面淡赤褐色。小砂粒を含

303
上土ち上がる深い杯部と長い柱状部 ラ磨き後放射状のへラ磨き。脚 む。口径 18 ．3，脚径10 ．0，器 （一
から 「ハ」の字状に開く裾部をも

つ脚部。口緑端部はカットされ角
ぼる。杯底部外面浅い小孔ある。
脚端部は角ぼる。

部上部絞 り，下部ナデ。 高13．0cm （旧13K ，263）
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P o 17

303

高杯。平坦な底部から外反気味に 杯部外面パケ後ナデ，内面調整 内外面淡黄赤色。細砂粒を含

立ち上る浅い杯部に長い柱状部か 不明。脚部外面パケ後ナデ後横 む。脚径10．3cm （旧13K ，293）

ら 「ハ」の字状に開く裾部をもつ へラ磨き，内面上部絞 り，中央

脚部。杯底部外面に小孔をもつ。
脚端部は角ぼる。裾部内面に 2条

のへラ状工具による沈線。

へラ削り，下部ナデる。

P o 18

303

高杯。外方へシャープに開く杯部 杯部外面！＼ケ目後ナデ仕上げ。 外面暗褐色。内面明赤褐色。

と，小さな脚部。杯底部内面は平 下方には最後に横方向の磨きが 細砂粒。胎土精良。焼成やや

坦面が少なく，やや深い。柱状部 施される。内面横磨き後縦磨き。不良。口径 17．9，脚径8．7，器

は短かく，裾部は低い所で 「ハ」 柱状部外面上方にパケ目残る。 高11．3cm （旧13K ・S W ，258）

の字状に開く。口緑端部カット後 以下面取り，そして横磨き。裾
外方へつまみ出され，脚端部は角 部横にナデる。一部に横磨き施

ぼっている。接合部にへラ状工具 される。内面柱状部絞り，以下

による 1条の沈線。 左方向のへラ削り。裾部パケ目。

P o 19

303

高杯杯部。外方にゆるやかに開く 外面横方向の磨き。内面放射状 内外面暗黄灰色。小砂粒。口

浅めの杯部。口緑端部はさらに外 のへラ磨き。 径17．7cm （推定）（旧13K ・S

反し，端面は面を意識しながらも
丸味を持って終わる。内外面とも
剥離著しい。

W ，277）

P o 20

303

高杯。外方に開く浅い杯部。脚部 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 内外面黄褐色。細砂粒を含む。

欠損。口緑端部カット。 面縦方向のパケ後，横方向のへ 口径17．6cm （旧13K ・S W ，
ラ磨き。脚部外面ナデか。杯部
内面横方向のパケ後，横にナデ

る。脚部内面柱状部右方向のへ
ラ削りか。

276）

P o 21

303

高杯杯部。外方に開 く浅い杯部。 外面上部横にナデる。以下縦ハ 内外面淡褐色。口径18．1cm （旧

口緑端部はやや面を意識しながら ケ後横にナデる。その後一部横 13K ・中丸 ・高杯群，264）

も丸 く終わる。器壁薄い。 磨きを施す。内面ナデる。

P o 22

303

高杯杯部。外方へゆるやかに開く 外面上方は比較的密な横磨き。 内外面淡茶褐色。細砂粒b　口

浅めの杯部。口緑端部は角ぼり， 以下パケ目をナデ消し，最後に 径17．6cm （旧13K ・S W ，272）

内面杯底部の平坦面広い。風化著 横磨き。下部縦方向のパケ目。

しい。 内面放射状の磨き？

P o 23

303

高杯脚部。長い柱状部から 「ハ」 外面柱状部 ・裾部横方向の磨き。外面黄褐色。内面暗黄褐色。

の字状に開 く裾部を持つ。脚端部 接合部付近に縦方向のパケ目残 胎土精良。細砂粒。脚径9．3cm

はカット気味。裾部内面に 2条の る。内面柱状部絞りの後ナデが （旧13K ・S W ，280）

へラ状工具による沈線有 り。 施される。裾部横方向のパケ目。

脚端部横にナデる。

P o 24

303

高杯脚部。柱状部から 「ハ」の字 外面柱状部横へラ磨き。裾部ナ 内外面淡黄褐色。胎土精良。

状に開く裾部をもつ脚部。脚端部 デ。内面柱状部絞 り，裾部横ハ 脚径10．6cm （旧13K ・中丸 ・

カット。器壁厚い。 ケ目。 高杯群，271）

P o 25

303

高杯脚部。柱状部から 「ハ」の字 外面柱状部面取り，裾部ナデる。内外面淡褐色。胎土精良。脚

状に開く裾部をもつ脚部。脚端部 内面柱状部絞 り，裾部横パケ目。径10．3cm （旧13K ・中丸 ・高

カット。 杯群，274）

P o 26

303

高杯脚部。柱状部から 「ハ」の字 外面パケ目 ・ナデか。剥離多い。内外面黄褐色。細砂粒を多く

状に開 く裾部をもつ脚部。脚端部 内面柱状部左方向のへラ削り， 含む。脚径9．8cm （旧13K ・小

1条の沈線有 り。器壁厚い。 裾部ナデ，一部パケ目残る。 丸 ・高杯群，296）

S　 l 滑石製双孔円盤 長軸4．0，短軸3．9cm ，厚さ3．5mm
全面良く磨 く。

挿図302 （旧13K ・S W ，791）
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14K地区出土帯金具

B　 l 跨帯の帯金具で錠尾の部分。銅製。大きさ3．9，幅3．5，厚さ・0．4cm 鋼錆色。挿図304　 （旧14K ，

16）

15KSKll紡錘車

D　 l 円板形の紡錘車。中心部に円柱状 径4．5，厚さ1．7，孔径0．7cm表面 黄褐色。細砂粒を含む。挿図
の孔があく。 の調整は丁寧。 306　 （旧15K ・S K 11，982）

P o 1

307

小型丸底壷。口縁部内湾する短か 口緑部内外面横ナデした後，外 外面黄褐色。内面赤褐色。口
めの 「く」の字状口緑。口緑端部 面横へラ磨きを施す。胴部上半 緑部外面一部黒斑有 り。口径
は丸く終わる。頸部のくびれはや パケ目をナデ消し後，疎な横へ 8．2，胴部最大径9．4，器高8．4
やゆるやかで，扁平な球形を呈す ラ磨き。下半細かいパケ目調整。cm （旧16 L ・S I Ol，1321）
る胴部に続 く。最大径は胴部中位。内面胴部左方向のへラ削り。

P o　2

＼
307

婆。口緑部はやや内湾気味に開く 口縁部内外面横ナデ。外面頸部 外面黄褐色。スス濃 く付着。
複合口緑。屈曲部の稜は鈍 く，退 横にナデる。胴部上 ・中位は横 内面黒灰色。小砂粒含む。口
化気味。口緑端部外側にカット， 方向のめだつ不定方向のパケ目。径16．1cm （推定）（旧16 L ・S
内外に肥厚する。頸部にはゆとり 下位パケ目後ナデ仕上げ。内面 E ，1323）
があり，やや肩が張る縦長の球形 肩部ナデ。中位右方向のへラ削
の胴部に続 く。 り。以下左方向の削り上げ。

Po　3

307

襲。口緑部は短 く開 く複合口線， 口緑 ・頸部内外面横ナデ。外面 内外面黄褐色。細砂粒。口径
屈曲部の稜は鋭い。口緑端部外側 胴部上半横方向のパケ，以下斜 15．0，胴部最大径23．・4，器高
にカット。頸部は短 く，なだらか めのパケ‘，下半縦方向のパケ。 26．8cm （旧16L ・S E ，1322）
な肩をもつ胴部につづく。口緑 ・ 内面胴部上半右方向のへラ削り。
肩部器壁厚い。 下半左上方向のへラ削り。底部

指頭圧痕ある。

P o 4

307

聾。口緑部＿は内湾気味に開く「く」 口緑部内外面横ナデ。外面頸 外面ススが濃 く付着し色調不
の字状口緑。口緑端部内外に肥厚 部 ・肩部横にナデる。以下胴部 明。内面暗黄褐色。小砂粒を
し，鈍い稜をなす。端面は内傾し，中位横方向のパケ目。下方縦方 含む。口径14．6cm （推定）（旧
カットされる。胴部は下半を欠く 向のパケ目。内面肩部横にナデ 16L ・S I O1，1320）
が倒卵形をなすと思われる。器壁 る。指押え痕残る。以下右方向
は肩部で厚い。 のへラ削り。

P o　5

307

聾。口緑部は内湾気味に短 く開く 外面口緑部から肩部にかけて横 内外面淡赤褐色。外面全面に

「く」の字状口緑。口緑端部は内 にナデた後磨 く。胴部中位パケ スス付着。小砂粒含む。口径
側にカットされ，ややくぼむ。胴 目残る。以下パケ目後ナデ仕上 12．0cm （旧16 L ・S E ，1334）
部下方を欠ぐが球形をなすと思わ げ。内面肩部ナデる。浅い指押
れる。口緑部から胴部中位にかけ えが残る。胴部中位右方向，以
て磨きが施されている。器壁底部 下左上方向のへラ削り。下位に
でうすい。 浅い指頭圧痕残る。

P o　6

307

高杯。外方に開く浅い杯部と長い 口緑端部内外面横ナデ。杯部外 杯部内外面淡褐色。脚部内外
柱状部から丁ハ」の字状に開く裾 面横方向のへラ磨き，杯部外面 面黄褐色。細砂粒。口径15．9，
部をもつ脚部。口緑端部は丸く終 底部付近剥離多い。脚部外面柱 脚径12．1，器高13．5cm （旧16
る。脚端部は角ぼる。 状部横方向のへラ磨き，裾部横

にナデる。杯部内面縦方向のへ
ラ磨き。脚部内面柱状部横にナ
デ，裾部横方向のパケ目。

L ・S I O1，1332）
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P o　7

307

高杯脚部。高い所からゆるやかに 外面柱状部面取り後部分的な横 内外面黄灰色。胎土精良。極
「ハ」の字状に開 く脚部。柱状部 磨き。上方にパケ目見える。裾 細砂粒。脚径9．7cm （旧16L ・
はやや短 く，太め。脚端部は器壁 部横にナデる。内面柱状部へラ S I O1，1329）
がうすくなり，端画角ぼる。接合 削り後ナデ。裾部パケ目。脚端
部にへラ状工具による 1条の沈線，
裾部内面にもへラ状工具による 1
条の沈線みられる。

部横にナデる。

M l 青銅製素文鏡。鏡面はそり気味。 径3．0，厚さ0．1，鉦の高さ0．3cm 挿図309　 （旧16 L ・S I O1，

1340）

F　 l 鉄 剣 。切 っ先 丸 い。鏑及 び茎虎 の 全長 27．5，刃 身 16．5，茎 11．0， 挿 図 310　 （旧12 E ・S K O3，

剣型 わず か にみ え る。 目釘穴 1 つ。 刃幅 3．0，厚 さ0．7，茎 幅 1．1，厚

さ0 ．5cm

894）

W l 曲物 。身 の部 分。 円形 の板 に薄 板 径 14．0，厚 さ0．5， 内法径 11 ．7， 挿 図 311 （旧12 B ・S X ′03，

がお りまげ られ 円形 につ く。接 着

は漆 を使 用 ？杉 材 。

高 さ1．6cm 556）
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図　版　7

1．SI78　Po1　　5．SI78　Po14

2．　〃　　Po2　　　6．SI79　Po1

3．　ノ／　Po3　　7．SI80　Po1

4．　〃　　Po13

1．SI80　Po3　　5．SI81Po12

2．　〃　　Po6　　6．　〃　　Po17
3．SI81Po4　　7．　〃　　Po18

4．　〃　　Po9



図　版　8

1．SI81Po21　　5．SI82　Po6

2．　〃　　Po22　　6．　〃　　Po9

3．　〃　　Po24　　7．　〃　　Po11

4．SI82　Po4

1．SI82　Po12　　4．SI83　Po3

2．　〃　　Po14　　5．SI84　Po5

3．　〃　　Po17　　6．　〃　　Po7



1．SI84　PlO　　4．14GSKO4　Po1
2．　ノ／　P12　　5．　　〃　　　Po2

3．　〃　　P14　　6．　　ノ／　　Po3

1．14GSKO4　Po4

2．　　〃　　　Po7

3．SI85　　　Po1
4．　〃　　　　　Po2

5．SI85　Po3

6．　ノ／　　Po4

7．　〃　　Po5

8．　ノ／　　Po6



図　版　用

1．SI85　Po7

2．　〃　　Po16

3．　〃　　Po18

4．SI85　Po19

5．　〃　　Po32
1．SI85　Po34　　5．SI86　Po2
2．　〃　　Po37　　6．SI87　Po1

3．　〃　　Po39　　7．SI88　Po5

4．SI86　Pol



図　版II

1．SI88　Po2　　4．SI88　Po6

2．　ノ！　Po3　　5．　ノ／　Po7

3．　〃　　Po4　　6．　ノ／　Po8

1・SI88　PolO　　4．SI88　Po15

2．　ノ／　Pol1　5．　〃　　Po17

3．　〃　　Po14　　6．　〃　　Po18



1．SI88　Po25

2．　〃　　Po26

3．　〃　　Po37

4．SI88　Po41

5．　〃　　Po42

1．SI88　Po52　　4．SI88　Po56

2．　〃　　Po54　　5．　〃　　Po57

3．　〃　　Po55　　6．SI90　Po7



1．SI90　PolO　　5．SI90　Po20

2．　〃　　Po12　　6．SIlOO Po2

3．　〃　　Po13　　7．　〃　　Po8

4．　〃　　Po18

1．SIlOO Po3　　5．SIlOO Po9

2．　〃　　Po4　　6．　〃　　PolO

3．　〃　　Po6　　7．　〃　　Po11
4．　〃　　　Po7



図　版　国

1．SIlOO Po12　　5．SIlOO Po17

2．　〃　　　Po13　　6．　〃　　　Po18

3．　〃　　　Po14　　7．　〃　　　Po30

4．　〃　　　Po16

1．SIlOO Po19

2．　〃　　　Po21

3．　〃　　　Po22

4．SIlOO Po23
5．　〃　　　Po48



図　版I5

1．SIlOO Po25
2．　〃　　　Po27

3．　〃　　Po28

4．SIlOO Po29
5．　〃　　　Po31

1．SIlOO Po33　　5．SIlOI Po4

2．　〃　　Po45　　6．　〃　　Po5

3．S′IlOI Po1　　7．　ノ／　　Po9

4．　〃　　　Po3



図　版16

1．SIlOI Po6　　4．SIlOI Po13

2．　ノ／　　Po8　　5．SIlO2　Po2

3．　〃　　PolO　　6．　〃　　Po8

1．SIlO2　Po7

2．SIlO3　Pol

3．SIlO3　Po3

4．　〃　　　Po7



図　版17

1．SIlO3　Po5

2．　〃　　Po9

3．SIlO4　Po5

4．SIlO4　Po6
5．SIlO5　Po2

1．SIlO5　Po3

2．　〃　　　Po7

3．　〃　　　Po8

4．SIlO5　PolO

5．SIlO6　Pol



1．SIlO6　Po2　　4．SIlO6　Po12
2．　ノ／　　Po3　　5．　ノ／　　Po13

3．　〃　　　PolO　　6．SIlO7　Po5

1．SIlO7　Po4　　4．SIlO8　Po6

2．SIlO8　Po2　　5．　〃　　　Po8

3．　〃　　Po5　　6．　〃　　PolO



図　版19

1．SIlO8　Po9

2．　〃　　　Pol1

3．　〃　　　Po14

4．SIlO8　Po15

5．　〃　　　Po17
1．SIlO8　Po16
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4・遺構外出土遺物J

Po45

Po46

Po49

1，J4，

5，J6，

J2，J8

J7，J3

1．遺構外出土遺物

2．　　　　〃

3．14F　鉄剣型銅剣
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S2，S3



1．S ROI B1

2．　〃　　Po1
3．　〃　　Po2

5．15G SKOI Po2
6．15G地区集石遺構付

近出土線刻石　Sl
4．15G SKOI Pol

l

1．16G SKO3　Po2　5．15H SKO3
2．　　　〃　　　　Po4　6．　　　〃

3．17G墨書土器　Po1　7．　　〃
4．15H SKO3　Po2

Po12

Po13

Po14
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3・16HSWG SKOI Po1　8．　　　JJ PolO　　3．　　〝　　　Fl

g：　Z　　冨霊品：16HNE曾SKO4冒33　呈：王昔地昌10集品構周辺出土P。。
6．　　　　　　〃　　　　　　　　Poll
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戦i

1．15I地区集石遺構周辺出土　Po4
2．　　　　　　〃　　　　　　　Po12
3．　　　　　　〃　　　　　　　　Po13
4．14J SKO3　S1
5．13K SIlO8上　土器だまり　Po1
6．　　　　　　　ノノ　　　　　　　　　Po3

7．　　　　　　　〃　　　　　　　　　Po5

1．13K SIlO8上　土器だまり
2．

3．

4．

5．

6．

7．

Po7
PolO
Poll
Po12
Po14

Po15
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1・14K地区帯金具　Bl（表）
2・　　〃　　　　〃（裏）
3．15K SKll Dl

4．16L SKOI Po3
5．　　〃　　　　Po6
6．　　〃　　　　Ml

1．SI69　出土鉄剣　F1
2．SX′10　曲物　Wl（処理前）
3・　ノ／　　　〃　（処理後）
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